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三
木
竹
一

一
研
究

(
下
)

ー
ー
ー
雑
誌

「
歌
舞
伎
」

の
編
集
方
針

は
じ
め
に

本
論
稿
は
、
近
代
劇
評
家
、
三
木
竹
二
(
一
八
六
七

1
一
九

O
八
)
主
幹
の

雑
誌
「
歌
舞
伎
」
の
編
集
方
針
の
調
査
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

前
集
の
「
富
大
比
較
文
学
論
集
」
で
は
、
「
三
木
竹
二
研
究
(
上
)
|
雑
誌
『
歌

舞
伎
』
の
編
集
方
針
内
容
的
特
徴
①
」
と
題
し
、
「
歌
舞
伎
」
に
掲
載
さ
れ
た

新
派
・
旧
派
の
記
事
と
、
海
外
・
地
方
に
関
連
す
る
記
事
の
考
察
を
行
っ
た
。

そ
こ
か
ら
、
竹
二
が
「
歌
舞
伎
」
に
新
派
・
旧
派
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
劇

評
を
掲
載
し
た
こ
と
、
同
時
に
海
外
・
地
方
そ
れ
ぞ
れ
の
演
劇
に
目
を
配
り
、

「
歌
舞
伎
」
と
い
う
誌
名
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
演
劇

関
連
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
論
稿
で
は
、
「
三
木
竹
二
研
究
(
下

)
i雑
誌
『
歌
舞
伎
』
の
編
集
方
針
内

容
的
特
徴
②
」
と
題
し
、
前
回
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
に
加
え
て
、
脚
本
と
寄

稿
記
事
執
筆
者
、
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
「
歌
舞
伎
」
を
考
察
し
た
い
。
本

論
稿
で
扱
う
こ
の
二
つ
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
従
来
重
要

視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
竹
二
の
脚
本
を
重
視
す

る
姿
勢
が
「
歌
舞
伎
」
誌
上
で
ど
の
よ
う
に
表
出
さ
れ
て
い
る
か
、
主
に
新
作

内
容
的
特
徴
②
|
|
|

山

本

美

宙
d巳S、

脚
本
や
脚
本
紹
介
の
観
点
か
ら
検
討
し
、
竹
二
が
「
歌
舞
伎
」
誌
上
に
お
い
て

脚
本
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
の
か
探
っ
て
い
く
。
第
二
章
で
は
、
「
歌
舞
伎
」

に
寄
稿
し
た
各
劇
評
執
筆
者
に
注
目
し
て
考
察
を
し
て
い
き
た
い
。
特
に
、
「
歌

舞
伎
」
と
関
わ
る
こ
と
で
後
に
劇
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た

人
々
に
注
目
し
、
人
材
育
成
と
い
う
側
面
を
「
歌
舞
伎
」
が
担
っ
て
い
た
こ
と

を
裏
付
け
た
い
。
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「
歌
舞
伎
」
と
脚
本

ま
ず
、
「
歌
舞
伎
」
に
お
け
る
脚
本
関
連
の
記
事
を
見
て
い
く
。
「
歌
舞
伎
」

に
寄
稿
さ
れ
た
記
事
の
内
、
脚
本
に
関
す
る
記
事
は
「
新
脚
本
」
と
「
脚
本
紹

介
」
の
二
つ
に
分
類
し
た
。
「
新
脚
本
」
は
、
「
歌
舞
伎
」
に
掲
載
さ
れ
た
創
作

脚
本
と
、
翻
訳
・
翻
案
・
原
作
脚
色
脚
本
に
つ
い
て
分
類
し
た
。
「
脚
本
紹
介
」

に
は
、
「
歌
舞
伎
」
ま
た
は
「
歌
舞
伎
」
以
外
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
脚
本
に
つ

い
て
、
執
筆
者
や
編
集
者
が
解
説
・
紹
介
を
行
っ
て
い
る
記
事
と
、
翻
訳
・
翻

案
脚
本
の
梗
概
・
紹
介
の
記
事
を
分
類
し
た
。
翻
訳
・
翻
案
脚
本
に
関
し
て
は
、

梗
概
は
「
脚
本
紹
介
」
に
、
完
訳
・
完
案
は
「
新
脚
本
」
に
分
類
し
て
あ
る
点
、



注
意
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
、
本
論
考
で
は
「
歌
舞
伎
」
に
ど
の
よ
う
な
「
新
脚
本
」
「
脚
本
紹
介
」

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
注
目
す
る
。

「
脚
本
紹
介
」
記
事
で
あ
る
が
、
七

O
号
か
ら
、
「
脚
本
紹
介
」
に
分
類
さ
れ

る
記
事
が
急
増
し
た
。
こ
れ
は
、
竹
二
が
「
劇
文
概
観
」
と
い
う
企
画
を
始
め

た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
企
画
は
、
「
歌
舞
伎
」
以
外
の
演
劇
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
た
脚
本
・
評
論
・
考
証
な
ど
様
々
な
演
劇
に
関
す
る
記
事
の
内
容

を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
初
回
の
七

O
号
で
は
、
「
劇
文
概
観
」
の
ト
ッ
プ
に

脚
本
の
項
目
が
掲
げ
ら
れ
、
岡
田
八
千
代
『
築
島
』
、
山
崎
紫
紅
『
史
劇
桶
狭
間
』
、

川
下
江
村
『
脚
本
沖
の
小
島
』
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
新
脚
本
」
の
掲
載
割
合
で
あ
る
が
、
竹
二
が
最
期
に
編
纂
し
た
「
歌
舞
伎
」

九
三
号
は
、
附
録
と
い
う
形
式
を
と
り
な
が
ら
も
新
脚
本
が
「
歌
舞
伎
」
一
冊

に
占
め
る
割
合
は
五

O
%、
創
刊
当
初
と
同
様
、
半
分
が
新
作
脚
本
で
占
め
ら

れ
た
。竹

二
が
こ
こ
ま
で
新
脚
本
を
重
視
し
た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
具
体
的

に
、
こ
れ
ら
の
脚
本
は
ど
の
よ
う
な
作
品
な
の
か
。
新
脚
本
に
分
類
し
た
作
品

を
一
覧
表
で
示
し
た
(
表

1
)
。
第
一
の
特
徴
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
傾
向
を
み

る
と
、
当
初
は
川
尻
宝
卑
「
阿
能
局
一
」
や
、
大
槻
知
電
「
婦
女
忠
臣
蔵
一
一
と

い
っ
た
、
近
代
以
前
の
時
代
を
作
品
の
舞
台
に
し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
か

が
わ
か
る
。
し
か
し
、
五

O
号
を
過
ぎ
る
と
次
第
に
海
外
作
品
の
翻
訳
が
、
筋

書
き
や
梗
概
と
い
う
形
式
で
は
な
く
、
脚
本
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

翻
訳
対
象
と
し
て
は
、
イ
プ
セ
ン
、
モ
リ
エ

l
ル
、
ウ
エ
デ
キ
ン
ド
の
名
前
が

挙
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
翻
訳
作
品
の
中
で
、
鴎
外
の
翻
訳
作
品
が
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
の
は
、
日
露
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
で
本
格
的
な
著
作
活
動
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
鴎
外
が
「
歌
舞
伎
」
に
数
多
く
の
翻
訳
作

品
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
第
三
章
で
も
指
摘
し
よ

う
に
、
鴎
外
が
本
格
的
に
脚
本
の
翻
訳
を
「
歌
舞
伎
」
上
で
行
う
の
は
、
竹
二

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
「
公
平
新
聞
(
序
幕
、
独
逸
脚
本

筋
書
)
で
一
」
や
、
「
脚
本
『
モ
ン
ナ
ワ
ン
ナ
』
の
梗
概
凶
」
な
ど
、
翻
訳
を
掲
載

す
る
と
い
う
よ
り
は
、
海
外
の
脚
本
を
紹
介
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
よ
う
な
掲
載
の
仕
方
を
し
て
い
る
。

第
二
の
特
徴
と
し
て
は
、
前
半
と
後
半
で
、
上
演
の
有
無
が
挙
げ
ら
れ
る
。

全
て
の
脚
本
が
上
演
を
意
識
し
て
掲
載
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
前
半
、

六
一
号
(
明
治
三
八
年
五
月
)
に
掲
載
さ
れ
た
岡
本
締
堂
『
脚
本
天
目
山
』

ま
で
は
、
上
演
と
密
接
に
関
わ
っ
た
脚
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

岡
本
雪
駒
『
女
仁
木
瓦
』
は
、
故
人
三
代
目
津
村
田
之
助
が
上
演
す
る
こ
と
を

想
像
し
て
書
き
卸
し
た
作
品
で
あ
る
。
脚
本
創
作
の
由
来
等
は
一
一
号
(
明
治

三
四
年
四
月
)
の
岡
本
雪
駒
「
二
代
目
津
村
田
之
助
」
で
語
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
三
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
伊
井
蓉
峰
・
河
合
武
雄
『
芝
浦
の
革
財
布
六
』
は
、

実
際
に
明
治
三
六
年
二
月
に
市
村
座
で
上
演
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
上
演

は
、
伊
井
蓉
峰
と
河
合
武
雄
が
落
語
を
も
と
に
し
て
創
作
し
た
芝
居
で
あ
る
が
、

日
立
て
で
纏
め
た
た
め
、
脚
本
と
し
て
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
竹
二
が

「
不
得
止
両
人
が
舞
台
に
演
C
た
ま
〉
を
、
科
白
と
も
残
ら
ず
述
べ
さ
せ
て
、

筆
記
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
」
も
の
で
あ
る
。
脚
本
で
あ
る
と
同
時
に
、
型
の
記

録
で
も
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
第
二
章
で
見
た
、
今
あ
る
も
の
を

記
録
し
て
い
く
、
と
い
う
徹
底
し
た
竹
二
の
記
録
保
存
主
義
が
感
じ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
先
述
し
た
六
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
岡
本
締
堂
『
脚
本
天
目
山
』
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
三
八
年
五
月
一
一
日
歌
舞
伎
座
で
上
演
し
た
若
葉
会
の

た
め
に
、
上
演
す
る
人
々
を
念
頭
に
置
い
て
新
た
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
若
葉
会
と
は
、
当
時
各
新
聞
社
に
籍
を
置
い
て
い
た
劇
評
家
が
組
織
し
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た
劇
壇
の
こ
と
で
、
当
時
文
士
劇
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
文
士
劇
は
こ
の
上
演
を

初
め
と
し
、
明
治
三
九
年
九
月
九
日
「
若
葉
会
」
の
第
二
回
公
演
が
行
わ
れ
、

同
年
二
一
月
に
は
五
日
間
、
毎
日
新
聞
社
島
田
三
郎
の
主
宰
で
若
葉
会
同
人
を

も
含
め
た
「
演
劇
会
」
が
歌
舞
伎
座
で
公
演
さ
れ
、
文
士
劇
は
盛
ん
に
な
っ
て

い
っ
た
。
一
方
、
六
九
号
以
降
は
、
実
際
に
興
行
さ
れ
る
か
は
定
か
で
は
な
い

脚
本
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
八
七
号
に
は
三
つ
の
新
作
脚

本
七
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
以
下
の
様
な
但
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。

①
脚
本
は
無
断
興
行
を
許
さ
ず
。

②
若
し
興
行
の
希
望
者
あ
ら
ば
、
当
発
行
所
に
間
合
あ
り
た
く
、
当
発
行

所
は
作
者
に
紹
介
し
て
、
出
来
得
る
限
の
便
宜
を
与
ふ
べ
し
。

つ
ま
り
、
興
行
の
約
束
は
全
く
な
い
ま
ま
脚
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
前
半
と
後
半
の
「
歌
舞
伎
」
誌
上
の
変
化
か
ら
、
竹
二
の
脚

本
に
対
す
る
捉
え
方
の
変
化
が
読
み
取
れ
る
。
日
く
、
当
初
、
「
歌
舞
伎
」
に
脚

本
を
掲
載
す
る
の
は
型
の
記
録
と
同
じ
思
考
の
延
長
で
あ
っ
た
。
現
在
を
記
録

す
る
、
と
い
う
意
図
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
半
に
な
る
と
新
作
脚
本
を
掲
載
し
、

新
た
な
演
劇
人
を
育
成
す
る
と
い
う
意
図
が
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く

る
。
こ
の
こ
と
が
、
最
初
の
脚
本
の
グ
ラ
フ
で
見
た
よ
う
な
、
「
歌
舞
伎
」
に
占

め
る
脚
本
の
割
合
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

竹
二
が
こ
の
よ
う
に
新
作
脚
本
を
重
要
視
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
「
歌
舞

伎
」
誌
上
に
見
ら
れ
る
、
竹
二
の
脚
本
に
関
す
る
言
及
を
検
討
し
た
い
。
「
歌
舞

伎
」
に
掲
載
さ
れ
た
脚
本
の
傾
向
と
し
て
、
脚
本
の
記
録
か
ら
、
新
脚
本
家
の

育
成
へ
と
そ
の
掲
載
意
図
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
竹
二
が
「
歌

舞
伎
」
創
刊
当
初
か
ら
新
脚
本
を
望
ん
で
い
た
こ
と
は
、
竹
二
自
身
の
口
か
ら

語
ら
れ
て
い
る
。
三
号
に
川
尻
宝
ヰ
「
阿
能
局
(
一
)
」
掲
載
さ
れ
た
際
に
、
編

者
日
く
、
と
し
て
以
下
の
但
書
が
掲
載
さ
れ
た
。

編
者
日
く
此
頃
依
田
学
海
先
生
を
訪
ひ
談
偶
ま
脚
本
沸
底
の
事
に
及
ぶ

先
生
日
く
川
尻
宝
ヰ
翁
に
阿
能
局
の
作
あ
り
稿
成
り
し
は
小
松
氏
が
義

を
署
す
に
先
つ
こ
と
数
年
な
り
き
今
や
小
松
氏
の
遺
稿
は
場
に
上
り
て

人
の
阿
能
局
を
云
ふ
も
の
な
き
は
惜
む
べ
し
と
即
ち
去
っ
て
宝
卑
翁
を

訪
ひ
そ
の
稿
を
本
誌
に
寄
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
ふ
翁
日
く
明
治
座
に
て

演
ず
る
所
の
脚
本
も
亦
た
阿
能
局
の
事
に
関
す
彼
作
と
余
が
作
と
は
用

意
結
構
全
く
異
れ
ど
も
今
に
し
て
之
を
公
に
せ
ば
恐
ら
く
は
名
を
争
ふ

も
の
と
い
は
れ
ん
余
日
く
明
治
座
は
大
入
を
な
し
て
巳
に
閉
場
せ
り
何

の
障
る
所
か
あ
ら
ん
と
強
て
乞
ひ
て
こ
〉
に
掲
げ
併
せ
て
翁
が
意
の
有

る
と
こ
ろ
を
詳
に
す

-3-

す
な
わ
ち
、
依
田
学
海
の
訪
ね
、
新
作
脚
本
に
つ
い
て
談
義
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

川
尻
宝
専
が
「
阿
能
局
」
と
い
う
作
品
を
書
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
本
人
を
訪
ね
た
が
、
本
人
は
明
治
座
で
上
演
さ
れ
た
脚
本
を
気
に
し
て

一
度
は
断
り
を
入
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
を
編
者
が
な
だ
め
、
脚
本
を
掲
載
す
る

に
い
た
っ
た
が
、
川
尻
自
身
は
一
度
断
り
を
入
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
断
っ
て

お
く
、
と
い
う
但
書
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
、
ま
だ
伊
原
青
々
園
と
と
も
に
編
集

を
行
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
が
三
木
竹
二
の
書
い
た
も
の
だ
と
は
断
言

し
難
い
が
、
同
じ
編
者
と
い
う
立
場
で
あ
る
以
上
、
竹
二
が
こ
の
考
え
に
賛
同

し
て
い
た
こ
と
は
自
然
と
想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
竹
二
の
新
作
脚
本
を

望
む
声
は
、
「
脚
本
の
莱
」
(
二
三
号
、
明
治
三
五
年
四
月
)
に
も
示
さ
れ
て
い

る
。
竹
二
は
、
「
脚
本
の
沸
底
と
い
ふ
問
題
は
、
何
も
今
日
に
始
ま
っ
た
こ
と
で



は
無
い
」
、
し
か
し
、
団
菊
が
健
全
で
あ
っ
た
頃
は
忠
臣
蔵
な
ど
の
見
な
れ
た
狂

言
を
繰
り
返
し
上
演
し
て
い
て
も
何
と
か
な
っ
た
が
、
彼
ら
が
年
老
い
て
病
床

に
就
い
た
今
の
状
況
だ
と
、
二
二
日
間
の
芝
居
を
演
じ
き
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

そ
こ
で
今
さ
ら
ら
し
く
こ
の
問
題
が
わ
い
て
き
た
、
「
処
が
此
問
題
に
応
じ
る
に

は
、
私
な
ど
も
誇
く
申
し
た
通
、
天
才
の
あ
る
作
者
が
出
て
来
な
く
て
は
、
間

に
合
は
ず
、
そ
の
作
者
の
出
る
の
は
、
い
つ
の
こ
と
だ
か
分
り
ま
せ
ん
か
ら
、

そ
の
繋
ぎ
に
は
、
伊
原
君
が
数
号
前
か
ら
述
ら
れ
た
、
近
松
の
復
活
な
ぞ
は
、

屈
強
な
手
段
だ
」
と
し
、
近
松
作
品
の
う
ち
「
劇
に
上
し
て
興
味
が
あ
る
と
考

へ
ら
れ
ま
す
も
の
数
種
を
撰
ん
で
、
漸
次
」
、
「
歌
舞
伎
」
に
掲
載
す
る
と
し
た
。

さ
ら
に
、
「
東
京
座
の
『
桐
一
葉
』
(
本
文
追
加
)
」
(
四
六
号
、
明
治
三
七
年
三

月
)
で
は
、
「
俳
優
諸
君
が
各
自
脚
本
を
研
究
し
て
、
原
作
者
の
意
に
背
か
ざ
ら

ん
こ
と
を
務
め
た
る
迄
の
、
こ
た
び
の
劇
に
於
い
て
著
く
見
え
た
る
は
喜
ば
し

き
現
象
に
て
、
此
意
気
あ
り
て
こ
そ
、
始
め
て
近
来
勃
興
せ
る
新
劇
派
に
対
峠

す
る
こ
と
を
得
べ
し
」
「
此
一
座
の
俳
優
諸
君
が
今
後
も
益
々
新
作
を
歓
迎
し
て
、

旧
劇
派
の
発
達
を
計
ら
ん
こ
と
を
望
ん
で
巳
ま
ず
」
と
、
歌
舞
伎
劇
こ
そ
、
新

脚
本
を
研
究
し
、
積
極
的
に
上
演
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
「
歌
舞
伎
座
見
物
記
」
(
五
一
号
、

明
治
三
七
年
七
月
)
で
は
、
「
今
後
の
歌
舞
伎
派
の
執
る
べ
き
方
針
は
新
脚
本
歓

迎
と
古
劇
保
存
の
二
途
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
旧
派
と
新
派
の
脚
本
に
対

す
る
姿
勢
と
し
て
、
「
昨
年
の
劇
壇
」
(
六
九
号
、
明
治
三
九
年
一
月
)
に
お
い

て
、
「
此
際
新
派
は
飽
迄
も
科
白
劇
を
我
立
場
と
し
て
出
し
物
を
向
上
さ
せ
る
の

が
何
よ
り
大
事
、
旧
派
は
在
来
の
物
の
保
存
と
同
時
に
新
脚
本
を
歓
迎
し
て
、

史
劇
若
く
は
所
作
事
の
方
面
に
其
技
量
を
注
ぐ
よ
り
外
は
な
い
」
と
述
べ
、
別
々

の
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
向
上
し
て
い
く
べ
き
と
説
い
た
。
ま
た
、
竹
二
は
「
歌

舞
伎
」
に
脚
本
を
掲
載
し
、
右
記
の
よ
う
に
批
評
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
歌
舞
伎
」

誌
面
以
外
で
も
脚
本
家
と
付
き
合
っ
て
い
る
。
山
崎
紫
紅
は
、
竹
二
が
自
分
の

新
作
を
好
ん
で
劇
場
ま
で
足
を
運
び
観
覧
し
て
い
っ
た
様
子
を
以
下
の
よ
う
に

紹
介
し
て
い
る
。

あ
る
日
、
中
幕
の
前
、
卒
然
と
先
生
に
東
桟
敷
で
逢
ふ
。
『
僕
は
紫
紅
に

忠
な
る
も
の
だ
よ
、
序
幕
を
見
て
か
ら
宅
へ
帰
り
、
中
幕
を
狙
っ
て
ま
た

来
た
よ
』
と
、
微
笑
ま
れ
た
。

竹
二
は
紫
紅
の
脚
本
の
梗
概
を
書
い
て
「
歌
舞
伎
」
に
掲
載
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
支
援
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
脚
本
家
に
ど
の
よ
う
な
人
を
望
む

か
、
と
い
う
点
で
、
竹
二
は
「
明
治
三
九
年
の
劇
壇
」
(
八
一
号
、
明
治
四

O
年

に
一
月
)
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
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今
後
の
脚
本
は
現
代
の
時
件
を
新
し
き
思
想
を
以
て
書
き
科
す
程
の
人
が

出
ね
ば
駄
目
で
、
そ
の
時
に
な
れ
ば
、
旧
劇
派
の
新
進
思
想
を
持
っ
た
も

の
と
、
新
劇
派
の
特
色
を
保
っ
て
居
る
も
の
と
が
、
合
同
し
て
場
に
上
る

事
も
あ
る
だ
ら
う
。
さ
う
で
な
く
て
、
旧
劇
派
は
活
歴
擬
の
歴
史
物
と
在

来
の
狂
言
、
新
劇
派
は
新
聞
小
説
の
改
作
と
西
洋
物
翻
案
劇
を
し
て
居
る

内
は
、
旧
派
は
旧
派
、
新
派
は
新
派
と
、
各
自
脱
合
の
現
状
を
持
続
す
る

だ
ら
う
。

権
藤
芳
一
は
「
三
木
竹
二
論
」
に
お
い
て
、
「
彼
は
兄
と
共
に
外
国
の
戯
曲
を
次
々

と
訳
し
て
い
て
、
日
本
の
将
来
の
演
劇
が
歌
舞
伎
の
延
長
線
上
に
な
い
事
を
知

っ
て
い
た
の
か
、
歌
舞
伎
の
新
脚
本
に
厳
し
い
の
み
で
、
そ
れ
を
育
て
よ
う
と

す
る
熱
意
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
と
と
指
摘
し
た
が
、
こ
の
指
摘



は
明
治
二

0
年
代
の
竹
二
に
対
し
て
は
正
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
歌
舞

伎
」
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
竹
二
の
姿
勢
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と

言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
竹
二
発
言
を
勘
案
す
え
れ
ば
、
新
旧
劇
界

の
向
上
の
た
め
に
、
む
し
ろ
、
積
極
的
に
育
成
を
試
み
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

「
歌
舞
伎
」
に
掲
載
さ
れ
た
新
脚
本
、
脚
本
紹
介
の
記
事
は
、
頁
数
割
合
と

し
て
時
に
五
割
を
超
え
る
な
ど
、
一
貫
し
て
重
要
な
位
置
付
け
で
あ
り
続
け
た
。

た
だ
し
、
新
脚
本
に
関
し
て
言
う
と
、
脚
本
掲
載
と
意
図
と
し
て
、
当
初
は
上

演
さ
れ
た
脚
本
を
記
録
す
る
と
い
う
側
面
が
強
か
っ
た
の
が
、
号
を
重
ね
る
に

つ
れ
、
上
演
予
定
す
ら
な
い
脚
本
を
掲
載
し
、
新
脚
本
家
の
育
成
と
い
う
面
を

強
め
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
竹
二
の
新
脚
本
を
重
要
視
す
る
姿
勢
は
創

刊
当
初
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
劇
界
向
上
の
た
め
に
は
新
し
く
優

れ
た
脚
本
家
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
思
い
が
強
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

先
述
し
た
よ
う
に
、
六
九
号
(
明
治
三
九
年
一
月
)
で
は
「
新
派
は
飽
迄
も
科

白
劇
を
我
立
場
と
し
て
出
し
物
を
向
上
さ
せ
る
の
が
何
よ
り
大
事
、
旧
派
は
在

来
の
物
の
保
存
と
同
時
に
新
脚
本
を
歓
迎
し
て
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、

八
一
号
(
明
治
四

O
年
に
一
月
)
で
は
「
今
後
の
脚
本
は
現
代
の
時
件
を
新
し

き
思
想
を
以
て
書
き
科
す
程
の
人
が
出
ね
ば
駄
目
で
、
そ
の
時
に
な
れ
ば
、
旧

劇
派
の
新
進
思
想
を
持
っ
た
も
の
と
、
新
劇
派
の
特
色
を
保
っ
て
居
る
も
の
と

が
、
合
同
し
て
場
に
上
る
事
も
あ
る
だ
ら
う
」
と
述
べ
、
脚
本
に
対
す
る
考
え

方
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
新
派
、
旧
派
と
別
々
の
道
を
行

く
の
で
は
な
く
、
と
も
に
止
揚
し
、
劇
界
全
体
が
底
上
げ
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
竹

二
は
望
み
、
そ
の
た
め
に
新
脚
本
家
の
育
成
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る

に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
「
歌
舞
伎
」
の
編
集
方
針
の
一
つ
と
し
て
、

脚
本
を
重
要
視
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

「
歌
舞
伎
」
と
そ
の
人
々

第
二
章
で
は
、
「
歌
舞
伎
」
に
寄
稿
し
た
各
劇
評
執
筆
者
に
注
目
し
て
考
察
を

行
う
。
特
に
、
「
歌
舞
伎
」
と
関
わ
る
こ
と
で
後
に
劇
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
な
っ
た
人
々
に
注
目
し
、
脚
本
家
だ
け
で
な
く
、
劇
評
家
や
役
者
に

お
い
て
も
、
「
歌
舞
伎
」
は
人
材
育
成
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
た
い
。
ま

ず

、

劇

評

執

筆

者

に

ど

の

よ

う

な

人

物

を
起
用
し
て
い
た
の
か
グ
ラ
フ
化
し

(図

1

「
『
歌
舞
伎
』
掲
載
記
事
執

筆
回
数
」
)
、
そ
れ
ぞ
れ
を
調
査
し
た
。

こ
の
な
か
か
ら
、
本
章
で
は
劇
評
執

筆
者
と
し
て
女
性
劇
評
家
で
あ
る
岡

田
八
千
代
と
妻
・
森
久
子
、
役
者
と

し
て
伊
井
蓉
峰
と
喜
多
村
緑
郎
、
市

村
羽
左
衛
門
を
取
り
上
げ
た
い
。

ま
ず
、
女
性
劇
評
家
か
ら
見
て
い

こ
う
。
女
性
劇
評
家
に
関
し
て
は
、

従
来
先
行
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど

見
過
ご
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
竹
二
の
女
性
劇
評
家
の
登

用
は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
実
際
に
「
歌
舞
伎
」
に

お
い
て
女
性
が
ど
れ
ほ
ど
活
躍
し
た

か
を
示
し
た
グ
ラ
フ
(
図

2

「
執
筆

記
事
の
記
載
回
数
男
女
別
割
合
」
)
を

図 1r歌舞伎j 掲載記事執筆回数

-5-



見
る
と
、
竹
二
が
い
か
に
女
性
劇
評
家

を
重
要
視
し
、
「
歌
舞
伎
」
に
お
い
て
も

重
宝
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
か
ら
で
あ

る
。
女
性
は
わ
ず
か
八
%
に
過
ぎ
な
い

が
、
執
筆
者
個
々
人
の
掲
載
回
数
を
示

し
た
、
グ
ラ
フ
(
図

1
)
を
見
る
と
、
岡

田
八
千
代
は
八
五
記
事
、
竹
二
の
妻
森

久
子
は
七
O
記
事
と
、
上
位
を
占
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
女
性
劇
評
家
が

ほ
と
ん
ど
二
人
し
か
い
な
い
中
で
、
掲

載
回
数
男
女
別
割
合
の
八
%
を
女
性
が

占
め
る
と
い
う
の
は
驚
異
的
な
数
字
で
あ
る
。
図

2
は
、
女
性
劇
評
家
執
筆
記

事
の
総
頁
数
を
全
体
の
頁
数
で
割
っ
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で

示
し
た
の
が
、
女
性
劇
評
家
が
寄
稿
し
た
記
事
の
「
歌
舞
伎
」
誌
面
に
占
め
る

割
合
で
あ
る
。
一
二
O
号
か
ら
七
O
号
ま
で
、
半
数
、
も
し
く
は
半
数
以
上
を
女

性
が
占
め
る
事
も
度
々
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
(
た
だ
し
、
た
と
え
ば
合
評
記
事

で
あ
っ
て
も
、
女
性
が
参
加
し
て
い
れ
ば
そ
れ
を
女
性
劇
評
家
が
参
加
し
て
い

る
記
事
と
し
て
加
算
し
て
い
る
)
。
六
八
号
(
明
治
三
八
年
一
二
月
)
が
七
O
%

を
越
え
て
い
る
の
は
、
特
別
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
掲
載
記
事
が
偶

然
に
重
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
記
事
タ
イ
ト
ル
を
挙
げ
る
と
、

真
如
女
史
「
『
忍
逢
春
雪
解
』
語
方
比
較
(
故
菊
寿
太
夫
と
今
の
延
寿
太
夫
と
)
」
、

芹
影
女
「
歌
舞
伎
座
の
『
左
小
万
』
」
「
本
郷
座
の
『
己
が
罪
』
」
「
真
砂
座
の
『
想

夫
憐
』
」
「
本
郷
座
の
慈
善
演
芸
会
」
と
な
っ
て
い
る
。
岡
田
八
千
代
の
劇
評
数

の
多
さ
が
目
を
引
く
。
竹
二
が
信
頼
し
て
劇
評
を
担
当
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
で
あ
ろ
う
。

掲載回数男女別割合図2

岡
田
八
千
代
は
、
明
治
二
ハ
(
一
八
八
三

)
1昭
和
三
七
(
一
九
六
二
)
年

に
生
き
た
劇
作
家
で
あ
る
。
小
山
内
薫
の
妹
に
あ
た
る
。
代
表
的
な
戯
曲
に
『
黄

楊
の
櫛
』
『
柵
草
紙
』
な
ど
が
あ
り
、
写
実
的
な
筆
致
で
、
家
族
制
度
に
縛
ら
れ

た
女
性
の
哀
れ
さ
を
好
ん
で
描
い
た
。
竹
二
は
「
歌
舞
伎
」
に
八
千
代
を
迎
え

る
際
に
、
以
下
の
様
な
記
事
九
を
掲
載
し
た
。

青
々
園
君
が
予
て
劇
評
に
は
画
家
と
女
性
を
加
へ
る
必
要
が
あ
る
、
と
い

っ
て
居
ら
れ
た
が
、
(
略
)
女
形
の
椿
科
に
就
て
は
、
又
男
子
で
は
到
底
観

察
の
出
来
ぬ
や
う
な
細
い
穿
ち
を
、
女
性
の
口
か
ら
聞
く
こ
と
が
屡
々
あ

る
。
本
誌
に
寄
稿
せ
ら
る
与
諸
家
の
内
、
画
家
で
は
旧
く
か
ら
米
戦
、
止

水
、
米
斎
、
清
方
の
四
氏
が
あ
り
、
近
く
は
黒
田
、
小
山
の
洋
画
家
が
新

に
力
を
添
へ
ら
れ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
女
性
で
は
僅
か
に
真
知
氏
一

人
で
あ
っ
た
処
、
今
度
芹
影
女
史
の
寄
稿
に
接
し
、
そ
の
観
察
の
女
性
で

な
く
て
は
出
来
難
い
処
の
あ
る
の
を
見
て
、
知
何
に
も
面
白
く
感
じ
た
。

(
略
)
か
く
の
如
き
素
養
の
あ
る
女
性
が
向
後
も
劇
壇
に
向
っ
て
、
折
々

意
見
を
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
極
め
て
興
味
あ
る
こ
と
だ
と
思
ふ
。
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竹
二
が
八
千
代
を
劇
評
家
・
脚
本
家
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
、
六

九
号
(
明
治
三
九
年
一
月
)
の
竹
二
の
発
言
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
八

千
代
が
脚
本
を
「
歌
舞
伎
」
に
掲
載
す
る
際
に
、
以
下
の
よ
う
な
但
書
一
O
を
掲

ず
た
。

小
説
を
脚
本
化
せ
る
も
の
L

多
く
が
散
漫
に
し
て
統
一
な
き
為
、
小
説
の

脚
本
化
全
体
を
否
定
す
る
人
さ
へ
あ
る
に
到
り
た
る
は
歎
か
は
し
。
左
の

一
遍
は
徳
富
草
花
氏
の
小
説
を
芹
影
女
史
が
三
幕
十
三
場
に
脚
色
せ
ら
れ



た
る
も
の
な
る
が
、
能
く
原
作
の
急
処
を
押
へ
て
些
あ
冗
な
く
弛
緩
な
く
、

然
も
場
面
の
配
置
人
物
の
出
入
ま
で
周
到
な
る
注
意
を
沸
ひ
て
筆
を
下
さ

れ
た
る
は
感
ず
べ
く
、
向
後
此
種
の
作
を
な
す
も
の
の
為
に
好
模
範
を
示

さ
れ
た
り
と
い
ふ
も
、
過
褒
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

八
千
代
は
明
治
三
五
年
に
「
婦
人
界
」
で
小
説
「
お
く
つ
き
」
を
発
表
す
る
が
、

こ
れ
が
竹
二
の
目
に
と
ま
り
、
鴎
外
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の

雑
誌
は
競
っ
て
八
千
代
の
小
説
や
随
筆
を
掲
載
し
た
。
彼
女
の
育
成
に
は
鴎
外

が
強
く
関
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
・
彼
女
に
目
を
付
け
た
竹
二
の
眼
力

も
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
先
行
研
究
で
も
い
く
つ
か
誤
解
が
見
ら
れ

る
が
、
鴎
外
を
通
し
て
竹
二
を
知
っ
た
の
で
は
な
く
、
竹
二
を
通
し
て
鴎
外
を

知
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
薫
自
身
が
「
私
は
妹
と
一
緒
に
三
木
竹
二
氏
を

通
し
て
、
先
生
の
知
遇
を
得
た
一
一
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

て
い
る
。
八
千
代
の
劇
評
が
「
歌
舞
伎
」
に
お
い
て
重
宝
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
先
行
研
究
で
も
、
「
(
「
歌
舞
伎
」
六
三
号
に
お
い
て
/
論
者
注
)
芹
影
の

批
評
は
二
段
組
み
二

O
頁
に
も
及
ぶ
。
伊
臣
紫
葉
は
活
字
を
落
と
し
て
二
段
組

二
頁
、
竹
二
も
活
字
を
落
と
し
て
二
段
組
二
頁
弱
で
あ
る
か
ら
芹
影
評
の
扱
い

の
大
き
さ
に
驚
か
ざ
る
を
え
な
い
」
と
評
価
し
て
い
る
一
一
己

八
千
代
と
同
様
に
し
て
竹
二
の
妻
、
久
子
も
「
真
知
女
史
」
も
し
く
は
「
白

井
真
如
」
の
筆
名
で
「
歌
舞
伎
」
に
劇
評
を
寄
稿
し
て
い
た
。
た
だ
、
「
歌
舞
伎
」

創
刊
当
初
に
、
「
白
井
真
知
」
の
筆
名
で
記
事
を
寄
稿
し
た
の
は
、
三
木
竹
こ
の

よ
う
で
あ
る
。
今
回
、
「
白
井
真
知
」
も
「
森
久
子
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
が
、

妹
・
喜
美
子
が
以
下
の
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

女
の
目
で
見
た
評
は
ま
た
趣
が
変
る
と
い
っ
て
、
お
兄
い
さ
ん
が
白
井
真

如
の
名
で
だ
し
て
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
自
分
で
筆
を
と
っ
て
書
き
初
め
ら

れ
た
の
は
、
新
派
の
河
合
が
、
「
寒
牡
丹
」
の
膏
文
を
演
じ
た
時
三
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
本
当
で
あ
れ
ば
、
久
子
が
実
際
に
筆
を
執
り
始
め
た
の
は
、
「
歌
舞
伎
」

三
三
号
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
久
子
は
「
歌
舞
伎
」
に
お
い
て
は
女
性
で

唯
一
、
合
評
に
も
参
加
し
て
い
た
が
、
彼
女
の
名
前
は
現
在
、
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
。
八
千
代
が
「
女
性
劇
評
家
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
無
名
に
近
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
竹
二
が

久
子
を
劇
評
家
と
し
て
登
用
し
た
は
た
だ
自
分
の
妻
で
あ
っ
た
か
ら
で
な
く
、

一
人
の
劇
評
家
と
し
て
素
養
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
彼
女
は
長
唄
や
舞
踊
の

素
養
も
あ
り
、
確
か
な
批
評
眼
を
持
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
教
養
あ
る
義
母

峰
子
と
も
馬
が
あ
っ
た
し
、
「
歌
舞
伎
」
に
女
性
と
し
・
て
初
め
て
劇
評
を
寄
稿
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
久
子
は
近
代
の
女
性
劇
評
家
の
一
人
と
し
て
再
評
価

す
る
べ
き
人
物
に
値
す
る
と
言
え
よ
う
。
近
年
に
な
っ
て
、
柴
田
光
彦
が
・
「
森

久
子
の
弁
明
一
凶
」
を
発
表
し
、
見
直
し
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
論
文

で
は
、
竹
二
没
後
、
久
子
と
森
家
の
相
続
問
題
か
ら
、
再
縁
、
そ
の
死
に
至
る

ま
で
を
、
主
に
伊
原
青
々
固
と
久
子
の
往
復
書
簡
か
ら
丁
寧
に
追
跡
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
読
む
と
、
竹
二
と
の
結
婚
が
い
か
に
自
由
で
あ
っ
た
か
が
知

れ
る
が
、
久
子
は
竹
二
の
死
後
、
「
歌
舞
伎
」
だ
け
で
な
く
森
家
か
ら
も
徐
々
に

遠
の
き
、
再
婚
す
る
も
離
縁
、
晩
年
は
不
遇
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
で
は
久
子

が
亡
く
な
っ
た
養
老
院
に
つ
い
て
、
「
茨
城
県
の
高
齢
福
祉
課
に
尋
ね
、
当
時
あ

っ
た
施
設
三
ケ
所
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
い
ず
れ
も
該
当
者
な
し
と
の
之
と
で

あ
っ
た
」
と
結
論
し
て
い
る
が
、
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
二
一
』
を
見
て
み
る
と

A

「
未
亡
人
久
子
は
水
戸
市
で
脳
出
血
の
た
め
昭
和
二
十
五
年
二
一
月
一
二
日
午
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後
九
時
二
五
分
、
七
一
歳
で
死
去
し
た
一
五
」
と
、
か
な
り
具
体
的
な
記
録
が
あ

る
。
今
後
、
さ
ら
な
る
研
究
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
。

も
う
一
人
、
「
歌
舞
伎
」
に
劇
評
を
寄
稿
し
た
女
性
に
長
谷
川
時
雨
が
い
る
が
、

彼
女
は
九
一
号
に
初
め
て
寄
稿
し
、
竹
二
が
最
期
に
編
集
を
行
っ
た
九
三
号
に

到
る
ま
で
、
二
度
し
か
劇
評
家
と
し
て
竹
二
と
関
わ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
竹
二
が
「
歌
舞
伎
」
誌
上
で
時
雨
に
つ
い
て
何
か
述

べ
る
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
竹
二
は
「
歌
舞
伎
」
に
積
極
的
に
女
性
を
登
用
し
た
が
、
竹

二
の
男
女
分
け
隔
て
な
い
女
性
観
は
、
「
歌
舞
伎
」
編
集
時
代
に
ふ
っ
て
沸
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
学
生
時
代
に
す
で
に
培
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一

章
で
も
述
べ
た
が
、
同
じ
下
宿
先
に
居
た
山
口
秀
高
は
、
竹
二
は
学
生
時
代
か

ら
「
婦
人
な
ど
に
就
て
も
一
隻
眼
を
有
し
一
ご
て
た
と
語
っ
て
い
る
し
、
「
し

が
ら
み
草
紙
」
一
一
号
に
お
い
て
も
、
「
女
役
者
の
品
位
の
事
、
欧
羅
巴
の
女
役

者
何
者
ぞ
、
宮
廷
に
ま
で
出
入
し
て
帯
勲
者
と
な
れ
る
も
あ
り
な
ど
と
、
世
に

侮
ら
れ
る
の
を
改
め
る
よ
う
に
忠
告
し
て
あ
り
ま
し
た
一
七
」
と
喜
美
子
が
記
憶

し
て
い
る
。

た
だ
女
性
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
差
別
を
し
た
り
、
不
利
益
な
取
り
扱
い
は

し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
女
性
に
紳
士
的
態
度
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
川
上
貞
奴
に
つ
い
て
、
「
雑
報
福

住
の
貞
奴
」
(
四

O
号
、
明
治
三
六
年
九
月
)
で
、
竹
二
は
田
舎
に
い
る
貞
奴
を

翁
が
気
違
い
と
言
っ
た
こ
と
を
報
じ
た
。
「
デ
コ
¥
¥
な
束
髪
に
西
洋
化
粧
の
物

凄
い
容
体
が
、
田
舎
老
爺
を
驚
か
し
た
の
は
無
理
も
な
い
」
と
竹
二
は
軽
ん
じ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
に
対
し
、
鴎
外
は
竹
二
に
苦
言
を
呈
し
た
。
室
田
武

里
の
「
新
無
線
電
話
一
八
」
に
よ
る
と
、
「
貞
奴
が
洋
行
か
ら
帰
り
た
て
に
、
箱

根
で
色
気
違
に
見
ら
れ
た
と
い
ふ
雑
報
を
『
歌
舞
伎
』
に
載
せ
た
事
が
あ
り
ま

す
。
(
略
)
す
る
と
、
私
の
兄
貴
が
其
れ
を
見
て
、
婦
人
に
侮
辱
を
加
へ
る
や
う

な
記
事
を
載
せ
る
は
紳
士
の
行
ひ
で
無
い
と
言
っ
て
、
小
言
を
私
に
言
ひ
ま
し

た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
竹
二
が
実
際
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
か
定

か
で
は
な
い
が
、
室
田
武
里
本
名
田
村
成
義
の
取
材
の
腕
は
過
去
の
「
無
線
電

話
」
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
信
濃
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
竹
二

に
は
妾
が
お
り
一
九
、
妻
久
子
の
こ
と
を
泣
か
せ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
ら

し
い
て
O
。

次
に
、
役
者
と
の
交
流
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
竹
二
を
語
る
上
で
欠
か
せ

な
い
の
が
新
派
俳
優
の
伊
井
蓉
峰
で
あ
ろ
う
。
「
新
旧
を
通
じ
て
役
者
で
心
易
か

っ
た
は
伊
井
が
第
一
で
せ
う
一
二
と
青
々
園
が
述
べ
て
い
る
が
、
彼
と
の
出
会

い
に
よ
っ
て
、
竹
二
は
新
派
を
旧
派
と
同
等
に
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
ま
ず
小
金
井
喜
美
子
が
以
下
の
よ
う
に
追

憶
し
て
い
る
。
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そ
れ
ま
で
お
兄
い
さ
ん
は
新
派
を
あ
ま
り
見
物
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

伊
井
蓉
峰
が
真
砂
座
で
「
雪
中
行
軍
」
を
演
じ
て
大
当
り
を
取
っ
た
時
に
、

人
に
誘
わ
れ
て
行
か
れ
て
か
ら
最
買
に
し
て
、
後
に
は
お
兄
い
様
に
頼
ん

で
、
そ
の
た
め
に
「
両
浦
島
」
を
書
い
て
貰
わ
れ
た
の
で
し
た
二
。

竹
二
は
「
以
前
は
随
分
書
生
芝
居
と
云
ふ
も
の
を
ケ
ナ
シ
た
仁
」
で
あ
ジ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
新
聞
「
日
本
」
も
「
初
め
は
何
故
か
新
派
劇
が
大
嫌
で
更
に

見
向
も
為
な
か
っ
た
が
一
度
新
派
劇
の
味
を
覚
え
て
か
ら
は
全
く
私
と
云
ふ
事

を
外
に
し
て
更
に
公
平
な
芸
術
と
云
ふ
目
か
ら
批
評
を
下
し
た
」
と
述
べ
て
い

る
二
も
し
か
し
、
伊
井
と
出
会
っ
て
か
ら
は
「
旧
派
に
は
旧
派
の
趣
味
、
新
派



に
は
新
派
の
趣
味
あ
り
と
云
ふ
風
で
褒
め
る
一
凶
」
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
竹

二
に
と
っ
て
伊
井
は
新
派
を
見
直
す
影
響
力
を
与
え
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、

伊
井
に
と
っ
て
も
竹
二
は
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
。
伊
井
蓉
峰
は
、
「
僕
が
終
生

御
辞
儀
を
す
べ
き
人
」
で
以
下
の
よ
う
に
追
憶
し
て
い
る
。

此
の
長
い
間
、
真
面
目
に
褒
め
て
も
呉
れ
、
庇
し
で
も
呉
れ
、
励
精
叱
略

し
て
、
此
の
僕
に
素
真
面
目
な
忠
言
を
い
っ
て
呉
れ
た
の
は
、
実
に
先
生

ば
か
り
な
の
だ
。

同
じ
新
派
俳
優
で
は
、
喜
多
村
緑
郎
も
竹
二
に
は
影
響
を
受
け
た
。
彼
が
上

京
を
決
め
た
の
は
、
竹
二
の
説
得
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
喜
多

村
は
新
聞
「
日
本
」
で
、
「
企
上
京
は
三
木
氏
の
勧
告
(
略
)
先
生
は
同
じ
稼
業

を
す
る
な
ら
ば
、
東
京
が
よ
か
ら
う
と
口
を
切
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
一
五
」
と
記

憶
し
て
い
る
。

旧
派
俳
優
で
は
、
一
五
代
市
村
羽
左
衛
門
を
後
援
し
て
い
た
。
彼
は
鴎
外
の

「
日
蓮
上
人
辻
説
法
」
を
演
じ
、
そ
の
芝
居
稽
古
で
日
を
追
う
ご
と
に
羽
左
衛

門
が
上
達
し
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
将
来
性
の
高
さ
か
ら
支
援
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
彼
が
所
属
し
て
い
た
宮
戸
座
に
つ
い
て
も
、

積
極
的
に
好
評
記
事
を
寄
稿
し
て
い
る
。

最
後
に
、
兄
・
鴎
外
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
小
山
内
薫
は
、
「
鴎
外
先
生
と
そ

の
戯
曲
と
一
六
」
に
お
い
て
、
以
下
に
様
に
語
っ
て
い
る
。

先
生
(
鴎
外
)
は
劇
場
へ
来
ら
れ
る
事
を
お
あ
ま
り
好
ま
れ
な
か
っ
た
の

で
、
亡
く
な
ら
れ
た
三
木
竹
二
先
生
(
先
生
の
令
弟
)
に
頼
ま
れ
て
、
日

曜
日
に
私
は
千
駄
木
ま
で
誘
ひ
に
上
が
っ
た
。
そ
れ
で
も
先
生
は
と
う
と

う
「
山
房
」
を
出
ら
れ
な
か
っ
た
。

演
劇
界
を
牽
引
し
た
鴎
外
か
ら
は
あ
ま
り
想
像
で
き
な
い
姿
で
あ
る
が
、
鴎
外

の
あ
ま
り
芝
居
好
き
の
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
態
度
は
、
小
金
井
喜
美
子
も
「
在

欧
中
は
知
ら
ず
、
日
本
で
は
あ
ま
り
劇
場
に
は
お
出
に
な
ら
な
か
っ
た
お
兄
い

様
に
、
そ
れ
ほ
ど
劇
に
つ
い
て
の
趣
味
を
お
持
た
せ
し
た
の
は
、
全
く
お
兄
い

さ
ん
の
熱
心
の
力
だ
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
、
伊
原
青
々
園
も
「
先
生
の
創
作

や
翻
訳
や
で
、
舞
台
に
上
さ
れ
た
も
の
は
随
分
多
い
が
、
先
生
自
身
で
は
自
分

の
も
の
が
上
場
さ
れ
て
も
、
殆
ど
其
れ
へ
行
か
れ
た
な
か
っ
た
」
と
記
憶
す
る

な
ど
、
い
く
つ
か
の
文
献
に
散
見
さ
れ
る
指
摘
で
あ
る
。
も
し
、
鴎
外
が
彼
等

の
言
う
通
り
、
「
芝
居
好
き
」
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
鴎
外
が
留
学
時
代
、
さ
ら

に
帰
国
後
も
演
劇
と
関
わ
り
続
け
た
の
は
、
全
く
竹
二
の
影
響
で
あ
る
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
日
、
兄
鴎
外
か
ら
の
竹
二
へ
の
影
響
関
係
に
つ

い
て
は
多
く
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
竹
こ
か
ら
鴎
外
へ
の
影
響
関
係
に

対
し
て
は
、
従
来
、
竹
二
の
評
価
が
低
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
指
摘

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
三
木
竹
二
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
視
点
の
一
つ
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

-9-

課
題
と
展
望

本
論
稿
で
は
、
「
歌
舞
伎
」
の
編
集
方
針
に
見
ら
れ
る
、
三
木
竹
二
の
劇
界
に

対
す
る
考
え
方
を
読
み
解
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
竹
二
の
「
歌
舞
伎
」
編
集
時

代
に
焦
点
を
当
て
、
「
歌
舞
伎
」
に
掲
載
さ
れ
た
竹
二
自
身
の
執
筆
記
事
と
、
「
歌

舞
伎
」
誌
面
内
容
の
傾
向
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。

前
集
で
は
、
「
三
木
竹
二
研
究
(
上

)
l
『
歌
舞
伎
』
編
集
方
針
内
容
的
特



徴
①
|
」
と
題
し
、
第
一
章
に
お
い
て
「
歌
舞
伎
」
の
成
り
立
ち
と
、
先
行
研

究
で
の
指
摘
を
振
り
返
っ
た
。
第
二
章
で
は
、
竹
二
の
新
派
・
旧
派
に
公
平
な

姿
勢
が
「
歌
舞
伎
」
誌
面
上
で
も
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
数
値
的
特
徴
か
ら
検

討
し
た
。
実
際
に
グ
ラ
フ
化
す
る
こ
と
で
、
創
刊
当
初
は
旧
劇
に
関
す
る
記
事

が
多
か
っ
た
が
、
版
を
重
ね
る
ご
と
に
新
派
劇
に
関
す
る
記
事
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
明
確
に
わ
か
っ
た
。
第
三
章
で
は
、
「
歌
舞
伎
」
の
海
外
紹
介
記
事

と
地
方
紹
介
記
事
に
つ
い
て
、
数
値
的
特
徴
を
示
す
と
と
も
に
、
内
容
を
考
察

し
た
。
海
外
紹
介
記
事
は
、
従
来
鴎
外
の
翻
訳
梗
概
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
鴎
外
の
独
壇
場
で
は
な
く
、
実
際
に
は
鴎
外
を
含
め

た
数
人
で
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
地
方
紹
介
記
事
に
関
し
て

は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
竹
二
が
地
方
演
劇
界
を
含

め
た
、
広
い
視
野
で
演
劇
界
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
論
文
で
は
、
第
一
章
で
「
歌
舞
伎
」
に
掲
載
さ
れ
た
脚
本
を
見
、
加
え
て
、

竹
二
が
「
歌
舞
伎
」
に
脚
本
を
掲
載
し
た
意
図
を
、
竹
二
自
身
の
言
葉
か
ら
探

っ
て
い
っ
た
。
竹
二
は
新
し
い
思
想
を
も
っ
て
書
か
れ
た
脚
本
に
よ
っ
て
、
「
旧

劇
派
の
新
進
思
想
と
持
っ
た
も
の
と
、
新
劇
派
の
特
色
を
保
っ
て
居
る
も
の
が
、

合
同
し
て
場
に
上
る
」
と
い
う
、
新
旧
が
分
裂
せ
ず
、
演
劇
界
全
体
が
改
良
さ

れ
て
い
く
未
来
を
想
像
し
て
い
た
。
第
二
章
で
は
従
来
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
、
「
歌
舞
伎
」
に
お
け
る
女
性
劇
評
家
の
登
用
を
中
心
に
、
竹
二
と
「
歌

舞
伎
」
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
、
演
劇
人
と
な
っ
た
人
々
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
影
響
関
係
が
あ
っ
た
の
か
、
考
察
し
た
。
特
に
、
岡
田
八
千
代
を
見
出
し
た

功
績
は
大
き
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
考
察
し
、
見
え
て
き
た
「
歌
舞
伎
」
の
編
集
意
図
を
ふ
ま
え
、
竹
二

の
劇
界
に
対
す
る
考
え
方
を
示
す
。
一
つ
は
、
型
の
記
録
に
見
ら
れ
る
、
今
あ

る
者
を
切
り
取
っ
て
残
す
、
と
い
う
徹
底
し
た
記
録
主
義
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も

う
一
つ
は
、
新
派
・
旧
派
を
問
わ
ず
、
演
劇
界
全
体
の
向
上
、
近
代
化
を
願
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
も
う
一
点
挙
げ
る
な
ら
、
そ
の
演

劇
の
近
代
化
は
、
江
戸
時
代
の
歌
舞
伎
劇
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
人
間
に
よ
っ

て
で
は
な
く
、
新
し
い
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
た
の
だ
と
思
う
。
竹
二
は
、
「
歌
舞
伎
」
で
批
評
を
行
う
こ
と
で
、
演
劇
界
の

向
か
う
べ
き
方
向
を
定
め
る
指
針
の
役
割
を
果
た
し
た
と
壬
一
守
え
る
。

最
後
に
、
今
後
の
研
究
課
題
と
展
望
を
述
べ
た
い
。
今
回
、
私
は
「
歌
舞
伎
」

編
集
時
代
に
焦
点
を
当
て
、
考
察
を
行
っ
た
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
竹
二
が
劇

評
を
初
め
て
行
っ
た
時
代
か
ら
、
一
つ
一
つ
文
献
を
収
集
し
、
竹
二
の
劇
評
家

と
し
て
の
性
格
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
追
い
、
そ
の
上
で
「
歌
舞
伎
」
に

取
り
か
か
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
「
歌
舞
伎
」
に
お
け
る
三
木
竹

二
の
本
当
の
姿
と
い
う
の
は
見
え
て
こ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
竹
二
が
ど
の
よ
う

な
劇
評
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
た
か
、
ど
の
よ
う
な
劇
評
家
に
な
り
た
い
と

願
っ
て
い
た
か
は
、
今
回
考
察
対
象
と
し
た
明
治
三

0
年
代
よ
り
以
前
の
竹
二

の
劇
評
に
多
く
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

竹
二
の
最
も
初
め
の
劇
評
は
、
「
読
売
新
聞
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

本
質
的
な
意
味
で
は
、
兄
鴎
外
宛
の
書
簡
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
て
い
る

鴎
外
に
対
し
、
竹
二
は
芝
居
の
感
想
を
逐
一
書
き
送
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は

妹
・
喜
美
子
が
「
お
兄
い
さ
ん
(
論
者
注
/
竹
二
)
も
、
学
校
の
先
生
の
事
、

お
友
達
の
話
、
お
好
き
な
古
本
の
話
、
芝
居
の
評
、
近
所
の
噂
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
、
芝
居
の
評
の
細
か
い
の
は
後
の
批
評
家
だ
け
あ
る
と
思
い
ま
す
一
七
」
と
記

憶
し
て
い
る
。
実
際
に
竹
二
が
書
き
送
っ
た
手
紙
を
見
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
、

明
治
二

O
年
四
月
、
竹
二
は
明
治
一
九
年
一
一
月
の
新
富
座
で
上
演
さ
れ
た
芝

居
に
対
す
る
劇
評
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
以
下
に
冒
頭
を
一
部
抜
粋
す
る
。

ハU
守
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幕
ヲ
開
ケ
ハ
舞
台
ノ
装
置
荒
木
作
リ
ノ
住
屋
下
手
ニ
竹
垣
門
構
へ
松
ノ
立

木
ア
リ
上
手
奥
座
敷
ノ
横
手
簾
ヲ
垂
レ
総
テ
鈴
鹿
山
中
伊
勢
三
郎
隠
家
ノ

体
鳴
物
鐸
路
鈴
ニ
テ
向
花
道
ヨ
リ
九
郎
判
官
義
経
(
福
助
)
薄
紅
ノ
狩
衣

ニ
金
禰
ノ
散
シ
縫
緋
威
ノ
腹
巻
ヲ
白
精
好
ノ
大
口
梨
子
打
烏
帽
子
ニ
テ
黒

毛
ノ
馬
、
深
紅
ノ
総
ニ
紫
白
染
分
ノ
手
綱
シ
テ
ノ
出
(
花
ヤ
カ
ニ
テ
騎
馬

ノ
目
新
シ
ク
喝
采
ノ
声
鳴
モ
止
マ
ズ
)
・
・
・

こ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
る
劇
評
は
本
に
し
て
延
々
六
頁
も
続
い
て
い
る
。
一
一

月
に
観
覧
し
た
も
の
を
四
月
に
書
く
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
は
忘
れ
て
し
ま
っ

た
、
「
河
竹
ノ
罪
ニ
テ
ハ
非
ズ
ウ
皆
附
焼
刃
ノ
為
ゾ
ト
見
倣
テ
ヨ
」
と
述
べ
て
い

る
が
、
こ
こ
に
は
も
う
す
で
に
竹
二
の
型
の
記
録
の
片
鱗
が
見
え
隠
れ
し
て
い

る
。
ま
た
、
一
二
木
竹
二
と
森
鴎
外
の
影
響
関
係
を
見
て
い
く
上
で
も
、
こ
の
書

簡
は
見
逃
せ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
喜
美
子
が
「
お
兄
い
様
も
鈴
木
藤
吉
郎
の
事

蹟
を
叙
さ
れ
た
中
に
、
『
少
壮
時
代
に
は
殆
毎
夕
寄
席
に
往
き
、
殆
毎
月
劇
場
に

入
っ
た
。
』
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
筆
つ
づ
き
で
書
か
れ
た
の
で
、
そ
ん
な
に

芝
居
へ
お
出
に
な
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
記
憶
す
る
鴎
外
が
、
ド
イ
ツ

で
足
繁
く
劇
場
に
通
う
に
至
っ
た
の
に
は
、
竹
二
の
日
本
演
劇
の
近
況
を
伝
え

る
書
簡
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第

四
章
で
も
述
べ
た
が
、
兄
・
鴎
外
と
の
影
響
関
係
は
三
木
竹
二
研
究
に
お
い
て
、

今
後
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
特
に
、
竹
二
か
ら
鴎
外
へ
の
影
響
に
つ
い
て
指

摘
さ
れ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。
そ
の
た
め
に

は
さ
ら
な
る
研
究
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
明
治
一
九
年
七
月
か
ら
明
治

一
二
年
の
鴎
外
宛
書
簡
は
、
『
日
本
か
ら
の
手
紙
』
て
八
に
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、

鴎
外
が
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
た
期
間
の
前
半
に
あ
た
る
明
治
一
七
年
九
月
か
ら
明

治
一
九
年
六
月
ま
で
の
鴎
外
宛
書
簡
は
、
鴎
外
記
念
本
郷
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
、

未
だ
日
の
目
を
見
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
「
歌
舞
伎
」
編
集
時
代
に
お

け
る
竹
二
と
鴎
外
の
書
簡
、
竹
二
と
多
く
の
演
劇
関
係
者
た
ち
と
の
書
簡
も
ほ

と
ん
ど
公
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
「
歌
舞
伎
」
に
掲
載
さ
れ
た
劇
評
や
論
文
は
、

葉
書
や
手
紙
に
よ
っ
て
竹
二
の
手
元
に
届
い
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
書
簡
そ
の

も
の
が
紛
失
し
た
の
で
な
い
限
り
、
必
ず
ど
こ
か
に
保
存
さ
れ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。二

O
一
二
年
は
、
鴎
外
生
誕
一
五

O
年
の
記
念
の
年
で
あ
る
。
鴎
外
イ
ヤ
!

と
し
て
、
多
く
の
催
し
が
企
画
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
是
非
、
弟
三

木
竹
二
に
も
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
竹
二
が
再
評

価
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

一
三
号
(
明
治
三
三
年
三
月
)
1
五
号
(
同
年
八
月
)

一
-
六
号
(
明
治
三
三
年
六
月
)

4

三
七
号
(
明
治
三
六
年
六
月
)

同
四
三
号
(
明
治
三
六
年
一
二
月
)

五
一
七
号
(
明
治
三
四
年
一

O
月
)
i
二
九
号
(
明
治
三
五
年
一

O
月
)
、
六
五
号

(
明
治
三
八
年
九
月
)

六
三
四
号
(
明
治
三
六
年
三
月
)
1
三
六
号
(
明
治
三
六
年
五
月
)
、
六
五
号
(
明

治
三
八
年
九
月
)

七
碑
礁
子
『
脚
本
小
牧
山
遺
物
甲
胃
』
、
海
賀
変
哲
『
脚
本
行
脚
謂
』
、
山
崎

紫
紅
『
脚
本
堀
越
御
所
』

八
「
三
木
竹
二
論
」
(
「
演
劇
評
論
」
一
九
五
四
・
七
)

九
三
木
竹
二
「
芹
影
女
史
の
劇
評
を
見
て
」
(
三
六
号
、
明
治
三
六
年
五
月
)

一O

徳
富
産
花
原
作
・
岡
田
八
千
代
脚
本
「
灰
燈
」
(
六
九
号
、
明
治
三
九
年
一
月
)

二
小
山
内
薫
「
千
駄
木
の
先
生
」
(
「
三
田
文
学
」
八
号
、
一
九
二
二
・
八
)

二
.
井
上
理
恵
「
新
演
劇
の
成
立
を
探
る
1

川
上
音
二
郎
の
『
金
色
夜
叉
』
の
初
演

か
ら
再
演
へ
1

」
(
「
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
研
究
紀
要
(
一
八
)
」
、
二

O
O八
)

ーI
4

可
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一
真
如
女
史
「
私
の
見
た
河
合
の
膏
叉
」
(
三
三
号
、
明
治
三
六
年
二
月
)

一
阿
「
演
劇
研
究
」
(
二
二
号
、
一
九
九
九
)

一i

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
竺
二
)
』
(
昭
和
女
子

大
学
光
葉
会
、
一
九
五
九
・
四
)

二
ハ
山
口
秀
高
「
下
宿
時
代
よ
り
の
三
木
君
」
(
「
歌
舞
伎
」
一

O
O号
、
一
九

O
八・一

一

)一
七
小
金
井
喜
美
子
「
次
ぎ
の
兄
」
(
『
鴎
外
の
系
族
』
岩
波
文
庫
、
二

O
O
一
・
四
)

一
八
「
歌
舞
伎
」
(
一

O
三
号
、
明
治
四
二
年
二
月
)

一
九
「
八
日
(
日
)
、
(
略
)
篤
二
郎
の
妾
来
訪
す
。
今
児
玉
淳
介
の
家
に
仕
ふ
と
云

ふ
」
(
『
鴎
外
日
記
』
一
九

O
八
・
一
一
)

一O

森
ま
ゆ
み
「
君
に
み
せ
た
き
も
の
あ
ら
ば
」
(
『
鴎
外
の
坂
』
新
潮
社
、
二

0
0
0
・
七
)

一
一
伊
原
青
々
園
「
亡
友
三
木
竹
二
君
」
(
「
歌
舞
伎
」
一

O
O号
、
明
治
四
一
年
一

一
月
)

二
注
一
七
に
同
じ
。

一
「
・
故
三
木
竹
二
氏
」
(
「
日
本
」
一
九

O
八
・
了
二
ニ
、
三
面
)

日
「
劇
評
界
の
明
星
故
三
木
竹
二
氏
の
悌
伊
井
喜
多
村
両
優
談
」
(
「
報
知
新

聞
」
一
九

O
八
・
了
一
二
、
七
面
)

一
五
注
二
三
に
同
じ
。

三
ハ
「
鴎
外
全
集
月
報
三
」
、
一
九
七
二
・
こ

一
七
小
金
井
喜
美
子
「
次
、
ぎ
の
兄
」
(
『
森
鴎
外
の
系
族
』
岩
波
文
庫
、
二

O
O
一

四
)

一
人
日
本
近
代
文
学
館
編
『
近
代
文
学
研
究
資
料
叢
書
(
八
)
日
本
か
ら
の
手
紙

滞
独
時
代
森
鴎
外
宛
一
八
八
六

l
一
八
八
八
』
(
日
本
近
代
文
学
館
、
一
九
八
三
・

四
)

つム
唱
Eム



通番 執筆者 題 傾向 頁番号 号 発行年 月 日

l川尻宝容 阿能局 |日 3 1900 3 31 

21黙大槻阿弥如電 忍、逢春雪解 |日 53 3 1900 3 31 

伊原青々園

3原作 新比翼塚 新 6 1900 9 20 
瀬川如皐脚

色

4大槻如電 婦女忠臣蔵 旧 19 6 1900 9 20 

5大須賀豊
新比翼塚の独

新 48 6 1900 9 20 
日奇

6永井素岳 新曲都くらべ 旧 57 8 1901 

7永井素岳 新曲市の賑 旧 57 8 1901 

8大槻如電 聖由徳来太子憲法 !日 21 15 1901 8 

9岡本雪駒 女仁木 |日 34 17 1901 10 3 

伊井蓉峰
芝浦の革財布10 新 34 1903 3 

河合武雄

11森鴎外 |法日蓮聖人辻説 旧 47 1904 3 31 

12大久保栄訳
脚本『青年士

海外紹介 50 1904 6 
官!

イブセン作
13 

井千葉雨掬泉香共訳・新
脚本「建築師J海外紹介 51 1904 7 

シェークスピア

戯曲真砂座十

14小山内蕪
一月興行「ロ新

附1 55 1904 11 
メオ、エンド、

|ジ(全ユ五山幕)トJ

モリエール作
喜劇染直大

15草案野柴ニ翻
名繍

海外紹介 57 1905 

16岡本締堂 脚本天目山!日 22 61 1905 5 

17 モ山リ下エ'石市ー舗ル書官作 喜灰劇岩 飛んだ 海外紹介 28 63 1905 7 

18 モ草リ野エ柴ー二ル訳作 喜劇守銭奴 海外紹介 66 1905 10 

徳富麓花原

1911乍 脚本「灰燈J 新 附l 69 1906 
脚岡街田八千代

20永井素岳 万歳楽 |日 59 70 1906 2 

尾崎紅葉原
脚本阿蘭陀

21訳無名氏脚色 芹
海外紹介 72 1906 4 

22山下破鏡 海外紹介 附l 73 1906 5 

23 独の眼逸喜劇l母 海外紹介 77 1906 9 15 

24 山下破鏡 悲劇『愛』 新 56 80 1906 12 15 

尾崎紅葉訳
脚本西洋娘新25 91 82 1907 2 
気質

26 わかすぎ 喜劇恋の倖新 84 1907 4 

27 磁礁子 脚漬本物甲小宙牧山 |日 附l 87 1907 7 

28 海賀変哲 脚本行脚諦旧 附25 87 1907 7 

29 山崎紫紅 脚}戸l本堀越御 !日 附40 87 1907 7 

っd
可
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30鈴木秋風 脚本炎焔 新 附l 88 1907 8 

31赤井慶介 脚本油絵師新 附l 89 1907 9 

観潮楼ータ話

32森鶴外
脚本「マイ

海外紹介 90 1907 10 
のン叡・フユルストj

33井田絃声 脚本墨田川旧 附l 90 1907 10 

観潮楼ータ話

34森鴎外
脚本『短剣を

海外紹介 91 1907 11 
I持訳ちたる女Jの

35岡本締堂 十津川戦記 新 58 91 1907 11 

ヱデキンド 戯曲『出発

36H森乍鴎外訳
前半時間.IC其 海外紹介 1 93 1908 

37 モ藍リ里干エ些ー了士ル課作 脚{主本主ー)女たらし 海外紹介 57 93 1908 

38山崎紫紅 脚笹本;$: r乱れ 旧 附I 93 1908 

39巽木鶏 脚本「労働新 附18 93 1908 ~ 結社j
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「
琵
琶
伝
』

に
見
る
鏡
花
の
恋
愛
至
上
主
義

ー
ー
ー
婚
姻
制
度
に
対
す
る
問
題
提
起
|
|
|

は
じ
め
に

二
年
前
に
『
琵
琶
伝
』
を
扱
い
「
夢
・
幻
想
」
の
観
点
か
ら
鵬
鵡
の
登
場
に

よ
る
効
果
を
考
察
し
、
『
琵
琶
伝
』
は
「
観
念
小
説
一
」
で
は
な
く
「
幻
想
小
説

一
」
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
よ
う
と
試
み
た
。
今
回
は
そ
の
逆
で
『
琵
琶
伝
』
は

「
幻
想
小
説
」
で
は
な
い
と
い
う
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。
「
大
衆
と
国

家
」
や
「
家
族
と
親
族
」
な
ど
の
観
点
か
ら
、
社
会
の
状
況
、
婚
姻
制
度
や
鏡

花
の
恋
愛
・
結
婚
観
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
『
琵
琶
伝
』
に
お
け

る
主
題
と
は
一
体
何
で
あ
る
の
か
を
考
察
し
た
い
。

『
琵
琶
伝
』
の
解
釈
と
そ
の
変
遷

『
琵
琶
伝
』
は
尾
崎
紅
葉
の
『
や
ま
と
昭
君
』
一
一
を
先
行
作
品
と
し
で
か
か

れ
た
小
説
で
あ
る
。
そ
の
他
、
中
国
の
『
琵
琶
行
』
凶
『
琵
琶
記
』
五
も
先
行
作

品
で
あ
り
、
王
昭
君
の
故
事
六
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
『
琵
琶
伝
』
の
発

表
後
、
こ
の
作
品
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
解
釈
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
の

田

中

裕

理

変
遷
を
最
初
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
八
九
五
(
明
治
二
十
八
)
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た
『
夜
行
巡
査
』
が
鏡
花
の

文
壇
出
世
作
で
あ
る
。
発
表
当
時
は
日
清
戦
争
の
影
響
で
近
代
東
京
は
初
め
て

資
本
制
の
下
で
の
都
会
的
貧
困
を
経
験
し
て
い
た
と
い
う
社
会
背
景
が
あ
り
、

社
会
と
人
間
の
暗
黒
面
を
え
ぐ
り
だ
す
新
思
想
を
叫
ぶ
作
家
出
現
、
と
い
う
形

で
鏡
花
は
文
壇
に
迎
え
ら
れ
た
。
し
か
し
「
観
念
小
説
の
作
家
」
と
し
て
文
壇

に
認
知
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
鏡
花
に
と
っ
て
は
不
本
意
な
こ
と
七
だ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

『
琵
琶
伝
』
は
一
八
九
六
年
の
発
表
当
時
は
あ
ま
り
良
い
評
価
を
得
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
青
年
文
八
」
で
は
奇
怪
な
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム

に
将
来
を
期
待
す
る
と
い
っ
た
趣
旨
の
評
価
が
書
か
れ
た
も
の
の
、
一
方
「
帝

国
文
学
九
」
で
は
奇
怪
す
ぎ
て
ほ
ら
吹
き
の
幽
霊
話
の
よ
う
で
あ
る
た
め
、
出

来
そ
こ
な
い
の
作
で
あ
る
と
の
酷
評
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
作
品
が
、

妻
が
夫
の
咽
喉
を
食
い
破
る
と
い
う
奇
怪
す
ぎ
る
話
で
あ
る
た
め
に
読
者
が
つ

い
て
い
け
ず
、
評
価
が
悪
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
の
後
一
九
九

O
年
頃
ま
で
の
先
行
研
究
な
ど
で
は
『
琵
琶
伝
』
か
ら
反
戦

小
説
と
し
て
の
要
素
を
読
み
と
り
「
観
念
小
説
」
と
し
て
解
釈
を
進
め
て
い
る

論
文
が
多
く
見
ら
れ
る
。
事
実
『
海
域
発
電
』
と
『
琵
琶
伝
』
は
反
軍
反
戦
的

Fhυ 
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な
内
容
と
み
な
さ
れ
、
鏡
花
没
後
一
九
四

O
(昭
和
十
五
)
年
か
ら
一
九
四
二
(
昭

和
十
七
)
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
岩
波
書
庖
版
「
鏡
花
全
集
」
に
は
収
録
さ
れ

な
か
っ
た
。
『
琵
琶
伝
』
は
結
婚
制
度
に
つ
い
て
読
者
の
胸
に
鋭
く
因
習
打
破
の

叫
び
を
投
げ
か
け
た
観
念
小
説
で
あ
る
、
と
の
論
を
展
開
す
る
研
究
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

現
在
で
は
「
幻
想
小
説
」
と
し
て
作
品
を
読
み
解
く
論
文
が
多
く
、
そ
れ
が

一
般
的
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
脇
氏
は
、
幻
想
的
な
文
体
が
内
容
を
追
い
越
し

何
か
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
が
「
鏡
花
世
界
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
O

上
記
の
先
行
研
究
の
変
遷
な
ど
を
ふ
ま
え
て
み
て
も
、
現
在
『
琵
琶
伝
』
は

幻
想
小
説
で
あ
る
と
の
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
作
品
に
も
他
の

観
念
小
説
の
作
品
と
同
じ
よ
う
に
、
当
時
の
社
会
に
対
す
る
鏡
花
の
見
解
が
含

ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
次
の
章
か
ら
は
、
鏡
花
の
独
特
の
作
風
で
あ
る
幻

想
・
怪
奇
小
説
の
手
法
を
と
っ
て
い
る
た
め
に
一
読
で
は
分
か
り
に
く
く
な
っ

て
い
る
作
品
の
根
底
に
あ
る
主
張
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

反
戦
的
な
風
刺
小
説
と
し
て
の
一
側
面

『
海
城
発
電
二
』
と
『
琵
琶
伝
』
は
反
軍
反
戦
的
な
内
容
と
み
な
さ
れ
、
鏡

花
没
後
の
一
九
四

O
(昭
和
十
五
)
年
か
ら
一
九
四
二
(
昭
和
十
七
)
年
に
か
け
て

刊
行
さ
れ
た
岩
波
書
盾
版
「
鏡
花
全
集
」
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
『
琵
琶
伝
』
の
ど
の
あ
た
り
が
反
軍
・
反
戦
的
で
あ

る
の
か
、
ま
た
鏡
花
は
反
軍
・
反
戦
を
訴
え
た
か
っ
た
の
か
ど
う
か
を
考
え
た

い
。
作
中
に
は
戦
争
に
関
連
の
あ
る
描
写
が
い
く
つ
も
出
て
く
る
。
以
下
に
戦

争
に
関
連
の
あ
る
描
写
を
い
く
つ
か
引
用
し
、
考
察
を
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

謙
三
郎
も
ま
た
我
国
徴
兵
の
令
に
因
り
て
、
予
備
兵
の
籍
に
あ
り
し
か

ば
、
一
週
日
以
前
既
に
一
度
聯
隊
に
入
営
せ
し
が
、
其
月
其
日
の
翌
日
は
、

旅
団
戦
地
に
発
す
る
と
て
、
親
戚
父
兄
の
心
を
察
し
、
一
日
の
出
営
を
許

さ
れ
た
る
(
中
略
)
永
き
離
別
を
惜
ま
む
た
め
、
朝
来
こ
〉
に
来
り
居
り
、
(
中

略
)
帰
営
の
時
刻
迫
り
た
れ
ば

日
清
戦
争
時
多
く
の
一
般
人
が
招
集
さ
，
れ
た
。
謙
三
郎
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、

翌
日
か
ら
戦
地
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
生
き
て
帰
れ
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
思
い
も
こ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る
。

「
(
略
)
お
前
、
軍
に
行
く
と
い
ふ
人
に
他
に
願
が
あ
る
も
の
か
ね
。
」
「
は
、

脱
営
で
も
何
で
も
お
し
。
(
中
略
)
」
「
何
、
私
の
身
は
何
う
な
ら
う
と
、
名

誉
も
何
も
構
ひ
ま
せ
ん
が
、
其
で
は
、
其
で
は
、
国
民
た
る
義
務
が
欠
け

ま
す
か
ら
。
」
(
中
略
)
叔
母
「
何
が
欠
け
よ
う
と
も
構
は
な
い
よ
。
何
が
何

で
も
可
い
ん
だ
か
ら
、
こ
れ
唯
た
一
目
、
後
生
だ
。
頼
む
。
逢
っ
て
行
っ

て
や
っ
て
お
く
れ
。
」
(
中
略
)
謙
「
可
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
と
で
も
い
た
し

て
舵
と
逢
っ
て
参
り
ま
せ
う
。
」

-16-

こ
こ
に
は
戦
地
に
行
く
側
と
残
さ
れ
る
側
の
感
覚
の
違
い
が
表
れ
て
い
る
。

謙
三
郎
は
お
通
に
会
う
事
を
叔
母
に
懇
願
さ
れ
、
国
民
と
し
て
の
社
会
へ
の
義

務
か
、
愛
を
貫
い
て
脱
営
す
る
か
で
ゆ
れ
る
。
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
叔
母
も

な
か
な
か
勝
手
な
事
を
言
っ
て
い
る
と
思
う
の
だ
が
、
戦
地
へ
行
っ
て
も
脱
営

を
し
て
も
、
ど
ち
ら
を
選
ん
で
も
ど
の
み
ち
死
ぬ
の
だ
か
ら
と
い
う
考
え
か
ら

だ
ろ
う
か
。



脱
営
を
な
す
っ
た
ツ
て
。
も
う
、
お
前
も
知
っ
て
る
通
り
、
今
朝
ツ
か
ら

何
の
位
、
お
し
ら
ベ
が
来
た
か
知
れ
な
い
も
の
、
お
つ
か
ま
り
な
さ
り
ゃ
其

ツ
切
き
り
ぢ
ゃ
あ
無
い
か
。

脱
営
を
選
び
お
通
に
会
い
に
来
た
謙
三
郎
に
会
わ
せ
て
ほ
し
い
と
、
見
張
り

役
伝
内
に
頼
む
際
の
お
通
の
言
葉
で
あ
る
。
脱
営
す
れ
ば
厳
し
い
処
分
が
あ
る

こ
と
は
皆
周
知
の
事
実
。
そ
れ
で
も
命
を
賭
し
て
逢
い
に
行
く
謙
三
郎
の
姿
を

描
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
戦
時
中
の
制
度
へ
の
抗
議
と
も
と
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。銃

剣
一
閃
し
、
閣
を
切
っ
て
、
「
許
せ
!
」
と
い
ふ
声
も
ろ
と
も
、
咽
喉

に
白
刃
を
刺
さ
れ
し
ま
与
、
伝
内
は
ハ
タ
と
僅
れ
ぬ
。

先
行
作
品
で
あ
る
『
や
ま
と
昭
君
』
に
出
て
く
る
武
器
は
刀
だ
が
、
『
琵
琶
伝
』

で
出
る
武
器
は
す
べ
て
銃
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
銃
剣
を
使
用
し
て
お
り
、

作
中
で
は
銃
で
何
人
も
人
が
死
ん
で
い
る
。
こ
の
場
面
で
謙
三
郎
は
「
愛
」
を

言
い
訳
に
伝
内
を
殺
す
が
、
「
大
義
名
分
」
の
た
め
に
行
う
戦
争
と
構
図
が
重
な

っ
て
見
え
る
。

武
歩
忽
ち
正
下
に
起
り
て
、
一
中
隊
の
兵
員
あ
り
。
樺
色
コ
の
囚
徒
の

服
来
た
る
一
個
の
縄
付
一
一
一
を
挟
み
て
限
界
近
く
な
り
け
る
に
ぞ
、
お
通
は

心
か
ら
見
る
と
も
な
し
に
、
ふ
と
其
囚
徒
を
見
る
や
否
や
、
座
右
の
良
人

を
流
目
に
か
け
っ
。
嘗
て
「
何
う
す
る
か
見
ろ
」
と
良
人
が
い
ひ
し
、
そ

れ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
な
り
よ
。
お
通
は
十
字
架
を
一
目
み
て
し
だ
に
、

な
ほ
且
つ
震
ひ
を
の
与
け
る
先
の
状
に
は
引
変
え
て
、
見
る
/
¥
囚
徒
が

面
縛
さ
れ
、
射
手
の
第
一
、
第
二
弾
、
第
三
射
撃
の
響
と
与
も
に
、
囚
徒

が
固
く
喰
ひ
し
ぼ
れ
る
唇
を
洩
る
鮮
血
の
、
細
く
、
長
く
其
胸
聞
に
垂
れ

た
る
ま
で
(
中
略
)
銃
殺
全
く
執
行
さ
れ
て
、
硝
畑
の
香
の
失
せ
た
る
ま
で

上
記
は
謙
三
郎
処
刑
の
日
の
回
想
シ

l
ン
で
あ
る
。
囚
人
の
服
を
着
せ
ら
れ

て
縛
ら
れ
、
パ
ン
パ
ン
パ
ン
と
三
発
撃
た
れ
て
処
刑
さ
れ
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
銃
殺
後
の
謙
三
郎
の
血
の
滴
る
様
子
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
、
と
て
も

痛
ま
し
い
。
先
行
作
品
の
『
や
ま
と
昭
君
』
で
は
妻
だ
け
が
万
で
切
り
殺
さ
れ

る
が
、
対
す
る
『
琵
琶
伝
』
で
は
戦
争
に
関
わ
る
描
写
が
多
く
、
恋
人
も
殺
さ

れ
る
。
こ
の
残
虐
な
処
刑
を
お
通
に
見
せ
て
い
る
こ
の
シ

l
ン
は
日
中
戦
争
時

の
旅
順
虐
殺
事
件
一
四
の
風
刺
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

幻
想
小
説
と
解
釈
さ
れ
る
『
琵
琶
伝
』
に
お
い
て
、
こ
の
謙
三
郎
の
処
刑
場

面
は
と
て
も
残
虐
で
現
実
的
で
あ
る
。
お
通
が
咽
喉
を
喰
い
破
っ
て
死
ぬ
幻
想

的
な
結
末
に
比
べ
、
謙
三
郎
の
死
に
方
は
戦
時
中
の
社
会
を
反
映
し
た
現
実
性

が
感
じ
ら
れ
る
。
縛
ら
れ
て
銃
殺
さ
れ
て
血
を
流
す
凄
惨
な
描
写
は
日
清
戦
争

時
の
旅
順
虐
殺
事
件
を
連
想
さ
せ
る
こ
の
処
刑
場
面
に
は
、
反
戦
の
意
も
こ
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

『
琵
琶
伝
』
に
は
反
軍
・
反
戦
の
風
刺
の
「
観
念
小
説
」
と
し
て
の
一
側
面

は
確
か
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
物
語
の
奇
怪
さ
に
の
ま
れ
て
し
ま
い
、

少
々
軍
事
的
な
要
素
が
目
に
つ
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
『
琵
琶

伝
』
の
執
筆
が
ち
ょ
う
ど
日
清
戦
争
直
後
で
あ
っ
た
た
め
、
鏡
花
の
戦
争
に
対

す
る
思
い
が
作
品
に
組
み
込
ま
れ
て
は
い
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
鏡
花

が
『
琵
琶
伝
』
で
反
戦
を
訴
え
た
か
っ
た
の
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
時
期
的

な
も
の
も
あ
い
ま
っ
て
、
反
戦
的
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
一
側
面
を
持

っ
た
作
品
で
は
あ
る
が
、
主
題
は
も
っ
と
他
の
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連
性

鏡
花
は
十
二
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
四
年
間
、
故
郷
の
金
沢
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
。
学
校
の
名
は
「
真
愛
学
校
」
、
「
北
陸
英
和
学
校
一
五
」

の
前
身
で
あ
る
。
こ
の
学
校
と
鏡
花
の
生
家
は
と
て
も
近
く
子
供
の
足
で
も
十

分
は
か
か
ら
な
い
距
離
二
ハ
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
真
愛
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
。
同
つ
目
は
鏡
花
の
家
の
向
か
い
に
真
愛
学
校
校
長
一
七
が
開
く
キ
リ

ス
ト
教
の
講
義
所
が
あ
っ
た
こ
と
、
二
つ
目
は
校
長
の
妹
で
外
国
人
教
師
の
ミ

ス
・
ポ

l
ト
ル
一
八
と
の
出
会
い
、
大
き
な
要
因
は
こ
の
二
つ
で
あ
る
。
真
愛
学

校
は
布
教
の
一
手
段
と
し
て
、
英
文
と
漢
文
の
教
科
を
習
得
さ
せ
る
目
的
で
設

立
さ
れ
た
私
立
学
校
で
、
現
在
の
金
沢
大
学
に
当
た
る
四
高
受
験
の
た
め
に
入

学
す
る
生
徒
も
多
か
っ
た
。
四
高
受
験
を
目
指
し
た
鏡
花
は
学
校
を
中
退
す
る

が
、
洗
礼
の
一
歩
前
ま
で
き
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
村
松
氏
は
指
摘
し
て
い

る
一
九
。
こ
の
学
校
で
鏡
花
は
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
学
び
、
学
校
の
名
の
由
来
と

も
な
っ
た
「
真
実
の
愛
に
生
き
る
心
」
と
い
う
精
神
は
、
『
名
媛
記
一
-
O
』
『
一
之

巻
て
一
』

i
『
誓
之
巻
』
『
町
双
六
一
て
』
『
海
城
発
電
』
『
外
科
室
二
一
』
な
ど
様
々

な
作
品
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
こ
こ
か
ら
は
『
琵
琶
伝
』
本
文
中
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
と
関
連
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
描
写
を
抜
き
出
し
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

こ
〉
ぞ
陸
軍
の
所
轄
に
属
す
る
埋
葬
地
の
辺
な
り
け
る
。
銃
殺
さ
れ
し

謙
三
郎
も
ま
た
葬
ら
れ
て
此
処
に
あ
り
。
彼
夜
、
(
中
略
)
意
中
の
人
は
捕

縛
さ
れ
つ
。
(
中
略
)
小
高
き
正
に
上
り
し
ほ
ど
に
、
不
図
足
下
に
平
地
あ

り
て
公
房
一
円
十
町
余
、
其
一
端
に
は
新
し
き
十
字
架
あ
り
て
建
て
る
を

見
た
り
。

嘗
て
「
何
う
す
る
か
見
ろ
」
と
良
人
が
い
ひ
し
、
そ
れ
は
、
す
な
は
ち

こ
れ
な
り
よ
。
お
通
は
十
字
架
を
一
目
み
て
し
だ
に
、
な
ほ
且
つ
震
ひ
を

の
〉
け
る
先
の
状
に
は
引
変
え
て
、
見
る
/
¥
囚
徒
が
面
縛
一
凶
さ
れ
、
(
略
)

脱
営
し
た
謙
三
郎
は
銃
殺
さ
れ
、
そ
の
後
陸
軍
墓
地
一
五
に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ

こ
ま
で
は
よ
い
の
だ
が
、
問
題
は
な
ぜ
墓
に
十
字
架
が
た
つ
て
い
る
か
で
あ
る
。

日
清
戦
争
時
の
陸
軍
墓
地
は
火
葬
し
て
埋
葬
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
は
ず
だ

が
、
十
字
架
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
土
葬
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え

火
葬
に
な
っ
た
の
が
都
市
の
主
要
な
陸
軍
墓
地
だ
け
で
、
『
琵
琶
伝
』
の
舞
台
の

地
の
陸
軍
墓
地
が
土
葬
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
国
の
管
轄
に
あ
る
陸
軍
墓
地
に

西
洋
の
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
十
字
架
が
た
つ
て
い
る
こ
と
に
は
少
々
違

和
感
を
感
じ
る
。
普
通
な
ら
石
の
墓
石
か
木
の
墓
標
が
順
当
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

「
幻
想
小
説
」
と
し
て
の
奇
怪
さ
や
怖
さ
を
増
長
さ
せ
た
い
の
な
ら
ば
日
本
式

の
方
が
効
果
は
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
の
に
鏡
花
は
な
ぜ
謙
三

郎
の
墓
に
十
字
架
を
た
て
る
描
写
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
い
つ
く
理
由
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
同
つ
目
は
陸
軍
墓
地
の
は
墓
標
は
日
本
式
の
も
の
で
な

く
て
も
よ
く
自
由
で
あ
っ
た
か
ら
。
二
つ
目
は
日
清
戦
争
か
ら
陸
軍
墓
地
で
は

土
葬
か
ら
火
葬
に
な
っ
た
こ
と
を
鏡
花
は
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
。
三
つ
目
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
学
ん
で
い
る
鏡
花
だ
か
ら
こ
そ
、
謙
三
郎
の
墓
の
描
写

を
す
る
に
あ
た
り
、
救
済
や
罪
か
ら
の
解
放
の
意
味
を
込
め
る
た
め
に
、
あ
え

て
墓
標
や
墓
石
で
は
な
く
十
字
架
を
作
中
に
と
り
い
れ
た
か
ら
、
で
あ
る
。
理

由
は
お
そ
ら
く
三
つ
目
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
鏡
花
は
故
郷
の
金
沢
で
十

二
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
四
年
間
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
で
お
り
、

そ
の
学
窓
生
活
が
人
間
形
成
や
文
学
思
想
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
鏡
花
は
作

。。
可
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中
に
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
が
見
ら
れ
る
小
説
を
い
く
つ
も
書
い
て
い
る
一
六
こ

と
か
ら
、
こ
の
作
品
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
と
と
ら
え
て
よ
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

お
通
は
十
字
架
を
一
目
み
て
し
だ
に
、
な
ほ
且
つ
震
ひ
を
の
〉
け
る
先

の
状
に
は
引
変
え
て
、
見
る
/
¥
囚
徒
が
面
縛
さ
れ
、
射
手
の
第
一
、
第

二
弾
、
第
三
射
撃
の
響
と
〉
も
に
、
囚
徒
が
固
く
喰
ひ
し
ぼ
れ
る
唇
を
洩

る
鮮
血
の
、
細
く
、
長
く
其
胸
聞
に
垂
れ
た
る
ま
で
、
(
中
略
)
銃
殺
全
く

執
行
さ
れ
て
、
硝
畑
の
香
の
失
せ
た
る
ま
で
(
略
)

上
記
の
謙
三
郎
処
刑
の
場
面
に
出
て
く
る
十
字
架
は
①
の
苦
難
や
死
・
罪
か

ら
の
解
放
と
し
て
の
意
味
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
死
ぬ
こ
と
を
比
喰

的
に
読
者
に
伝
え
る
た
め
だ
け
に
十
字
架
を
登
場
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、
死
を

も
っ
て
謙
三
郎
の
魂
は
殺
人
と
い
う
こ
の
世
の
罪
や
決
し
て
成
就
す
る
こ
と
の

な
い
恋
の
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
、
天
国
で
救
済
さ
れ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
救
済
と
い
う
点
に
関
し
て
、
若
桑
み

ど
り
氏
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
三
七
。

私
は
ま
た
「
外
科
室
」
の
末
尾
の
一
句
を
極
め
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的

な
も
の
と
受
け
取
る
。
「
語
を
寄
す
、
天
下
の
宗
教
家
、
渠
等
二
人
は
罪
悪

あ
り
て
、
天
に
行
く
こ
と
を
得
ざ
る
べ
き
か
。
」
こ
れ
が
外
科
室
の
末
尾
の

語
句
で
あ
る
。
こ
の
世
で
は
夫
あ
る
者
を
恋
す
る
、
夫
あ
る
身
で
人
を
恋

す
る
は
「
罪
」
で
あ
ろ
う
が
、
死
ん
で
ま
こ
と
を
つ
ら
ぬ
く
二
人
の
愛
を
、

「
神
」
は
よ
し
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
、
神
が

何
を
罰
し
、
何
を
許
す
か
は
、
こ
の
世
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

「
神
よ
、
い
と
自
ら
を
い
や
し
め
る
罪
人
と
、
心
お
ご
れ
る
善
人
と
、
い

ず
れ
が
天
に
迎
え
ら
る
る
や
?
」
と
叫
ん
だ
の
は
、
魂
の
救
済
に
つ
い
て

思
い
悩
み
、
宗
教
改
革
に
心
惹
か
れ
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
で
あ
っ
た
。
カ

ソ
リ
ッ
ク
は
、
こ
の
世
の
提
に
し
た
が
え
ば
天
国
に
行
く
の
で
あ
っ
た
が
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
た
だ
神
を
愛
す
る
心
ふ
か
く
、
信
ず
る
こ
と
の
熱

き
も
の
の
み
が
、
救
済
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
心
が
ま
っ
す

ぐ
で
、
雑
念
な
く
、
ひ
た
む
き
な
も
の
が
、
た
と
え
人
を
殺
す
ほ
ど
の
こ

の
世
の
罪
を
犯
し
て
も
、
な
お
、
い
っ
そ
う
神
に
近
い
の
で
あ
る
。

上
記
の
論
文
の
引
用
箇
所
は
『
外
科
室
』
に
関
す
る
指
摘
だ
が
、
こ
れ
は
『
琵

琶
伝
』
に
も
あ
て
は
ま
る
。
夫
の
近
藤
重
隆
や
社
会
・
世
間
的
に
み
れ
ば
、
「
夫

あ
る
者
を
恋
す
る
」
謙
三
郎
と
「
夫
あ
る
身
で
人
を
恋
す
る
」
お
通
、
こ
の
二

人
の
行
為
は
「
罪
」
で
あ
る
が
、
謙
三
郎
は
脱
営
し
三
原
伝
内
を
殺
す
と
い
う

「
こ
の
世
の
罪
」
を
犯
し
て
で
も
、
ま
こ
と
の
愛
を
つ
ら
ぬ
い
た
。
こ
れ
は
お

通
も
同
じ
で
、
物
語
の
最
後
で
夫
で
あ
る
近
藤
重
隆
の
咽
喉
を
喰
い
破
っ
て
殺

害
し
、
ま
こ
と
の
愛
を
つ
ら
ぬ
い
た
の
で
あ
る
。
若
桑
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

彼
ら
は
「
生
と
愛
に
お
け
る
新
し
き
(
新
の
)
モ
ラ
ル
を
追
求
し
、
こ
れ
が
俗
世

間
の
律
法
と
醐
離
を
生
じ
た
が
ゆ
え
」
に
死
を
選
択
し
、
『
「
法
律
」
に
打
ち
克

つ
「
愛
」
の
勝
利
』
を
手
に
入
れ
た
の
だ
ろ
う
。
現
世
で
は
許
さ
れ
な
い
愛
も
、

天
国
で
救
済
さ
れ
る
、
そ
ん
な
意
図
を
持
ち
、
こ
の
「
十
字
架
」
と
い
う
モ
チ

ー
フ
を
鏡
花
は
作
中
に
と
り
い
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

上
記
の
こ
と
か
ら
、
鏡
花
が
四
年
間
を
過
ご
し
た
真
愛
学
校
で
学
ん
だ
「
真

実
の
愛
に
生
き
る
心
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
精
神
が
、
そ
の
後
の
鏡
花
文
学
に

多
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
鏡
花
文
学
の
思
想
の
根
底
に
息
づ
い
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
作
中
に
ほ
と
ん
ど
顕
著
に
キ
リ
ス
ト
教
に
関
連
す
る
描
写
は
出

n
y
 

司
l
ム



て
こ
な
い
が
、
鏡
花
の
学
生
時
代
や
文
壇
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連
、
鏡
花
の

他
の
作
品
に
キ
リ
ス
ト
教
的
思
想
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
『
琵
琶

伝
』
も
他
の
作
品
同
様
キ
リ
ス
ト
教
的
精
神
(
キ
リ
ス
ト
教
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

一
八
)
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

作
中
か
ら
読
み
と
れ
る
婚
姻
批
判

『
琵
琶
伝
』
は
結
婚
の
儀
式
で
あ
る
床
杯
の
場
面
か
ら
始
ま
り
、
当
人
の
意

向
を
全
く
無
視
し
た
結
婚
と
そ
れ
に
伴
っ
て
起
き
た
悲
劇
が
描
か
れ
る
。
こ
こ

か
ら
は
「
結
婚
」
に
焦
点
を
あ
て
、
前
述
の
各
項
目
の
内
容
も
ふ
ま
え
つ
つ
、

鏡
花
が
作
品
に
込
め
た
思
い
や
主
張
を
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
作
中
で
「
結

婚
」
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
登
場
人
物
た
ち
当
人
に
と
っ
て

ど
う
か
を
見
て
い
く
。

御
身
と
近
藤
重
隆
殿
と
は
許
嫁
に
有
之
候
(
中
略
)
一
旦
親
戚
の
儀
を
約

束
い
た
し
候
へ
ば
、
義
理
堅
か
り
し
重
隆
殿
の
先
人
に
対
し
面
白
な
く
、

今
さ
ら
変
替
相
成
ら
ず
候
あ
は
れ
犠
牲
と
な
り
て
拙
者
の
名
の
た
め
に
彼

の
人
に
身
を
任
せ
申
さ
る
べ
く

強
情
を
は
っ
て
結
婚
を
承
諾
し
な
い
お
通
を
結
婚
さ
せ
る
た
め
、
自
ら
死
を

選
ん
だ
父
清
川
通
知
の
手
紙
の
文
で
あ
る
。
一
度
結
婚
の
約
束
を
取
り
き
め
た

ら
名
誉
や
面
目
の
為
に
も
う
後
戻
り
は
で
き
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
通
、
吾
は
良
人
だ
ぞ
。
」
「
唯
、
貴
下
の
妻
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
「
吾
の

い
ふ
こ
と
に
は
、
汝
、
舵
と
従
ふ
で
あ
ら
う
な
。
」
「
否
、
お
従
は
せ
な
さ

ら
な
け
れ
ば
不
可
ま
せ
ん
。
」
「
ふ
む
。
し
か
し
通
、
吾
を
良
人
と
し
た
以

上
は
、
汝
、
妻
た
る
節
操
は
守
ら
う
な
。
」
「
い
〉
え
、
出
来
さ
へ
す
れ
ば

破
り
ま
す
。
」
「
何
だ
!
」
「
は
い
、
私
に
、
私
に
、
節
操
を
守
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
と
調
ふ
、
そ
ん
な
、
義
理
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、
出
来
さ
へ
す

れ
ば
破
り
ま
す
!
」
恐
気
も
な
く
言
放
て
る
、
片
頬
に
微
笑
を
含
み
た
り
。

(
中
略
)
「
応
、
陀
と
節
操
を
守
ら
せ
る
ぞ
。
」

仕
方
な
く
結
婚
を
し
て
近
藤
の
妻
と
な
っ
た
こ
と
を
素
直
に
述
べ
た
お
通
は
、

は
っ
き
り
と
こ
の
結
婚
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
る
。
夫
で
あ
る
近
藤
重
隆

は
、
妻
の
お
通
に
「
妻
た
る
節
操
」
を
求
め
た
。
こ
れ
は
現
代
の
よ
う
な
倫
理

的
道
徳
的
な
次
元
の
話
で
は
な
く
、
当
時
は
「
姦
通
罪
」
と
い
う
刑
法
で
定
め

ら
れ
て
お
り
、
女
性
は
自
分
の
意
思
に
関
係
な
く
「
婚
姻
」
を
さ
せ
ら
れ
て
法

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
八
九
八
(
明
治
三
十
一
)
年
に
、
明

治
初
期
か
ら
編
纂
を
意
図
さ
れ
て
き
た
民
法
が
施
行
さ
れ
た
。
「
家
制
度
」
が
制

定
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
戸
籍
法
も
改
正
さ
れ
て
「
家
」
が
編
成
の
単
位
に
な
っ
た
。

結
婚
で
夫
の
家
に
入
る
妻
は
夫
の
姓
を
名
乗
る
こ
と
。
(
以
前
は
夫
婦
別
姓
)
夫

と
同
居
す
る
こ
と
。
妻
の
財
産
は
夫
が
管
理
す
る
こ
と
。
結
婚
に
は
戸
主
(
親
)

の
同
意
を
得
る
こ
と
。
配
偶
者
の
あ
る
も
の
の
重
婚
を
禁
止
。
妻
の
姦
通
は
離

婚
の
理
由
に
な
る
が
、
夫
の
姦
通
は
相
手
の
夫
か
ら
提
訴
さ
れ
て
有
罪
に
な
っ

た
場
合
の
み
離
婚
理
由
と
な
る
こ
と
。
上
記
の
よ
う
に
、
法
的
な
婚
姻
に
は
男

女
の
不
平
等
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
女
性
達
は
本
人
の
意
思
に
関
係
な
く
結
婚
相
手
を
決
め

ら
れ
、
さ
ら
に
自
由
を
法
に
よ
っ
て
縛
ら
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
女
性
の
自
由
を

奪
う
社
会
の
規
則
に
対
し
て
鏡
花
は
意
義
を
申
し
立
て
た
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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女
の
身
に
も
な
っ
て
御
覧
、
知
彼
田
舎
へ
推
込
ま
れ
て
、
一
年
越
外
出

も
出
来
ず
、
折
が
あ
っ
た
ら
お
前
に
逢
ひ
た
い
一
心
で
、
細
々
命
を
繋
い

で
居
る
も
の
の
、
顔
も
見
せ
な
い
で
い
か
れ
ち
ゃ
あ
、
其
こ
そ
彼
女
は
死

ん
で
し
ま
ふ
よ
。

こ
れ
は
叔
母
が
謙
三
郎
を
説
得
す
る
際
に
言
っ
た
一
言
で
あ
る
。
お
通
の
例

は
極
端
だ
が
、
意
に
沿
わ
な
い
事
を
強
い
ら
れ
る
女
性
の
立
場
に
た
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
鏡
花
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

宣
し
こ
そ
、
近
藤
は
、
執
着
の
極
、
婦
人
を
し
て
我
に
節
操
を
つ
く
さ

し
め
む
か
、
終
生
空
闘
を
護
ら
し
め
、
お
の
れ
一
分
時
も
其
傍
に
あ
ら
ず

し
て
、
な
ほ
よ
く
節
操
を
保
た
し
む
る
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
我
に
貞
な

り
と
は
い
ふ
こ
と
を
得
ず
と
な
し
、
は
じ
め
よ
り
お
貞
の
我
を
嫌
ふ
こ
と
、

陀
摘
も
た
ゾ
な
ら
ざ
る
を
知
り
な
が
ら
、
恰
も
彼
に
魅
入
り
た
ら
む
如
く
、

進
退
隙
な
く
附
絡
ひ
て
、
遂
に
お
通
と
謙
三
郎
と
が
既
に
成
立
せ
る
恋
を

破
り
て
、
お
の
れ
犠
牲
を
得
た
り
し
に
も
か
〉
は
ら
ず
、
従
兄
妹
同
士
が

恋
愛
の
い
か
に
強
き
か
を
知
れ
る
よ
り
、
嫉
妬
の
余
、
好
淫
の
念
を
節
し
、

当
初
婚
姻
の
夜
よ
り
し
て
、
会
を
と
も
に
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
度
も

来
り
て
其
妻
を
見
し
こ
と
あ
ら
ざ
る

近
藤
は
お
通
を
嫁
に
し
た
い
が
た
め
に
お
通
と
謙
三
郎
の
中
を
引
き
裂
い
て

結
婚
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
が
、
二
人
の
思
い
の
強
さ
に
嫉
妬
を
し
て
初
夜
を

迎
え
る
こ
と
な
く
お
通
を
離
れ
に
閉
じ
込
め
た
。
謙
三
郎
と
思
い
を
遂
げ
る
こ

と
は
二
人
に
と
っ
て
は
愛
を
貫
く
尊
い
行
為
だ
が
、
近
藤
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は

不
貞
に
あ
た
る
。
そ
の
後
の
謙
三
郎
の
処
刑
に
よ
っ
て
、
女
性
の
姦
通
罪
以
前

に
お
通
は
心
で
自
由
に
恋
人
を
想
う
事
す
ら
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

愛
を
貫
こ
う
と
す
る
お
通
、
妻
を
家
に
縛
り
付
け
る
夫
近
藤
、
反
社
会
的
な

行
為
を
し
て
も
恋
人
に
会
い
に
行
く
謙
三
郎
、
婚
姻
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
自

害
し
た
父
清
川
通
知
、
無
理
や
り
な
婚
姻
を
不
偶
に
思
う
母
、
引
き
裂
か
れ
た

恋
人
た
ち
の
た
め
に
身
を
捨
て
た
伝
内
な
ど
、
こ
の
結
婚
を
巡
っ
て
登
場
人
物

一
人
ひ
と
り
を
見
て
も
様
々
な
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で

着
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
結
婚
で
幸
せ
に
な
っ
た
人
が
一
人
も
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
鏡
花
は
お
そ
ち
く
、
こ
の
よ
う
な
当
人
の
気
持
ち
の
伴
わ
な
い

結
婚
が
普
通
の
こ
と
と
し
て
ま
か
り
通
っ
て
し
ま
う
社
会
の
「
体
制
」
に
対
し

て
、
強
い
問
題
意
識
を
抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

五

鏡
花
の
結
婚
観

ー，ょっ“

一
八
九
五
(
明
治
二
十
八
)
年
五
月
、
鏡
花
は
『
愛
と
婚
姻
』
と
い
う
随
筆
を

雑
誌
「
太
陽
」
に
発
表
し
て
い
る
。
『
琵
琶
伝
』
発
表
が
一
八
九
六
(
明
治
二
十

九
)
年
一
月
な
の
で
、
『
愛
と
婚
姻
』
は
『
琵
琶
伝
』
執
筆
の
た
っ
た
半
年
ほ
ど

前
に
書
か
れ
た
随
筆
で
あ
る
。
鏡
花
は
『
愛
と
婚
姻
』
に
あ
る
思
想
の
も
と
『
琵

琶
伝
』
を
執
筆
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
年
後
に
書
か

れ
た
『
醜
婦
を
阿
す
』
か
ら
も
鏡
花
の
結
婚
観
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
こ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
『
愛
と
婚
姻
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
八
九
五
(
明
治
二
十
八
)
年
五
月

に
雑
誌
「
太
陽
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
時
鏡
花
は
わ
ず
か
二
十
二
歳
で
あ
っ

た
が
、
と
て
も
激
し
い
論
調
の
婚
姻
制
度
批
判
の
文
章
を
書
い
て
い
る
。



媒
酌
人
先
づ
い
ふ
め
で
た
し
と
、
男
姑
ま
た
い
ふ
め
で
た
し
と
、
親
類

等
皆
い
ふ
め
で
た
し
と
、
知
己
朋
友
皆
い
ふ
め
で
た
し
と
、
渠
等
は
欣
々

然
と
し
て
新
夫
婦
の
婚
姻
を
祝
す
、
婚
礼
果
し
て
め
で
た
き
か
。

完
全
な
る
愛
は
「
無
我
」
の
ま
た
の
名
な
り
。
故
に
愛
の
た
め
に
せ
む

か
、
他
に
与
え
ら
る
〉
も
の
は
、
難
と
い
へ
ど
も
、
苦
と
い
へ
ど
も
、
喜

ん
で
、
甘
じ
て
、
こ
れ
を
享
く
。
(
中
略
)
情
死
、
駆
落
、
勘
当
等
、
こ
れ

皆
愛
の
分
弁
た
り
。

一
旦
結
婚
し
た
る
婦
人
は
、
こ
れ
婦
人
と
い
ふ
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、

寧
ろ
妻
と
い
へ
る
一
種
女
性
の
人
間
な
り
。
吾
人
は
渠
を
愛
す
る
こ
と
は

能
は
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
社
会
こ
れ
を
許
さ
ざ
る
な
り
。
愛
す
る
こ
と
を
得

ざ
ら
し
む
る
な
り
。
要
す
る
に
社
会
の
婚
姻
は
、
愛
を
束
縛
し
て
、
圧
制

し
て
、
自
由
を
剥
奪
せ
む
が
た
め
に
造
ら
れ
た
る
、
残
酷
、
酷
絶
の
刑
法

な
り
と
す
。

妻
な
く
、
夫
な
く
、
一
般
の
男
女
は
皆
た
ゾ
男
女
な
り
と
仮
定
せ
よ
。

愛
に
対
す
る
道
徳
の
罪
人
は
那
辺
に
か
出
来
ら
む
。
(
中
略
)
婚
姻
は
、

蓋
し
愛
を
拷
問
し
て
我
に
従
は
し
め
む
と
す
る
、
卑
怯
な
る
手
段
の
み
。

再
言
す
、
吾
人
人
類
が
因
り
て
も
て
声
明
を
存
す
べ
き
愛
な
る
も
の
は
、

更
に
婚
姻
に
よ
り
て
得
ら
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
、
さ
る
こ
と
を
。

こ
の
随
筆
で
鏡
花
が
問
題
提
起
し
て
い
る
の
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
一
点

目
は
本
人
の
意
思
を
欠
い
た
婚
礼
の
理
不
尽
さ
の
指
摘
、
二
点
目
は
真
の
愛
を

喪
失
し
た
社
会
制
度
の
暗
黒
さ
へ
の
警
告
で
あ
る
。
村
松
友
視
氏
は
『
愛
と
婚

姻
』
に
つ
い
て
、
「
『
愛
と
婚
姻
』
は
鏡
花
の
エ
ッ
セ
イ
の
出
発
点
で
あ
る
と
同

時
に
、
鏡
花
文
学
の
核
と
も
い
う
べ
き
意
識
を
語
る
点
で
重
要
な
位
置
を
占
め

て
」
お
り
、
「
愛
の
至
上
と
そ
れ
を
束
縛
す
る
社
会
秩
序
へ
の
反
発
と
い
う
構
図

は
社
会
の
原
理
を
別
別
す
る
鋭
利
な
切
り
口
」
に
な
っ
て
い
る
、
と
の
解
説
を

し
て
い
る
一
九
。
鏡
花
は
こ
の
随
筆
に
お
い
て
恋
愛
至
上
と
反
秩
序
を
叫
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。

『
醜
婦
を
阿
す
』
は
「
文
芸
倶
楽
部
」
に
一
八
九
七
(
明
治
三
十
)
年
八
月
一
-
一
O
に

掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
随
筆
で
は
偽
善
的
秩
序
の
否
定
と
女
性
美
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

希
く
ば
、
満
天
下
の
妙
齢
女
子
、
卿
等
務
め
て
美
人
た
れ
。
其
意
の
美

を
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
肉
と
皮
と
の
美
な
ら
む
こ
と
を
、
熱
心
に
、
忠
実
に
、

汲
々
と
し
て
努
め
て
時
の
な
ほ
足
ら
ざ
る
を
憾
と
せ
よ
。

円

Lワ
ω

偽
善
的
な
世
の
中
の
秩
序
へ
の
否
定
と
、
女
性
美
に
つ
い
て
の
鏡
花
の
考
え

が
書
か
れ
た
短
い
随
筆
で
あ
る
。
村
松
友
視
氏
は
『
醜
婦
を
阿
す
』
に
つ
い
て
、

「
良
妻
賢
母
風
の
偽
善
的
秩
序
を
否
定
し
つ
つ
語
ら
れ
る
女
性
美
の
志
向
」
は

「
『
愛
と
婚
姻
』
の
論
旨
と
結
び
つ
い
て
恋
愛
至
上
と
反
秩
序
を
補
強
」
し
て
い

る
、
と
述
べ
て
い
る
一
一
一
。

『
愛
と
婚
姻
』
と
『
醜
婦
を
阿
す
』
の
二
つ
の
随
筆
に
お
い
て
恋
愛
至
上
と

社
会
に
対
す
る
反
秩
序
を
唱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鏡
花
が
「
恋
愛
は
何
よ
り

も
尊
い
も
の
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
恋
愛
至
上
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
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引
き
継
が
れ
る
「
恋
愛
至
上
主
義
」

の
主
題

一
八
九
六
(
明
治
二
十
九
)
年
一
月
、
「
国
民
之
友
」
に
『
琵
琶
伝
』
を
発
表
し

た
鏡
花
は
、
同
年
二
月
に
「
文
芸
倶
楽
部
」
に
『
化
銀
杏
』
と
い
う
作
品
を
発

表
し
て
い
る
。
こ
の
『
化
銀
杏
』
の
主
題
は
「
既
婚
女
性
を
束
縛
す
る
封
建
的

社
会
道
徳
へ
の
抗
議
三
て
」
で
あ
り
、
『
琵
琶
伝
』
と
類
似
し
て
い
る
点
が
見
ら

れ
る
。
「
結
婚
牛
は
「
恋
」
に
対
し
て
俗
な
る
も
の
、
体
制
の
悪
の
象
徴
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
。
鏡
花
の
敵
対
す
る
人
の
心
の
ま
こ
と
に
反
す
る
「
体
制
」
は

「
国
家
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
結
婚
」
「
夫
婦
」
と
い
う
俗
な
関
係
も
含
ま
れ
て

お
り
、
『
化
銀
杏
』
は
愛
な
く
無
理
強
い
に
結
婚
さ
せ
ら
れ
た
女
の
抵
抗
の
物
語

で
あ
る
、
と
若
桑
氏
は
述
べ
て
い
る
で
=
一
一
。
『
化
銀
杏
』
に
お
い
て
鏡
花
の
女
性

論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
以
下
に
引
用
す
る
三
四
。
こ
こ
か
ら
『
琵
琶
伝
』

と
同
じ
主
張
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

世
の
中
は
何
と
い
ふ
無
理
な
も
の
だ
ら
う
。
た
だ
お
さ
か
づ
き
一
王
を
し

た
ば
か
り
で
、
夫
だ
の
、
妻
だ
の
っ
て
、
妙
な
も
の
が
で
き
あ
が
っ
て
さ
。

女
の
身
体
は
ま
る
で
男
の
も
の
に
な
っ
て
、
何
を
い
は
れ
で
も
は
い
は
い

っ
て
従
は
な
い
と
、
イ
ヤ
ふ
て
く
さ
れ
だ
の
女
の
道
を
知
ら
な
い
の
と
、

世
間
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
い
ふ
よ
。
(
中
略
)

婦
人
は
い
つ
も
下
手
に
つ
い
て
、
無
理
も
御
道
理
に
し
て
通
さ
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
ふ
、
毛
ん
な
勘
定
に
合
は
な
い
こ
と
ツ
ち
ゃ
あ
、
あ
る
も
ん

ぢ
ゃ
な
い
。
(
中
略
)

一
体
操
を
守
れ
だ
の
、
良
人
に
従
へ
だ
の
と
い
ふ
、
提
か
な
ん
か
知
ら

な
い
が
、
さ
う
い
っ
た
や
う
な
こ
と
を
き
め
た
の
は
、
誰
だ
と
ま
あ
お
思

ひ
だ
え
。
一
遍
婚
礼
を
す
れ
ば
庇
者
だ
の
、
離
縁
さ
れ
る
の
は
女
の
恥
だ

の
ツ
て
、
人
の
身
体
を
自
由
に
さ
せ
な
い
で
、
死
ぬ
よ
り
つ
ら
い
思
ひ
を

し
て
も
、
一
生
い
や
な
者
の
そ
ば
に
つ
い
て
な
く
ッ
ち
ゃ
あ
な
ら
な
い
と

い
ふ
の
は
、
ど
う
い
ふ
理
屈
だ
ら
う
。

『
琵
琶
伝
』
と
『
化
銀
杏
』
は
、
ど
ち
ら
も
人
の
心
の
ま
こ
と
に
反
す
る
「
体

制
」
で
あ
る
社
会
の
し
く
み
・
結
婚
制
度
に
対
す
る
抗
議
を
主
題
と
し
て
い
る
。

鏡
花
は
「
夫
婦
」
「
結
婚
」
と
い
う
も
の
の
嘘
臭
さ
、
現
行
の
制
度
と
人
の
心
の

道
徳
性
の
矛
盾
に
問
題
を
強
く
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
『
化
銀
杏
』
と
比
べ
『
琵

琶
伝
』
の
方
が
話
の
長
さ
も
短
く
よ
り
幻
想
的
で
不
可
思
議
な
世
界
観
を
も
っ

て
い
る
が
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
執
筆
さ
れ
た
こ
の
二
つ
の
作
品
は
、
構
造
や

雰
囲
気
は
違
っ
て
い
る
も
の
の
、
物
語
の
根
底
に
あ
る
主
張
は
同
じ
で
あ
る
。

一
八
九
五
(
明
治
二
十
八
)
年
五
月
の
随
筆
『
愛
と
婚
姻
』
、
一
八
九
五
(
明
治
二

十
八
)
年
五
月
『
外
科
室
』
、
そ
し
て
一
八
九
六
(
明
治
二
十
九
)
年
一
月
の
『
琵
琶

伝
』
、
一
八
九
六
(
明
治
二
十
九
)
年
二
月
『
化
銀
杏
』
と
、
『
愛
と
婚
姻
』
で
述

べ
た
思
想
に
基
づ
き
次
々
と
観
念
小
説
が
書
か
れ
て
い
る
。
た
っ
た
一
年
間
と

い
う
短
い
聞
に
、
手
を
変
え
品
を
変
え
婚
姻
制
度
と
い
う
同
じ
テ
!
マ
を
何
度

も
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
関
心
の
高
か
っ
た
主
題
で
あ
っ
た
こ
と
は

ま
ず
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
鏡
花
は
女
性
を
拘
束
す
る
婚
姻
制
度
や
社
会
に
対

し
て
異
議
を
唱
え
た
か
っ
た
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
琵
琶
伝
』
は
、
一
読
し
た
だ
け
で
は
「
幻
想
・
怪
奇
小
説
」
で
あ
る
。
ま

た
、
鏡
花
作
品
の
読
解
に
お
い
て
、
社
会
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
ろ
う
と
す

る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
論
も
あ
る
。
伊
藤
正
も
「
泉
鏡
花
と
い
う
作
家
の
小

説
は
、
そ
の
設
定
や
そ
の
筋
を
確
か
め
て
読
む
べ
き
で
は
な
く
、
歌
舞
伎
や
文

q
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楽
の
よ
う
に
、
そ
の
場
面
の
一
つ
一
つ
を
味
い
楽
し
む
べ
き
も
の
と
思
う
。
」
と

の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

だ
が
、
私
は
そ
の
考
え
に
異
を
唱
え
た
い
。
異
空
間
の
中
で
物
語
が
進
行
し

て
い
く
の
が
、
鏡
花
世
界
の
特
徴
で
あ
る
。
初
期
の
頃
の
作
品
は
「
観
念
小
説
」

と
称
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
幻
想
的
で
な
い
設
定
で
物
語
が
進
行

し
て
い
る
も
の
の
、
次
第
に
鏡
花
独
自
の
世
界
観
の
中
で
「
愛
」
が
描
か
れ
る

よ
う
に
な
る
。
現
実
の
世
界
で
は
法
や
社
会
の
制
度
が
邪
魔
を
し
て
遂
げ
ら
れ

な
い
「
真
実
の
愛
」
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
、
「
異
界
」
に
物
語

の
舞
台
を
徐
々
に
移
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
琵
琶
伝
』
は
そ
の
よ
う

な
創
作
の
流
れ
の
中
で
は
、
ち
ょ
う
ど
過
渡
期
に
あ
た
る
作
品
で
あ
る
。
現
実

的
で
な
い
描
写
は
作
品
の
最
後
の
部
分
の
み
で
あ
り
、
そ
の
箇
所
も
幻
想
な
の

か
は
た
ま
た
現
実
な
の
か
グ
レ

l
ゾ
l
ン
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
境
界
は
非
常
に

暖
昧
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
今
日
の
『
琵
琶
伝
』
の
解
釈
で
こ
の
作
品
を
「
幻

想
小
説
」
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
数
行
で
あ
る
が
、
最
愛

の
恋
人
を
失
っ
た
こ
と
で
精
神
を
病
ん
で
し
ま
っ
た
狂
人
の
所
業
で
あ
る
と
い

え
ば
、
医
学
的
に
納
得
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
。
咽
喉
を
喰
い
破
る
お
通
の
姿

は
ま
る
で
ホ
ラ
ー
だ
が
、
鏡
花
は
ホ
ラ
ー
を
書
き
た
か
っ
た
わ
け
で
は
も
ち
ろ

ん
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
『
琵
琶
伝
』
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
以
外
の
箇

所
は
非
常
に
現
実
的
で
あ
り
、
風
刺
的
で
あ
り
、
鏡
花
の
主
張
に
満
ち
て
い
る

点
に
注
目
し
た
い
。

読
者
は
一
読
し
た
だ
け
で
は
物
語
の
終
わ
り
方
の
不
思
議
さ
か
ら
「
幻
想
小

説
」
で
あ
る
と
し
て
片
付
け
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
感
覚
的
に
捉
え
て
解
釈
を

そ
れ
で
終
え
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
「
幻
想
」
は
物
語
を
構
成
す
る
上

で
の
形
式
・
手
法
で
あ
り
、
「
幻
想
・
怪
奇
」
の
そ
の
奥
に
鏡
花
の
伝
え
た
か
っ

た
「
テ

l
マ
」
が
隠
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
琵
琶
伝
』
は
、
た
だ
単
に
師
で
あ
る
尾
崎
紅
葉
の
『
や
ま
と
昭
君
』
を
ア

レ
ン
ジ
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
当
人
の
気
持
ち
の
伴
わ
な
い
結
婚
が
普
通
の
こ

と
と
し
て
ま
か
り
通
っ
て
し
ま
う
現
行
の
婚
姻
制
度
へ
の
抗
議
、
女
性
を
縛
り

つ
け
る
封
建
的
社
会
へ
の
問
題
提
起
を
し
て
い
る
「
観
念
小
説
」
で
あ
り
、
キ

リ
ス
ト
教
の
教
え
に
よ
っ
て
鏡
花
の
中
に
生
ま
れ
た
恋
愛
至
上
主
義
の
考
え
が

根
底
に
あ
る
作
品
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

『
琵
琶
伝
』
は
「
幻
想
小
説
」
と
言
う
よ
り
も
「
観
念
小
説
」
と
し
て
の
色

が
濃
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
今
回
の
私
の
主
張
で
あ
る
。
『
琵
琶
伝
』

は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
以
外
の
箇
所
は
非
常
に
現
実
的
で
あ
り
、
風
刺
的
で
あ
り
、

鏡
花
の
主
張
に
満
ち
て
い
る
。

鏡
花
が
真
愛
学
校
で
学
ん
だ
「
真
実
の
愛
に
生
き
る
心
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト

教
精
神
は
鏡
花
文
学
の
思
想
の
根
底
に
息
づ
い
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
が
も
と

に
な
っ
て
、
真
実
の
愛
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
は
何
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
ど
い
う
恋

愛
至
上
主
義
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
結
婚
制
度
は
男
女
不
平
等
な
も
の

で
あ
り
、
鏡
花
が
婚
姻
制
度
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。

『
琵
琶
伝
』
に
は
社
会
に
対
す
る
鏡
花
の
様
々
な
考
え
が
書
か
れ
て
い
る
。

当
人
の
気
持
ち
の
伴
わ
な
い
結
婚
が
普
通
の
こ
と
と
し
て
ま
か
り
通
っ
て
し
ま

う
現
行
の
婚
姻
制
度
へ
の
抗
議
や
女
性
を
縛
り
つ
け
る
封
建
的
社
会
へ
の
問
題

提
起
を
し
て
い
る
「
観
念
小
説
」
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
に
よ
っ
て
鏡

花
の
中
に
生
ま
れ
た
恋
愛
至
上
主
義
の
考
え
が
根
底
に
あ
る
作
品
な
の
で
あ
る

と
一
言
守
え
る
だ
ろ
う
。
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催
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」
「
文

学
界
」
な
ど
の
雑
誌
が
、
こ
ぞ
っ
て
そ
の
作
柄
に
注
目
し
た
。

一
-
超
自
然
的
な
怪
異
や
別
世
界
な
ど
、
現
実
に
あ
り
得
な
い
と
さ
れ
る
事
象
を
扱
う
文
学
の

こ
と
。
日
本
に
お
け
る
幻
想
文
学
は
、
上
回
秋
成
一
が
中
国
の
小
説
を
取
り
入
れ
つ
つ
日
本

古
来
の
幻
想
性
を
描
い
た
の
が
始
ま
り
。
明
治
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
、
近
代
化
に
向

か
う
圧
倒
的
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
泉
鏡
花
が
築
い
た
独
自
の
世
界
観
は
日
本
の
幻
想
文
学

の
頂
点
だ
と
さ
れ
る
。
二

O
世
紀
に
は
シ
ュ

l
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
よ
っ
て
「
幻
想
」
や
「
夢
」

が
創
作
の
源
泉
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
も
の
の
以
前
と
し
て
幻
想
文
学
は
マ
イ
ナ
ー
な
位
置
に

あ
る
。
幻
想
文
学
の
遺
産
は
児
童
向
け
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
∞
吋
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

一
一
八
八
九
(
明
治
二
二
)
年
「
文
庫
」
第
一
九
号
(
四
月
五
日
)
1第
二
三
号
(
七
月
五
日
)
の
「
心

織
筆
耕
」
欄
に
連
載
。
全
四
回
。

四
中
国
の
詩
人
白
居
易
(
七
七
二
一
八
四
六
)
の
長
編
持
情
詩
。
白
居
易
が
江
州
の
司
馬
に
左
遷

さ
れ
た
時
期
の
作
品
。
「
長
恨
歌
」
と
並
ぶ
感
傷
詩
の
代
表
作
。
八
一
六
年
成
立
。

五
元
末
か
ら
明
初
に
成
立
し
た
、
歌
曲
と
賓
白
(
せ
り
ふ
)
か
ら
成
る
中
国
の
古
典
劇
。
四
二
幕

の
長
編
で
、
文
辞
も
よ
く
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
南
方
系
の
楽
曲
を
基
調
と
す
る
南
戯
の
最
高

傑
作
と
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
高
明
(
一
三

O
五
二
三
八

O
)

六
紀
元
前
三
三
年
に
旬
奴
に
嫁
い
だ
悲
運
の
女
性
で
あ
る
王
昭
君
に
つ
い
て
の
故
事
。
こ
の

故
事
を
題
材
に
し
た
文
学
作
品
は
晋
の
『
王
明
君
辞
』
、
元
の
『
漢
宮
秋
』
な
ど
が
有
名
。
結

婚
を
強
い
ら
れ
た
例
、
馬
上
で
琵
官
を
弾
き
自
分
を
慰
め
る
と
こ
ろ
か
ら
オ
ウ
ム
に
琵
琶
の

名
が
つ
け
ら
れ
た
。
。

ヒ
『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
二
二
泉
鏡
花
』
(
新
潮
社
、
一
九
八
五
・
一

0
・
二
五
)
、
「
硯
友

社
徒
弟
時
代
」
の
記
述
よ
り
。

八
『
琵
琶
伝
』
の
同
時
代
評
で
あ
る
、
青
年
文
記
者
『
琵
琶
伝
』
(
「
青
年
文
」
一
八
九
六

年
二
月
一

O
日
)
の
評
価
。

九
『
琵
琶
伝
』
の
同
時
代
評
で
あ
る
、
桂
月
『
青
年
小
説
を
読
む
』
(
「
帝
国
文
学
」
一
八

九
六
年
三
月
一

O
日
)
の
評
価
。

一O
脇
明
子
『
増
補
幻
想
の
倫
理
』
(
沖
積
社
、
一
九
九
二
・
一

泉

F
h
u
 

つム

一・三

O
)、
ご

鏡
花
と
い



う
世
界
」
よ
り
。

初
出
一
「
太
陽
」
、
一
八
九
六
(
明
治
二
九
)
年
一
月

ガ
マ
の
穂
の
よ
う
な
、
赤
み
が
か
っ
た
黄
色
。

一
罪
を
犯
し
て
縄
で
縛
ら
れ
る
こ
と
。
罪
人
と
し
て
と
ら
わ
れ
た
人
の
こ
と
。
こ
の
場
面

で
は
謙
三
郎
が
捕
縛
さ
れ
て
い
る
。

一
凶
日
清
戦
争
の
旅
順
攻
略
の
際
、
市
内
及
び
近
郊
で
日
本
軍
が
清
国
軍
敗
残
兵
掃
討
中
に
旅

順
市
民
も
虐
殺
し
た
事
件
。
日
本
軍
死
傷
者
に
凌
辱
的
行
為
を
行
っ
た
こ
と
に
対
し
敵
討
ち

的
感
情
を
抱
き
、
軍
服
を
捨
て
ゲ
リ
ラ
的
に
戦
う
兵
士
と
住
民
の
区
別
が
つ
か
ず
第
一
次
の

掃
討
を
行
っ
た
。
第
二
段
階
の
掃
討
は
捕
虜
を
と
る
と
い
う
こ
と
を
せ
ず
殺
害
に
重
き
を
置

い
て
い
た
。
被
害
者
数
は
日
本
の
研
究
で
は
二

0
0
0
1六
0
0
0名
と
ぱ
ら
つ
き
が
あ
る
o

e
i

「
北
陸
英
和
学
校
」
は
一
八
八
五
(
明
治
一
八
)
年
の
一
月
か
ら
始
ま
り
、
校
舎
は
金
沢
市

広
坂
通
り
に
つ
く
ら
れ
た
。

六
一
八
八
三
(
明
治
一
六
)
年
二
月
か
ら
一
八
八
四
(
明
治
一
七
)
年
の
一
二
月
ま
で
、
金
沢
市

殿
町
五
六
番
地
に
あ
っ
た
。
鏡
花
の
生
家
は
下
新
町
二
三
番
地
で
あ
る
た
め
、
今
町
と
尾
張

町
の
二
つ
の
通
り
を
横
切
る
だ
け
で
あ
る
。

じ
宣
教
師
ゼ

i
・ピ

l
・
ポ

l
ト
ル
。
学
校
で
教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
金
沢
市
の
金
屋
町

で
キ
リ
ス
ト
教
の
講
義
所
を
聞
く
。

八
校
長
の
妹
、
フ
ラ
ン
シ
イ
|
ナ
・
ポ

l
ト
ル
。
兄
を
助
け
て
講
義
所
で
伝
道
に
当
た
っ
て

い
た
。
ミ
ス
・
ポ
l
ト
ル
に
聖
母
マ
リ
ア
的
信
仰
の
対
象
で
あ
る
亡
き
母
の
面
影
を
重
ね
た

鏡
花
は
ミ
ス
・
ポ
!
ト
ル
を
と
て
も
慕
っ
て
い
た
。
鏡
花
の
小
説
で
モ
デ
ル
と
し
て
登
場
す

る
。
『
名
媛
記
』
の
り
り
か
、
『
一
之
巻
』

1
『
誓
之
巻
』
の
ミ
リ
ヤ
ア
ド
、
『
町
双
六
』
の
馬

上
の
女
教
師
な
ど
。

九
村
松
定
孝
『
泉
鏡
花
研
究
く
増
補
版
〉
』
(
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
・
一

0
・
二
五
)

よ
り
。

。
初
出
一
「
活
文
壇
」
、
一
九

O
O
(明
治
三
三
)
年
一
月
、
白
水
楼
主
人
の
名
で
掲
載
。

初
出
入
文
芸
倶
楽
部
」
、
一
八
九
六
(
明
治
二
九
)
年
五
月

i
一
八
九
七
{
明
治
三

O
)年一

月
ま
で
の
連
作
。

初
出
入
新
小
説
」
、
一
九
一
七
(
大
正
六
)
年

ョ
一
初
出
一
「
文
芸
倶
楽
部
」
、
一
八
九
五
(
明
治
二
八
)
年
六
月

一
四
両
手
を
後
ろ
手
に
縛
っ
て
顔
を
前
方
に
差
し
出
す
こ
と
。

一
五
日
本
葬
送
文
化
学
会
に
よ
る
と
、
日
本
で
最
初
の
陸
軍
基
地
が
建
設
さ
れ
た
の
は
一
八
七

一
(
明
治
四
)
年
四
月
一

O
日
、
大
阪
の
真
田
山
陸
軍
墓
地
が
最
初
。
敷
地
は
八
四
九
七
坪
、

当
時
は
土
葬
で
座
棺
を
使
っ
て
い
た
の
で
一
人
一
坪
と
し
て
八

O
O
O人
以
上
の
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
て
い
た
。
墓
地
内
に
は
招
魂
社
も
設
置
さ
れ
、
死
体
の
埋
葬
と
霊
の
埋
葬
と
い
う

両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
陸
軍
墓
地
が
建
設
さ
れ
る
前
の
戊
辰
戦
争

の
頃
な
ど
は
そ
の
場
そ
の
場
で
埋
葬
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
埋
葬
法
は
時
代
と
と
も
に
変

わ
り
、
一
八
九
四
年
の
日
清
戦
争
時
は
火
葬
し
て
埋
葬
す
る
規
則
が
出
来
た
。
一
九

O
四
年

の
日
露
戦
争
時
に
は
戦
場
掃
除
お
よ
び
戦
死
者
埋
葬
規
則
が
制
定
さ
れ
、
味
方
は
火
葬
し
敵

は
土
葬
し
た
。

一
六
村
松
定
孝
『
泉
鏡
花
研
究
く
増
補
版
〉
』
(
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
・
一

0
・
二
五
)

の
「
鏡
花
と
キ
リ
ス
ト
教
」
に
記
述
あ
り
。

『
名
媛
記
』
『
一
之
巻
』

1
『
誓
之
巻
』
『
町
双
六
』
『
海
域
発
電
』
な
ど
。

七
若
桑
み
ど
り
「
鏡
花
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
」
(
『
群
像
日
本
の
作
家
五
泉
鏡
花
』
、
小

学
館
、
一
九
九
二
・

7
一
O
)

-
八
村
松
定
孝
「
鏡
花
と
キ
リ
ス
ト
教
」
(
『
泉
鏡
花
研
究
増
補
版
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
二
・
一

0
・
二
五
)
よ
り
。
既
成
の
モ
ラ
ル
を
越
え
よ
う
と
と
い
う
戦
い
を
自
ら
の
作
品

で
試
み
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
ほ
と
ん
ど
悲
願
と
も
い
う
べ
き
も
の
。
そ
れ
が
鏡
花
に
観
念

小
説
を
構
想
さ
せ
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
正
体
で
あ
り
、
こ
れ
を
村
松
氏
は
「
キ
リ
ス
ト

教
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
名
付
け
た
。

九
松
村
友
視
編
『
作
家
の
随
想
三
泉
鏡
花
』
(
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
・
九
・
二

五
)
巻
末
の
解
説
よ
り
。

一一O

松
村
友
視
編
『
作
家
の
随
想
三
泉
鏡
花
』
(
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
・
九
・
二

五
)
収
録
『
醜
婦
を
町
す
』
本
文
よ
り
引
用
。

J

一
注
コ
二
に
同
じ
。

一
手
塚
昌
行
「
鏡
花
文
学
の
変
容
」
(
『
論
集
泉
鏡
花
』
、
有
精
堂
、
一
九
八
七
)

一
一
一
若
桑
み
ど
り
「
鏡
花
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
」
(
『
群
像
日
本
の
作
家
五
泉
鏡
花
』
、
小

学
館
、
一
九
九
二
・
一
・
一

O
)

一
一
四
『
化
銀
杏
』
の
十
の
段
よ
り
引
用
。
す
べ
て
一
連
の
お
貞
の
セ
リ
フ
。

一
一
五
婚
礼
の
夜
、
新
夫
婦
が
寝
所
で
杯
を
取
り
交
わ
す
床
杯
の
儀
式
の
こ
と
。
『
琵
琶
伝
』
に

も
床
杯
の
描
写
が
あ
る
。

氏
U

円
ノ
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夏
目
激
石

『
行
人
』

l
l
l
愛
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
ー
ー
ー

は
じ
め
に
(
序
章
)

夏
目
激
石
の
『
行
人
』
は
、
一
九
一
二
年
二
一
月
六
日
か
ら
翌
年
一

日
ま
で
「
朝
日
新
聞
」
で
連
載
さ
れ
た
長
編
小
説
で
あ
る
。

長
野
家
の
長
男
で
大
学
教
授
の
一
郎
は
、
妻
で
あ
る
直
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
掴
め
ず

に
苦
悶
し
続
け
る
の
だ
が
、
一
郎
自
身
は
直
の
こ
と
を
愛
し
て
い
た
か
は
明
確
に
は

描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
直
の
本
心
も
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
な
い
。
本
論
文
は
、

直
は
一
郎
を
愛
し
て
い
た
の
か
、
一
郎
は
直
を
愛
し
て
い
た
の
か
を
検
証
す
る
た
め
、

直
の
方
面
と
、
一
郎
の
方
面
か
ら
本
文
の
順
序
に
沿
っ
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
一
郎
の
思
う
愛
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
、

一
郎
は
果
た
し
て
ど
う
な
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
考
察
の
方
法
上
、
重
複
す

る
場
面
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
最
初
に
断
わ
っ
て
お
く
。

月
五

第
一
章
直
の
態
度

本
文
中
の
直
の
言
動
の
わ
か
る
箇
所
を
抜
き
出
し
、
直
の
態
度
を
考
察
し
て

い
く
。
直
の
立
ち
位
置
を
見
る
た
め
に
他
の
人
物
に
関
し
て
も
少
し
考
察
す
る
。

直
が
一
郎
や
二
郎
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

論

士
口

香

明

田

日

第
一
節
「
兄
」
に
お
け
る
直
の
態
度

こ
こ
で
は
「
兄
」
に
お
け
る
直
の
態
度
に
つ
い
て
わ
か
る
箇
所
を
抜
き
出
し

考
察
し
て
い
く
。
此
処
で
言
う
「

1
章
」
と
い
う
の
は
「
兄
1
章
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。

十
三
章
で
二
郎
た
ち
は
泊
ま
っ
て
い
る
宿
の
下
の
土
手
を
散
歩
す
る
。
母
と

二
郎
よ
り
も
兄
夫
婦
は
先
を
並
ん
で
歩
い
て
い
た
の
だ
が
、
二
人
の
聞
に
は
「
か

れ
こ
れ
一
間
の
距
離
」
が
あ
り
、
一
郎
と
直
に
身
体
的
な
距
離
が
み
ら
れ
る
。

十
四
章
で
、
二
郎
は
「
腹
の
立
つ
程
の
冷
淡
さ
を
嫁
入
後
の
彼
女
に
見
出
し

た
事
が
時
々
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
る
。
「
嫁
入
後
」
と
い
う
こ
と
は
嫁
入
り
前
か

ら
比
べ
る
と
直
が
冷
淡
に
な
っ
て
お
り
、
嫁
入
に
よ
っ
て
直
が
変
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
示
す
。

十
五
章
で
、
宿
に
泊
ま
っ
て
寝
床
に
つ
く
場
面
が
あ
る
。
兄
夫
婦
の
部
屋
は

「
沈
黙
に
鎖
さ
れ
て
」
い
る
。
「
た
だ
防
波
堤
に
当
っ
て
砕
け
る
浪
の
音
の
み
が
、

ど
ど
ん
ど
ど
ん
と
何
時
ま
で
も
響
い
た
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
兄
夫
婦
の
部
屋
は

ず
っ
と
静
か
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
兄
夫
婦
に
は
会
話
が
極
端
に
少

な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

二
十
六
章
で
、
二
郎
と
直
は
和
歌
山
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
二
郎
が
直

に
出
か
け
る
「
勇
気
が
あ
り
ま
す
か
」
と
聞
く
が
、
直
は
自
分
の
答
え
を
言
わ

円
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ず
「
あ
な
た
は
」
と
返
す
。
二
郎
が
あ
る
と
答
え
る
と
、
「
貴
方
に
あ
れ
ば
、
妾

に
だ
っ
て
あ
る
わ
」
と
い
う
ふ
う
に
、
ま
ず
人
(
男
性
)
の
意
見
を
聞
い
て
か

ら
、
そ
れ
に
従
う
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
こ
れ
に
似
た
箇
所
が
数
か
所
見
ら
れ

る
の
で
、
こ
れ
は
直
な
り
に
男
性
を
立
て
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二

郎
に
上
着
を
引
掛
け
る
な
ど
人
並
み
に
気
の
き
く
女
性
で
あ
る
。
二
郎
は
直
に

調
戯
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
直
が
二
郎
を
調
戯
う
の
は
、
二
郎
に
親
し
み
を

感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
十
八
章
で
直
と
二
郎
は
電
車
に
並
ん
で
腰
を
掛
け
て
い
る
。
二
郎
は
直
の

心
を
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
に
機
嫌
よ
く
話
が
で
き
な
い
。
そ
れ

に
対
し
て
直
は
何
故
そ
ん
な
に
黙
っ
て
い
る
の
か
と
言
う
。
宿
を
出
て
か
ら
二

度
こ
の
質
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
二
郎
は
、
直
が
「
二
人
で
も
っ
と
面
白
く
」

話
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
こ
か
ら
直
は
二
郎
と
話
す
意
思
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
二
郎
が
、
一
郎
と
直
の
寝
室
が
静
か
だ
っ
た
(
兄
十

五
、
兄
二
十
三
)
と
い
う
こ
と
か
ら
、
直
に
と
っ
て
は
夫
で
あ
る
一
郎
よ
り
も

二
郎
の
ほ
う
が
話
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

二
十
九
章
で
直
と
二
郎
は
料
理
屋
で
、
下
女
に
風
呂
の
案
内
を
さ
れ
る
。
二

郎
は
明
る
い
う
ち
に
帰
り
た
か
っ
た
た
め
に
、
風
呂
の
時
間
が
惜
し
か
っ
た
。

二
郎
は
直
に
風
呂
は
ど
う
す
る
か
尋
ね
る
。
直
も
明
る
い
う
ち
に
は
帰
る
よ
う

に
一
郎
か
ら
言
い
つ
け
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
そ
こ
は
よ
く
承
知
し
て
い
た
。

直
は
時
計
を
見
て
ま
だ
早
い
か
ら
風
呂
に
入
っ
て
も
大
丈
夫
だ
と
言
う
。
直
は

時
間
の
遅
く
見
え
る
の
を
天
気
の
せ
い
に
し
て
い
た
。
直
は
理
由
を
つ
け
て
二

郎
を
引
き
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
兄
か
ら
の
云
い
つ
け
が
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
二
郎
を
引
き
と
め
る
の
は
、
母
や
一
郎
の
も
と
に
帰
り
た
く
な
い
か
ら
で

あ
る
。三

十
章
で
、

二
郎
が
雨
を
気
に
す
る
の
を
見
て
直
は
不
思
議
そ
う
に
、
何
故

そ
ん
な
に
雨
が
気
に
な
る
の
か
と
尋
ね
る
。
二
郎
が
雨
が
い
つ
や
む
か
解
ら
な

い
か
ら
困
る
と
い
う
と
、
「
い
く
ら
約
束
が
あ
っ
た
っ
て
、
御
天
気
の
せ
い
な
ら

仕
方
が
な
い
ん
だ
か
ら
」
と
い
う
。
直
は
天
気
を
言
い
訳
に
し
て
、
夫
で
あ
る

一
郎
と
の
約
束
よ
り
二
郎
と
一
緒
に
い
る
時
間
を
優
先
し
て
い
る
。
本
当
に
夫

の
こ
と
を
思
う
な
ら
約
束
を
守
ろ
う
と
す
る
は
ず
で
あ
る
。
直
は
二
郎
と
の
こ

の
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
楽
し
い
話
を
し
よ

う
と
い
う
態
度
(
兄
二
十
八
)
か
ら
も
そ
れ
が
伺
え
る
。
「
自
然
の
醸
し
た
恋
愛
」

と
ま
で
い
か
な
く
と
も
、
一
郎
と
直
よ
り
も
二
郎
と
直
の
ほ
う
が
相
性
が
よ
く

自
然
な
関
係
を
築
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
十
一
章
で
二
郎
が
直
に
「
兄
さ

ん
に
だ
け
は
も
う
少
し
気
を
つ
け
て
親
切
に
し
て
上
げ
て
下
さ
い
」
と
い
う
と
、

直
は
「
で
き
る
だ
け
の
事
は
兄
さ
ん
に
し
て
上
げ
て
る
?
も
り
」
と
言
う
。
そ

れ
で
も
二
郎
が
再
び
同
じ
こ
と
を
言
う
と
、
直
は
附
抜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
無
理
と
い
う
。
二
郎
に
積
極
的
に
な
れ
と
言
わ
れ
る
と
、
「
積
極
的
っ
て
ど
う

す
る
の
」
と
直
は
言
う
。
ど
う
す
る
の
と
い
う
よ
う
に
、
直
は
一
郎
に
ど
う
接

す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
涙
を
流
す
。
接
し
方
が
わ

か
ら
ず
と
も
一
郎
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
を
し
て
き
た
直
。
不
満
も
言
っ
て
い

な
か
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
二
郎
に
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
対
し
て
悲
し
ん
で
い
る
。
一
郎
と
の
不
和
か
ら
か
、
母
や
重
か
ら
の
風
当
た

り
が
よ
く
な
い
の
で
直
の
理
解
者
た
り
え
る
も
の
は
少
な
い
。
直
は
一
通
り
一

郎
に
で
き
る
こ
と
は
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
以
上
の
夫
婦
仲
の
改
善
は
難
し
い

こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
母
が
直
に
対
し
て
不
平
を
洩
ら
し
た
り
、
そ
れ
に
対

し
て
二
郎
も
多
少
同
感
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
女
が
夫
に
対
し
て
あ
れ
こ
れ
す
る

の
が
当
り
前
と
い
う
の
が
常
識
の
よ
う
で
あ
る
。
直
は
自
分
の
こ
と
を
馬
鹿
と

言
っ
て
お
り
、
卑
屈
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
直
が
自
分
の
こ
と
を
「
魂
の
抜
殻
」

と
表
現
し
て
い
る
。
直
が
家
庭
で
抑
圧
さ
れ
て
主
体
性
の
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

oo 
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た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
例
え
は
、
一
郎
は
魂
と
魂
の
交
流
を
求
め
て
い
る
の
で
、

既
に
一
郎
と
直
の
魂
同
士
の
交
流
へ
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
暗
示
で

あ
る
。三

十
二
章
で
二
郎
が
直
に
、
一
郎
の
こ
と
は
好
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
嫌
い

な
の
か
と
聞
く
。
直
は
一
郎
以
外
に
好
い
て
い
る
男
が
い
る
と
思
っ
て
い
る
の

か
と
反
論
し
、
肺
抜
け
だ
か
ら
冷
淡
に
見
え
る
の
だ
ろ
う
、
そ
れ
は
自
覚
し
て

い
る
と
い
う
。
そ
し
て
自
分
は
親
切
だ
と
褒
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
言
い
、

二
郎
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
刺
繍
を
し
た
話
を
持
ち
出
す
。
二
郎
は
そ
れ
に
反
論
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
直
は
一
郎
の
こ
と
か
ら
話
題
を
す
り
か
え
て
い
る
。

前
の
場
面
で
も
み
ら
れ
る
が
、
直
は
二
郎
に
一
郎
と
の
こ
と
を
詮
索
さ
れ
た
く

な
い
の
で
あ
る
。

三
十
五
章
で
、
泊
ま
っ
て
い
る
宿
の
電
灯
が
消
え
て
真
っ
暗
に
な
る
場
面
が

あ
る
。
二
郎
は
直
が
そ
の
場
に
い
る
の
か
確
か
め
た
く
な
り
直
の
名
前
を
呼
び
、

「
い
る
ん
で
す
か
」
と
尋
ね
る
。
そ
れ
に
対
し
て
直
は
「
い
る
わ
あ
な
た
。
人

間
で
す
も
の
。
嘘
だ
と
思
う
な
ら
こ
こ
へ
来
て
手
で
障
っ
て
御
覧
な
さ
い
」
と

言
い
、
二
郎
は
「
手
捜
り
に
捜
り
寄
っ
て
見
た
い
」
と
思
う
。
ま
た
、
直
は
暗

闇
を
利
用
し
て
着
替
え
よ
う
と
し
帯
を
解
く
。
直
の
言
動
は
、
二
郎
が
家
族
だ

と
し
て
も
結
婚
し
て
い
る
女
性
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
。
直
が
二
郎
の
こ
と
を

特
別
意
識
し
て
い
な
い
か
ら
出
来
る
言
動
で
あ
る
が
着
替
え
た
り
、
接
触
し
よ

う
と
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
性
的
な
印
象
を
あ
た
え
る
。
二
郎
が
手
捜
り
に
捜

り
寄
っ
て
見
た
い
と
思
う
の
は
、
娘
と
義
弟
の
関
係
で
は
普
通
は
抱
か
な
い
感

情
で
あ
る
。
十
三
章
で
直
と
一
郎
は
一
定
の
距
離
を
空
け
て
歩
い
て
い
た
の
に

対
し
、
こ
の
場
面
で
の
直
と
二
郎
の
距
離
は
近
い
。

三
十
七
章
で
直
は
二
郎
に
自
分
の
死
に
方
に
つ
い
て
語
る
。
「
妾
死
ぬ
な
ら
首

を
総
っ
た
り
咽
喉
を
突
い
た
り
、
そ
ん
な
小
万
細
工
を
す
る
の
は
嫌
よ
。
大
水

に
棲
わ
れ
る
と
か
、
雷
火
に
打
た
れ
る
と
か
、
猛
烈
で
一
息
な
死
に
方
が
し
た

い
ん
で
す
も
の
」
と
言
う
。
直
は
真
剣
に
こ
の
死
に
方
を
考
え
て
い
て
、
「
嘘
だ

と
思
う
な
ら
こ
れ
か
ら
二
人
で
和
歌
の
浦
へ
行
っ
て
浪
で
も
海
輔
で
も
構
わ
な

い
、
い
っ
し
ょ
に
飛
び
込
ん
で
御
目
に
か
け
ま
し
ょ
う
か
」
と
ま
で
言
う
。
波

や
津
波
に
一
緒
に
飛
び
込
む
と
い
う
の
は
心
中
と
も
と
れ
る
表
現
で
あ
る
。
直

が
二
郎
と
心
中
を
し
た
い
と
は
本
気
で
思
つ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
真
剣
に

話
す
直
の
気
持
ち
は
以
前
よ
り
も
二
郎
に
接
近
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

三
十
八
章
で
は
、
直
と
二
郎
の
聞
に
こ
の
よ
う
な
会
話
が
あ
る
。

「
姉
さ
ん
が
死
ぬ
な
ん
て
事
を
云
い
出
し
た
の
は
今
夜
始
め
て
で
す
ね
」

「
え
え
口
へ
出
し
た
の
は
今
夜
が
始
め
て
か
も
知
れ
な
く
っ
て
よ
。
け

れ
ど
も
死
ぬ
事
は
、
死
ぬ
事
だ
け
は
ど
う
し
た
っ
て
心
の
中
で
忘
れ
た
日

は
あ
り
ゃ
し
な
い
わ
。
だ
か
ら
嘘
だ
と
思
う
な
ら
、
和
歌
の
浦
ま
で
伴
れ

て
行
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
。
き
っ
と
浪
の
中
へ
飛
込
ん
で
死
ん
で
見
せ
る
か

h
b」
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直
は
二
郎
よ
り
自
分
が
落
ち
着
い
て
い
る
と
主
張
し
、
そ
れ
は
い
つ
で
も
死

ぬ
覚
悟
が
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
言
う
。
今
の
直
は
「
魂
の
抜
殻
」
に
な
っ
て

し
ま
い
本
来
の
自
分
を
出
す
事
が
出
来
な
い
。
そ
の
た
め
い
っ
死
ん
で
も
構
わ

一
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
死
ぬ
こ
と
だ
け
は
忘
れ
た
こ
と
が
な
い
直
は
、

家
庭
に
お
い
て
苦
痛
を
味
わ
っ
て
い
る
。

第
二
節
「
帰
っ
て
か
ら
」
に
お
け
る
直
の
態
度

引
き
続
き
、
本
文
か
ら
考
察
を
進
め
る
。

一
章
で
は
、
東
京
に
帰
る
た
め
に
二
郎
た
ち
は
寝
台
列
車
に
乗
る
こ
と
に
な



る
。
寝
台
四
つ
で
一
室
に
な
っ
て
お
り
、
一
郎
と
二
郎
は
体
力
の
優
秀
な
男
子

と
い
う
わ
け
で
上
の
ベ
ッ
ド
に
寝
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
母
と
直
は
下
の

ベ
ッ
ド
に
寝
る
。
二
郎
の
下
に
直
、
一
郎
の
下
に
母
が
寝
る
こ
と
に
な
っ
た
。

寝
台
で
の
四
人
の
身
体
的
距
離
を
み
る
。
二
郎
と
直
、
一
郎
と
直
で
み
る
と
、

二
郎
と
直
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
身
体
距
離
が
近
い
。
二
郎
が
直
に
同
情
す
る
よ

う
に
な
り
、
直
は
二
郎
に
以
前
よ
り
も
親
し
み
を
寄
せ
て
い
る
か
ら
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
郎
と
母
の
身
体
距
離
が
遠
い
の
は
、
母
が

二
郎
と
直
の
仲
を
疑
い
始
め
た
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
長
野
家

の
関
係
性
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。

七
章
で
は
舞
台
は
長
野
家
の
食
卓
で
、
貞
の
結
婚
を
話
題
に
し
て
い
る
。
貞

は
恥
ず
か
し
が
っ
て
逃
げ
る
よ
う
に
席
を
外
す
。
母
は
事
情
を
知
ら
な
い
た
め

に
不
思
議
が
る
。
す
る
と
一
郎
は
母
に
こ
う
告
げ
る
。

「
な
に
二
郎
が
ね
。
お
貞
さ
ん
の
顔
さ
え
見
れ
ば
お
め
で
と
う
だ
の
嬉
し

い
事
が
あ
り
そ
う
だ
の
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
事
を
云
う
か
ら
、
向
う
で
も

恥
か
し
が
る
ん
で
す
。
今
も
二
階
で
顔
を
赤
く
さ
せ
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ

だ
も
ん
だ
か
ら
、
す
ぐ
逃
げ
出
し
た
ん
で
す
。
お
貞
さ
ん
は
生
れ
つ
き
か

ら
し
て
直
と
は
ま
る
で
違
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
こ
っ
ち
で
も
そ
の
つ
も
り

で
注
意
し
て
取
り
扱
っ
て
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
:
:
:
」

(
略
)
も
う
食
事
を
済
ま
し
て
い
た
捜
は
、
わ
ざ
と
自
分
の
顔
を
見
て
変

な
眼
遣
を
し
た
。
そ
れ
が
自
分
に
は
一
種
の
相
図
の
ご
と
く
見
え
た
。
自

分
は
父
か
ら
評
さ
れ
た
通
り
だ
い
ぶ
堂
摺
連
の
傾
き
を
持
っ
て
い
た
が
、

こ
の
時
は
父
や
母
に
相
伴
っ
て
、
捜
の
相
図
を
返
す
気
は
事
も
起
ら
な
か
っ

た。
捜
は
無
言
の
ま
ま
す
っ
と
立
っ
た
、
室
の
出
口
で
ち
ょ
っ
と
振
り
返
っ

て
芳
江
を
手
招
き
し
た
。
芳
江
も
す
ぐ
立
っ
た
。

そ
う
し
て
直
は
芳
江
を
連
れ
て
廊
下
の
外
に
出
て
行
っ
て
し
ま

h

九
一
郎
は

遠
く
の
方
を
眺
め
る
が
、
眉
が
八
の
字
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

後
に
一
郎
が
席
を
立
ち
書
斎
に
行
く
。
二
郎
は
こ
の
よ
う
な
光
景
を
し
ば
し
ば

目
撃
し
て
い
た
。
こ
の
場
面
で
は
一
郎
が
貞
と
直
を
比
較
し
て
い
て
、
そ
れ
に

対
し
て
直
は
嫉
妬
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
直
は
一
郎
に
対
し
て
負
の
感

情
を
抱
き
、
二
郎
に
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
目
配
せ
を
す
る
が
二
郎
は

何
も
せ
ず
、
直
は
失
望
し
食
卓
を
出
て
行
く
。
直
は
旅
行
の
前
か
ら
二
郎
を
か

ら
か
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
態
度
を
変
え
て
い
な
い
。
し
か
し
二
郎
は

兄
や
母
に
直
と
の
仲
を
疑
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
お
り
、
和
歌
山
の
出

来
ご
と
か
ら
直
の
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
兄
や
家
族
の

手
前
、
直
に
対
し
て
今
ま
で
通
り
の
対
応
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
直

は
い
ま
ま
で
家
族
で
は
二
郎
に
対
し
て
気
楽
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
に
、

二
郎
の
態
度
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
面
白
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
心
の
拠
り
所
と
な
り
え
る
二
郎
の
態
度
が
変
化
し
、
悲
し
く
思
っ

て
い
る
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
家
族
た
ち
と
距
離
を
開
け
よ
う
と
す

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
食
卓
で
起
き
て
い
た
と
す
る
と
、
直
と
一

郎
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
前
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
直
と
他
の
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
直
と
一
郎
の
ど
ち
ら
も
部
屋
を
出
て
行
く
の
で
、
互
い
に
互

い
を
回
避
し
て
い
る
。
二
郎
が
言
っ
た
よ
う
に
「
同
じ
型
に
出
来
上
が
っ
た
夫

婦
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
二
人
と
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
受
身
で

あ
り
、
夫
婦
問
の
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
お
ら
ず
に
逃
げ
て
い
る
。
直

は
二
郎
と
の
旅
行
先
で
蹄
抜
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
一

ハ
uqu
 



朗
に
正
面
か
ら
向
か
っ
て
い
く
気
力
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

結
末
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
こ
の
ま
ま
行
く
と
夫
婦
生
活
は
破
綻
を
迎
え
る
こ

と
を
予
感
さ
せ
る
。

二
十
八
章
で
は
直
が
一
郎
の
平
生
着
を
も
っ
て
、
芳
江
の
手
を
引
い
て
階
段

を
上
っ
て
く
る
。
直
は
一
郎
の
顔
を
見
る
の
だ
が
、
一
郎
に
対
し
て
何
も
言
わ

な
い
。
こ
こ
で
、
直
の
一
郎
に
対
す
る
態
度
に
変
化
が
見
え
る
。
直
は
一
郎
の

部
屋
を
出
て
い
く
と
き
に
、
二
郎
に
ご
面
識
も
な
い
眼
下
の
も
の
に
挨
拶
で

も
す
る
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
頭
を
下
げ
て
」
黙
礼
を
す
る
。
そ
れ
を
二
郎
は
直

か
ら
こ
の
よ
う
な
冷
淡
な
挨
拶
を
受
け
る
の
も
珍
ら
し
い
と
感
じ
る
。
直
の
二

郎
へ
の
態
度
の
変
化
は
、
お
そ
ら
く
一
郎
の
目
の
前
で
あ
る
の
で
二
郎
と
の
仲

を
疑
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
で
あ
る
。
自
分
か
ら
積
極
的
に
関
係
の
改

善
を
し
よ
う
と
は
あ
ま
り
し
な
い
も
の
の
関
係
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
、
直
は

以
前
よ
り
も
一
郎
に
気
を
遣
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

，刀

三
十
四
章
で
は
、
兄
が
貞
に
話
、
が
あ
る
と
言
っ
て
、
兄
が
部
屋
を
出
て
い
く

場
面
が
あ
る
。
そ
の
と
き
の
直
の
唇
に
は
「
冷
笑
の
影
が
閃
」
く
。
こ
れ
は
直

が
一
郎
を
蔑
ん
で
い
る
か
ら
だ
ろ

p

九
一
郎
が
直
の
気
持
ち
を
疑
っ
て
い
る
の

に
、
疑
わ
れ
て
い
る
直
の
気
持
ち
も
考
え
ず
貞
と
二
人
き
り
に
な
る
と
い
う
身

勝
手
な
行
動
を
と
る
一
郎
。
一
郎
が
貞
と
話
し
て
い
る
問
、
直
は
「
尋
常
の
も

の
よ
り
機
嫌
よ
く
話
し
た
り
笑
っ
た
り
」
し
て
い
た
が
、
二
郎
の
目
に
は
「
不

機
嫌
を
蔵
そ
う
と
す
る
不
自
然
の
努
力
」
と
い
う
ふ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
直
が
一
郎
を
冷
笑
し
蔑
み
な
が
ら
も
、
苛
立
ち
を
隠
せ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。

第
三
節

「
塵
労
」
に
お
け
る
直
の
態
度

引
き
続
き
「
塵
労
」
に
お
け
る
直
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
章
で
は
、
直
が
突
然
二
郎
の
下
宿
を
訪
れ
る
。
二
郎
は
直
を
家
に
上
げ
て
、

直
の
前
に
座
布
団
を
差
し
出
す
。
直
は
「
そ
う
お
客
扱
い
に
し
ち
ゃ
厭
よ
」
と

言
う
。
直
は
二
郎
に
距
離
を
置
か
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
距
離
を
置

か
れ
た
く
な
く
、
距
離
を
置
か
れ
る
こ
と
を
淋
し
い
と
感
じ
て
い
る
た
め
に
片

麿
に
平
生
と
違
っ
た
意
味
の
淋
し
さ
を
み
せ
る
の
で
あ
る
。
直
は
二
郎
に
番
町

に
来
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
、
以
前
の
よ
う
な
関
係
、
も
し
く
は
少
し
進
ん

だ
関
係
に
な
り
た
い
の
で
あ
る
。

四
章
で
は
、
最
初
直
に
火
鉢
に
あ
た
れ
と
言
わ
れ
鴎
跨
し
た
二
郎
が
火
鉢
に

あ
た
っ
て
お
り
、
直
と
二
郎
は
向
か
い
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
直
は
前
か
が

み
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
二
郎
は
近
づ
き
す
ぎ
る
と
考
え
た
た
め
に
後
ろ
へ

反
り
返
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
状
態
が
二
郎
と
直
の
現
在
の
関
係
を
表
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
直
は
二
郎
の
下
宿
に
来
て
か
ら
、
二
郎
に
対
し
て
ど
う
し

て
家
に
こ
な
い
の
か
、
態
度
が
改
ま
っ
て
淋
し
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
暗
に

告
げ
て
い
る
。
直
は
積
極
的
に
出
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
二
郎
は
火
鉢
に
あ

た
る
の
を
最
初
た
め
ら
い
、
返
答
を
は
ぐ
ら
か
す
。
ど
う
し
て
直
が
下
宿
先
に

来
た
の
だ
ろ
う
か
な
ど
と
不
安
に
な
る
。
二
郎
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
引
き
の

姿
勢
で
あ
る
。
こ
の
状
況
の
中
で
直
は
二
郎
に
、
一
郎
と
の
関
係
は
二
郎
が
家

を
出
た
後
も
好
く
な
い
一
方
に
進
ん
で
行
く
だ
け
で
あ
る
と
い
う
告
白
を
す
る
。

今
ま
で
直
は
、
二
郎
が
問
い
か
け
な
け
れ
ば
一
郎
の
こ
と
に
つ
い
て
決
し
て
口

を
聞
か
ず
返
答
を
は
ぐ
ら
か
し
て
い
た
。
し
か
し
今
の
直
は
一
郎
と
の
関
係
に

つ
い
て
積
極
的
に
二
郎
に
対
し
て
吐
き
か
け
て
い
る
。
こ
れ
は
直
の
大
き
な
変

化
で
あ
る
。
直
は
一
郎
と
の
不
和
を
運
命
だ
と
思
い
諦
め
受
け
入
れ
る
。
直
の

「
他
の
運
命
も
畏
れ
な
い
」
と
い
う
の
は
、
一
郎
の
運
命
も
畏
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
一
郎
が
ど
う
な
ろ
う
と
そ
れ
も
運
命
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
い
う

可
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考
え
方
で
あ
る
。
も
し
も
直
が
一
郎
を
心
か
ら
愛
し
て
い
る
な
ら
、
家
の
も
の

に
苦
痛
を
訴
え
て
い
た
一
郎
を
助
け
た
い
と
思
う
は
ず
で
あ
る
。
一
郎
と
夫
婦

で
あ
る
の
に
直
は
醒
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
男
は
嫌
に
な
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
行

け
る
が
、
女
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
直
は
自
分
の
こ
と
を
「
親
の
手
で
植
付
け

ら
れ
た
鉢
植
」
に
た
と
え
、
「
一
遍
植
え
ら
れ
た
が
最
後
、
誰
か
来
て
動
か
し
て

く
れ
な
い
以
上
、
と
て
も
動
け
や
」
し
な
い
、
「
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
」
で
、

「
立
枯
に
な
る
ま
で
じ
っ
と
し
て
い
る
よ
り
ほ
か
に
仕
方
が
な
い
」
と
一
郎
に

訴
え
る
。
「
一
遍
植
え
ら
れ
た
が
最
後
、
誰
か
来
て
動
か
し
て
く
れ
な
い
以
上
、

と
て
も
動
け
や
し
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
の
は
一
度
結
婚
す
る
と
女
は
自
分
か
ら
離

縁
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
暗
に
訴
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
誰
か
来
て
動

か
し
て
く
れ
な
い
以
上
」
と
い
う
の
は
、
運
命
な
ら
畏
れ
な
い
と
い
う
態
度
を

見
せ
な
が
ら
も
誰
か
に
動
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
望
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
苦
痛
の
告
白
を
し
、
だ
れ
か
に
動
か
し
て
ほ
し
い

こ
と
を
暗
に
告
げ
る
直
は
二
郎
に
救
い
を
求
め
て
お
り
、
二
郎
と
の
精
神
的
な

つ
な
が
り
を
望
ん
で
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
直
と
一
郎
と
の
情
緒
的
な
繋

が
り
が
も
う
望
め
な
い
と
い
う
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

二
十
五
章
で
二
郎
は
久
し
ぶ
り
に
長
野
家
を
訪
れ
る
。
二
郎
は
直
を
見
て
、

直
が
下
宿
を
訪
れ
た
と
き
よ
り
も
少
し
や
つ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
二
郎
が
一

郎
の
旅
行
を
延
ば
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
言
及
す
る
と
、
直
は
延
ば
し
は
し
な
い

と
言
う
。
そ
し
て
こ
う
続
け
る
。

「
兄
さ
ん
は
妾
に
愛
想
を
尽
か
し
て
い
る
の
よ
」

「
愛
想
づ
か
し
に
旅
行
し
た
と
い
う
ん
で
す
か
」

「
い
い
え
、
愛
想
を
尽
か
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
そ
れ
で
旅
行
に
出
か
け

た
と
い
う
の
よ
。
つ
ま
り
妾
を
妻
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
よ
」

「だから・・・・・・」

「
だ
か
ら
妾
の
事
な
ん
か
ど
う
で
も
構
わ
な
い
の
よ
。
だ
か
ら
旅
に
出
か

け
た
の
よ
」

娘
は
こ
れ
で
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
分
も
何
と
も
云
わ
な
か
っ
た
。

H
さ
ん
の
手
紙
の
中
で
一
郎
が
直
に
手
を
加
え
た
と
述
べ
る
箇
所
が
あ
り
、

こ
の
時
点
で
一
郎
は
直
に
暴
力
を
振
る
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
暴
力
が

日
常
化
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
論
文
も
あ
る
。
一
直
は
一
郎
か
ら
暴
力
を
受
け

て
疲
弊
し
て
い
る
。
直
は
以
前
、
一
郎
の
腹
の
中
は
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
(
兄

四
十
)
と
言
っ
て
い
た
が
、
暴
力
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
一
郎
の
直
に
対
す
る

感
情
の
直
な
り
の
答
え
が
出
た
よ
う
で
あ
る
。

二
十
七
章
は
家
族
で
食
事
を
済
ま
せ
た
後
、
重
が
二
郎
の
見
合
い
相
手
の
話

を
し
、
話
題
は
そ
れ
で
持
ち
き
り
に
な
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
直
は
同
じ
席

に
い
た
も
の
の
二
郎
の
見
合
い
に
関
し
て
殆
ど
口
を
開
か
な
か
っ
た
。
二
郎
に

は
そ
れ
が
直
が
「
局
外
者
ら
し
い
位
置
を
守
る
た
め
」
と
い
う
風
に
見
え
た
。

直
は
こ
れ
以
上
二
郎
と
の
問
題
を
劫
ら
せ
た
く
な
く
、
自
ら
の
保
身
を
選
ぶ
。

一
郎
と
の
精
神
的
繋
が
り
は
望
め
ず
、
二
郎
に
そ
れ
を
求
め
た
直
。
し
か
し
二

郎
と
も
そ
の
よ
う
な
関
係
は
築
け
ず
、
直
の
心
は
満
た
さ
れ
な
い
。
「
誰
か
来
て

動
か
し
て
く
れ
な
い
以
上
」
、
「
立
枯
れ
に
な
る
ま
で
じ
っ
と
」
し
て
い
る
し
か

な
い
直
は
、
こ
れ
か
ら
も
魂
の
抜
殻
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

円
ノ
臼円。

第
二
章
一
郎
の
態
度

第
一
章
で
の
直
の
考
察
を
通
し
て
、
直
は
一
郎
を
愛
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
直
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
掴
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
一
郎

は
果
た
し
て
直
を
愛
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。



第
一
節
「
兄
」
に
お
け
る
一
郎
の
態
度

第
一
章
で
の
直
の
考
察
と
同
じ
方
法
で
、
一
郎
の
思
い
を
明
ら
か
に
し
て
い

ノ¥。
十
八
章
で
、
一
郎
は
直
が
二
郎
に
惚
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
。
そ

し
て
二
郎
を
正
直
な
父
の
遺
伝
を
受
け
て
お
り
、
「
何
事
も
隠
さ
な
い
と
い
う
主

義
を
最
高
の
も
の
と
し
て
い
る
」
と
評
し
、
直
に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
を
聞
き

だ
そ
う
と
す
る
。
一
郎
は
父
も
二
郎
も
正
直
者
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
十
章
で
、
一
郎
は
メ
レ
ジ
ス
の
話
を
す
る
。

「
そ
の
人
の
書
翰
の
一
つ
の
う
ち
に
彼
は
こ
ん
な
事
を
云
っ
て
い
る
。
|

|
自
分
は
女
の
容
貌
に
満
足
す
る
人
を
見
る
と
羨
ま
し
い
。
女
の
肉
に
満

足
す
る
人
を
見
て
も
羨
ま
し
い
。
自
分
は
ど
う
あ
っ
て
も
女
の
霊
と
い
う

か
魂
と
い
う
か
、
い
わ
ゆ
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
捜
ま
な
け
れ
ば
満
足
が
で
き

な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
ど
う
し
て
も
自
分
に
は
恋
愛
事
件
が
起
ら
な
い
」

(
略
)
「
お
れ
が
霊
も
魂
も
い
わ
ゆ
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
も
棲
ま
な
い
女
と
結
婚

し
て
い
る
事
だ
け
は
た
し
か
だ
」

一
郎
は
直
と
の
精
神
的
な
繋
が
り
を
切
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
十
章
で
は
直
と
二
郎
が
和
歌
山
か
ら
和
歌
の
浦
へ
帰
っ
て
来
る
。
直
が
一

郎
に
挨
拶
を
す
る
の
だ
が
一
郎
は
そ
れ
に
応
え
な
い
。
こ
れ
は
一
郎
が
直
に
対

し
て
疑
念
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
二
郎
に

話
し
か
け
ら
れ
た
際
に
は
す
ぐ
に
答
え
て
い
る
の
で
、
二
郎
に
対
し
て
疑
念
は

な
い
の
だ
ろ
う
。

第
二
節
「
帰
っ
て
か
ら
」
に
お
け
る
一
郎
の
態
度

引
き
続
き
一
郎
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三
章
で
は
、
一
郎
は
た
い
て
い
書
斎
裡
の
人
間
だ
っ
た
た
め
に
、
娘
の
芳
江

に
あ
ま
り
懐
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
そ
れ
を
重
は
気
に
入
ら
ず
、

食
事
の
際
に
芳
江
に
な
ぜ
父
の
そ
ば
に
行
か
な
い
の
か
と
い
う
問
い
を
よ
く
投

げ
掛
け
た
。
芳
江
の
答
え
は
一
郎
に
と
っ
て
は
思
わ
し
く
な
い
も
の
で
あ
り
、

一
郎
は
黙
っ
て
独
り
書
斎
に
退
く
の
が
常
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
郎
は

家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
拒
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
六

章
で
一
郎
は
初
め
て
孤
独
を
あ
ら
わ
す
。
一
郎
は
貞
に
結
婚
を
す
る
と
人
間
の

品
格
が
堕
落
し
、
恐
ろ
し
い
目
に
会
う
こ
と
す
ら
あ
る
と
言
う
。
一
郎
に
と
っ

て
直
と
の
結
婚
は
幸
せ
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

七
章
で
は
食
卓
で
貞
の
結
婚
の
話
を
し
て
い
る
。
一
郎
が
貞
は
生
ま
れ
つ
き

か
ら
し
て
直
と
違
う
と
言
う
。
す
る
と
食
事
を
済
ま
せ
た
直
は
部
屋
を
で
て
い

き
、
一
郎
は
そ
れ
を
悲
し
む
。
一
郎
は
直
に
対
す
る
配
慮
が
欠
け
て
い
て
、
こ

れ
が
直
を
綾
成
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
一
郎
は
直
が

去
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
書
斎
へ
向
か
う
。
こ
の
よ
う
な
光
景
を
二
郎
は
東
京

に
帰
っ
て
か
ら
し
ば
し
ば
目
撃
し
て
い
た
。
一
郎
と
直
の
関
係
は
よ
く
な
い
方

向
へ
と
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
郎
は
ま
す
ま
す
書
斎
に
龍
る
こ
と

に
な
る
。
直
と
一
郎
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
明

確
で
あ
る
が
、
一
郎
と
そ
の
他
の
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

二
十
一
章
で
は
、
父
の
在
り
方
を
批
判
的
に
み
る
一
郎
を
み
て
、
二
郎
は
一

郎
が
親
身
の
親
か
ら
も
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
る
。
一
郎
は
自
ら
孤
独

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
十
二
章
で
一
郎
は
父
も
二
郎
も
信
用
で
き
な
く
な
る
。
直
の
気
持
ち
が
わ
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か
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
だ
が
、
人
間
不
信
に
陥
っ
て
い
る
。
こ

の
人
間
不
信
は
直
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
掴
め
な
い
と
こ
ろ
に
起
因
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
一
郎
は
二
郎
が
直
の
こ
と
を
報
告
し
な
い
た
め
に
二
郎
を
信
用
し

な
く
な
る
の
だ
が
、
二
郎
の
こ
と
を
「
士
人
の
交
わ
り
」
の
出
来
な
い
男
と
言

う
。
「
士
人
の
交
わ
り
」
と
は
打
算
や
嘘
偽
り
の
な
い
、
心
と
心
の
交
流
で
あ
る
。

直
と
の
心
か
ら
の
交
流
が
望
め
ず
に
、
二
郎
に
そ
れ
を
求
め
る
の
だ
が
不
可
能

だ
と
知
っ
た
一
郎
は
二
郎
を
罵
倒
す
る
。
口
論
の
末
、
一
郎
と
二
郎
の
聞
に
は

深
い
溝
が
で
き
る
。
二
郎
が
一
郎
の
部
屋
に
自
分
か
ら
行
っ
て
い
た
の
だ
が
そ

れ
が
な
く
な
り
、
ま
す
ま
す
一
郎
は
孤
独
に
な
る
。

二
十
六
章
で
は
、
一
郎
に
下
宿
の
挨
拶
を
す
る
た
め
に
二
郎
が
書
斎
に
い
る
。

そ
の
頃
、
直
と
芳
江
が
一
郎
の
不
断
着
を
持
っ
て
い
く
の
が
習
慣
に
な
っ
て
い

た
。
二
郎
は
一
郎
の
眼
付
か
ら
直
た
ち
を
待
ち
設
け
て
い
た
こ
と
を
覚
る
。
一

郎
に
は
直
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
が
、
直
が
一
郎
に
対
し
て
何
か
働
き
か
け

て
来
る
の
は
、
一
郎
に
と
っ
て
嬉
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
二
郎
が
家
を
出
る
こ
と

を
告
げ
る
と
、
一
郎
は
自
分
が
二
郎
を
家
か
ら
出
し
た
よ
う
に
皆
か
ら
思
わ
れ

て
は
迷
惑
だ
と
言
ャ
九
一
郎
は
自
分
が
非
難
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
お
り
、
自

分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

二
十
七
章
で
は
一
郎
は
パ
オ
ロ
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
話
を
も
ち
だ
す
。

「
人
間
の
作
っ
た
夫
婦
と
い
う
関
係
よ
り
も
、
自
然
が
醸
し
た
恋
愛
の
方

が
、
実
際
神
聖
だ
か
ら
、
そ
れ
で
時
を
経
る
に
従
が
っ
て
、
狭
い
社
会
の

作
っ
た
窮
屈
な
道
徳
を
脱
ぎ
棄
て
て
、
大
き
な
自
然
の
法
則
を
嘆
美
す
る

声
だ
け
が
、
我
々
の
耳
を
刺
戟
す
る
よ
う
に
残
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
そ
の
当
時
は
み
ん
な
道
徳
に
加
勢
す
る
。
二
人
の
よ
う
な
関
係

を
不
義
だ
と
云
っ
て
答
め
る
。
し
か
し
そ
れ
は
そ
の
事
情
の
起
っ
た
瞬
間

を
治
め
る
た
め
の
道
義
に
駆
ら
れ
た
云
わ
ば
通
り
雨
の
よ
う
な
も
の
で
、

あ
と
へ
残
る
の
は
ど
う
し
て
も
青
天
と
白
日
、
す
な
わ
ち
パ
オ
ロ
と
ブ
ラ

ン
チ
ェ
ス
カ
さ
。
ど
う
だ
そ
う
は
思
わ
ん
か
ね
」

一
郎
に
と
っ
て
人
間
の
作
っ
た
夫
婦
と
は
見
合
い
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
た
夫
婦

で
、
自
然
が
醸
し
た
恋
愛
と
は
自
由
恋
愛
・
自
由
結
婚
で
あ
り
、
後
者
の
方
が

神
聖
な
の
だ
と
言
う
。
「
狭
い
社
会
の
作
っ
た
窮
屈
な
道
徳
」
と
は
家
父
長
制
な

ど
に
沿
っ
た
当
時
の
道
徳
で
、
「
大
き
な
自
然
の
法
則
」
は
自
然
が
醸
し
た
恋
愛

で
あ
る
。
一
郎
の
な
か
で
人
間
の
作
っ
た
夫
婦
は
一
郎
と
直
で
あ
り
、
二
郎
と

直
は
パ
オ
ロ
と
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
で
あ
る
。
そ
し
て
二
郎
と
直
が
勝
利
者
と
な

る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
一
郎
は
直
と
二
郎
の
両
方
を
疑
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
十
四
章
で
、
貞
が
嫁
に
行
く
前
に
一
郎
は
大
切
な
話
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言

っ
て
、
貞
を
書
斎
に
招
く
。
直
の
こ
と
は
疑
う
の
に
、
貞
を
部
屋
に
招
き
入
れ

る
一
郎
の
行
動
は
軽
率
で
自
分
勝
手
で
あ
る
。
一
郎
(
男
)
は
直
(
女
)
の
心

を
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
ら
れ
な
い
と
い
う
の
に
、
一
郎
(
男
)
は
直
(
女
)

に
心
を
手
に
入
れ
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
い
。
女
は
男
の
モ
ノ
と
い
う
認
識
が
み

て
と
れ
る
。
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第
三
節
「
塵
労
」
に
お
け
る
一
郎
の
態
度

引
き
続
き
「
塵
労
」
に
お
け
る
一
郎
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

三
十
五
章
で
H
さ
ん
は
一
郎
に
神
に
つ
い
て
の
話
を
す
る
。
ど
こ
の
馬
の
骨

だ
か
分
か
ら
な
い
人
間
を
見
て
も
あ
り
が
た
く
感
じ
る
の
だ
か
ら
、
神
を
崇
拝

す
れ
ば
幸
せ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
持
ち
か
け
る
。
し
か
し
一
郎
は
自
分
が

崇
高
だ
と
思
う
人
間
や
、
自
然
こ
そ
が
神
な
の
だ
と
反
論
す
る
。

H
さ
ん
は
苦

し
ん
で
い
る
一
郎
を
ど
う
に
か
救
い
た
い
と
思
い
提
案
し
た
の
だ
が
、
一
郎
に



は
自
分
の
基
準
が
あ
り
、
そ
の
他
の
意
見
を
聞
き
入
れ
よ
う
と
し
て
い
な
い
。

三
十
六
章
で
H
さ
ん
は
一
郎
を
山
に
連
れ
て
行
く
。
そ
こ
で
一
郎
は
百
合
な

ど
を
「
あ
れ
は
僕
の
所
有
だ
」
と
い
う
。
さ
ら
に
森
や
谷
を
指
さ
し
「
あ
れ
ら

も
こ
と
ご
と
く
僕
の
所
有
だ
」
と
言
い
、

H
さ
ん
は
こ
こ
で
一
郎
を
は
じ
め
て

不
審
に
思
い
一
郎
に
質
問
す
る
の
だ
が
、
一
郎
は
た
だ
淋
し
く
笑
う
だ
け
だ
っ

た
。
一
郎
は
、
直
の
心
が
わ
か
ら
ず
に
苦
悶
し
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
掴
ま
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
い
た
。
自
然
は
た
だ
そ
こ
に
あ
り
の
ま
ま
で
存
在
す
る

も
の
で
あ
る
。
邪
念
の
き
ざ
す
事
の
な
い
、
あ
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
と
一
郎

自
身
が
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
然
は
一
郎
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
も
の
で

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
の
ち
の
塵
労
四
十
三
章
で
H
さ
ん
は
「
自
然
に
敵
意

が
な
い
」
と
評
し
て
い
る
。
だ
か
ら
一
郎
は
山
な
ど
を
自
分
の
所
有
と
言
う
の

で
あ
る
。
山
を
降
り
る
途
中
で
一
郎
は
、
突
然
後
か
ら
H
さ
ん
の
肩
を
つ
か
ん

で
、
「
君
の
心
と
僕
の
心
と
は
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
通
じ
て
い
て
、
ど
こ
か
ら
離

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
聞
く
。
一
郎
は
最
初
直
の
心
が
わ
か
ら
ず
に
悩
ん
で

い
た
が
、
二
郎
の
心
は
分
か
る
な
ど
と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
今
と
な
っ
て
は
、

一
郎
は
誰
の
心
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
H
さ
ん
に
こ
の
よ

う
な
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

H
さ
ん
は
返
答
に
戸
惑
い
、

「同
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と
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。
そ
れ
を
聞
く
と
一
郎
は
「
自
分
に
誠
実
で
な
い
も

の
は
、
け
っ
し
て
他
人
に
誠
実
で
あ
り
得
な
い
」
と
言
い
、
そ
の
よ
う
な
態
度

で
あ
る
と
H
さ
ん
を
評
し
、
朋
友
と
し
て
の
自
分
は
離
れ
る
だ
け
だ
と
告
げ
る
。
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孤
独
な
る
も
の
よ
、
汝
は
わ
が
住
居
な
り
ご
と
言

う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
郎
は
H
さ
ん
と
の
「
士
人
の
交
わ
り
」
は
で
き
な
い

と
す
る
。
「
士
人
の
交
わ
り
」
が
で
き
な
い
の
な
ら
自
ら
孤
独
を
選
ぶ
と
い
う
よ

う
な
態
度
で
、
孤
独
の
道
へ
と
進
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
十
七
章
で
H
さ
ん
は
一
郎
が
社
会
に
立
つ
て
の
み
な
ら
ず
。
家
庭
で
も
孤

独
で
あ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
自
白
を
聞
か
さ
れ
る
。
一
郎
は
H
さ
ん
に
も
疑
念

を
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、
家
庭
の
も
の
を
そ
れ
以
上
に
疑
っ
て
い
た
。
一
郎
は

最
初
直
の
心
が
分
か
ら
ず
、
直
に
対
し
て
疑
念
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
二
郎
の

こ
と
を
最
初
は
信
頼
し
て
い
た
の
だ
が
、
直
に
つ
い
て
の
報
告
を
し
て
く
れ
な

か
っ
た
た
め
に
信
じ
ら
れ
な
く
な
る
。
一
郎
の
孤
独
の
感
に
堪
え
な
い
の
は
、

他
人
が
本
心
で
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
に
、
心
か
ら
の
意
思
疎
通

が
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
何
を
考
え
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
他
人
が
邪
念
を
も
っ
て
自
分
に
接
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
誰
も
か
れ
も
疑
う
よ
う
に
な
る
。
一
郎
の
孤
独
は
直

の
心
の
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
一

郎
に
と
っ
て
は
父
も
母
も
偽
の
器
な
の
だ
が
、
直
は
こ
と
さ
ら
に
そ
う
見
え
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
郎
は
こ
の
前
直
に
手
を
加
え
た
と
い
う
。
一
郎
は
直
が

抵
抗
し
な
い
た
め
に
自
分
の
人
格
が
堕
落
す
る
と
苦
痛
の
表
情
を
浮
か
べ
な
が

ら
H
さ
ん
に
話
す
。
な
ぜ
そ
う
す
る
経
緯
に
至
っ
た
か
一
郎
は
明
か
さ
な
い
。

し
か
し
以
前
に
「
暗
々
女
も
気
狂
に
し
て
見
な
く
っ
ち
ゃ
、
本
体
は
と
う
て
い

解
ら
な
い
の
か
な
」
(
兄
十
二
)
と
い
う
発
言
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
人
聞
は

普
通
の
場
合
に
は
世
間
の
手
前
と
か
義
理
と
か
で
、
い
く
ら
云
い
た
く
っ
て
も

云
え
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
(
兄
十
二
)
の
だ
が
、
例
え
ば
精
神
病
に
な
れ

ば
「
胸
に
浮
か
ん
だ
事
な
ら
何
で
も
構
わ
ず
露
骨
に
」
(
兄
十
二
)
言
う
こ
と
が

で
き
、
そ
う
い
う
状
態
で
発
せ
ら
れ
る
言
葉
は
普
段
自
分
た
ち
が
「
口
に
す
る

好
い
加
減
な
挨
拶
よ
り
も
遥
に
誠
の
龍
っ
た
純
粋
の
も
の
」
(
兄
十
二
)
で
あ
る

の
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
郎
は
直
の
言
動
は
本
心
か
ら
き
て

い
る
も
の
で
は
な
い
と
感
じ
て
お
り
(
そ
れ
ゆ
え
に
直
を
疑
っ
て
い
る
)
、
直
の
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ス
ピ
リ
ッ
ト
を
掴
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
郎
は
直
の
本
音
、
が
知
り
た
く
て
仕

方
が
な
く
、
最
初
は
二
郎
に
節
操
を
試
さ
せ
る
と
い
う
手
段
を
と
っ
た
。
そ
れ

が
失
敗
に
終
わ
り
、
直
の
本
音
を
知
る
こ
と
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
か

ら
一
郎
は
テ
レ
パ
シ
ー
の
実
験
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
テ
レ
パ
シ
ー
の
実
験
の

結
果
は
本
文
中
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
成
功
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
一
郎

は
最
終
手
段
と
し
て
手
を
加
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
苦
渋
の
選
択
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
直
へ
の
暴
力
を
語
る
一
郎
は
自
分
の
人
格
が
堕
落
し

て
い
る
と
言
い
、
顔
に
苦
痛
の
表
情
を
浮
か
べ
る
の
で
あ
る
。
直
へ
の
暴
力
が

日
常
化
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
て
も
あ
り
、
一
郎
は
直
を
精
神
病
に
至
ら
し
め

て
本
音
を
吐
露
さ
せ
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
直
は
一
郎
か
ら
の

暴
力
を
受
け
て
も
「
レ
デ

l
」
ら
し
く
抵
抗
を
し
な
い
。
ま
た
言
い
争
い
も
し

な
か
っ
た
の
で
、
一
郎
は
結
局
直
の
本
音
を
聞
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
直
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
掴
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三
十
九
章
で
一
郎
は
幸
福
に
な
る
た
め
に
研
究
を
し
て
い
た
の
だ
と
H
さ
ん

は
語
る
。
一
郎
の
今
ま
で
の
行
動
を
見
る
に
一
郎
に
と
っ
て
の
幸
福
と
は
、
直

の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
掴
む
こ
と
、
言
い
か
え
れ
ば
直
と
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
郎
は
直
と
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
し
て
「
何
も
考
え
て
い
な
い
人
の
顔
が
一
番
気
高
い
」
と
評
す
る
一
郎
は
、

自
我
が
直
と
の
心
を
通
わ
せ
る
た
め
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
十
章
で
は
、

H
さ
ん
は
一
郎
に
モ
ハ
メ
ッ
ド
の
話
を
す
る
。
モ
ハ
メ
ッ
ド

は
山
を
呼
び
寄
せ
て
み
せ
る
と
言
っ
た
が
、
結
局
山
は
モ
ハ
メ
ッ
ド
の
も
と
へ

は
来
な
い
。
す
る
と
モ
ハ
メ
ッ
ド
は
自
ら
山
の
ほ
う
に
歩
い
て
行
く
と
い
う
話

で
あ
る
。
そ
し
て
H
さ
ん
は
一
郎
に
「
な
ぜ
山
の
方
へ
歩
い
て
行
か
な
い
」
と

問
い
、
「
君
は
山
を
呼
び
寄
せ
る
男
、
だ
。
呼
び
寄
せ
て
来
な
い
と
怒
る
男
だ
。
地

団
太
を
踏
ん
で
口
惜
し
が
る
男
だ
。
そ
う
し
て
山
を
悪
く
批
判
す
る
事
だ
け
を

考
え
る
男
だ
。
な
ぜ
山
の
方
へ
歩
い
て
行
か
な
い
」
と
付
け
足
す
。

H
さ
ん
は

モ
ハ
メ
ッ
ド
の
話
を
通
し
て
一
郎
に
、
何
故
人
に
歩
み
寄
ろ
う
と
し
な
い
の
か
。

一
郎
は
人
が
自
分
に
歩
み
寄
ら
な
い
場
合
に
は
怒
り
、
悔
し
が
る
男
だ
。
そ
う

し
て
人
を
悪
く
批
判
す
る
事
だ
け
を
考
え
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
伝
え

た
い
の
で
あ
る
。
す
る
と
一
郎
は
「
向
う
が
こ
っ
ち
へ
来
る
べ
き
義
務
が
あ
っ

た
ら
ど
う
だ
」
と
言
う
。

H
さ
ん
は
こ
っ
ち
に
必
要
が
あ
れ
ば
行
く
と
言
う
が
、

一
郎
は
「
義
務
の
な
い
と
こ
ろ
に
必
要
の
あ
る
は
ず
が
な
い
」
と
主
張
す
る
。

H
さ
ん
は
必
要
の
た
め
に
行
き
た
く
な
い
の
な
ら
幸
福
の
た
め
に
行
く
の
だ
と

言
う
。
一
郎
は
「
妻
直
と
の
関
係
に
お
い
て
も
愛
情
の
回
復
を
切
実
に
求
め
て

は
い
る
も
の
の
、
夫
と
し
て
の
権
利
だ
け
固
執
し
て
相
手
へ
の
義
務
を
果
た
そ

う
と
し
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
山
と
自
分
と
の
接
触
の
必
要
性
を
全
く
否

定
し
て
い
る
の
で
も
な
い
」
で
一
の
で
H
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
頭
で
は
分
か
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
自
分
の
こ
れ
だ
と
決
め
た
水
準
を
生
活
の
中
心
と
し

な
い
と
生
き
ら
れ
な
い
一
郎
は
、
エ
ゴ
を
捨
て
て
人
に
歩
み
寄
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
自
分
の
エ
ゴ
を
捨
て
ず
に
幸
福
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は

矛
盾
し
て
い
る
。

四
十
四
章
で
、
一
郎
は
自
ら
の
宗
教
観
に
つ
い
て
語
る
。
一
郎
は
「
神
は
自

己
だ
」
と
言
う
。
そ
し
て
「
絶
対
即
相
対
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

円

h
v

q
u
 

兄
さ
ん
は
純
粋
に
心
の
落
ち
つ
き
を
得
た
人
は
、
求
め
な
い
で
も
自
然

に
こ
の
境
地
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
云
い
ま
す
。
一
度
こ
の
境
界
に
入
れ
ば

天
地
も
万
有
も
、
す
べ
て
の
対
象
と
い
う
も
の
が
こ
と
ご
と
く
な
く
な
っ

て
、
た
だ
自
分
だ
け
が
存
在
す
る
の
だ
と
云
い
ま
す
。
そ
う
し
て
そ
の
時

の
自
分
は
有
る
と
も
無
い
と
も
片
の
つ
か
な
い
も
の
だ
と
云
い
ま
す
。
偉



大
な
よ
う
な
ま
た
微
細
な
よ
う
な
も
の
だ
と
云
い
ま
す
。
何
と
も
名
の
つ

け
よ
う
の
な
い
も
の
だ
と
云
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
絶
対
だ
と
云
い
ま
す
。

そ
う
し
て
そ
の
絶
対
を
経
験
し
て
い
る
人
が
、
俄
然
と
し
て
半
鐘
の
音
を

聞
く
と
す
る
と
、
そ
の
半
鐘
の
音
は
す
な
わ
ち
自
分
だ
と
い
う
の
で
す
。

言
葉
を
換
え
て
同
じ
意
味
を
表
わ
す
と
、
絶
対
即
相
対
に
な
る
の
だ
と
い

う
の
で
す
、
し
た
が
っ
て
自
分
以
外
に
物
を
置
き
他
を
作
っ
て
、
苦
し
む

必
要
が
な
く
な
る
し
、
ま
た
苦
し
め
ら
れ
る
掛
念
も
起
ら
な
い
の
だ
と
云

う
の
で
す
。

一
郎
は
自
我
の
肥
大
の
た
め
に
他
人
と
分
か
り
合
え
ず
、
孤
独
に
陥
っ
て
苦
痛

を
味
わ
う
。
こ
の
考
え
は
、
ど
う
す
れ
ば
孤
独
に
苦
し
め
ら
れ
ず
に
済
む
か
と

悩
み
ぬ
い
た
末
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
現
実
に
は
不
可
能
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
を
一
郎
は
知
っ
て
い
る
。
一
郎
は
自
我
を
捨
て
な
い
こ
と
を

選
ん
だ
の
で
破
滅
へ
と
向
か
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

五
十
一
章
で
一
郎
は
貞
に
つ
い
て
話
す
。

H
さ
ん
は
一
郎
に
、
貞
と
住
め
ば

幸
せ
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
問
い
か
け
る
。
し
か
し
一
郎
は
、
嫁
に
行
く

前
の
貞
と
嫁
に
行
っ
た
あ
と
の
貞
と
は
ま
る
で
違
っ
て
い
て
、
今
の
貞
は
「
夫

の
た
め
に
ス
ポ
イ
ル
」
さ
れ
て
お
り
、
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
た
女
か
ら
幸
福
は
要
求

で
き
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
自
分
は
直
の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
悪
く
し
た
か
わ
か

ら
な
い
と
告
げ
る
。
一
郎
は
自
分
が
、
ま
た
家
族
が
直
を
抑
圧
し
て
し
ま
っ
た

た
め
に
、
直
の
天
真
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
一
郎
の

考
え
方
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
女
か
ら
幸
福
を
求
め
る
こ
と
は
す
る
も
の
の
、

自
分
か
ら
幸
福
を
与
え
よ
う
と
は
し
な
い
。
つ
ま
り
一
郎
は
直
か
ら
愛
さ
れ
た

い
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
、
自
分
か
ら
直
の
こ
と
を
愛
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
(
終
章
)

直
と
一
郎
の
悲
劇
は
、
見
合
い
で
心
と
心
が
結
ぼ
れ
る
こ
と
な
く
結
婚
し
た

ζ

と
に
起
因
し
て
い
た
。
直
は
一
郎
の
腹
の
中
が
分
か
ら
ず
、
親
し
み
を
感
じ

る
二
郎
に
心
の
繋
が
り
を
求
め
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
失
敗
に
終
わ
る
。
そ
し
て

家
庭
で
の
自
分
の
保
身
の
た
め
に
、
魂
の
抜
殻
と
し
て
生
き
て
行
く
こ
と
と
な

る
。
同
じ
く
直
の
心
が
わ
か
ら
な
い
一
郎
は
、
打
算
な
ど
で
は
な
く
純
粋
に

二
者
間
の
間
に
あ
る
愛
着
だ
け
で
結
び
つ
い
た
関
係
、
つ
ま
り
「
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
ラ
ブ
」
を
切
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
直
と
の
心
と
心
の
結

び
付
き
が
望
め
な
い
た
め
に
、
一
郎
は
二
郎
や

H
さ
ん
に
士
人
の
交
わ

り
を
求
め
る
の
だ
が
そ
れ
も
失
敗
に
終
わ
る
。
一
郎
の
エ
ゴ
が
そ
れ
を

邪
魔
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
郎
と
直
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ラ

ブ
は
最
初
か
ら
望
め
な
か
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
一
郎
、
が
エ
ゴ
を
捨

て
な
い
限
り
、
心
と
心
の
結
び
付
き
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
望
め
な
い
。

一
郎
は
孤
独
地
獄
に
陥
り
破
滅
へ
と
向
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

門
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展
望『

行
人
』
で
は
一
郎
の
結
末
は
詳
し
く
描
か
れ
て
い
な
い
。
一
郎
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
で
は
一
郎
が
発
狂
す
る
と
い
う
説
山
や
直
が
狂
気

の
一
郎
に
殺
さ
れ
、
一
郎
も
自
殺
す
る
と
い
う
説
4

な
ど
が
み
ら
れ
る
。

激
石
は
『
行
人
』
執
筆
後
、
一
九
一
四
年
四
月
二

O
日
か
ら
『
こ
こ
ろ
』
の

執
筆
を
は
じ
め
る
。
こ
こ
で
『
行
人
』
の
終
り
と
『
こ
こ
ろ
』
の
始
ま
り
に
関

連
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
二
作
品
の
時
空
の
繋
が
り
か
ら
考
察

す
る
。『

こ
こ
ろ
』
は
先
生
と
「
私
」
が
鎌
倉
の
浜
辺
で
出
逢
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま



る
。
「
私
」
は
夏
季
休
暇
で
鎌
倉
の
辺
部
な
と
こ
ろ
に
あ
る
宿
に
泊
ま
っ
て
い
た
。

個
人
の
別
荘
が
い
く
つ
か
あ
り
、
海
が
ご
く
近
い
。
先
生
は
別
荘
の
よ
う
な
宿

に
泊
ま
っ
て
い
た
。
先
生
と
「
私
」
が
初
め
て
出
逢
っ
た
と
き
、
西
洋
人
を
伴

れ
て
い
た
。

こ
こ
で
、
『
行
人
』
で
一
郎
と
H
さ
ん
が
最
後
に
泊
ま
っ
て
い
た
場
所
や
そ
こ

で
起
き
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
季
節
は
夏
、
二
人
は
紅
が
谷
の
小
別
荘

に
泊
ま
っ
て
い
た
。
紅
が
谷
は
鎌
倉
で
あ
る
。
そ
こ
で
あ
る
晩
に
二
人
が
浜
辺

を
散
歩
す
る
場
面
が
あ
り
、
西
洋
人
の
別
荘
が
登
場
す
る
。

両
方
と
も
夏
と
い
う
季
節
で
同
じ
鎌
倉
で
あ
る
こ
と
、
浜
辺
が
登
場
す
る
こ

と
、
『
行
人
』
に
は
西
洋
人
の
別
荘
、
『
こ
こ
ろ
』
に
は
西
洋
人
が
登
場
す
る
こ

と
か
ら
、
『
行
人
』
と
『
こ
こ
ろ
』
の
時
空
は
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
激
石
は
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
執
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
郎
の
今
後
は
『
行
人
』
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
激
石
は
そ
れ
を
『
こ
こ

ろ
』
の
先
生
に
持
ち
越
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
郎
は
自
我
が
肥
大
し
、
自
分
の
基
準
に
沿
わ
な
い
の
も
の
は
許
さ
な
い
と

い
う
人
間
で
あ
る
。
激
石
は
一
九
一
四
年
一
一
月
二
十
五
日
に
学
習
院
輔
仁
会

に
お
い
て
『
私
の
個
人
主
義
』
と
い
う
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
激

石
は
、

近
頃
自
我
と
か
自
覚
と
か
唱
え
て
い
く
ら
自
分
の
勝
手
な
真
似
を
し
て
も

構
わ
な
い
と
い
う
符
徴
に
使
う
よ
う
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
は
な
は
だ
怪

し
い
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
自
分
の
自
我
を
あ
く
ま
で
尊
重

す
る
よ
う
な
事
を
云
い
な
が
ら
、
他
人
の
自
我
に
至
つ
て
は
事
も
認
め
て

い
な
い
の
で
す
。

れ
は
一
郎
の
よ
う
な
人
物
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
し
て

個
人
主
義
と
い
う
も
の
は
、
(
略
)
他
の
存
在
を
尊
敬
す
る
と
同
時
に
自
分

の
存
在
を
尊
敬
す
る
と
い
う
の
が
私
の
解
釈
な
の
で
す
か
ら
、
立
派
な
主

義
だ
ろ
う
と
私
は
考
え
て
い
る
の
で
す
。

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
行
人
』
は
激
石
が
『
私
の
個
人
主
義
』
の
思
想
に

至
る
過
程
に
描
か
れ
た
物
語
な
の
で
あ
る
。

一
飯
田
祐
子
「
〈
長
野
家
〉
の
中
心
と
し
て
の
《
母
》
|
『
行
人
』
論
の
た
め
に
」

(
「
名
古
屋
大
学
近
代
文
学
研
究
」
第
七
号
一
九
八
九
・
二
一
)

て
脚
注
一
に
同
じ

三
金
泰
淵
「
激
石
に
お
け
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
問
題
!
『
行
人
』
を
中
心
と
し
て
|
」

(
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
九
七
・
六
)

四
国
中
実
コ
整
っ
た
頭
」
と
「
乱
れ
た
心
」
|
『
行
人
』
私
論
l
」
(
佐
藤
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正
編

『
激
石
を
読
む
』
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間
書
院
二

O
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一
・
四
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五
伊
豆
利
彦
「
『
行
人
』
論
の
前
提
」
(
「
日
本
文
学
」
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学
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
九
七
・
六
)

田
中
実
「
「
整
っ
た
頭
」
と
「
乱
れ
た
心
」
|
『
行
人
』
私
論
l
」
(
佐
藤
泰
正

編
『
激
石
を
読
む
』
笠
間
書
院
二

O
O
一
・
四
)

伊
豆
利
彦
「
『
行
人
』
論
の
前
提
」
(
「
日
本
文
学
」

口可
d

円
べ

U

一
九
六
九
・
三
)



堀
辰
雄

「
ふ
る
さ
と
び
と
」

に
お
け
る
シ
ユ
テ
ィ
フ
タ
l
受
容
研
究

1

1

1

『
深
林
」

を
通
し
て
|
|
|

序
章

作
家
、
堀
辰
雄
の
代
表
作
に
は
『
風
立
ち
ぬ
』
や
『
菜
穂
子
』
と
い
っ
た
小
説

が
挙
げ
ら
れ
、
自
身
も
日
記
に
「
我
々
は
《
ロ
マ
ン
》
を
書
カ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
」

と
記
す
ほ
ど
小
説
の
創
作
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
。
堀
辰
雄
の
最
後
の
小
説
は
一
九

四
三
年
一
月
に
雑
誌
「
新
潮
」
で
発
表
さ
れ
た
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
だ
っ
た
。
『
ふ

る
さ
と
び
と
』
は
『
檎
の
家
』
、
『
菜
穂
子
』
と
ま
と
め
て
『
菜
穂
子
』
三
部
作
と

も
称
さ
れ
る
。
『
菜
穂
子
』
は
代
表
作
と
し
て
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
作
品
で
あ
る
た

め
先
行
研
究
も
充
実
し
て
い
る
が
、
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
の
先
行
研
究
は
『
菜
穂
子
』

と
比
べ
る
と
少
な
く
、
充
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
を
軸

と
し
た
作
品
研
究
を
行
う
こ
と
を
本
論
文
の
第
一
の
目
的
と
す
る
。

第
二
の
目
的
は
、
外
国
文
学
の
受
容
で
あ
る
。
辰
雄
は
様
々
な
外
国
文
学
に
親

し
ん
だ
が
、
中
で
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
作
家
と
し
て
ブ
ル
ー
ス
ト
や
リ
ル
ケ

が
挙
げ
ら
れ
る
。
外
国
文
学
か
ら
の
受
容
を
テ

l
マ
と
し
た
先
行
研
究
で
は
、
こ

の
二
人
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
が
目
立
っ
て
い
る
。
実
際
、
辰

雄
の
残
し
た
ノ
l
ト
で
も
二
人
に
関
す
る
記
述
は
突
出
し
て
い
る
。
た
だ
、
辰
雄

が
こ
の
二
人
の
ほ
か
に
も
多
く
の
外
国
の
作
家
の
作
品
を
翻
訳
し
、
影
響
を
受
け

て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
私
が
注
目
す
る
の
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
作
家
、
ア

l
ダ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
テ
イ
フ
タ

l
(
一
八

O
五
1
一
八
六
八
)
で
あ

宮

愛

美

田

る
。
シ
ュ
テ
イ
フ
タ

l
は
前
の
二
人
の
よ
う
に
辰
雄
に
よ
っ
て
作
品
を
翻
訳
さ
れ

た
こ
と
や
、
ノ
ー
ト
で
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
が
、
随
筆

『
旬
奴
の
森
な
ど
』
の
な
か
で
そ
の
魅
力
を
語
ら
れ
た
上
、
蔵
書
に
も
作
品
が
数

点
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
ー
か
ら
辰
雄
に
与
え

ら
れ
た
影
響
を
研
究
し
た
論
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
辰
雄
の
シ
ュ
テ
イ

フ
タ

l
受
容
を
こ
の
論
文
の
第
二
の
目
的
と
す
る
。

辰
雄
が
初
め
て
触
れ
た
シ
ュ
テ
イ
フ
タ

l
作
品
は
『

U
2
問
。
岳
者
色
色
で
あ

り
、
小
品
『
旬
奴
の
森
な
ど
』
で
は
そ
の
作
品
の
魅
力
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

作
品
は
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
と
の
共
通
点
が
い
く
つ
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
ふ

る
さ
と
び
と
』
を
外
国
文
学
の
受
容
か
ら
解
釈
し
た
研
究
は
少
な
い
。
つ
ま
り
、

『
U
2
国

S
F毛
色
色
』
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
は
新
た

な
一
面
を
見
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
結
果
と
し
て
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
ー
か
ら

の
辰
雄
へ
の
影
響
関
係
も
見
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
『
ふ

る
さ
と
び
と
』
と
『
ロ

2
国
o
o
F
4
5
E
』
の
比
較
研
究
を
通
し
、
第
一
、
第
二
の

目
的
を
達
成
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
第
一
章
で
は
辰
雄
と
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
!
の
つ
な
が
り
を
確
認
し
、

第
二
章
で
二
人
の
作
品
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
と
『

U
R
問
。
各
省
巳
色
を
紹
介
す

る
。
そ
し
て
第
三
章
で
そ
の
二
つ
の
作
品
の
比
較
研
究
を
行
い
、
終
章
で
結
果
を

ま
と
め
た
い
。
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第
一
章

辰
雄
と
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
l

第
一
節

辰
雄
と
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
l
の
接
点

シ
ュ
テ
イ
フ
タ
!
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
家
で
あ
り
、
『
水
晶
』
や
『
晩
夏
』
、

『
ヴ
イ

l
テ
イ
コ

l
』
と
い
っ
た
作
品
が
代
表
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
シ
ュ
テ

イ
フ
タ
l
の
日
本
受
容
は
小
名
木
栄
三
郎
『
日
本
に
お
け
る
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
l
の

受
容
』
に
よ
る
と
旧
制
高
等
学
校
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
の
授
業
を
は
じ
ま
り
と
し

て
い
る
。

辰
雄
の
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
!
と
の
出
会
い
も
、
や
は
り
旧
制
高
等
学
校
で
の
授
業

だ
っ
た
。
辰
雄
と
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
l
の
接
点
は
教
科
書
だ
け
で
な
く
雑
誌
、
蔵
書

に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
節
か
ら
は
辰
雄
と
シ
ュ
テ
イ
フ
タ

l
の
つ

な
が
り
を
具
体
的
に
捉
え
て
き
た
い
。

第
二
節

教
科
書

第
一
に
教
科
書
か
ら
の
影
響
で
あ
る
。
辰
雄
は
一
高
理
科
乙
類
時
代
に
シ
ュ
テ

イ
フ
タ
l
の
作
品
を
授
業
で
講
読
し
た
こ
と
を
、
一
九
三
五
年
雑
誌
「
新
潮
」
の

一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
小
品
『
旬
奴
の
森
な
ど
』
で
回
想
し
て
い
る
。

い
ふ
物
語
の
こ
と
を
始
終
思
ひ
浮
べ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
物
語
を

書
い
た
作
家
は
確
か
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
テ
イ
フ
テ
ル
と
か
云
ひ
ま
し
た
。

(
略
)
実
は
か
う
い
ふ
私
も
そ
の
物
語
の
筋
な
ど
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま

っ
て
ゐ
る
の
で
す
が
可
制

1
4例
刻
岡
剣
倒
引
引
制
制
例
剖
叶
同
州
寸
剖
引

と
|
関
同
劇
寸
寸
刻
引
叫
寸
引
『
ベ
↓
倒
叶
札
制
掛
川
寸
川
剥
叫
叫
叫
引
叫
剰
岡

剣
剖
同
州
劃
刻
刻
州
寸
同
羽
川
寸
剖
リ
川
村
竹
一
「
(
略
)
私
が
そ
れ
を
教
科
書
と

し
て
読
さ
れ
た
と
き
は
、
丁
度
、
今
の
自
分
に
は
ど
う
し
て
も
理
解
で
き
な

い
や
う
な
焦
燥
が
自
分
を
人
生
の
方
へ
駆
り
や
っ
て
ゐ
た
頃
だ
っ
た
の
で
、

引
刈
刻
捌
射
材
捌
謝
料
引
同
州
州
劇
剰
叫
到
川
判
制
刈
寸
リ
討
。

(
傍
線
部
一
筆
者
)

こ
の
よ
う
に
、
辰
雄
が
初
め
て
読
ん
だ
シ
ュ
テ
イ
フ
タ

l
作
品
は
『
喬
木
林
』
、
ド

イ
ツ
語
で
い
う
と
こ
ろ
の
『
U
2
国

S
F
4
5
5』
だ
っ
た
。
若
き
辰
雄
に
は
こ
の

作
品
は
地
味
を
捉
え
ら
れ
、
彼
の
文
学
観
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
一
方
、
そ
の
地
味
な
作
品
の
雰
囲
気
が
卒
業
し
て
十
年
ほ
ど
経
っ
た
現
在

で
も
は
っ
き
り
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
小
説
に
と

っ
て
最
も
大
切
な
も
の
は
雰
囲
気
で
は
な
い
か
と
も
述
べ
て
い
る
。
小
説
と
し
て

重
要
な
部
分
を
確
実
に
印
象
付
け
て
い
る
と
い
う
点
で
、
『
U
2
出
o
o
F
4
3
5』
が

評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
簡
単
に
あ
ら
す
じ
を
書
き
出
し
た
後
で
辰
雄
は
左
記
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

市

Eム
A
せ

今
に
な
っ
て
、
私
は
始
め
て
何
と
も
云
へ
な
い
懐
し
い
気
も
ち
で
、
そ
れ
を
。

読
ん
だ
漠
然
と
し
た
記
憶
を
蘇
ら
せ
て
ゐ
ま
す
。
さ
う
し
て
私
は
、
大
戦
当

時
の
こ
の
「
旬
奴
の
森
」
を
背
景
に
し
て
、
ド
イ
ツ
人
た
ち
が
細
刻
科
倒
州

に
怯
や
か
さ
れ
な
が
ら
暮
ら
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
、

l
lし
か
し
最
後
ま
で
何

の
出
来
事
ら
し
い
も
の
を
起
ら
せ
ず
に
、
た
だ
さ
う
云
っ
た
不
安
な
雰
囲
気



の
相
う
な
も
の
悶
け
で
、
そ
し
て
そ
の
聞
に
お
の
づ
カ
ら
一
人
一
人
の
出
格

州
制
羽
同
司
り
引
例
引
材
刷
叫

1
寸
寸
叫
川
制
剖
劃
川
寸
則
吋
川
け
叫
刷
寸

て

ゐ

ま

す

。

:

:

:

(

傍

線

部

一

筆

者

)

一
高
時
代
に
は
な
ん
の
感
慨
も
抱
か
な
か
っ
た
作
品
を
懐
か
し
く
思
い
、
小
説

の
参
考
に
し
た
い
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
衝
撃
を
与
え
る
出
会
い
に
こ
そ
な
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
時
を
経
て
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
l
は
辰
雄
に
文
学
的
影
響
を
も
た
ら

し
た
の
だ
。

そ
の
授
業
の
様
子
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
描
か
れ
た
作
品
が
、
一
九
四
二
年
雑

誌
「
向
陵
時
報
」
に
発
表
さ
れ
た
『
一
二
ニ
の
追
憶
』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
辰

雄
が
『
U
2
出。。
F
4
2
5』
を
三
年
の
講
読
の
授
業
で
習
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
。

『
二
三
の
追
憶
』
は
、
作
品
よ
り
も
先
生
と
の
思
い
出
の
色
の
方
が
強
い
。
一
方

右
の
よ
う
に
静
か
な
森
の
物
語
が
ひ
そ
か
に
辰
雄
の
心
に
溶
け
込
ん
だ
こ
と
も
確

認
出
来
る
。

第
三
節

雑
誌

第
二
に
は
雑
誌
に
つ
い
て
で
あ
る
。
辰
雄
が
編
集
同
人
の
一
人
と
し
て
参
加
し

て
い
た
雑
誌
「
高
原
」
で
は
、
山
室
静
が
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
l
を
紹
介
す
る
連
載
を

し
て
い
た
。
山
室
は
前
掲
の
小
名
木
栄
三
郎
『
日
本
に
お
け
る
シ
ュ
テ
イ
フ
タ

l

の
受
容
』
で
「
日
本
に
お
け
る
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
l
の
紹
介
・
翻
訳
で
大
き
な
功
績

を
あ
げ
た
一
人
に
、
北
欧
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
詩
人
・
評
論
家
と
し
て
も
著

名
な
山
室
静
氏
が
い
た
」
、
「
こ
の
よ
う
な
詩
人
へ
の
理
解
と
普
及
に
努
め
た
こ
れ

ら
の
業
績
は
、
い
ず
れ
も
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
!
文
学
に
寄
せ
る
こ
の
詩
人
評
論
家
の

誠
実
な
愛
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」
と
、
日
本
の
シ
ュ
テ
イ
フ

タ
l
受
容
へ
の
業
績
を
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。

『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
二
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
雑
誌
「
高
原
」
の
こ
と
な

ど
』
に
お
い
て
山
室
は
雑
誌
名
が
辰
雄
の
意
向
で
決
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
『
堀

辰
雄
全
集
第
八
巻
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
山
室
宛
の
封
書
に
も
、

つ臼d斗ゐ

御
端
書
拝
見
、
こ
の
頃
す
こ
し
身
体
の
工
合
が
悪
く
て
九
日
の
会
に
は
残
念

な
が
ら
出
席
で
き
ま
せ
ん
組
制
州
制
叫
ゴ
同
劇
叶
寸
引
制
叫
叶
司
社
洲
対

樹
引
矧
川
寸
剖
引
制
引
ぺ

d
伺
刈
寸
叫
刻
川
引
引
制
剥
叫
リ
寸
刻
川
剖
対

州
制
日
寸
剖

d
H矧
引
制
川
割
引
顧
問
な
ん
と
い
ふ
四
角
ば
っ
た
も
の
は

止
し
て
、
み
ん
な
一
し
ょ
に
同
人
と
し
て
や
っ
て
行
き
ま
せ
う
(
こ
れ
は
ぜ

ひ
さ
う
し
て
貰
は
な
け
れ
ば
、
僕
は
い
や
で
す
)
な
ほ
気
の
つ
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
橋
本
君
に
お
話
し
し
て
お
き
ま
す
(
傍
線
部
一
筆
者
)

と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
『
雑
誌
「
高
原
」
の
こ
と
な
ど
』
で
は
、
辰
雄
が
こ
の

雑
誌
の
た
め
に
よ
く
便
宜
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
に
か
く
堀
さ
ん
は
心
か
ら
協
力
し
て
、
創
刊
号
に
は
リ
ル
ケ
の
『
旗
手
ク

リ
ス
ト
ア
・
リ
ル
ケ
の
愛
と
死
の
歌
』
の
全
訳
を
寄
せ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
執



筆
者
を
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
ほ
か
に
、
中
村
真
一
郎
君
の
『
死
の
蔭
の
下
に
』

や
野
村
英
夫
君
や
福
永
武
彦
君
の
短
篇
を
推
薦
し
て
、
そ
の
紹
介
を
同
人
雑

誌
に
も
書
い
て
下
さ
っ
た
。

山
室
が
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
l
の
評
伝
を
連
載
し
た
の
は
一
九
四
八
年
に
発
行
さ
れ
た

第
七
号
、
第
八
号
で
あ
り
、
こ
の
頃
に
は
辰
雄
は
病
床
に
就
き
作
品
を
掲
載
す
る

こ
と
は
お
ろ
か
紹
介
文
を
書
く
こ
と
も
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
辰
雄
は
雑
誌
名
以
外
に
も
「
高
原
」
に
求
め
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
再
び
『
雑
誌
「
高
原
」
の
こ
と
な
ど
』
か
ら
抜
き
出
す
と
「
雑
誌
は
で
き

る
だ
け
特
定
の
立
場
に
片
寄
ら
ぬ
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

山
室
は
同
作
品
で
、
「
私
の
過
去
の
思
想
的
立
場
や
、
当
時
私
が
国
民
高
等
学
校
風

の
も
の
の
設
立
に
奔
走
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
と
雑
誌
が
あ
ま
り
に
密
着
し
て
地

方
主
義
的
片
寄
り
を
見
せ
は
し
ま
い
か
と
心
配
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思

う
。
」
と
、
そ
の
言
葉
の
意
味
を
受
け
止
め
て
い
る
。
結
果
と
し
て
「
高
原
」
は
文

学
、
文
化
と
も
に
充
実
し
た
雑
誌
と
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
辰
雄
は
「
高
原
」

の
方
針
を
決
め
る
に
あ
た
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
『
信

濃
追
分
の
今
昔
を
き
く
|
歴
史
と
文
学
l
』
で
は
こ
う
証
言
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
文
学
の
こ
と
に
な
る
と
厳
し
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
『
高
原
』

と
い
う
雑
誌
を
山
室
君
や
片
山
さ
ん
が
や
っ
て
い
て
、
こ
ち
ら
は
堀
さ
ん
を

主
に
し
て
、
私
は
堀
さ
ん
の
代
理
み
た
い
で
編
集
会
議
な
ん
か
に
出
て
た
わ

け
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
と
き
に
、
堀
さ
ん
が
私
に
よ
こ
し
た
手
紙
が
あ
る
ん

で
す
。
(
略
)
そ
れ
は
劇

U
川
も
の
で
、
副
剣
例
制
制
科
副
寸
引
網
謝
川
綱
創

剥
け
リ
寸
刻
制
洲
叫
寸
引
制
制
は
ー
ゴ
升
川
引
例
刻
叫
叫
劃
問
料
剖
廿
同
川
州

パ

川

て

い

う

も

の

で

し

て

ね

。

(

傍

線

部

一

筆

者

)

傍
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
辰
雄
の
厳
し
い
審
査
を
通
り
「
高
原
」
に
掲
載
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
シ
ュ
テ
イ
フ
タ

l
の
評
伝
が
そ
の
価
値
を
認
め
ら
れ
た
と

捉
え
ら
れ
る
。

第
四
節

蔵
書

第
三
に
蔵
書
に
お
け
る
シ
ュ
テ
イ
フ
タ

l
受
容
で
あ
る
。
辰
雄
の
蔵
書
は
国
内

外
、
ジ
ャ
ン
ル
問
わ
ず
膨
大
だ
が
、
そ
の
中
に
は
シ
ュ
テ
イ
フ
タ

i
の
作
品
も
含

ま
れ
て
い
る
。
辰
雄
の
蔵
書
の
中
に
、
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
l
の
著
作
は
全
部
で
七
点

含
ま
れ
て
い
る
。
左
は
そ
の
七
点
の
内
訳
で
あ
る
。

①
k
p円
四

mgo吋許容
5
2
『
国
民
間
E
m一
050回同
N

串
Z
ロ
m』(阿ロ∞
oy、
{
ロ
ム
・
]
)

②
k
p
【E
g
o
E
g
B
2
『
回
白
骨
島
O

円巴

(Zmロ
wo号
、
一
九
三
九
年
)

③〉【島凶向包wL--宮】話。
2円丘仲
a∞習仲丘仲停骨⑦
2同
『
ロ
。
2円
出
。
2。各}『凶
d巧司
g岱巳
-Eι軒一。巳仲回。回吋
RN釦巴阿

④
k〉F
門仏同古釦巴
-Fゲz。吋毘け∞g酔丘件仲仲停一枠P
。2円
『
ロ
。
2吋
国
。
2。各}『回ヨ4巧司
s岱巴-E門仏丘同己』(冨¢
gω附釦凶E円
巴
仲
古
。
ロ
、
一
九
二

O
年
)

⑤
シ
ュ
テ
イ
フ
タ

l
・ア

l
ダ
ル
ベ
ル
ト
著
、
山
室
静
訳
『
森
の
小
径
』
(
青
磁
社
、

一
九
四
七
年
七
月
)

⑥
シ
ュ
テ
イ
フ
テ
ル
・
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト
著
、
小
島
貞
介
訳
『
深
林
』
(
弘
文
堂
書
房
、

一
九
四

O
年
一
月
)

⑦
シ
ュ
テ
イ
フ
テ
ル
・
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト
著
、
宇
多
五
郎
訳
『
晩
夏

井
書
庖
、
一
九
四
八
年
九
月
)

q
J
 

A
守

第
一
部
』
(
棲

本
文
の
言
語
に
注
目
す
る
と
①

1
④
の
四
点
は
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
原
著
で

あ
り
、
⑤
1
⑦
の
三
点
は
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
①

1
④
は



神
奈
川
県
の
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
、
⑤
1
⑦
は
長
野
県
に
あ
る
堀
辰
雄
文
学
記

念
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

私
は
去
る
二

O
二
一
年
十
一
月
十
七
日
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
赴
き
こ
の
四

点
の
蔵
書
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
を
こ
こ
に
報
告
す
る
。

①
は
書
き
込
み
ゃ
下
線
が
多
く
確
認
で
き
た
が
、
辰
雄
に
よ
る
書
き
込
み
か
は
判

別
出
来
な
か
っ
た
。

②
は
編
者
に
よ
る
序
文
や
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
l
の
肖
像
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
東
京
の
南
江
堂
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
。
保
存
状
態
か
ら
古
本
で
は
な
い
可

能
性
が
あ
る
。
ご
く
薄
く
数
字
の
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
何
を
意
図
し
た
も
の
か

は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

③
は
書
き
込
み
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
「
随
筆
」
と
書
か
れ
た
紙
片
と
し
お
り
が
挟
み

込

ま

れ

て

い

た

。

見

返

し

に

「

冨

H
4
∞
口
問
。
∞
同
己
し
斗
ロ
回
。
。
間

口
自
民
斗
冨
回

z
g司
0
・
向
島
区
@
」
と
読
め
る
シ

l
ル
が
貼
っ
て
あ
り
、

三
越
で
購
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④
は
こ
の
中
で
唯
一
挿
絵
の
あ
る
本
だ
っ
た
。
他
の
も
の
と
比
べ
て
全
体
的
に
汚

れ
が
目
立
ち
、
古
本
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
見
返
し
に
「
書
嬉
上
田
得
三

東
京
本
郷
根
津
八
重
垣
町
」
と
読
め
る
判
が
押
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京

で
購
入
し
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
本
は
百
二

1
百
三
ペ
ー
ジ
に
あ
た
る
べ

l
ジ

が
落
丁
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

堀
辰
雄
文
学
記
念
館
は
軽
井
沢
町
役
場
の
者
各
べ

l
ジ
の
堀
辰
雄
文
学
記
念

館
の
べ

i
ジ
で
蔵
書
目
録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑤
は
第
三
節
で
登
場
し

た
山
室
か
ら
の
署
名
本
で
あ
る
。
書
き
込
み
ゃ
挟
み
込
み
に
関
し
て
は
二

O
一二

年
十
二
月
十
九
日
に
改
め
て
堀
辰
雄
文
学
記
念
館
に
連
絡
を
取
っ
た
が
、
⑤
、
⑥
、

⑦
と
も
に
な
い
こ
と
を
二

O
一
二
年
十
二
月
二
十
一
日
の
返
答
よ
り
確
認
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
蔵
書
に
重
大
な
書
き
込
み
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

七
点
の
う
ち
三
点
は
『

U
2
図
。
。
何
回
調
巳
丘
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
冊
落

丁
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
辰
雄
の
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
l
作
品
へ
の
関

心
が
特
に
『
喬
木
林
』
に
向
い
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
五
節

ま
と
め

第
一
章
は
、
第
一
節
で
辰
雄
と
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
!
の
接
点
を
挙
げ
、
第
二
、
三
、

四
節
で
そ
の
つ
な
が
り
を
紐
解
い
た
。
そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、
第
二
節
で
挙
げ

た
『
旬
奴
の
森
な
ど
』
の
記
述
で
あ
る
。

-44ー・

こ
の
記
述
か
ら
、
老
人
や
女
性
で
寒
村
に
暮
ら
し
、
娘
が
事
故
に
あ
い
、
家
同

士
の
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
特
に
ど
の
問
題
も
解
決
す
る
こ
と
な
く
話
が

閉
じ
る
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
が
思
い
起
こ
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。



次
章
か
ら
の
『
U
2
図
。
各
省
巳
島
』
と
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
の
比
較
研
究
を
通

し
、
『
ロ

2
同
S
F
d司
m
L門
戸
』
が
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ

れ
て
い
る
か
調
べ
て
い
き
た
い
。

第
二
章

『
深
林
』
と
『
ふ
る
さ
と
び
と
』

第
一
節

『
深
林
』

『
ふ
る
さ
と
び
と
』
を
『
ロ

2
国
0
0
何
回
巧
巴
丘
と
比
較
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の

二
つ
の
小
説
の
基
礎
情
報
を
述
べ
て
い
き
た
い
。
こ
の
章
か
ら
使
用
す
る
テ
キ
ス

ト
に
準
じ
て
『
U
2
国

S
F毛
色
色
を
『
深
林
』
と
表
記
す
る
。

『
深
林
』
は
一
八
四
二
年
、
雑
誌
「
イ
リ
ス
」
に
発
表
さ
れ
た
。
主
要
な
登
場

人
物
は
主
人
公
の
美
し
い
姉
妹
、
ク
ラ
リ
ツ
サ
と
ヨ
ハ
ナ
、
二
人
の
父
で
あ
る
ハ

イ
ン
リ
ツ
ヒ
・
ヴ
イ
ツ
テ
イ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ン
男
爵
、
兄
の
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
、
猟
人

グ
レ
ゴ

l
ル
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
王
子
ロ
ナ
ル
ド
、
騎
士
の
ブ
ル

l
ノ
ー
で
あ
る
。

あ
ら
す
じ
は
資
料
編
に
掲
載
し
て
い
る
。

作
品
で
描
か
れ
る
戦
争
と
は
三
十
年
戦
争
の
こ
と
で
あ
る
。
舞
台
も
シ
ュ
テ
イ

フ
タ

i
の
故
郷
、
ボ
ヘ
ミ
ア
で
あ
り
、
実
在
の
土
地
や
出
来
事
を
モ
チ
ー
フ
に
し

て
い
る
点
で
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
と
共
通
し
て
い
る
。
辰
雄
の
「
何
処
か
ら
何
処

ま
で
深
い
森
の
中
の
物
語
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
々
や
出
来
事
が
森
の
静
寂
の
な

か
に
溶
け
こ
み
」
と
い
う
言
葉
は
ボ
ヘ
ミ
ア
の
森
を
舞
台
と
し
た
こ
の
作
品
の
雰

囲
気
を
よ
く
言
い
表
わ
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
『
旬
奴
の
森
な
ど
』
で
辰
雄
が
『
深
林
』
の
簡
単
な
あ
ら
す
じ
を
述
べ

て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
内
容
が
雑
誌
「
新
潮
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
、

後
に
単
行
本
に
収
録
さ
れ
た
も
の
と
で
変
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
雑

誌
掲
載
時
と
単
行
本
収
録
時
の
あ
ら
す
じ
を
並
べ
る
。

:
・
:
な
ん
で
も
割
似
剃
制
か
な
ん
か
を
背
景
に
し
た
物
語
で
、
叶
什
刈
の
山

岳
地
方
に
あ
る
大
き
な
森
の
な
か
の
城
で
、
を
り
を
り
遠
く
に
銃
声
な
ど
を

聞
き
な
が
ら
、
女
た
ち
だ
け
で
、
出
征
中
の
夫
や
息
子
の
身
の
上
を
案
じ
な

が
ら
、
気
づ
か
〈
は
〉
し
さ
う
に
暮
ら
し
て
ゐ
る
。
(
傍
線
部
一
筆
者
)

そ
れ
は
な
ん
で
も
刈
列
ゴ
汁
刈
割
判
を
背
景
に
し
た
物
語
で
、
ボ
川
ミ
ア
の

山
岳
地
方
に
あ
る
大
き
な
森
の
な
か
の
城
で
、
と
き
を
り
遠
く
に
銃
聾
な
ど

を
聞
き
な
が
ら
、
剥
刈
け
刻
溺
だ
け
で
、
気
づ
か
は
し
げ
に
暮
ら
し
て
ゐ
る
。

(
傍
線
部
一
筆
者
)

右
が
雑
誌
「
新
潮
」
に
発
表
さ
れ
た
文
章
で
あ
り
、
左
が
単
行
本
『
堀
辰
雄
小
品

集
・
絵
は
が
き
』
に
収
め
ら
れ
た
文
章
で
あ
る
。
ま
ず
、
雑
誌
版
で
は
作
品
の
背

景
と
な
っ
て
い
る
戦
争
が
普
仏
戦
争
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
争
に
訂
正
さ
れ
て
い

る
。
普
仏
戦
争
は
一
八
七

O
年
か
ら
七
一
年
、
一
二
十
年
戦
争
は
二
ハ
一
八
年
か
ら

四
八
年
な
の
で
、
こ
こ
を
間
違
え
る
と
時
代
が
大
き
く
異
な
っ
て
し
ま
う
。
加
え

て
、
普
仏
戦
争
は
プ
ロ
イ
セ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
の
戦
争
で
あ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は

参
戦
し
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
の
息
子
、
ロ
ナ
ル
ド
が
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
軍
の
侵
攻
を
止
め
に
行
く
と
い
う
筋
が
当
て
は
ま
ら
な
い
。
ま
た
、
雑
誌

版
で
は
ド
イ
ツ
の
山
岳
地
方
と
な
っ
て
い
た
の
が
単
行
本
版
で
は
ボ
ヘ
ミ
ア
に
直

さ
れ
、
よ
り
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
雑
誌
版
で
「
女
た
ち
だ
け
」
と
な
っ
て
い
た

記
述
も
、
単
行
本
版
で
は
グ
レ
ゴ

l
ル
を
指
す
と
思
わ
れ
る
「
老
人
」
と
い
う
単

語
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
出
征
中
の
夫
や
息
子
の
身
の
上
を
案
じ
な
が

ら
」
と
い
う
決
定
的
に
誤
っ
た
一
文
が
、
単
行
本
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ク

F
h
J
V
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ラ
リ
ッ
サ
も
ヨ
ハ
ナ
も
生
涯
独
身
だ
っ
た
の
で
、
夫
や
息
子
が
作
中
に
出
て
く
る

こ
と
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
雑
誌
版
と
単
行
本
版
を
比
べ
る
と
、
単
行
本
に
収
め
る
に
あ
た
っ

て
あ
ら
す
じ
が
よ
り
正
確
な
も
の
に
加
筆
・
修
正
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
ふ
る

さ
と
び
と
』
が
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
年
は
一
九
三
五
年
、
『
堀
辰
雄
小
品
集
・
絵
は

が
き
』
の
発
行
は
一
九
四
六
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
章
の
第
四
節
で
触
れ
た

蔵
書
を
こ
の
間
に
読
み
直
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
『
ふ
る
さ
と
び

と
』
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
期
間
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節

『
ふ
る
さ
と
び
と
』

『
ふ
る
さ
と
び
と
』
は
一
九
四
三
年
一
月
に
雑
誌
「
新
潮
」
で
発
表
さ
れ
、
こ

の
時
は
「
|
或
素
描
|
」
と
い
う
傍
題
が
つ
い
て
い
た
。
辰
雄
の
愛
し
た
追
分
を

舞
台
と
し
た
こ
の
作
品
の
主
な
登
場
人
物
に
は
、
主
人
公
の
お
え
ふ
、
娘
の
初
枝
、

父
の
草
平
、
母
、
弟
の
五
郎
、
五
郎
の
妻
の
お
し
げ
、
手
伝
い
の
捨
吉
、
学
生
の

松
平
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
検
の
家
』
、
『
菜
穂
子
』
の
登
場
人
物
で
あ
る
三
村
夫
人
、

菜
穂
子
、
森
も
少
し
登
場
す
る
。
こ
ち
ら
も
あ
ら
す
じ
を
資
料
編
に
掲
載
し
た
。

『
ふ
る
さ
と
び
と
』
の
舞
台
と
な
る
牡
丹
屋
は
辰
雄
が
懇
意
に
し
て
い
た
追
分

の
油
屋
旅
館
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
信
濃
追
分
の
今
昔
を
き
く
|
歴
史
と
文
学

|
』
第
七
章
の
「
堀
辰
雄
回
想
ー
ー
ー
堀
多
恵
夫
人
に
き
く
」
で
、
お
え
ふ
さ
ん
の

モ
デ
ル
は
旅
館
の
娘
の
小
川
お
つ
や
で
あ
り
、
五
郎
は
お
つ
や
の
弟
で
追
分
油
屋

旅
館
の
主
人
と
な
っ
た
誠
一
郎
と
い
わ
れ
て
い
る
。
牡
丹
屋
自
体
も
追
分
油
屋
が

モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
第
五
章
「
油
屋
の
こ
と
、
追
分
の
思
い
出
|
|
小
出
か

っ
さ
ん
に
き
く
」
を
読
む
と
実
際
に
本
家
の
軽
井
沢
の
油
屋
と
追
分
の
油
屋
が
あ

り
、
経
済
的
な
問
題
も
起
こ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
前
掲
の
書
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
小
川
家
の
家
系
図
に
は
初
枝
に
あ
た
る
子
供
は
見
当
た
ら
ず
、
ど
れ
も
事

実
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
『
信
濃
追
分
の
今
昔
を
き
く
|
歴
史
と
文
学
|
』
の

聞
き
手
を
務
め
た
後
藤
明
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

堀
さ
ん
の
小
説
っ
て
い
う
の
は
、
確
か
に
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
な
ん
か
ね
、

モ
デ
ル
の
よ
う
な
も
の
は
わ
り
あ
い
は
っ
き
り
し
て
る
ん
で
す
ね
。
た
だ
、

事
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
境
目
が
、
実
に
微
妙
な
ん
で
す
ね
。
(
略
)
実
に
微

妙
な
一
線
が
あ
る
。
全
く
の
架
空
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
、
話
し
は
。

大
体
場
所
も
は
っ
き
り
し
て
ま
す
し
ね
、
人
物
そ
の
他
関
係
も
。
現
実
の
一

つ
の
モ
デ
ル
っ
て
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
文
体
で
う
ま
く
手
ご
ろ
に
し

て
い
く
つ
て
い
い
ま
す
か
ね
、
く
ず
し
て
い
っ
て
、
そ
れ
で
別
な
も
の
を
つ

く
っ
て
い
る
。
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右
で
は
辰
雄
は
モ
デ
ル
と
な
っ
た
も
の
を
あ
り
の
ま
ま
書
く
の
で
は
な
く
、
文
体

な
ど
で
一
旦
崩
し
、
別
の
も
の
を
構
築
し
直
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り

辰
雄
の
作
品
は
事
実
を
そ
の
ま
ま
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
再
構
成
し

て
創
り
出
し
た
別
の
世
界
だ
と
い
え
る
。

雑
誌
掲
載
時
に
傍
題
で
「
よ
坑
素
描
|
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
さ
ら

に
精
巧
な
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
『
織
の
家
・
菜
穂
子
・
ふ
る
さ
と
び

と
・
の
ノ

l
ト
』
で
は
、
辰
雄
が
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
創
作
の
意
図
に
つ
い
て
語

っ
て
い
る
。

「
ふ
る
さ
と
び
と
」
は
、
右
料
ら
の
作
品
と
あ
る
つ
な
が
り
を
も
た
せ
っ
つ
、

一
人
の
田
舎
の
女
性
を
描
こ
う
と
し
て
、
こ
れ
も
長
い
こ
と
考
え
て
い
た
も

の
だ
が
、
つ
い
に
そ
の
剥
捌
州
』
引
制
叫
州

U
州
寸
剖
刻
州
寸
剖
叫



(
傍
線
部
一
筆
者
)

『
ふ
る
さ
と
び
と
』
は
長
い
期
間
に
わ
た
り
構
想
を
練
ら
れ
て
い
た
が
、
発
表
さ

れ
た
も
の
は
そ
の
素
描
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
は
一
九
三
六

年
十
一
月
二
十
二
日
に
師
で
あ
る
室
生
犀
星
へ
出
さ
れ
た
手
紙
に
「
追
分
の
や
う

な
村
の
女
を
牧
歌
の
や
う
に
書
い
て
も
見
た
い
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

裏
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
文
章
は
次
の
よ
う
に
続
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
ま
で
も
ま
だ
、
そ
れ
を
一
幅
の
精
密
な
夕
、
ブ
ロ

l
に
仕
』
げ
た

川
叶
川
外
側
刻
叫
刺
料
引
剖
引
刊
叫
川
剖
叫
(
傍
線
部
一
筆
者
)

辰
雄
に
は
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
を
素
描
で
は
な
く
完
成
品
に
仕
上
げ
る
意
志
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
ほ
ど
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
は
辰
雄
の
創
作
意
欲
を
刺

激
す
る
作
品
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
、
「
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
と
あ
る
つ
な
が
り
を
も
た

せ
っ
つ
、
一
人
の
田
舎
の
女
性
を
描
こ
う
と
し
て
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
『
檎
の

家
』
・
『
菜
穂
子
』
と
関
連
性
を
持
た
せ
て
い
る
が
、
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
は
ご
人

の
田
舎
の
女
を
描
く
」
と
い
う
独
自
の
主
題
を
持
つ
作
品
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
は
『
菜
穂
子
』
の
補
遺
と
留
め
る
に
は
惜

し
い
作
品
だ
と
感
じ
ら
れ
る
。
舞
台
、
人
物
を
と
も
に
す
る
作
品
な
の
で
関
連
性

に
注
目
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
を
主
体
と
し
た
作
品
研
究
の
必

要
性
が
あ
る
。第

三
章

比
較
研
究

第
一
節

比
較
す
る
要
素

『
ふ
る
さ
と
び
と
』
と
『
深
林
』
を
比
較
す
る
鍵
は
、
や
は
り
『
旬
奴
の
森
な

ど
』
の
こ
の
一
文
に
あ
る
。

さ
う
し
て
私
は
、
大
戦
当
時
の
こ
の
「
旬
奴
の
森
」
を
背
景
に
し
て
、
叶
什

刈
刈
剖
叫
が
絶
え
ず
何
か
に
怯
や
か
さ
れ
な
が
ら
割
引
リ
寸
刻
引
と
こ
ろ
を
、

ー
ー
し
か
し
最
後
ま
で
何
の
出
来
事
ら
し
い
も
の
を
起
ら
せ
ず
に
、
た
だ
さ
う

云
っ
た
不
安
な
雰
囲
気
の
や
う
な
も
の
だ
け
で
、
そ
し
て
そ
の
間
に
お
の
づ

か
ら
一
人
一
人
の
性
格
が
浮
び
出
て
く
る
や
う
な
風
に
、
一
つ
の
小
説
を
書

い
て
見
た
い
と
も
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
:
:
:
(
傍
線
部
一
筆
者
)

辰
雄
が
『
深
林
』
か
ら
影
響
を
受
け
書
き
た
い
と
思
っ
た
小
説
は
、
こ
こ
に
集
約

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
文
を
傍
線
の
引
い
た
い
く
つ
か
の
要
素

に
切
り
分
け
、
そ
の
要
素
に
お
い
て
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
と
『
深
林
』
の
二
作
品

を
比
較
に
し
、
ど
の
よ
う
な
受
容
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
ず
、
「
ド
イ
ツ
人
た
ち
」
は
こ
れ
よ
り
前
の
あ
ら
す
じ
を
語
る
文
章
で
「
老
人

と
女
達
」
と
具
体
的
に
指
さ
れ
て
い
る
。
「
老
人
と
女
達
」
は
ク
ラ
リ
ッ
サ
・
ヨ
ハ

ナ
・
グ
レ
ゴ

l
ル
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
「
女
性
」
と
「
男
性
」
の
二

つ
の
要
素
に
分
け
る
。
次
に
「
大
戦
当
時
の
こ
の
『
旬
奴
の
森
』
を
背
景
に
し
て
」

の
部
分
を
舞
台
の
設
定
と
と
る
。
二
つ
の
作
品
の
舞
台
の
設
定
と
し
て
共
通
し
て

い
る
の
は
ど
ち
ら
も
実
在
の
土
地
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
要
素
を
「
風
土
」

と
名
付
け
る
。
そ
し
て
「
暮
ら
し
て
ゐ
る
」
は
つ
ま
り
生
き
て
い
る
こ
と
な
の
で

「
死
生
観
」
と
い
う
要
素
と
す
る
。
ま
た
、
人
が
暮
ら
す
際
に
は
家
が
必
要
に
な

る
が
、
二
作
品
に
共
通
す
る
重
要
な
建
物
と
し
て
「
廃
櫨
」
が
挙
げ
ら
れ
る
た
め
、

円
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こ
れ
も
要
素
に
加
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
次
節
か
ら
は
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
と
『
深
林
』
を
「
女
性
」
、
「
男

性
」
、
「
風
土
」
、
「
死
生
観
」
、
「
廃
櫨
」
の
五
つ
の
要
素
で
も
っ
て
比
較
し
、
『
ふ
る

さ
と
び
と
』
が
『
深
林
』
か
ら
何
を
受
容
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
節

女
性

『
ふ
る
さ
と
び
と
』
と
『
深
林
』
は
、
ど
ち
ら
も
主
人
公
が
女
性
で
あ
る
。
前

者
は
お
え
ふ
と
い
う
牡
丹
屋
の
娘
、
後
者
は
ク
ラ
リ
ッ
サ
と
ヨ
ハ
ナ
の
姉
妹
で
あ

J

る
。
こ
の
三
人
は
国
籍
や
年
齢
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
美
人
と
い
う
共
通
点
が
あ

る
。
ハ
ン
ナ
は
「
破
格
風
で
小
さ
な
締
麗
な
頭
が
浮
い
て
ゐ
る
」
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
も

「
麗
し
く
も
才
長
け
た
そ
の
顔
」
と
、
初
め
て
登
場
し
た
場
面
で
そ
の
美
し
さ
を

形
容
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
お
え
ふ
「
年
よ
り
も
ず
っ
と
若
く
見
せ
て
ゐ
る
お
え

ふ
の
美
貌
は
、
学
生
た
ち
の
聞
に
、
何
か
と
噂
の
種
を
播
い
て
ゐ
た
。
」
、
「
不
思
議

に
い
つ
ま
で
も
若
く
美
し
か
っ
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
に
は
容
貌
の
美
し
い
女
性
が
も
う
一
人
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、
お
え
ふ
の
娘
の
初
枝
で
あ
る
。
初
枝
の
容
姿
に
つ
い
て
は
「
大
き
い
眼
」

を
も
っ
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
世
界
観
の
つ
な
が
っ
た
作
品
で
あ
る
『
菜
穂

子
』
を
開
い
て
み
れ
ば
、
「
初
枝
は
、
母
親
似
の
、
細
面
の
美
し
い
顔
立
を
し
」
と

そ
の
器
量
の
良
さ
が
さ
ら
に
判
然
と
す
る
。

こ
の
二
組
の
女
性
た
ち
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
共
通
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、
『
深
林
』

で
は
ク
ラ
リ
ツ
サ
が
ロ
ナ
ル
ド
と
再
会
し
、
思
い
が
通
じ
合
う
と
、
ヨ
ハ
ナ
亡
き

母
に
変
わ
っ
て
慕
っ
て
い
た
姉
に
溝
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
恋
が
寄
り
添
っ
て

生
き
て
き
た
二
人
に
隙
聞
を
つ
く
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
で

は
、
二
章
で
お
え
ふ
の
許
に
東
京
か
ら
手
紙
が
届
く
。
こ
の
手
紙
の
主
に
つ
い
て

作
中
で
詳
し
く
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
『
菜
穂
子
』
で
の
描
写
を
加
味

し
て
考
察
す
る
と
、
手
紙
の
主
は
お
え
ふ
と
噂
と
な
っ
た
男
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

お
え
ふ
が
初
枝
以
外
の
こ
と
、
恐
ら
く
噂
と
な
っ
た
男
か
ら
の
手
紙
に
気
を
と
ら

れ
て
い
た
一
方
で
、
初
枝
は
一
人
で
苦
し
ん
で
い
た
。
こ
こ
に
二
人
の
気
持
ち
の

相
違
が
見
ら
れ
る
。

次
に
、
ど
ち
ら
の
女
性
に
も
悲
劇
的
な
運
命
が
ふ
り
か
か
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
も
同
様
で
あ
る
。
『
深
林
』
で
は
父
や
兄
、
恋
人
が
亡
く
な
っ
た
上
、
住
ん
で
い

た
城
も
廃
嘘
と
化
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
で
も
初
枝
の
怪
我

や
、
父
の
死
に
端
を
欲
し
た
相
続
問
題
、
弟
の
病
気
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
「
絶

え
ず
何
か
に
怯
や
か
さ
れ
な
が
ら
」
と
い
え
る
ほ
ど
災
難
に
次
々
と
遭
っ
て
い
る

上
、
ど
れ
も
「
最
後
ま
で
何
の
出
来
事
ら
し
い
も
の
を
起
ら
せ
ず
」
と
い
う
よ
う

に
問
題
が
解
決
す
る
こ
と
も
決
裂
す
る
と
こ
ろ
は
、
『
深
林
』
の
影
響
に
違
い
な
い
。

最
後
に
、
二
組
と
も
共
に
生
き
る
こ
と
を
選
ぶ
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
父
、

兄
、
そ
し
て
愛
す
る
人
を
失
っ
た
ク
ラ
リ
ッ
サ
が
「
ヨ
ハ
ナ
、
私
の
愛
す
る
の
は

あ
な
た
ば
か
り
よ
、
も
う
あ
な
た
ば
か
り
よ
。
:
・
だ
か
ら
あ
な
た
も
私
を
愛
し
て

ね
。
」
と
訴
え
る
と
、
ヨ
ハ
ナ
も
そ
れ
に
答
え
、
お
互
い
独
身
の
ま
ま
廃
壇
と
な
っ

た
城
で
残
り
の
人
生
を
歩
ん
だ
。
お
え
ふ
も
ク
ラ
リ
ッ
サ
の
よ
う
に
、
初
枝
の
た

め
に
生
き
る
決
心
を
す
る
。
「
お
え
ふ
は
も
う
す
べ
て
を
詮
め
た
。
初
枝
の
た
め
に
、

自
分
の
す
べ
て
を
棄
て
よ
う
と
し
た
。
」
と
い
う
一
文
に
そ
の
決
意
が
表
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
女
性
」
と
い
う
要
素
で
は
、
美
し
い
女
性
と
い
う
点
や
お
互
い

へ
の
思
い
に
差
異
が
生
じ
る
点
、
い
く
つ
も
の
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
る
点
、
そ
れ
で

も
二
人
で
生
き
て
い
く
決
心
を
す
る
と
い
う
点
が
影
響
さ
れ
て
い
る
。
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第
三
節

男
性



『
深
林
』
に
登
場
す
る
男
性
で
は
、
グ
レ
ゴ
!
ル
や
ヴ
イ
ツ
テ
イ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ

ン
男
爵
と
い
っ
た
老
年
の
男
性
の
活
躍
が
目
立
つ
。
グ
レ
ゴ

l
ル
は
優
れ
た
猟
人

で
あ
り
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
と
ヨ
ハ
ナ
を
守
る
と
い
う
役
目
を
果
た
す
。
男
爵
は
二
人

の
娘
が
危
険
に
巻
き
込
ま
れ
ぬ
よ
う
秘
密
裏
に
森
の
奥
に
家
を
建
て
、
グ
レ
ゴ
ー

ル
に
娘
達
を
託
す
な
ど
、
的
確
な
処
置
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
老
年
の

男
性
は
頼
り
が
い
の
あ
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
、
姉
妹
や
家
を
守
る
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

こ
の
役
割
を
、
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
で
は
お
え
ふ
の
父
・
草
平
が
担
っ
て
い
る
と

捉
え
ら
れ
る
。
草
平
が
責
任
感
の
強
い
、
仕
事
も
で
き
る
男
性
だ
と
い
う
こ
と
は

次
の
描
か
れ
方
か
ら
わ
か
る
。

牡
丹
屋
の
主
人
が
ま
だ
稚
い
子
白
期
し
て
亡
く
な
る
と
、
後
見
に
桐
劃
判
て
、

珂
矧
凶
刻
伺
劇
叫
倒
村
剖
引
は
吋
寸
寸
制
対
引
制
剖
樹
剖
列
剖
到
州
引
v

」と

に
な
っ
た
。
(
略
)
珂
寸
寸
刻
引
刷
用
劇
刻
刻
引
制
引
引
叫
倒
川
村
引
州
叫
剖

州
剖
寸
刻
引
け
剖
寸
同
制
川
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
剖
剣
例
斗
梢
で
、
隣
村
の

原
野
の
ま
ん
な
か
に
出
来
た
停
車
場
の
前
へ
、
率
先
し
て
、
牡
丹
屋
の
裏
に

あ
っ
た
厩
舎
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
移
し
た
。
(
略
)
そ
れ
が
見
事
に
当
あ
た

っ
て
、
制
剤
国
叫
倒
刈
吋
卦
叫
材
間
引
出
リ
刻
。
(
傍
線
部
一
筆
者
)

倒
れ
そ
う
だ
つ
た
家
の
後
見
人
に
な
り
、
独
断
で
再
起
を
か
け
た
結
果
倒
れ
る
ど

こ
ろ
か
経
営
を
立
て
直
す
と
い
う
、
責
任
感
や
決
断
力
、
商
才
を
感
じ
さ
せ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
父
の
役
割
は
、
同
時
に
次
世
代
に
伝
承
す
る
役
割
で
も
あ
る
よ
う

だ
。
グ
レ
ゴ

l
ル
は
森
の
伝
説
や
知
恵
を
ク
ラ
リ
ッ
サ
と
ヨ
ハ
ナ
に
伝
え
た
。
草

平
も
、
「
た
ま
に
は
こ
の
古
駅
を
見
に
く
る
山
好
き
の
旅
人
な
ど
が
あ
る
と
、
そ
の

客
を
相
手
に
、
若
い
こ
ろ
か
ら
の
此
の
村
の
変
り
や
う
を
さ
ま
ざ
ま
に
思
ひ
出
し
、

夜
の
ふ
け
る
の
も
知
ら
ぬ
や
う
に
語
り
き
か
せ
て
ゐ
た
。
」
と
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
男
性
」
と
い
う
要
素
に
お
い
て
は
「
女
性
」
や
家
を
守
る
役
割

と
、
次
世
代
に
伝
承
す
る
役
割
が
受
容
さ
れ
て
い
る
。

第
四
節

風
土

辰
雄
が
『
二
三
の
追
憶
』
で
「
何
処
か
ら
何
処
ま
で
深
い
森
の
中
の
物
語
で
あ

り
、
す
べ
て
の
人
々
や
出
来
事
が
森
の
静
寂
の
な
か
に
溶
け
こ
」
ん
で
い
る
と
評

す
よ
う
に
、
『
深
林
』
は
森
に
始
ま
り
森
に
終
わ
る
物
語
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
『
深

林
』
の
初
め
の
段
落
を
抜
粋
す
る
。

小
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
北
境
一
二

O
哩
に
も
渡
っ
て
森
林
が
そ
の
薄
色
の
帯

を
西
へ
と
曳
い
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
タ
イ
ア
川
の
水
源
地
に
起
っ
て
ボ
ヘ
ミ
ア

の
国
土
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
パ
ヴ
ア
リ
ア
に
境
を
接
す
る
あ
の
境
界
結
節
点

に
ま
で
及
ぶ
。
昔
こ
の
地
点
に
、
砿
物
結
晶
結
成
の
際
の
針
状
体
様
に
、
巨

大
な
尾
根
又
尾
根
の
一
群
が
衝
突
し
て
屈
強
な
山
嶺
を
盛
り
上
げ
た
。
こ
の

山
巌
は
三
つ
の
国
土
か
ら
遥
か
の
彼
方
に
そ
の
水
色
の
森
を
の
ぞ
か
せ
、
波

打
つ
正
陵
地
と
水
量
豊
か
な
渓
流
と
を
四
方
に
送
り
出
す
。
巌
は
こ
の
種
の

山
形
に
よ
く
見
る
様
に
山
脈
の
走
路
を
阻
み
、
か
う
し
て
山
脈
は
こ
こ
か
ら

北
に
折
れ
て
数
日
の
行
程
に
渡
っ
て
連
っ
て
ゐ
る
。
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『
深
林
』
の
冒
頭
は
こ
の
よ
う
に
延
々
と
周
囲
の
自
然
の
説
明
が
続
い
て
い
く
。

そ
し
て
物
語
の
最
後
の
二
段
落
を
抜
き
出
し
て
も
、
次
の
よ
う
に
や
は
り
森
の
様

子
を
描
写
し
て
い
る
。



西
の
方
を
無
限
の
森
林
が
拡
が
っ
て
黙
り
こ
く
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
ま
し
い

自
然
の
ま
ま
な
こ
と
は
、
昔
と
変
り
な
い
。
グ
レ
ゴ
!
ル
は
森
の
家
に
火
を

つ
け
、
そ
の
跡
に
森
の
種
子
を
撒
い
た
の
で
あ
っ
た
。
森
の
草
地
に
聾
え
て

ゐ
た
楓
、
山
手
棒
、
蝦
夷
松
そ
の
他
の
類
は
無
数
の
子
孫
を
持
ち
、
あ
の
場

所
一
杯
に
繁
っ
た
、
そ
し
て
あ
た
り
は
再
び
深
い
処
女
林
と
な
っ
た
曾
て
の

様
に
、
そ
し
て
又
今
も
そ
の
ま
ま
に
残
っ
て
ゐ
る
様
に
。

一
人
の
老
翁
が
影
の
様
に
尚
ほ
し
ば
し
ば
森
を
渡
る
姿
が
見
か
け
ら
れ
た
、

然
し
い
つ
の
頃
ま
で
は
居
た
か
、
い
つ
の
頃
か
ら
居
な
く
な
っ
た
か
誰
も
そ

の
時
を
知
ら
な
い
。

『
ふ
る
さ
と
び
と
』
の
書
き
出
し
も
、
周
囲
の
景
色
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

『
ふ
る
さ
と
び
と
』
お
え
ふ
が
ま
だ
二
十
か
そ
こ
い
ら
で
、
も
う
夫
と
離
別

し
、
幼
児
を
ひ
と
り
か
か
へ
て
、
生
み
の
親
た
ち
と
一
し
ょ
に
住
む
こ
と
に

な
っ
た
分
去
れ
の
村
は
、
そ
の
頃
、
み
る
か
げ
も
な
い
寒
村
に
な
っ
て
ゐ
た
。

こ
の
後
は
さ
び
れ
た
追
分
に
つ
い
て
の
文
章
が
続
き
、
「
か
す
か
に
煙
を
立
て
て
ゐ

る
火
の
山
」
も
登
場
す
る
。
こ
の
火
の
山
は
、
作
品
の
最
後
の
文
章
に
繋
が
っ
て

い
る
。
左
記
は
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
の
最
後
の
段
落
で
あ
る
。

松
平
も
そ
れ
き
り
黙
っ
て
、
も
う
す
っ
か
り
秋
め
い
て
近
か
ぢ
か
と
見
え
る

火
の
山
の
火
口
の
あ
た
り
に
小
さ
な
雲
が
た
え
ず
移
っ
て
ゐ
る
の
を
見
や
つ

い
ゐ
た
。
小
さ
な
雲
が
ひ
と
つ
づ
っ
立
ち
去
る
と
、
そ
の
あ
と
に
火
の
山
の

煙
ら
し
い
も
の
が
一
す
ぢ
、
か
す
か
に
立
ち
の
ぼ
っ
て
ゐ
た
。

(
傍
線
部
一
筆
者
)

辰
雄
は
い
つ
も
舞
台
の
説
明
を
作
品
の
導
入
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
『
菜
穂
子
』
の
冒
頭
は
「
『
や
っ
ぱ
り
菜
穂
子
さ
ん
だ
。
』
思
は
ず
都
築
明
は
立

ち
止
り
な
が
ら
、
ふ
り
返
っ
た
。
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
ふ
る
さ

と
び
と
』
の
構
成
も
『
深
林
』
か
ら
の
受
容
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ど
ち
ら
の
作
品
も
森
か
ら
森
、
山
か
ら
山
で
作
品
を
締
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
作

品
の
雰
囲
気
を
そ
の
中
に
閉
じ
込
め
、
「
す
べ
て
の
人
々
や
出
来
事
」
を
山
あ
る
い

は
「
森
の
静
寂
の
な
か
に
溶
け
こ
」
ま
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
二
作
品
は
舞
台
を
自
然
の
描
写
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
地
に
伝
わ

る
伝
承
も
記
す
こ
と
で
表
現
し
て
い
る
。
『
深
林
』
で
は
、
グ
レ
ゴ

l
ル
が
森
で
感

じ
た
不
思
議
な
体
験
、
湖
に
ま
つ
わ
る
伝
説
、
祖
母
か
ら
聞
い
た
話
な
ど
、
森
に

ま
つ
わ
る
伝
承
が
語
ら
れ
て
い
く
。
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
で
は
、
遊
女
の
伝
承
が
語

ら
れ
て
い
る
。

ハUF
O
 

昔
、
こ
の
村
に
古
い
狐
が
住
ん
で
ゐ
て
、
そ
れ
が
人
知
れ
ず
毎
晩
の
や
う
に

数
年
ま
へ
武
家
に
殺
害
せ
ら
れ
た
或
遊
女
の
墓
の
ほ
と
り
を
さ
ま
よ
ひ
、
と

き
ど
き
そ
っ
と
そ
れ
に
近
。
つ
い
て
は
そ
れ
を
祇
め
て
や
っ
て
ゐ
た
。
村
び
と

が
や
っ
と
そ
の
事
を
知
っ
て
、
其
処
へ
い
っ
て
み
る
と
、
そ
の
墓
に
も
ひ
と

り
で
に
深
い
傷
が
で
き
て
ゐ
た
の
だ
っ
た
・
:

『
ふ
る
さ
と
び
と
』
執
筆
中
と
思
わ
れ
る
一
九
四
二
年
十
月
二
日
に
辰
雄
が
軽
井

沢
か
ら
書
い
た
書
簡
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

午
後
は
ず
っ
と
小
説
の
女
主
人
公
の
こ
と
よ
り
、
小
説
の
背
景
に
な
る
古
い

村
の
こ
と
を
考
へ
て
す
ご
し
た
、
そ
こ
の
組
刻
叫
劃
や
、
馬
頭
観
音
や
、
養



蚕
の
家
や
、
測
や
、
兎
や
何
か
の
こ
と
な
ど
。
か
う
い
ふ
こ
と
を
考
へ
出
す

と
、
叶
叶
叫
刻
出
川
叫
別
封
制
の
や
う
な
も
の
が
す
ぐ
に
書
け
さ
う
な
気
が
し

て

く

る

(

傍

線

部

一

筆

者

)

「
こ
の
あ
た
り
の
風
土
記
が
す
ぐ
に
書
け
そ
う
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
散

策
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
辰
雄
が
軽
井
沢
周
辺
を
よ
く
取
材
し
た
と
分
か

る
も
の
が
書
簡
以
外
に
も
あ
る
。
そ
れ
が
『
軽
井
沢
ノ
オ
ト
』
で
あ
る
。
ノ
ー
ト

に
は
植
物
か
ら
油
屋
の
相
続
問
題
ま
で
詳
し
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
辰
雄
が
い

か
に
軽
井
沢
の
、
追
分
の
風
土
に
魅
か
れ
て
い
た
か
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

「
風
土
」
の
要
素
か
ら
は
、
作
品
の
雰
囲
気
を
閉
じ
込
め
る
構
成
と
、
自
然
描

写
だ
け
で
な
い
舞
台
の
表
現
を
受
容
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

第
五
節

死
生
観

死
に
よ
っ
て
悲
劇
的
な
で
き
ご
と
が
起
こ
る
、
あ
る
い
は
悲
劇
的
な
死
が
訪
れ

る
た
め
、
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
も
『
深
林
』
も
死
と
は
切
り
離
せ
な
い
物
語
で
あ
る
。

『
深
林
』
の
第
七
章
で
は
、
。
父
の
男
爵
や
兄
の
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
、
ク
ラ
リ
ッ
サ

の
恋
人
ロ
ナ
ル
ド
の
悲
劇
的
な
死
の
顛
末
が
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
場
面
で
は
、

「
殆
ど
聞
き
と
れ
ぬ
位
の
声
が
死
の
様
に
静
か
な
暗
い
室
内
に
綿
々
と
流
れ
た
」
、

「
丁
度
尉
制
刻
引
動
物
の
最
後
の
血
汐
の
一
滴
の
様
に
。
」
「
彼
女
自
身
も
刑
制
樹

の
悲
し
み
に
落
さ
れ
て
ゐ
た
が
」
(
傍
線
部
一
筆
者
)
と
姉
妹
の
悲
し
み
に
死
と
い

う
表
現
が
多
用
さ
れ
る
。
と
は
い
え
こ
の
表
現
は
姉
妹
の
死
を
本
当
に
暗
示
す
る

も
の
で
は
な
い
。
二
人
は
そ
の
後
も
「
永
ら
く
此
処
に
住
ん
だ
」
か
ら
で
あ
る
。

け
れ
ど
、
余
生
を
穏
や
か
に
暮
ら
し
た
と
は
言
え
な
い
。
「
終
る
ど
こ
ろ
か
戦
は
幾

年
と
な
く
続
け
ら
れ
」
た
の
で
、
姉
妹
は
「
絶
え
ず
何
か
に
怯
や
か
さ
れ
な
が
ら

暮
ら
し
て
」
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
は
一
生
ロ
ナ
ル
ド
へ
の
愛

を
胸
に
秘
め
「
非
常
に
長
命
を
保
っ
た
」
と
あ
る
。

『
ふ
る
さ
と
び
と
』
で
も
お
え
ふ
が
「
ど
う
せ
生
き
ら
れ
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
し

た
身
体
に
な
れ
な
い
位
な
ら
、
い
っ
そ
此
の
娘
で
も
死
ん
で
く
れ
た
ら
:
:
:
」
、
「
一

そ
の
こ
と
、
そ
の
前
に
こ
の
牡
丹
屋
、
が
ひ
と
り
で
に
さ
う
や
っ
て
崩
壊
し
て
自
分

た
ち
も
一
し
ょ
に
死
な
れ
た
ら
い
い
」
と
死
を
想
う
場
面
が
あ
る
。
五
郎
の
病
気

の
お
か
げ
で
小
康
を
得
て
い
る
本
家
と
の
問
題
が
再
燃
す
れ
ば
「
自
分
た
ち
を
却

か
」
さ
れ
る
不
安
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
お
え
ふ
は
そ
の
後
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
お
え
ふ
は
そ
の
後
も
「
何
か
に
怯
や
か
さ
れ
な
が
ら
暮
ら
し
」
た
と
考

え
る
。
第
四
節
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
は
物
語
の
冒
頭
と
結

び
で
「
か
す
か
に
煙
を
立
て
て
ゐ
る
火
の
山
」
が
登
場
す
る
。
『
堀
辰
雄
事
典
』
の

山
の
項
で
は
、
田
上
純
子
が
山
は
死
を
意
識
し
つ
つ
生
き
る
場
所
で
あ
り
、
『
恢
復

期
』
か
ら
『
風
立
ち
ぬ
』
や
『
菜
穂
子
』
ま
で
山
の
認
識
は
繋
が
っ
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。
作
中
の
時
聞
が
経
過
し
て
も
「
火
の
山
」
が
煙
を
立
て
て
い
る
様
子

は
、
お
え
ふ
が
こ
れ
か
ら
も
死
を
想
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と
を
暗
示
し
て
い

る
と
捉
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
「
死
生
観
」
か
ら
は
死
を
見
つ
め
な
が
ら
生
き
る
こ
と
を
改
め
て
を
認

識
さ
せ
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

1
1ム

戸』

d

第
六
節

廃
壇

ク
ラ
リ
ッ
サ
と
ヨ
ハ
ナ
が
森
の
家
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
居
城
の
様
子
は
変
貌

し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
屋
根
や
部
屋
を
整
え
直
し
た
が
、
「
城
の
外
観
は
相

変
ら
ず
廃
嘘
で
あ
っ
た
。
幾
年
か
来
て
幾
年
か
去
っ
た
。
城
は
い
つ
も
廃
櫨
の
様

に
見
え
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
見
た
目
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
二

O
O年



後
の
城
の
様
子
が
序
盤
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。

崩
判
制
御
ち
た
騎
士
の
居
城
で
あ
る
。
(
略
)
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
グ
の
窓
々
は
こ
の

廃
櫨
を
西
南
に
見
る
。
(
略
)
城
は
太
古
の
騎
士
の
居
城
で
そ
の
昔
住
ん
だ
騎

士
の
残
忍
故
今
魔
法
に
か
け
ら
れ
て
劇
刷
雨
と
同
淵
に
曝
さ
れ
な
が
ら
も
幾

千
年
に
互
っ
て
崩
れ
落
ち
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
と
言
ひ
伝
え
て
ゐ
る
。

(
傍
線
部
一
筆
者
)

幾
千
年
と
建
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
表
現
が
、
城
の
荒
廃
を
物
語
っ
て
い
る
。
谷

口
泰
は
「
『
喬
木
林
』
覚
え
書
」
に
お
い
て
主
人
が
い
な
く
な
っ
て
も
な
お
饗
え
建

つ
「
廃
嘘
の
悲
劇
的
な
美
は
運
命
に
対
す
る
受
け
身
の
美
」
だ
と
し
た
。
一
方
、

『
ふ
る
さ
と
び
と
』
の
舞
台
、
追
分
の
風
景
は
『
深
林
』
の
廃
嘘
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
。

浅
間
根
腰
の
宿
場
の
一
つ
と
し
て
の
、
瓦
解
前
の
繁
栄
に
ひ
き
か
へ
、
今
は

洲
剖
剖
引
リ
叫
劇
矧
の
中
に
、
い
か
に
も
宿
場
ら
し
い
造
り
の
、
大
き
な
二

階
建
の
家
が
漸
く
三
十
戸
ほ
ど
散
在
し
て
ゐ
る
き
り
だ
っ
た
。
し
か
も
そ
の

な
か
に
は
半
ば
劇
周
に
な
り
な
が
ら
、
ま
だ
人
の
棲
ん
で
ゐ
る
の
が
あ
っ
た

り
、
さ
す
が
に
も
う
人
洲
樹
剖
明
に
な
り
、
や
ぶ
れ
た
床
の
下
を
水
だ
け
が

も
と
の
偉
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
立
て
て
流
れ
て
ゐ
る
や
う
な
も
の
も
混
じ
っ
て

ゐ

た

。

(

傍

線

部

一

筆

者

)

『
信
濃
追
分
の
今
昔
を
き
く

l
歴
史
と
文
学
|
』
で
、
辰
雄
の
妻
・
多
恵
は
次
の

よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

昭
和
八
年
に
来
た
時
は
、
ほ
ん
の
十
日
ぐ
ら
い
で
し
た
け
れ
ど
、
そ
れ
か
ら

そ
の
次
に
来
て
だ
ん
だ
ん
追
分
の
“
自
然
ぺ
風
景
に
心
を
ひ
か
れ
、
街
道
筋

の
た
た
ず
ま
い
、
劇
周
叫
劃
刈
剖
剖
外
川
引
叫
例
吋
淵
制
同
劇
剖
引
制
対
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
い
う
気
は
い
た
し
ま
す
。
(
傍
線
部
一
筆
者
)

よ
っ
て
、
辰
雄
は
『
深
林
』
の
廃
嘘
の
「
運
命
に
対
す
る
受
け
身
の
美
」
に
も
魅

せ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

お
え
ふ
が
お
き
ぬ
と
い
う
名
前
で
登
場
し
て
い
る
『
菜
穂
子
』
創
作
ノ
オ
ト
で
、

辰
雄
は
『
菜
穂
子
』
創
作
の
契
機
と
な
っ
た
モ

l
リ
ヤ
ッ
ク
の
『
テ
レ

l
ズ
・
デ

ス
ケ
ル

l
』
の
続
編
の
序
文
か
ら
一
節
引
用
し
、
「
彼
等
を
お
し
つ
ぶ
さ
う
と
す
る

提
に
対
し
て
彼
等
が
否
と
い
は
な
い
力
で
あ
る
。
」
と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

に
関
し
て
『
堀
辰
雄
事
典
』
の
モ

l
リ
ヤ
ツ
ク
の
項
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

円
ノ
臼

F
同
U

正
確
な
訳
は
「
彼
ら
が
否
と
い
う
力
」
で
あ
る
。
(
略
)
堀
辰
雄
の
作
品
の
女

主
人
公
た
ち
は
何
れ
も
従
順
で
否
と
い
わ
な
い
。
堀
は
モ

l
リ
ヤ
ッ
ク
か
ら

作
中
人
物
の
生
き
方
ま
で
は
学
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

辰
雄
の
志
向
す
る
「
否
と
い
は
な
い
力
」
、
つ
ま
り
「
運
命
に
対
す
る
受
け
身
の
美
」

は
廃
嘘
に
よ
っ
て
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

終
章

本
論
文
で
は
、
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
の
作
品
研
究
と
辰
雄
に
お
け
る
シ
ュ
テ
イ
フ

タ
l
受
容
を
研
究
目
的
と
し
、
そ
れ
ら
を
調
べ
る
た
め
シ
ュ
テ
イ
フ
タ
l
の
『
ロ
2



国

o
o
F
4
2
5』
と
辰
雄
の
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
の
比
較
研
究
を
行
っ
た
。

第
一
章
で
は
辰
雄
と
シ
ュ
テ
イ
フ
タ

l
の
接
点
が
教
科
書
、
雑
誌
、
蔵
書
に
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
二
章
で
は
辰
雄
の
『
旬
奴
の
森
な
ど
』
を
雑
誌
掲
載
版

と
単
行
本
収
録
版
で
比
べ
、
『
深
林
』
に
対
す
る
認
識
が
単
行
本
収
録
時
に
は
深
く

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
第
三
章
で
は
作
品
の
比
較
を
「
女
性
」
、
「
男
性
」
、

「
風
土
」
、
「
死
生
観
」
、
「
廃
嘘
」
の
各
要
素
に
分
け
て
行
い
、
「
女
性
」
と
い
う
要

素
で
は
、
美
し
い
女
性
と
い
う
点
や
お
互
い
へ
の
思
い
に
差
異
が
生
じ
る
点
、
悲

劇
に
も
見
舞
わ
れ
る
点
、
そ
し
て
二
人
で
生
き
て
い
く
決
心
を
す
る
と
い
う
点
を
、

「
男
性
」
と
い
う
要
素
に
お
い
て
は
「
女
性
」
や
家
を
守
る
役
割
と
次
世
代
に
伝

承
す
る
役
割
を
、
「
風
土
」
の
要
素
か
ら
は
作
品
の
雰
囲
気
を
閉
じ
込
め
る
構
成
と
、

自
然
描
写
だ
け
で
な
い
舞
台
の
表
現
を
、
「
死
生
観
」
か
ら
は
死
を
見
つ
め
な
が
ら

生
き
る
こ
と
を
、
「
廃
嘘
」
か
ら
は
「
運
命
に
対
す
る
受
け
身
の
美
」
を
受
容
し
た

と
結
論
付
け
た
h

第
二
章
に
お
い
て
、
辰
雄
の
モ
デ
ル
の
あ
る
小
説
の
創
作
の
仕
方
を
考
察
す
る

に
あ
た
り
次
の
言
葉
を
引
用
し
た
。

堀
さ
ん
の
小
説
っ
て
い
う
の
は
、
確
か
に
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
な
ん
か

ね
、
モ
デ
ル
の
よ
う
な
も
の
は
わ
り
あ
い
は
っ
き
り
し
て
る
ん
で
す
ね
。

た
だ
、
事
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
境
目
が
、
実
に
微
妙
な
ん
で
す
ね
。
(
略
)

実
に
微
妙
な
一
線
が
あ
る
。
全
く
の
架
空
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
、

話
し
は
。
大
体
場
所
も
は
っ
き
り
し
て
ま
す
し
ね
、
人
物
そ
の
他
関
係
も
。

現
実
の
一
つ
の
モ
デ
ル
っ
て
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
文
体
で
う
ま
く

手
ご
ろ
に
し
て
い
く
つ
て
い
い
ま
す
か
ね
、
く
ず
し
て
い
っ
て
、
そ
れ
で

別
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る
。

こ
の
言
葉
は
、
『
深
林
』
の
受
容
に
つ
い
て
も
当
て
は
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
辰
雄
は
自
身
で
も
筋
よ
り
も
雰
囲
気
の
方
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
述

べ
て
い
る
。
そ
し
て
雰
閤
気
と
い
う
の
は
、
そ
の
場
や
人
を
と
り
ま
く
気
分
の

こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
ふ
る
さ
と
び
と
』
は
『
深
林
』
か
ら
各
要
素
を
受
容
し
、

そ
の
要
素
で
追
分
を
包
む
こ
と
に
よ
っ
て
雰
囲
気
を
再
構
築
し
た
作
品
だ
と
結
論

づ
け
る
。

q
J
 

F
h
d
 



〈
参
考
文
献
〉

テ
キ
ス
ト

堀
辰
雄
『
堀
辰
雄
全
集
第
二
巻
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
八
月
)

ア
l
ダ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
テ
イ
フ
タ

l
著
、
小
島
貞
介
訳
『
深
林
』
(
弘
文
堂
書
房
、

一
九
四

O
年
一
月
)

一
次
資
料

堀
辰
雄
『
堀
辰
雄
全
集

堀
辰
雄
『
堀
辰
雄
全
集

堀
辰
雄
『
堀
辰
雄
全
集

堀
辰
雄
『
堀
辰
雄
全
集

第
三
巻
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
十
一
月
)

第
四
巻
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
一
月
)

第
七
巻
(
下
)
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
八

O
年
六
月
)

第
八
巻
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
八
月
)

二
次
資
料

『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
二
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
八

O
年
一

O
月
)

小
名
木
栄
三
郎
「
日
本
に
お
け
る
シ
ユ
テ
イ
フ
タ

l
の
受
容
」
(
「
清
和
研
究
論
集
」

一
号
、
一
九
九
五
年
三
月
)

谷
口
泰
司
喬
木
林
』
覚
え
童
旦
(
「
ソ
フ
ィ
ア
」
九
巻
三
号
、
一
九
六

O
年
一

O
月
)

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
第
七
十
三
巻
』
(
昭
和
女

子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
、
一
九
九
七
年
十
月
)

日
本
近
代
文
学
館
『
日
本
近
代
文
学
大
辞
典
』
(
講
談
社
、
一
九
七
七
年
十
一
月
)

『
信
濃
追
分
の
今
昔
を
き
く
|
歴
史
と
文
学
|
』
(
信
州
の
旅
社
、
一
九
八
五
年
四

月
)『

堀
辰
雄
事
典
』
(
勉
誠
出
版
、
二

O
O
一
年
十
一
月
)

『
集
英
社
世
界
文
学
事
典
』
(
集
英
社
、
二

O
O
二
年
二
月
)

『
西
洋
史
辞
典
』
(
東
京
創
元
社
、
一
九
八
三
年
三
月
)

『
東
欧
を
知
る
事
典
』
(
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
十
二
月
)

4
 

【

h
d



〈資料編〉

『深森』あらすじ

章 章題 あらすじ

1 森の城 スウェーデ、ン軍の侵攻が迫り、男爵は娘のクラリッサとヨハナをヴィッティングハ

ウゼン城から安全なボへミアの森に避難させることにする。

2 森の移動 猟人グレゴールに導かれ、森の奥深くに分け入ってし、く。一行は湖のほとりに建つ

木造の家に到着する。

3 森の家 男爵たちは城を守るため引き返していった。森の中での暮らしが始まり、 2人はグ

レゴールに見守られ、時には望遠鏡で城の様子を眺め静かに暮らす。

4 森の湖 穏やかなを送っていたある日、禿鷹が撃ち落とされた。グレゴールは 2人に心配は

ないと言ったが、やはり不安な気持ちになり、お互いを慰めあう。

5 森の草地 禿鷹を撃ち落としたのはスウェーデンの王子、ロナルドだ、った。実は彼とクラリッ

サは恋仲であり、彼女を探してやってきたのだ、った。彼はプロポーズを果たすと、

ヴィッテイングハウゼン城を救わんと戦場へ旅立つ。

6 森の巌 ロナルドは帰らない。望遠鏡で城を見ると、そこにあったのは廃境だった。父から

の連絡を待つが、一向に便りは来なかった。

7 森の廃境 2人は廃塩と化した城に帰り、騎士のブルーノーから戦場で起こった悲劇を聞く。

姉妹は生涯を未婚で通して亡くなり、あとに残ったのは廃櫨と森だった。

『ふるさとびと』あらすじ

章 章題 あらすじ

1 

¥ 
牡丹屋の娘・おえふは蔦ホテルの長男に嫁ぐが、娘の初枝を産みに生家へ帰ったまま戻ら

ず、離縁する。おえふは身なり構わず働くが、その美貌が宿泊客の間で評判になる。三村

母娘と連れ立った男からは、山国にこんな女もいるのかと鋭い眼差しを向けられた。

2 初枝が転倒した際に脊椎を損傷し、以後再起できなくなる。おえふはそれでも変わりなか

ったが、東京から手紙が届くようになると娘の身を思い悩むようになる。しかし、初枝の

具合が悪くなったのを契機におえふはすべてを諦め、娘と家を守って生きる決心をする。

3 父の死により、牡丹屋の相続問題が起こる。そんな中弟・ 5郎は結婚するが、悪性のリウ

マチを患い立てなくなる。ただ、この病気のおかげで本家との紛糾もそのままになる。夏

が去り宿泊客がいなくなると、おえふは取り残されたようなさびしさを感じる。

4 

ヘ
飯炊きの甥の捨吉が牡丹屋に働きに来るが、生まれつきの肢だった。彼が宿泊客による牡

丹屋最後の日の予想を聞きつけ、おえふと初枝は牡丹屋の将来に不安を感じる。その年最

後まで滞在した客も 9月末に去った。山からはかすかに煙が立ちのぼっていた。
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楠
山
正
雄
の
ア
ン

は
じ
め
に

|
|
|
「
雪
の
女
王
」

デ
ル
セ
ン
翻
訳

(
下
)

の
新
旧
版
の
比
較
|
|
|

南

菜

緒

本
論

大
正
・
昭
和
期
の
児
童
文
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
楠
山
正
雄
は
、
生
涯
に
渡

っ
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
に
傾
倒
し
て
い
た
。
既
稿
の
「
楠
山
正
雄
の
ア
ン
デ

ル
セ
ン
翻
訳
l
全
集
の
新
旧
版
の
比
較
|
」
で
は
、
そ
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
全
集

の
新
旧
版
を
比
較
し
、
楠
山
の
翻
訳
に
対
す
る
意
識
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
た

が
、
本
論
文
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
作
品
内
容
の
変
化
を
見
て
い
き
た
い
。

そ
こ
で
、
全
集
の
中
の
一
作
品
で
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
代
表
作
の
一
つ
で
も
あ

る
長
編
『
雪
の
女
王
』
に
注
目
し
、
そ
の
新
旧
版
を
比
較
す
る
。

『
雪
の
女
王
』
の
比
較
に
際
し
て
は
、
楠
山
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
翻
訳
の
最
初

の
全
集
で
あ
る
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
査
集
』
第
一
巻
(
新
潮
、
一
九
二
四
年
)

に
収
め
ら
れ
た
も
の
と
、
晩
年
の
『
新
訳
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』
一
第
一
巻
、

第
二
巻
(
同
和
春
秋
、
一
九
五
五
年
一
)
に
収
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
以

降
は
前
者
を
「
旧
訳
」
、
後
者
を
「
新
訳
」
と
し
て
扱
っ
て
い
く
。
既
稿
の
場
合

と
同
じ
く
、
新
訳
を
中
心
と
し
、
新
訳
の
う
ち
遺
稿
を
加
え
た
第
三
巻
は
比
較

の
対
象
外
と
す
る
。
ま
た
、
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
作
成
し
た
比
較
表
を
資
料

編
と
し
て
一
部
記
載
し
た
。

『
雪
の
女
王
』
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
一
八
四
四
年
に
書
い
た
長
編
童
話
で
、

楠
山
も
新
訳
の
解
題
で
「
長
大
か
つ
雄
大
な
傑
作
の
ひ
と
つ
。
」
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
代
表
的
な
作
品
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
ず
は

あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。

あ
る
と
こ
ろ
に
カ
イ
と
い
う
少
年
と
ゲ
ル
ダ
と
い
う
少
女
が
い
た
。
二
人
は

と
て
も
仲
良
し
だ
っ
た
が
、
あ
る
時
悪
魔
の
作
っ
た
鏡
の
か
け
ら
が
カ
イ
の
目

と
心
臓
に
刺
さ
っ
て
以
来
、
カ
イ
の
性
格
は
一
変
す
る
。
さ
ら
に
あ
る
雪
の
日
、

一
人
で
ソ
リ
遊
び
を
し
て
い
た
カ
イ
を
雪
の
女
王
が
連
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

春
に
な
り
、
ゲ
ル
ダ
は
カ
イ
を
探
す
旅
に
出
た
。
魔
法
使
い
の
お
ば
あ
さ
ん
に

捕
ま
っ
た
り
、
お
い
は
ぎ
に
襲
わ
れ
た
り
と
、
様
々
な
困
難
に
見
舞
わ
れ
な
が

ら
も
、
王
子
と
王
女
や
お
い
は
ぎ
の
娘
、
異
国
の
女
た
ち
に
助
け
ら
れ
、
ま
た

花
や
動
物
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
ゲ
ル
ダ
は
つ
い
に
雪
の
女
王
の
宮

殿
ま
で
た
ど
り
着
く
。
カ
イ
を
見
つ
け
て
流
し
た
ゲ
ル
ダ
の
温
か
い
涙
が
鏡
の

か
け
ら
を
溶
か
し
、
カ
イ
は
元
の
優
し
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
二
人
は
、
手
を
取
り
故
郷
へ
と
帰
っ
て
い
っ
た
。
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こ
の
『
雪
の
女
王
』
に
つ
い
て
、
比
較
表
を
作
成
し
、
新
旧
の
違
い
に
つ
い

て
の
考
察
を
試
み
た
。
比
較
表
で
は
新
訳
と
旧
訳
の
本
文
を
抜
き
出
し
、
改
訳

に
よ
る
変
化
を
A
i
F
の
六
種
類
に
分
類
し
て
、
そ
の
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の

よ
う
に
表
記
し
た
。
新
訳
で
新
た
に
追
加
さ
れ
た
も
の
は
分
類
A
と
し
て
斜
体

で
示
し
、
反
対
に
削
除
さ
れ
た
も
の
は
分
類
B
と
し
て
旧
訳
の
そ
の
部
分
を
己

で
囲
っ
て
示
し
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
違
い
が
み
ら
れ
る
も
の
は
分
類
C

と
し
て
下
線
を
引
き
、
単
語
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
は
分
類
D
と
し
て
太
字
に

し
た
。
さ
ら
に
、
文
節
の
順
序
が
違
っ
て
い
た
り
、
一
文
が
二
文
に
な
っ
て
い

た
り
す
る
な
ど
、
内
容
は
変
わ
ら
な
い
が
文
の
作
り
が
変
化
し
て
い
る
も
の
は
、

分
類
E
と
し
て
二
重
線
を
引
い
た
。
こ
れ
ら
A
i
E
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合

や
、
変
化
が
大
き
い
場
合
は
分
類
F
と
し
、
※
印
で
囲
ん
で
示
し
た
。
以
上
六

種
類
の
分
類
表
記
を
本
文
の
抜
き
出
し
に
加
え
、
分
類
欄
に
分
類
名
A
i
F
を

入
れ
た
。
さ
ら
に
考
察
欄
を
設
け
、
必
要
に
応
じ
て
論
者
に
よ
る
考
察
を
述
べ

た
。
ま
た
、
本
文
の
頁
数
・
行
数
は
中
心
と
す
る
新
訳
の
も
の
を
用
い
た
。

旧
漢
字
が
新
漢
字
に
、
漢
字
が
平
仮
名
に
直
さ
れ
て
い
る
部
分
が
全
体
的
に

多
い
た
め
、
今
回
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
は
指
摘
せ
ず
、
ま
た
ル
ピ

の
有
無
に
つ
い
て
も
特
に
言
及
し
な
い
で
お
く
。
ま
た
、
読
点
の
追
加
も
多
く

あ
る
の
で
、
一
文
の
中
で
読
点
の
追
加
以
外
の
変
化
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

便
宜
上
省
略
し
た
。

既
稿
で
述
べ
た
が
、
訳
者
の
楠
山
自
身
が
、
新
訳
は
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
原
語

版
を
、
旧
訳
は
ド
イ
ツ
語
版
二
種
・
ア
メ
リ
カ
版
・
イ
ギ
リ
ス
版
を
底
本
と
し

て
用
い
た
こ
と
を
全
集
の
ま
え
が
き
等
で
示
し
て
お
り
、
両
者
を
比
較
す
る
に

あ
た
っ
て
底
本
の
違
い
は
明
白
で
あ
る
。
そ
こ
で
細
か
い
部
分
で
な
く
、
作
品

の
内
容
に
注
目
し
た
考
察
を
心
掛
け
、
新
旧
で
の
楠
山
の
解
釈
の
違
い
を
重
視

し
、
特
に
主
題
や
人
物
に
関
わ
る
変
化
に
注
目
し
て
い
く
。

『
雪
の
女
王
』
は
「
第
一
の
お
話
」

i
「
第
七
の
お
話
」
の
七
つ
の
章
で
成

り
立
っ
て
い
る
の
で
、
以
下
で
は
そ
の
章
ご
と
に
で
一
、
比
較
表
を
基
に
新
旧
の

違
い
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
本
文
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
引
用
中
の

会
話
文
の
ご
と
区
別
す
る
た
め
、
便
宜
上
全
て
〈
〉
で
括
っ
て
示
し
、
斜
体

等
を
比
較
表
と
同
じ
よ
う
に
表
記
し
た
。
比
較
表
の
例
と
し
て
、
最
も
重
要
な

「
第
七
の
お
話
」
の
み
を
資
料
編
に
付
し
て
お
く
。

開
ト
同
出
向
険
ほ
防
防
防
同
防
防
い
い
川
は

〈
第
一
の
お
話
〉
は
他
の
章
と
比
べ
て
短
め
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
点
は

い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
文
章
全
体
に
つ
い
て
だ
が
、
改
訳
後
は
平
仮
名
や
読
点

が
多
く
、
子
ど
も
に
読
み
や
す
い
書
き
方
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
旧
訳

が
簡
潔
な
文
章
、
新
訳
は
長
め
の
物
語
口
調
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
こ
れ
は
〈
第
一
の
お
話
〉
に
限
ら
ず
、
以
降
全
体
的
に
も
一
舌
言

あ
る
。
ま
た
、
分
類
E
に
あ
た
る
、
文
の
組
立
て
が
違
う
も
の
も
割
と
あ
り
、

そ
の
点
だ
け
で
文
全
体
の
印
象
に
変
化
を
与
え
て
い
る
場
合
も
多
い
。

次
に
内
容
の
変
化
を
見
て
み
る
と
、
〈
鏡
〉
と
そ
の
〈
か
け
ら
〉
に
関
す
る
描

写
に
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
多
く
、
新
旧
で
微
妙
な
ズ
レ
が
感
じ
ら
れ

る
。
例
え
ば
〈
鏡
の
か
け
ら
〉
の
〈
窓
ガ
ラ
ス
〉
か
ら
〈
お
友
だ
ち
〉
を
の
ぞ

く
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
点
は
、
新
訳
の
一
一
五
頁
一
四
行
目
で
は
〈
割
引
寸

だ
め
で
し
た
。
〉
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
〈
鏡
〉
の
映
し
方
に
関
す
る
描

写
も
影
響
し
て
「
全
く
映
ら
な
い
」
よ
う
に
取
れ
る
が
、
旧
訳
の
閉
じ
箇
所
で

は
〈
た
い
へ
ん
で
し
た
。
〉
と
あ
り
、
こ
ち
ら
は
「
醜
く
映
る
」
と
い
う
印
象
を

与
え
て
い
る
。

ま
た
、
〈
悪
魔
〉
像
の
違
い
も
興
味
深
い
。
新
訳
二
四
頁
八
行
目
で
は
、
〈
丞
、

行
」
¥
ご
り
や
お
も
し
ろ
い
な
。
¥
と
、
そ
の
悪
魔
は
い
い
ま
し
た
。
〉
と
あ
る
が
、
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こ
の
部
分
は
旧
訳
で
は
〈
こ
り
ゃ
あ
面
白
い
な
と
、
そ
の
悪
魔
は
思
ひ
ま
し
た
。
〉

で
あ
り
、
地
の
文
だ
っ
た
悪
魔
の
思
い
が
、
改
訳
後
は
実
際
に
言
っ
た
言
葉
と

な
っ
て
い
る
。

新
訳
一
一
四
頁
一

O
行
目
の
〈
じ
ぶ
ん
な
が
ら
、
こ
い
つ
は
う
ま
い
稜
明
だ

わ
い
と
、
寸
パ
材
叫
川
剖
剖
刊
叫
同
ー
パ
叫
刈
刻
剖
刈
寸
リ
剖
。
〉
と
、
旧
訳
の

〈
自
分
な
が
ら
、
こ
い
つ
は
う
ま
い
稜
明
【
を
し
た
も
の
】
だ
わ
い
と
、
副
剖

細
く
し
て
笑
ひ
ま
し
た
。
〉
と
の
違
い
も
大
き
い
。
旧
訳
が
単
な
る
様
子
の
描
写

で
あ
る
の
に
対
し
、
新
訳
で
は
〈
悪
魔
〉
の
心
の
動
き
に
注
目
し
て
お
り
、
〈
悪

魔
〉
の
様
子
が
よ
く
伝
わ
っ
て
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
〈
悪
魔
〉
を
ス
ト
ー
リ
ー
の
一
部
と
し
て
地
の
文
で
進
め
て
い

る
旧
訳
と
違
い
、
新
訳
で
は
登
場
人
物
と
し
て
独
立
さ
せ
、
そ
の
感
情
の
動
き

を
よ
り
豊
か
に
表
現
し
て
い
る
。
旧
訳
で
は
物
語
を
進
め
る
上
で
の
一
つ
の
要

素
で
し
か
な
か
っ
た
〈
悪
魔
〉
が
、
改
訳
に
よ
っ
て
新
し
く
息
吹
を
吹
き
込
ま

れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

医
同
出
向
防
防
阿
見
は
ゆ

文
章
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
、
〈
第
一
の
お
話
〉
と
同
じ
く
改
訳
後
に
文
が
長

く
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
が
、
一
方
で
、
旧
訳
で
説
明
と
し
て
補
足
的
に
書

か
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
新
訳
で
は
省
略
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
多
く

あ
る
。
省
略
に
よ
っ
て
簡
潔
に
な
り
、
文
章
が
分
か
り
ゃ
す
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
新
訳
で
は
ダ
ッ
シ
ュ
〈
|
|
1
〉
が
多
く
用
い
ら
れ
、
そ
の
後
に
続
く
部
分

に
重
み
を
置
い
た
り
、
前
の
部
分
の
余
韻
を
残
す
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
ダ
ッ
シ
ュ
の
多
用
は
〈
第
三
の
お
話
〉
以
降
も
続
く
。

ま
た
、
会
話
文
に
つ
い
て
は
、
旧
訳
の
「
」
内
の
台
調
が
少
し
長
め
の
場
合
、

新
訳
で
は
「
」
を
二
つ
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
旧
訳
で
〈
「
io---
。」

と
O
O
は
言
い
ま
し
た
。
〉
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
新
訳
で
は
〈
「

1
。
」
と

O

O
は
言
い
ま
し
た
。
「
:
・
。
」
〉
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
も

〈
第
三
の
お
話
〉
以
降
も
続
い
て
い
く
が
、
こ
の
変
化
に
よ
り
、
誰
が
言
っ
た

台
詞
で
あ
る
か
が
早
め
に
分
か
る
の
で
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

次
に
単
語
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
、
旧
訳
で
の
〈
キ

ッ
ス
〉
と
い
う
表
現
が
新
訳
で
全
て
〈
ほ
お
ず
り
〉
に
変
わ
っ
て
い
る
点
で
あ

る
。
〈
キ
ッ
ス
〉
と
〈
ほ
お
ず
り
〉
と
で
は
温
か
な
優
し
い
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
ら

な
い
も
の
の
、
行
為
自
体
も
そ
の
雰
囲
気
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
〈
野
菜
〉
、
〈
日
〉
、
〈
月
〉
が
改
訳
後
〈
お
野
菜
〉
、
〈
お
日
さ
ま
〉
、
〈
お

月
さ
ま
〉
に
な
り
、
童
話
ら
し
い
丁
寧
な
言
葉
遣
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
単
語
に
〈
お
〉
が
付
く
も
の
は
こ
の
章
以
降
も
多
く
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
分
類
F
に
あ
た
る
新
旧
で
全
く
表
現
の
違
う
も
の
の
う
ち
、
旧
訳
、
が

誤
訳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
新
訳
一
二
五
頁
一
五
行
目
の
〈
※

ふ
と
そ
の
雪
の
に
わ
と
り
が
、
丙
が
わ
に
と
び
た
ち
ま
し
た
。
※
〉
が
旧
訳
で

は
〈
※
急
に
そ
の
見
知
ら
ぬ
人
と
カ
イ
は
側
に
飛
び
下
り
ま
し
た
。
※
〉
と
な

っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
旧
訳
は
重
訳
な
の
で
、
底
本
か
ら
誤
訳
に
な
っ
て
い

る
の
か
楠
山
が
間
違
え
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
文
脈
か
ら
考
え
て
、
旧

訳
は
指
示
語
の
指
す
も
の
を
誤
っ
て
訳
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

分
類
F
に
関
し
て
は
こ
の
他
、
新
訳
二
二
頁
七
行
目
で
子
ど
も
た
ち
が
一

緒
に
歌
う
〈
さ
ん
び
歌
〉
が
気
に
な
る
。
新
訳
で
は
〈
(
一
行
空
き
・
三
字
下
)

「
※
ぱ
ら
の
は
な
さ
き
て
は
ち
り
ぬ
(
改
行
・
四
字
下
)
お
さ
な
ご
エ
ス
や

が
て
あ
お
が
ん
※
」
(
一
行
空
き
)
〉
だ
が
、
旧
訳
の
歌
は
〈
(
三
字
下
)
※
う
つ

く
し
き
ば
ら
は
た
の
し
【
、
】
(
改
行
・
三
字
下
)
イ
エ
ス
の
め
ぐ
み
は
さ
ら
に

た
の
し
※
{
。
}
〉
で
あ
り
、
新
旧
で
訳
し
方
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
歌
詞

の
翻
訳
な
の
で
、
底
本
に
原
語
の
も
の
を
使
う
か
重
訳
本
を
使
う
か
で
大
き
な

O
O
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差
が
出
て
い
る
の
か
、
も
し
く
は
宗
教
的
に
「
讃
美
歌
」
自
体
の
和
訳
が
時
代

を
経
て
異
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
度
は
登
場
人
物
に
関
し
て
見
て
み
る
と
、
子
ど
も
た
ち
、
〈
雪
の
女
王
〉
、

〈
鏡
の
か
け
ら
〉
の
刺
さ
っ
た
後
の
〈
カ
イ
〉
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な

変
化
が
み
ら
れ
る
。

ま
ず
子
ど
も
た
ち
だ
が
、
旧
訳
と
比
べ
新
訳
で
は
よ
り
子
ど
も
ら
し
さ
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。
〈
カ
イ
〉
と
〈
ゲ
ル
ダ
〉
は
お
互
い
の
こ
と
を
、
旧
訳
で
は
「
さ

ん
」
付
け
で
、
新
訳
で
は
「
ち
ゃ
ん
」
付
け
で
呼
ん
で
お
り
、
ま
た
ご
内
の

台
調
が
新
訳
で
は
全
体
的
に
口
語
ら
し
く
簡
単
な
口
調
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
〈
雪
の
女
王
〉
像
を
見
る
と
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
新
旧
で
随
分
異
な
っ

て
い
る
。
外
見
的
特
徴
と
し
て
、
〈
毛
皮
〉
と
〈
ぼ
う
し
〉
は
ど
ち
ら
も
〈
白
い
〉

が
、
旧
訳
で
は
〈
氷
〉
、
新
訳
で
は
〈
雪
〉
で
出
来
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

服
装
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
外
に
特
に
変
化
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
興
味
深
い

の
は
〈
カ
イ
〉
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
〈
雪
の
女
王
〉
の
外
見
の
印
象
の
違
い
で

あ
る
。
新
訳
一
二
七
頁
五
行
目
で
は
〈
※
ま
あ
そ
の
う
つ
く
し
い
こ
と
と
い
っ

た
ら
。
※
カ
イ
は
、
斗
利
間
同
州
リ
コ
引
引
制
叶
寸
崎
材
調
お
旧
小
に
あ
ろ

う
ム
託
、
ど
う
し
た
っ
て
お
も
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
〉
と
あ
る
が
、
旧
訳
は
〈
※

女
王
は
大
層
美
し
か
っ
た
の
で
、
※
カ
イ
は
こ
れ
よ
り
も
【
、
】
深
く
人
の
心
を

馴
料
引
【
、
】
引
寸
り
リ
川
劇
は
、
ど
う
し
た
っ
て
思
ひ
出
せ
る
も
の
で
は
な
い

剖
尉
叫
割
リ
剖
。
〉
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
〈
カ
イ
〉
は
、
新
旧
ど
ち
ら
も
〈
女

王
〉
の
「
美
し
さ
」
に
つ
い
て
感
嘆
し
て
い
る
が
、
旧
訳
で
は
〈
う
つ
く
し
い
〉

と
い
う
語
が
二
度
繰
り
返
さ
れ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
代
わ
り
に
、
新
訳
で
は
〈
り

っ
ぱ
な
〉
と
な
り
、
「
美
し
さ
」
以
外
の
要
素
が
入
っ
て
い
る
。

こ
の
部
分
以
外
に
も
、
〈
雪
の
女
王
〉
の
姿
形
は
ほ
ぼ
、
〈
鏡
の
か
け
ら
〉
が

刺
さ
っ
た
後
の
〈
カ
イ
〉
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
旧
訳
で
は
や

た
ら
〈
う
つ
く
し
い
〉
や
〈
き
れ
い
〉
が
強
調
さ
れ
、
新
訳
で
は
そ
れ
ら
の
表

現
の
代
わ
り
に
〈
わ
か
い
〉
や
〈
か
ん
ぜ
ん
〉
と
い
う
よ
う
な
描
写
が
さ
れ
て

い
る
。さ

ら
に
〈
雪
の
女
王
〉
像
は
、
こ
う
し
た
外
見
か
ら
だ
け
で
な
く
、
そ
の
台

詞
の
口
調
か
ら
の
違
い
も
大
き
い
。
例
を
挙
げ
る
と
、
新
訳
一
二
六
頁
三
行
目

で

は

〈

「

ず

い

ぶ

ん

よ

く

司

司

材

料

。

寸

川

」

引

司

川

司

叶

」
あ
ら
、
あ
ん
た
、
ふ
る
え
て
川
引
の
ね
。
わ
た
し
の
く
哀
の
毛
皮
に
判
叫
川

引
。
」
〉
と
あ
る
が
、
こ
の
台
詞
は
旧
訳
で
は
〈
「
ず
ゐ
ぶ
ん
よ
く
剥
引
剖
U
剖
制
叫
l

あ
ら
、
あ
な
た
【
は
寒
さ
に
】
傑
へ
て
パ
叶
寸
リ
引
引
の
ね
。
わ
た
し
の
毛
皮

【
の
外
套
の
中
】
に
お
は
い
り
な
さ
い
。
」
と
雪
の
女
王
は
申
し
ま
し
た
。
〉
で

あ
る
。
旧
訳
で
は
敬
語
を
使
っ
て
丁
寧
な
言
葉
遣
い
で
〈
カ
イ
〉
に
話
し
か
け

て
い
る
が
、
改
訳
後
は
随
分
く
だ
け
で
偉
ぶ
っ
た
話
し
方
で
あ
る
。

他
に
も
新
訳
一
二
七
頁
三
行
目
の
〈
「
さ
あ
、
も
う
ほ
お
ず
り
は
や
め
ま
し
ょ

う
ね
。
叶

4
1笥
倒
刻
到
同
川
川
剖

uq↓
こ
の
う
え
利
引
日
、
お
前
剖
矧
刻

剖
廿
リ
割
引
州
叫
U
判
制
川
か
ら
ね
。
」
〉
が
旧
訳
で
は
〈
「
さ
あ
、
も
う
キ
ッ
ス

は
や
め
ま
せ
う
ね
叶
!
こ
の
上
【
わ
た
し
が
キ
ッ
ス
】
.
材
料
叫
、
刻
刻
剖
叫
矧
川
川

寸
リ
剖
叫
割
引
か
ら
ね
。
叶

d
劃
例
刻
到
同
制
U
剖
リ
剖
J

で
あ
る
な
ど
、
口

調
に
つ
い
て
は
か
な
り
違
い
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
部
分
で
は
〈
カ
イ
〉
が

死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
〈
あ
な
た
は
死
ん
で
し
ま
ひ
ま
す
〉

と
〈
カ
イ
〉
主
体
で
考
え
て
い
る
旧
訳
と
違
い
、
新
訳
で
は
〈
お
前
を
死
な
せ

て
〉
と
自
分
主
体
で
述
べ
て
お
り
、
〈
カ
イ
〉
の
命
に
対
す
る
意
識
の
違
い
も
感

じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
〈
キ
ッ
ス
〉
と
〈
ほ
お
ず
り
〉
の
違
い
が
こ
こ

で
も
あ
る
が
、
〈
カ
イ
〉
を
凍
ら
せ
、
死
ま
で
導
き
か
ね
な
い
こ
の
行
為
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
〈
ほ
お
ず
り
〉
か
〈
キ
ッ
ス
〉
か
の
違
い
に
よ
っ
て
大
い
に
変
化
し
て

い
る
。

Q
d
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最
後
に
〈
鏡
の
か
け
ら
〉
の
刺
さ
っ
た
後
の
〈
カ
イ
〉
に
つ
い
て
だ
が
、
〈
ゲ

ル
ダ
〉
に
対
し
て
の
台
調
が
所
々
変
わ
っ
て
い
る
。
〈
カ
イ
〉
の
意
地
悪
な
言
葉

遣
い
や
悪
態
の
程
度
が
新
旧
で
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
。

ま
た
こ
の
〈
カ
イ
〉
の
価
値
観
が
、
新
旧
で
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
と
い
う

点
も
面
白
い
。
先
に
〈
雪
の
女
王
〉
像
の
部
分
で
述
べ
た
よ
う
に
、
〈
カ
イ
〉
が

〈
雪
の
女
王
〉
の
外
見
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
に
は
新
旧
で
差
が
あ
り
、

別
の
場
面
で
〈
ゲ
ル
ダ
〉
と
〈
虫
目
が
ね
〉
で
〈
雪
〉
を
見
た
時
の
感
じ
方
に

も
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
か
ら
、
〈
鏡
の
か
け
ら
〉
が
刺
さ
っ
た
〈
カ
イ
〉

は
、
旧
訳
で
は
主
に
「
美
し
さ
」
や
「
き
れ
い
さ
」
、
新
訳
で
は
「
た
く
み
さ
」

「
か
し
こ
さ
」
「
完
全
さ
」
な
ど
に
魅
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
〈
カ
イ
〉
は

〈
鏡
の
か
け
ら
〉
に
よ
っ
て
、
〈
物
を
ま
ち
が
っ
て
み
た
り
、
も
の
ご
と
の
わ
る

い
ほ
う
だ
け
を
み
る
よ
う
に
な
〉
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
こ
の
違
い
は
物
語

を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

贋
巳
防
防
防
除
ほ
同
慨
は
防
除
同
怖
は

ま
ず
文
章
全
体
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
章
で
は
他
の
章
と
比
べ
て
読
点
の
省
略

が
多
い
。
最
初
に
述
べ
た
通
り
、
読
点
は
『
雪
の
女
王
』
全
体
を
通
し
て
基
本

的
に
改
訳
後
増
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
〈
第
三
の
お
話
〉
で
は
反
対
に

改
訳
後
読
点
が
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
も
同
じ
く
ら
い
多
い
。
読
点
に
限
ら
ず
、

〈
第
二
の
お
話
〉
と
同
じ
く
新
訳
で
旧
訳
の
余
分
な
部
分
が
削
ら
れ
て
シ
ン
プ

ル
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
も
の
自
体
も
多
い
の
で
、
読
み
や
す
さ
や
分
か
り
ゃ

す
さ
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
旧
訳
で
多
用
さ
れ
て
い
る
〈
け
れ
ど
も
〉
や
〈
け
れ
ど
〉
な
ど
の
接

続
後
や
、
〈

i
に
違
い
な
い
〉
や
〈
1
に
す
ぎ
な
い
〉
と
い
う
表
現
が
、
改
訳
後

は
別
の
表
現
に
変
え
ら
れ
て
お
り
、
閉
じ
言
葉
を
繰
り
返
し
使
わ
な
い
よ
う
な

工
夫
も
さ
れ
て
い
る
。

次
に
誤
訳
に
関
し
て
見
て
み
る
と
、
新
訳
一
三
六
頁
四
行
目
の
〈
ぱ
ら
の
木

は
、
み
る
み
る
※
し
ず
ま
な
い
前
と
お
な
じ
よ
う
に
※
、
花
を
い
っ
ぱ
い
つ
け

て
、
地
の
上
に
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
〉
が
、
旧
訳
で
は
〈
ば
ら
の
木
は
見
る

/
¥
※
前
に
沈
ん
だ
時
の
や
う
に
※
花
を
一
杯
【
に
】
つ
け
て
、
地
の
上
に
あ

ら
は
れ
て
来
ま
し
た
。
〉
と
な
っ
て
い
る
。
パ
ラ
が
〈
花
を
い
っ
ぱ
い
つ
け
〉
た

様
子
は
、
旧
訳
で
は
〈
前
に
沈
ん
だ
時
〉
と
同
じ
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

「
前
」
と
い
う
語
の
解
釈
を
誤
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
単
語
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
見
て
み
る
と
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
、

旧
訳
の
〈
キ
ッ
ス
〉
が
、
新
訳
は
〈
第
二
の
お
話
〉
で
は
〈
ほ
お
ず
り
〉
に
変

化
し
て
い
た
の
に
、
こ
の
〈
第
三
の
お
話
〉
以
降
は
〈
せ
っ
ぷ
ん
〉
と
な
っ
て

い
る
点
で
あ
る
。
同
一
の
語
の
翻
訳
の
は
ず
が
、
新
訳
で
は
〈
第
二
の
お
話
〉

と
〈
第
三
の
お
話
〉
と
を
境
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
意
図
的
だ
っ
た
の
か

と
い
う
点
は
量
り
か
ね
る
。

他
に
、
進
む
様
子
を
表
す
擬
態
語
が
〈
ど
ん
/
¥
〉
か
ら
〈
ず
ん
ず
ん
〉
に
、

色
に
関
し
て
〈
紫
〉
が
全
て
〈
青
〉
や
〈
水
色
〉
に
、
〈
け
ば
け
ば
し
い
(
け
ば

/
¥
し
い
)
〉
と
い
う
語
が
〈
ふ
う
が
わ
り
な
〉
や
〈
に
ぎ
や
か
な
〉
に
言
い
換

え
ら
れ
る
な
ど
、
改
訳
後
決
ま
っ
て
変
え
ら
れ
て
い
る
言
葉
が
あ
る
こ
と
も
分

か
っ
た
。
〈
ど
ん
/
¥
〉
や
〈
紫
〉
の
変
化
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
〈
け
ば
け
ば

し
い
〉
に
関
し
て
は
、
本
来
悪
い
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
こ
の
単
語
を
、

旧
訳
で
は
良
い
意
味
を
持
た
せ
る
べ
き
箇
所
で
使
っ
て
い
る
た
め
、
改
訳
後
別

の
表
現
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
〈
魔
女
〉
の
〈
お
ば
あ
さ
ん
〉
の
庭
に
咲
く
〈
花
〉
の
う
ち
の
一
つ
も
、

改
訳
後
〈
う
ま
の
あ
し
が
た
〉
か
ら
〈
た
ん
ぽ
ぽ
〉
に
変
わ
っ
て
い
る
。
ど
ち

ら
も
黄
色
の
野
草
で
は
あ
る
が
、
〈
う
ま
の
あ
し
が
た
〉
は
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
、
〈
た

-60 -



ん
ぽ
ぽ
〉
は
キ
ク
科
の
全
く
別
の
花
で
あ
る
。
こ
う
し
た
単
語
の
違
い
や
、
他

に
も
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
に
よ
っ
て
、
思
い
浮
か
べ
る
情
景
が
異
な
っ

て
く
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
た
。

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
新
訳
で
擬
人
的
な
表
現
が
多
く

な
っ
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
例
え
ば
〈
川
〉
に
関
し
て
、
新
訳
一
三

O
頁

一
六
行
目
で
は
〈
す
る
と
川
の
水
が
、
よ
し
よ
し
と
い
う
よ
う
に
、
み
よ
う
に

制
的
寸
寸
刻
刻
討
の
で
、
外
川
外
吋
(
略
)
〉
と
あ
り
、
旧
訳
で
は
〈
外
川
外
吋

河
の
水
が
、
妙
に
捌
剖
寸
刻
例
外
叫
尉
例
刻
リ
討
の
で
、
〉
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
新
訳
二
二
一
頁
四
行
自
の
〈
な
ぜ
な
ら
、
※
川
は
カ
イ
を
か
く
し
て
は
い

な
か
っ
た
※
か
ら
で
す
。
〉
は
旧
訳
で
は
〈
な
ぜ
な
ら
【
ば
】
※
河
の
中
に
カ
イ

は
ゐ
な
か
っ
た
※
か
ら
で
す
。
〉
と
な
っ
て
い
る
。
新
訳
の
〈
川
〉
に
つ
い
て
は

〈
よ
し
よ
し
と
い
う
よ
う
に
〉
や
〈
か
く
し
て
〉
な
ど
ま
る
で
生
き
て
い
る
よ

う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
〈
木
製
の
ふ
た
り
の
へ
い
た
い
〉
や
〈
鐘
〉
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
言
え
、
新
訳
で
は
そ
れ
ら
の
も
の
に
命
が
吹
き
込
ま
れ
て
い
る
。

最
後
に
登
場
人
物
を
見
て
み
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
関
し
て
は
〈
第
二
の
お

話
〉
と
同
じ
く
、
新
訳
の
方
が
よ
り
子
ど
も
ら
し
さ
が
表
れ
て
い
る
。
〈
カ
イ
〉

を
指
す
語
が
旧
訳
で
は
「
彼
」
、
新
訳
で
は
「
こ
の
子
」
で
あ
る
こ
と
や
、
〈
ゲ

ル
ダ
〉
の
台
詞
の
口
調
の
違
い
か
ら
、
新
訳
で
は
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
子
ど

も
ら
し
く
、
反
対
に
旧
訳
で
は
ど
こ
か
大
人
び
た
描
写
が
多
す
ぎ
る
。
会
話
文

の
例
を
挙
げ
る
と
、
新
訳
一
四
二
頁
一
五
行
目
の
ゲ
ル
ダ
の
台
詞
が
分
か
り
ゃ

す
い
。
新
訳
は
〈
「
※
あ
あ
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。
あ
た
し
、
こ
ん
な
に
お
く
れ

て
し
ま
っ
て
※
。
叶

d
ォ
外
川
列
同
川
け
剖
U
剖

J
も
う
と
う
に
秋
に
な
っ
て

い
る
の
ね
。
※
さ
あ
、
ゆ
っ
く
り
し
て
は
い
ら
れ
な
い
わ
。
※
」
〉
と
簡
単
な
言

葉
遣
い
だ
が
、
旧
訳
で
は
〈
「
※
あ
〉
、
随
分
、
わ
た
し
は
ぐ
づ
/
¥
し
て
ゐ
た

の
だ
こ
と
※
、
も
う
秋
に
な
っ
て
ゐ
る
の
ね
。
※
二
度
と
休
む
こ
と
は
し
ま
す

ま
い
。
※
」
と
ゲ
ル
ダ
は
い
ひ
ま
し
た
。
〉
と
あ
り
、
子
ど
も
と
い
う
よ
り
は
女

性
ら
し
い
話
し
方
と
い
え
る
。

〈
魔
女
〉
の
〈
お
ば
あ
さ
ん
〉
に
関
し
て
は
、
〈
お
ば
あ
さ
ん
〉
が
魔
法
を
使

う
目
的
が
、
旧
訳
で
は
「
慰
み
」
、
新
訳
で
は
「
た
の
し
み
」
で
随
分
異
な
っ
て

い
る
。
〈
魔
女
〉
の
〈
お
ば
あ
さ
ん
〉
に
つ
い
て
は
こ
の
前
後
以
外
で
ほ
と
ん
ど

言
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
目
的
の
違
い
は
〈
お
ば
あ
さ
ん
〉
像
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。

市
岡
同
同
協
|
匝
同
比
ほ

文
章
全
体
に
つ
い
て
は
、
旧
訳
の
会
話
文
で
「
」
が
前
の
文
か
ら
そ
の
ま
ま

続
い
て
い
る
も
の
を
、
新
訳
で
は
改
行
し
て
表
記
し
て
あ
る
場
合
が
多
く
、
台

調
が
目
立
ち
、
地
の
文
か
ら
独
立
し
て
い
る
印
象
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
、
旧
訳
で
の
作
文
の
よ
う
な
硬
い
文
章
が
、
新
訳
で
は
適
度
に
省
略
さ

れ
る
な
ど
し
て
分
か
り
ゃ
す
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
旧
訳
で
は
全
体
的

に
主
語
の
「

i
は
」
や
修
飾
語
の
「

i
の
」
と
い
っ
た
指
示
語
が
細
か
く
書
か

れ
す
ぎ
て
お
り
、
新
訳
で
は
そ
の
部
分
の
省
略
が
多
く
見
ら
れ
た
。

他
に
も
、
新
訳
で
は
ダ
ッ
シ
ュ
〈
|
|
l
〉
が
上
手
く
使
わ
れ
て
お
り
、
話
が

少
し
変
わ
る
際
や
、
物
語
が
展
開
す
る
際
に
、
次
へ
の
緊
張
感
や
期
待
感
を
高

め
た
り
、
そ
の
前
の
流
れ
か
ら
一
呼
吸
置
い
た
り
と
い
っ
た
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
、
ダ
ッ
シ
ュ
と
は
別
に
、
新
訳
で
は
〈
王
子
〉
，
が
目
を
醒
ま
す
場
面
で
〈
・
:

:
・
〉
が
使
わ
れ
、
こ
の
部
分
に
は
他
と
違
う
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

探
し
求
め
た
〈
カ
イ
〉
か
も
し
れ
な
い
人
物
に
〈
ゲ
ル
ダ
〉
が
出
会
う
場
面
な

の
で
、
こ
の
章
の
山
場
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
章
で
は
、
誤
訳
や
分
類
F
が
多
く
、
特
に
〈
か
ら
す
〉
の
台
調
と
地
の

文
と
が
混
乱
し
て
い
る
部
分
が
目
立
つ
。
新
訳
一
四
六
頁
四
行
目
か
ら
の
部
分

可
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で
は
新
訳
に
〈
か
ら
す
〉
の
台
調
を
閉
じ
る
鍵
括
弧
(
」
)
が
な
く
誤
訳
と
思
わ

れ
、
ま
た
一
四
七
頁
五
行
目
か
ら
の
部
分
で
は
新
訳
と
旧
訳
と
で
地
の
文
か
〈
か

ら
す
〉
の
台
詞
で
あ
る
か
が
異
な
っ
て
い
る
。
章
の
前
半
は
〈
か
ら
す
〉
の
話

す
説
明
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
地
の
文
と
の
区
別
が
付
か
な
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
一
五
三
頁
一
四
行
目
の
〈
馬
〉
や
〈
か
り
う
ど
〉
た
ち
が
〈
か
べ
に

う
つ
っ
た
か
げ
の
よ
う
に
見
え
〉
た
こ
と
を
〈
女
が
ら
す
〉
が
説
明
し
て
い
る

場
面
で
は
、
新
訳
は
〈
(
略
)
つ
ご
う
の
い
い
こ
と
は
、
あ
な
た
は
、
ね
ど
こ
の

中
で
※
あ
の
ひ
と
た
ち
の
お
休
み
の
と
こ
ろ
が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
※
〉
と
な

っ
て
い
る
が
、
旧
訳
は
〈
(
略
)
都
合
の
い
い
こ
と
は
、
あ
な
た
は
寝
床
の
中
で

【
、
も
っ
と
く
は
し
く
、
】
※
あ
〉
い
ふ
も
の
を
夢
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
〉
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
〈
ゲ
ル
ダ
〉
は
、
旧
訳
で
は
「
そ
の
人
た
ち
の

夢
を
見
る
」
、
新
訳
で
は
「
そ
の
人
た
ち
の
寝
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
全
く
違
う
意
味
の
訳
、
だ
が
、
ど
ち
ら
が
誤
訳
で
あ
る
か
は
判
断

し
が
た
い
。

他
に
分
類
F
の
も
の
で
、
〈
お
城
〉
に
王
子
候
補
と
し
て
や
っ
て
き
た
〈
わ
か

い
男
〉
た
ち
に
関
し
て
、
新
旧
で
全
く
異
な
る
訳
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

新
訳
一
四
八
頁
三
行
目
で
は
〈
と
と
ろ
お
、
だ
れ
も
、
ご
て
ん
の
な
か
に
は
い

る
と
、
※
か
ぎ
た
ば
こ
で
も
の
ま
さ
れ
た
よ
う
に
ふ
ら
ふ
ら
で
※
、
〉
と
あ
る
が
、

旧
訳
で
は
こ
れ
が
〈
【
ま
る
で
】
誰
も
御
殿
の
中
に
は
い
る
と
、
※
眠
り
薬
で
も

飲
ん
で
、
眠
っ
て
し
ま
っ
た
や
う
に
な
っ
て
※
、
〉
と
い
う
表
現
で
、
〈
わ
か
い

男
〉
た
ち
の
様
子
の
例
え
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
。

次
に
、
単
語
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
見
て
い
く
と
、
地
の
文
に
お
い
て
、

旧
訳
は
〈
カ
イ
〉
の
ま
ま
だ
が
、
新
訳
は
途
中
か
ら
〈
カ
イ
ち
ゃ
ん
〉
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
点
が
気
に
な
る
。
旧
訳
の
方
が
地
の
文
と
し
て
正
し
い
あ
り
方

で
は
あ
る
が
、
新
訳
で
は
地
の
文
に
ま
で
〈
ゲ
ル
ダ
〉
の
気
持
ち
が
強
く
表
さ

れ
て
お
り
、
読
者
が
感
情
移
入
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
単
語
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
、
〈
お
城
〉
で
働
く
人
々
の
描
写
に
関

し
て
多
く
見
ら
れ
る
。
改
訳
で
〈
侍
女
〉
や
〈
お
つ
き
の
女
〉
は
〈
女
官
〉
に
、

〈
お
つ
き
の
家
来
〉
が
〈
お
役
人
〉
や
〈
馬
車
の
人
〉
に
、
〈
召
使
〉
が
〈
ベ
っ

と
う
〉
に
、
〈
馬
丁
〉
が
〈
お
さ
き
ば
ら
い
〉
に
な
り
、
ま
た
そ
の
服
装
な
ど
の

描
写
も
一
定
の
変
化
が
あ
り
、
複
数
回
あ
る
描
写
で
こ
れ
ら
全
て
の
変
化
が
統

一
さ
れ
て
い
る
。

登
場
人
物
に
つ
い
て
は
、
特
に
〈
王
子
〉
と
〈
王
女
〉
に
関
す
る
変
化
が
大

き
い
。
新
訳
で
は
〈
か
ら
す
〉
や
〈
ゲ
ル
ダ
〉
が
〈
王
女
〉
に
対
し
常
に
敬
語

を
使
い
、
〈
王
女
さ
ま
〉
と
敬
称
を
付
け
て
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
〈
か
ら
す
〉
は

〈
お
城
〉
を
訪
ね
た
〈
男
の
子
〉
に
対
し
て
は
敬
語
を
使
っ
て
い
な
い
が
、
話

が
進
み
そ
の
〈
男
の
子
〉
が
〈
王
子
〉
に
な
っ
て
か
ら
は
敬
語
を
使
っ
て
話
し

て
い
る
。
敬
語
が
一
部
で
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
旧
訳
と
違
い
、
新
訳
で
は
〈
王

子
〉
や
〈
王
女
〉
の
存
在
が
「
敬
う
べ
き
人
」
と
し
て
あ
り
、
王
族
へ
の
意
識

が
あ
っ
て
童
話
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

〈
王
女
〉
像
や
〈
王
子
〉
像
で
は
、
結
婚
に
関
す
る
価
値
観
が
新
旧
で
違
っ

て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
ま
ず
〈
王
女
〉
の
夫
選
び
に
関
し
て
は
、
新
訳
一
四

六
頁
九
行
目
で
は
〈
で
も
※
夫
に
す
る
な
ら
、
も
の
を
た
ず
ね
て
も
、
す
ぐ
と

こ
た
え
る
よ
う
な
の
が
ほ
し
い
※
と
お
も
い
ま
し
た
。
〉
と
あ
る
が
、
旧
訳
で
は

〈
で
も
【
王
女
は
、
】
【
姿
や
形
が
美
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
】
※
物
を
尋
ね
て
も

す
ぐ
答
へ
る
{
こ
と
が
出
来
る
】
や
う
な
夫
が
ほ
し
い
※
と
思
ひ
ま
し
た
。
〉
と

な
っ
て
い
る
。
〈
王
女
〉
は
新
旧
共
に
自
分
の
夫
に
な
る
人
に
「
賢
さ
」
を
求
め

て
い
る
が
、
旧
訳
で
は
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
「
美
し
さ
」
も
必
要
と
し
て
い

る
。
新
訳
で
は
「
美
し
さ
」
に
つ
い
て
は
特
に
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
新
旧
で
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の
〈
王
女
〉
の
価
値
観
の
違
い
が
表
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
実
際
こ
の
二
人
が
結
婚
し
た
経
緯
に
つ
い
て
も
、
新
訳
一
五

O
頁

一
六
行
目
で
は
〈
(
略
)
た
だ
、
王
女
さ
ま
が
ど
の
く
ら
い
か
し
こ
い
か
知
ろ
う

と
お
も
っ
て
や
っ
て
き
た
の
寸
科
料

1
引
刈
寸
王
女
さ
ま
が
す
き
に
な
り
、
王

女
さ
ま
も
ま
た
そ
の
子
が
す
き
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
〉
と
あ
る
が
、
旧

訳
で
は
〈
た
ゾ
、
王
女
が
ど
の
く
ら
ゐ
か
し
こ
い
か
知
ら
う
と
思
っ
て
や
っ
て

来
た
の
寸
リ
剖
ォ

4
u寸
※
王
女
の
賢
い
こ
と
が
わ
か
り
、
王
女
も
ま
た
そ
の

人
の
か
し
こ
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
※
」
〉
と
な
っ
て
お
り
、
新
旧
で
結
婚

の
理
由
が
異
な
っ
て
い
る
。

人
物
に
つ
い
て
は
他
に
、
〈
お
城
〉
を
訪
ね
た
〈
男
の
子
〉
の
描
写
が
、
旧
訳

で
は
〈
人
〉
(
そ
の
人
、
あ
の
人
等
)
、
新
訳
で
は
〈
子
〉
(
そ
の
子
、
あ
の
男
の

子
等
)
で
あ
り
、
新
訳
の
方
が
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
〈
ゲ
ル
ダ
〉
に
関
す
る
描
写
を
見
て
み
る
と
、
新
訳
一
五
六
頁
六
行
目

で
〈
王
子
〉
と
〈
王
女
〉
か
ら
馬
車
を
も
ら
う
場
面
で
、
次
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
。
新
訳
は
〈
ゲ
ル
ダ
は
※
た
だ
、
ち
い
さ
な
馬
車
と
、
そ
れ
を
ひ
く
う
ま

と
、
ち
い
さ
な
一
そ
く
の
長
ぐ
つ
が
川
剖
泊
剖
剖
引
ゴ
羽
川
割
引
と
、
い
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
う
い
ち
ど
、
ひ
ろ
い
世
界
へ
、
カ
イ
ち
ゃ
ん
を
さ
が
し
に
出

て
い
き
た
い
の
で
す
。
※
〉
、
旧
訳
は
〈
ゲ
ル
ダ
は
※
カ
イ
を
捜
し
に
世
界
中
を

走
り
廻
る
た
め
に
、
た
ゾ
小
さ
な
馬
車
と
、
そ
れ
を
引
く
馬
と
、
小
さ
な
一
足

の
長
靴
が
削

U
川
と
申
し
ま
し
た
。
※
〉
と
あ
り
、
「
カ
イ
を
探
す
」
と
い
う
こ

と
と
「
馬
車
な
ど
が
欲
し
い
」
こ
と
に
つ
い
て
新
旧
で
順
序
が
逆
に
書
か
れ
て

い
る
。
ど
ち
ら
も
後
の
方
が
印
象
に
残
り
や
す
く
、
旧
訳
で
は
〈
(
カ
イ
を
探
す

た
め
に
)
ほ
し
い
〉
こ
と
、
新
訳
で
は
〈
(
馬
車
を
も
ら
っ
て
)
カ
イ
ち
ゃ
ん
を

さ
が
し
〉
た
い
こ
と
が
、
〈
ゲ
ル
ダ
〉
に
と
っ
て
強
い
思
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
部
分
は
地
の
文
で
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
新
訳
で
は
〈
カ
イ

ち
ゃ
ん
〉
と
な
っ
て
お
り
、
〈
ゲ
ル
ダ
〉
の
願
い
が
よ
り
強
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

陳
ほ
防
防
間
同
い
ほ
同
防
附
け
同

文
章
の
書
き
方
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
は
こ
れ
ま
で
の
章
と
同
じ
よ
う
な

変
化
だ
が
、
加
え
て
、
新
訳
で
は
地
名
な
ど
の
解
説
が
下
部
に
あ
り
、
旧
訳
よ

り
も
丁
寧
で
あ
る
。
こ
う
し
た
解
説
は
次
章
以
降
も
一
部
加
え
ら
れ
て
い
る
。

誤
訳
に
つ
い
て
は
四
か
所
あ
る
が
、
ど
れ
も
重
要
な
の
で
触
れ
て
お
く
。
第

一
は
、
新
訳
一
五
八
頁
五
行
目
で
〈
お
い
は
ぎ
〉
が
〈
ゲ
ル
ダ
〉
の
乗
る
〈
馬

車
〉
を
見
つ
け
る
場
面
で
、
新
訳
で
は
〈
(
略
)
馬
車
の
光
は
、
※
た
い
ま
つ
の

よ
う
に
ち
ら
ち
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
お
い
は
ぎ
ど
も
の
目
に
と
ま
っ

て
、
が
ま
ん
が
な
ら
な
く
さ
せ
ま
し
た
。
※
〉
、
旧
訳
で
は
〈
馬
車
の
光
は
※
遠

方
ま
で
て
ら
し
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
れ
で
追
剥
共
は
目
が
く
ら
ん
で
、
そ
れ
を
見

つ
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
※
〉
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
に
〈
お

い
は
ぎ
〉
が
〈
馬
車
〉
を
襲
う
と
い
う
流
れ
か
ら
、
旧
訳
は
誤
訳
で
あ
る
。

誤
訳
の
第
二
は
、
新
訳
一
六

O
頁
三
行
目
で
〈
ゲ
ル
ダ
〉
と
〈
お
い
は
ぎ
〉

た
ち
が
〈
林
の
お
く
〉
へ
移
動
す
る
場
面
で
あ
る
。
新
訳
で
は
〈
そ
れ
で
、
※

ゲ
ル
ダ
と
ふ
た
り
※
馬
車
に
叫
引
司
刈
寸
、
〉
だ
が
、
旧
訳
で
は
〈
※
そ
の
子
と

女
と
ゲ
ル
ダ
と
は
※
馬
車
に
剰
寸
寸
、
〉
と
な
っ
て
お
り
、
〈
馬
車
〉
に
乗
る
人

が
違
う
。
新
訳
で
は
〈
ゲ
ル
ダ
〉
と
〈
こ
む
す
め
〉
の
二
人
、
旧
訳
で
は
さ
ら

に
〈
ば
あ
さ
ん
〉
も
加
わ
り
三
人
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
が
誤
訳
か
は
不

明
で
あ
る
。

第
三
は
、
新
訳
二
ハ
三
頁
八
行
目
で
〈
お
い
は
ぎ
〉
た
ち
が
〈
た
き
火
〉
を

囲
ん
で
い
る
時
の
〈
ば
あ
さ
ん
〉
の
描
写
で
、
新
訳
で
は
〈
剖
州
刻
付
寸
、
ば

あ
さ
ん
が
※
と
ん
ぼ
を
き
り
ま
し
た
。
※
〉
、
旧
訳
で
は
〈
そ
し
て
【
追
剥
の
】

お
ば
あ
さ
ん
同
【
、
】
※
ひ
ょ
ろ
/
¥
そ
こ
ら
を
あ
る
き
ま
は
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
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※
〉
と
な
っ
て
い
る
。
〈
ば
あ
さ
ん
〉
の
行
動
が
、
新
旧
で
「
歩
き
回
る
」
の
と

「
宙
返
り
」
と
で
異
な
っ
て
お
り
、
〈
ゲ
ル
ダ
〉
が
そ
の
様
子
を
怖
が
る
と
い
う

流
れ
か
ら
考
え
る
と
、
新
訳
の
方
が
正
し
そ
う
で
あ
る
。

第
四
は
、
新
訳
一
六
七
頁
一

O
行
目
で
〈
と
な
か
い
〉
が
走
っ
て
い
る
時
に

し
た
音
に
つ
い
て
で
あ
る
。
新
訳
に
は
〈
叫
叫
刈
1
叶
叫
刈
、
※
空
で
、
な
に

か
音
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
花
火
が
あ
が
っ
た
よ
う
に
。
※
〉
と
あ
り
、

旧
訳
で
は
こ
れ
が
印
刷
引

1
d例
引
、
※
風
を
切
っ
て
、
馴
鹿
は
駈
け
て
行

き
ま
し
た
。
空
は
ま
る
で
燃
え
た
っ
た
火
の
や
う
に
見
え
ま
し
た
。
※
〉
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
〈
ひ
ゆ
ツ
ひ
ゆ
ツ
〉
と
い
う
音
に
つ
い
て
、
旧
訳
で
は
「
と

な
か
い
が
風
を
切
っ
て
駈
け
る
音
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
訳
だ
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
次
の
〈
と
な
か
い
〉
の
台
詞
と
の
つ
な
が
り
を
考
慮
す
る
と
、

お
そ
ら
く
こ
の
音
は
〈
北
極
光
〉
(
オ
ー
ロ
ラ
)
の
音
で
あ
る
。

単
語
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
関
し
て
は
、
特
定
し
た
変
化
は
な
い
が
、
〈
お
い
は
ぎ
〉

の
こ
も
る
〈
山
塞
〉
の
様
子
に
つ
い
て
は
所
々
表
現
の
違
い
が
目
立
つ
。

次
に
登
場
人
物
だ
が
、
こ
の
章
で
最
も
注
目
す
べ
き
変
化
は
、
〈
お
い
は
ぎ
の

こ
む
す
め
〉
像
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
ま
ず
地
の
文
か
ら
見
て
み

る
と
、
こ
の
少
女
は
旧
訳
で
は
基
本
的
に
〈
(
追
剥
の
)
娘
〉
、
一
部
で
〈
女
の

子
〉
と
表
記
さ
れ
、
新
訳
で
は
〈
(
お
い
は
ぎ
の
)
こ
む
す
め
て
一
部
で
〈
む

す
め
〉
で
あ
る
。
一
般
的
に
「
こ
む
す
め
」
の
語
に
は
あ
ざ
け
り
の
意
味
が
含

ま
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
新
訳
で
の
そ
れ
も
、
旧
訳
の
〈
娘
〉
よ
り
下
賎
な
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
〈
こ
む
す
め
〉
の
印
象
の
相
違
に
は
、
彼
女
の
話
す
言
葉
遣
い
の
違
い

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
〈
こ
む
す
め
〉
の
口
調
は
、
新
訳
で
は
荒
っ
ぽ
く
卑

俗
だ
が
、
旧
訳
は
〈
お
い
は
ぎ
〉
に
し
て
は
随
分
上
品
で
あ
る
。
例
と
し
て
新

訳
一
六

O
頁
二
二
行
自
の
〈
「
あ
た
い
は
、
お
ま
え
と
け
ん
か
し
た
っ
て
、
あ
の

や
つ
ら
に
、
お
ま
え
を
こ
ろ
さ
せ
や

U
剖
川
よ
。
〉
と
旧
訳
の
〈
「
【
た
と
へ
、
】

わ
た
し
は
お
前
さ
ん
と
け
ん
く
わ
し
た
っ
て
、
あ
の
や
つ
ら
に
、
お
前
さ
ん
を

殺
さ
せ
や
し
ま
せ
ん
よ
。
〉
を
挙
げ
て
お
く
。
改
訳
後
は
一
人
称
が
〈
わ
た
し
〉

か
ら
〈
あ
た
い
〉
に
な
り
、
〈
ゲ
ル
ダ
〉
を
〈
お
前
さ
ん
〉
か
ら
〈
お
ま
え
〉
と

呼
ぶ
よ
う
に
変
わ
っ
て
、
敬
語
も
な
く
、
が
さ
つ
な
〈
こ
む
す
め
〉
像
が
作
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
新
訳
で
は
〈
こ
む
す
め
〉
の
台
調
に
、
〈
ま
あ
い
い
や
。
〉
の
よ
う

な
無
関
心
を
装
う
言
葉
が
二
度
も
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
一
つ

は
、
新
訳
一
六
四
頁
一
五
行
目
で
〈
ゲ
ル
ダ
〉
が
〈
森
の
は
と
〉
か
ら
〈
カ
イ
〉

の
手
掛
か
り
を
得
た
こ
と
を
〈
こ
む
す
め
〉
に
話
し
た
後
の
台
調
で
、
旧
訳
の

〈
「
ど
っ
ち
に
し
て
も
同
じ
こ
と
だ
。
」
〉
に
一
言
追
加
さ
れ
、
〈
「
主
あ
い
い
や
。

ど
っ
ち
に
し
て
も
お
な
じ
こ
と
だ
。
」
〉
と
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
新
訳
一
六
六
頁
九
行
目
で
〈
ゲ
ル
ダ
〉
を
〈
と
な
か
い
〉
に

乗
せ
た
後
の
台
詞
で
、
旧
訳
の
〈
「
ゴ
ペ
ヰ
ゴ
対
ヰ
オ
材
対
サ

お
前
さ
ん
叫
剖
州
吋
割
劇
叫
割
削
割
引
寸
寸
刻
川
剖
州
討
。
〉
と
い
う
部
分
に
、

〈
「
主
弘
、
ど
う
で
も
い
い
や
ぐ
と
、
と
む
す
め
ほ
い
い
主
し
た
。
「
そ
ら
、
お

ま
え
例
割
刷
州
制
料

q寸
刻
』
叶
対
刈
剖
刈
剖
剖
引
制
引
料
引
制
叶
〉
と
追
加
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
で
追
加
さ
れ
た
一
言
は
、
外
面
だ
け
を
捉
え
る
と
「
投
げ
や
り
」
の

よ
う
だ
が
、
〈
ゲ
ル
ダ
〉
が
上
手
く
や
れ
る
よ
う
取
り
計
ら
っ
た
り
、
世
話
を
し

て
い
る
時
に
限
っ
て
こ
う
し
た
言
葉
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
〈
こ
む
す

め
〉
の
ひ
ね
く
れ
た
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
新
訳
の
方
が
〈
こ
む
す
め
〉

の
人
物
設
定
が
明
瞭
で
、
そ
の
性
格
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

人
物
に
つ
い
て
は
他
に
、
〈
お
い
は
ぎ
〉
の
〈
ば
あ
さ
ん
〉
(
〈
こ
む
す
め
〉
の

母
親
)
の
印
象
が
新
旧
で
多
少
違
っ
て
い
る
。
地
の
文
で
彼
女
を
指
す
語
が
、
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旧
訳
で
は
〈
年
と
っ
た
追
剥
女
〉
や
〈
女
〉
な
の
に
対
し
、
旧
訳
で
は
〈
お
い

は
ぎ
ば
ば
〉
や
〈
ば
あ
さ
ん
〉
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
人
物
の
年
齢
や
様

相
の
イ
メ

l
ヅ
が
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

医
院
問
L

日
げ
は
い
医
院
は
ほ
防

文
章
の
書
き
方
に
関
し
て
は
他
の
章
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
こ
の
章
で
特
徴
的

な
の
は
終
わ
り
方
で
あ
る
。
章
の
終
盤
の
新
訳
一
七
四
頁
七
行
目
、
〈
カ
イ
〉
の

話
題
に
な
る
部
分
で
は
、
〈
そ
れ
か
ら
ま
ず
お
話
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。
〉
と
い

う
一
文
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
物
語
の
序
章
の
よ
う
な
〈
第
一
の

お
話
〉
を
除
い
て
、
地
の
文
が
こ
の
よ
う
に
一
歩
引
い
た
目
線
か
ら
「
お
話
」
、

つ
ま
り
「
こ
の
物
語
息
体
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
部
分
は
な
か
っ
た
た
め
、
こ

こ
で
の
追
加
は
異
色
と
な
っ
て
い
る
。
底
本
か
ら
こ
の
よ
う
な
書
き
方
に
な
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
次
の
〈
第
七
の
お
話
〉
は
最
後
の
章

で
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
書
き
方
で
強
調
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

誤
訳
に
つ
い
て
は
、
前
章
と
同
じ
〈
ひ
ゆ
ッ
、
ひ
ゆ
ツ
〉
と
い
う
音
に
関
連

し
て
再
び
見
ら
れ
る
。
ま
た
し
て
も
〈
と
な
か
い
〉
が
走
っ
て
い
る
中
で
の
描

写
で
、
新
訳
一
六
九
頁
二
一
行
目
で
は
〈
叫
叫
刈
叫
叫
刈
、
※
空
の
上
で
ま
た

い
い
ま
し
た
。
※
〉
と
あ
り
、
旧
訳
は
〈
し
ゅ
ッ
、
し
ゅ
ッ
、
※
風
を
切
っ
て
、

そ
れ
は
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。
※
〉
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
前
章
と
違
っ

て
、
前
文
で
〈
と
な
か
い
〉
が
出
発
し
て
い
る
描
写
が
あ
る
た
め
、
旧
訳
の
よ

う
に
〈
そ
れ
〉
の
指
す
〈
と
な
か
い
〉
の
音
と
も
取
れ
な
く
は
な
い
。
し
か
し

「
第
五
の
お
話
」
と
同
じ
よ
う
な
音
で
あ
り
、
ま
た
次
の
文
に
〈
極
光
〉
(
オ
ー

ロ
ラ
)
の
描
写
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
や
は
り
こ
の
音
は
〈
極
光
〉
の
音

で
あ
り
、
こ
こ
で
も
旧
訳
は
お
そ
ら
く
誤
訳
で
あ
る
。

分
類
F
の
内
、
新
訳
一
七

O
頁
二
ニ
行
目
の
〈
ど
う
私
、
こ
の
む
す
め
さ
ん

に
、
(
略
)
※
の
み
も
の
を
ひ
と
つ
、
つ
く
っ
て
や
っ
て
※
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。
」
〉
で
は
、
旧
訳
の
〈
{
あ
な
た
は
】
州
制
娘
さ
ん
に
(
略
)
※
一
吹
き
の
風

を
【
あ
の
娘
さ
ん
に
】
や
っ
て
※
頂
け
ま
せ
ん
か
。
」
〉
と
比
べ
、
〈
と
な
か
い
〉

の
言
う
願
い
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
前
に
〈
風
〉
の
話
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
旧
訳
の
〈
一
吹
き
の
風
〉
の
方
が
自
然
に
感
じ
ら
れ
る

が
、
原
語
版
を
底
本
と
し
た
大
畑
末
吉
訳
凶
で
は
「
飲
み
ぐ
す
り
」
と
な
っ
て

お
り
、
新
訳
の
〈
の
み
も
の
〉
は
正
し
い
訳
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

単
語
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
、
〈
雪
〉
に
関
し
て
多
く
、
新
旧
で
の
〈
雪
〉

の
様
子
に
多
少
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
新
訳
一
七
三
頁
一
二
行
目

で
は
〈
そ
れ
は
み
ん
な
剖
刈
リ
川
よ
う
に
、
ぎ
ら
ぎ
ム
百
く
ひ
か
り
ま
し
た
叶
ー

ゴ
判
ゴ
引
生
き
た
雪
の
大
軍
で
し
た
。
〉
と
あ
る
が
、
旧
訳
で
は
〈
そ
れ
は
み
ん

な
同
州

d
引
制
や
う
に
白
い
1
生
き
た
雪
の
か
た
ま
り
で
し
た
。
〉
と
な
っ
て
い

る
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
に
加
え
、
旧
訳
の
〈
か
た
ま
り
〉
と
い
う
語
は
〈
生

き
た
〉
と
付
い
て
は
い
て
も
ど
こ
か
無
機
質
な
「
物
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
い
る
が
、
改
訳
で
〈
大
軍
〉
と
な
り
擬
人
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
変
化
も
あ
る
。

ま
た
、
新
訳
一
七
三
頁
二
ニ
行
目
で
〈
ゲ
ル
ダ
〉
が
唱
え
る
〈
主
の
祈
〉
に

関
し
て
は
、
旧
訳
の
〈
お
祈
り
〉
と
い
う
単
語
だ
け
の
表
現
に
対
し
、
新
訳
で

は
〈
※
い
つ
も
の
主
の
祈
の
「
わ
れ
ら
の
父
」
を
と
な
え
ま
し
た
。
※
〉
と
詳

し
く
書
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
〈
主
の
祈
〉
に
よ
っ
て
現
れ
る
〈
天
使
〉
た
ち
に
つ
い
て
は
、

旧
訳
で
は
〈
軍
勢
〉
、
新
訳
で
は
〈
天
使
軍
の
一
隊
〉
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
表
現
の
違
い
か
ら
そ
の
イ
メ
ー
ジ
も
多
少
変
わ
っ
て
く
る
。
新
訳
で
は
「
天

使
」
の
要
素
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
、
旧
訳
の
単
な
る
「
軍
勢
」
と
い
う
争
い

を
連
想
さ
せ
る
言
葉
よ
り
も
、
ど
こ
か
正
し
さ
や
善
良
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
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登
場
人
物
に
つ
い
て
は
、
〈
ゲ
ル
ダ
〉
に
注
目
し
た
い
。
〈
と
な
か
い
〉
と
別

れ
た
後
の
〈
ゲ
ル
ダ
〉
の
描
写
で
は
、
新
訳
一
七
三
頁
一
行
目
で
〈
か
わ
い
そ

う
に
、
ゲ
ル
ダ
は
、
く
つ
も
は
か
ず
、
手
ぶ
く
ろ
も
は
め
ず
に
、
、
次
h

へ
と
じ
ら

れ
た
、
さ
び
し
い
フ
イ
ン
マ
ル
ケ
ン
の
ま
っ
た
だ
な
か
に
、
ひ
と
り
と
り
の
と

さ
れ
で
刻
寸
寸
い
ま
し
た
。
〉
と
あ
り
、
旧
訳
の
〈
可
哀
さ
う
に
ゲ
ル
ダ
は
、
靴

も
は
か
ず
手
袋
も
は
め
ず
に
、
さ
び
し
い
{
寒
い
】
フ
イ
ン
マ
ル
ク
の
【
、
】
ま

っ
た
ジ
な
か
に
突
っ
立
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
〉
に
、
「
閉
鎖
的
な
空
間
に
一
人
ぼ
っ

ち
で
い
る
」
と
い
う
要
素
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
新
訳
は
〈
ゲ
ル
ダ
〉
の
心
細

さ
が
さ
ら
に
強
調
さ
れ
、
よ
り
感
情
移
入
し
や
す
い
表
現
な
っ
て
い
る
。

医
院
戸
田
川
医
院
同
院
比
に
H
い
い
医
院
陸

文
章
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
他
の
章
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
新
訳
で
は
こ
の
章

で
唯
一
、
括
弧
書
き
(
)
の
文
が
あ
る
。
新
訳
一
八

O
頁
一
四
行
目
の
〈
お
い

は
ぎ
の
む
す
め
〉
が
〈
馬
〉
に
乗
っ
て
現
れ
る
場
面
で
、
〈
ゲ
ル
ダ
は
そ
の
馬
を

し
っ
て
い
ま
し
た
。
(
そ
れ
は
、
ゲ
ル
ダ
の
金
の
馬
車
を
ひ
っ
ぱ
っ
た
馬
で
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
)
〉
と
あ
り
、
旧
訳
で
は
普
通
の
文
だ
っ
た
部
分
が
括
弧
書
き
に

な
っ
て
い
る
。

訳
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
も
の
に
、
〈
ゲ
ル
ダ
〉
と
〈
カ
イ
〉
の
話
を
聞
い
た

〈
お
い
は
ぎ
の
こ
む
す
め
〉
の
台
詞
が
あ
る
。
新
訳
一
八
一
頁
一
六
行
目
で
は

〈
「
※
そ
こ
で
、
よ
ろ
し
く
、
ち
ん
が
ら
も
ん
が
ら
か
、
で
も
、
ま
あ
う
ま
く
い

っ
て
、
よ
か
っ
た
わ
。
※
」
〉
と
あ
る
が
、
同
じ
部
分
が
旧
訳
で
は
〈
「
※
手
っ

と
り
ば
や
く
さ
。
※
乙
で
あ
り
、
底
本
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
も
し
く
は
誤
訳

と
思
わ
れ
る
。

単
語
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
で
目
立
つ
の
は
、
〈
雪
の
女
王
〉
の
〈
お
城
〉
の

〈
広
間
〉
の
描
写
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
〈
カ
イ
〉
が
〈
「
永
遠
」
〉
を
作
ろ
う
と

し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
〈
カ
イ
〉
が
使
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
旧
訳
の
〈
鋭

い
氷
の
か
け
ら
〉
と
新
訳
の
〈
う
す
い
氷
の
板
〉
と
で
大
き
さ
や
形
の
印
象
が

異
な
っ
て
い
た
り
、
そ
れ
で
作
る
様
子
に
つ
い
て
、
旧
訳
で
は
〈
積
木
を
重
ね

て
む
づ
か
し
い
物
の
形
を
作
ら
う
と
す
る
の
と
同
じ
て
新
訳
で
は
〈
む
ず
か
し

い
漢
字
を
く
み
合
わ
せ
る
よ
う
〉
と
例
え
る
な
ど
、
他
に
も
方
々
で
表
現
が
違

っ
て
い
る
。

〈
カ
イ
〉
の
作
ろ
う
と
し
て
い
る
〈
「
永
遠
」
〉
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
旧

訳
で
は
共
通
し
て
〈
字
〉
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
訳
で
は
地
の
文
は
〈
こ
と
ば
〉
、

〈
女
王
〉
の
台
詞
で
は
〈
形
〉
と
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
表
現
の
違
い
も
面
白

い
。
人
に
よ
っ
て
解
釈
に
多
少
違
い
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
一
般
的
に
〈
字
〉
と

い
う
語
は
「
記
号
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
〈
こ
と
ば
〉
は
も
っ
と
内
容

に
重
点
が
置
か
れ
て
、
〈
形
〉
で
は
見
た
目
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
で

あ
る
。さ

ら
に
完
成
し
た
〈
「
永
遠
」
〉
に
つ
い
て
も
、
旧
訳
は
〈
立
派
に
〉
、
新
訳
は

〈
は
っ
き
り
と
〉
書
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
読
者
が
思
い
浮
か
べ
る
〈
「
永

遠
」
〉
の
イ
メ
ー
ジ
に
変
化
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

他
の
章
で
は
こ
の
後
登
場
人
物
に
関
連
し
て
変
化
を
見
て
い
た
が
、
最
終
章

で
あ
る
今
回
は
〈
ゲ
ル
ダ
〉
と
〈
カ
イ
〉
の
再
会
に
注
目
し
、
そ
れ
以
降
の
流

れ
を
追
っ
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
〈
ゲ
ル
ダ
〉
が
〈
カ
イ
〉
を
見
つ
け
る
場
面
を
見
て
み
る
と
、
新
訳
で

は
そ
の
瞬
間
が
ダ
ッ
シ
ュ
〈
|
|
〉
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
際
に

〈
ゲ
ル
ダ
〉
が
叫
ん
だ
言
葉
は
、
新
訳
一
七
八
頁
三
行
目
で
は
〈
「
カ
イ
、
す
き

な
カ
イ
。
あ
あ
、
あ
た
し
と
う
と
う
、
み
つ
け
た
わ
。
」
〉
、
旧
訳
で
は
〈
「
カ
イ

ち
ゃ
ん
、
好
き
な
カ
イ
さ
ん
。
【
こ
れ
で
】
や
っ
と
わ
た
し
は
{
あ
な
た
を
】
見

つ
け
た
州
判
。
乙
で
あ
る
が
、
旧
訳
で
は
「
カ
イ
ち
ゃ
ん
」
、
「
カ
イ
さ
ん
」
の
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両
方
が
一
つ
の
台
調
の
中
に
あ
り
、
少
し
不
自
然
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ま
で

「
ち
ゃ
ん
」
付
け
で
統
一
さ
れ
て
い
た
新
訳
の
〈
ゲ
ル
ダ
〉
は
、
こ
こ
で
初
め

て
〈
カ
イ
〉
と
呼
び
捨
て
で
呼
ん
で
お
り
、
こ
の
時
の
ゲ
ル
ダ
の
気
持
ち
の
強

さ
を
示
す
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。

そ
の
後
の
、
〈
ゲ
ル
ダ
〉
の
こ
と
が
分
か
っ
た
〈
カ
イ
〉
の
台
調
に
つ
い
て
も
、

新
訳
一
七
九
頁
一
行
目
で
は
〈
「
ゃ
あ
、
ゲ
ル
ダ
ち
ゃ
ん
、
※
す
き
な
ゲ
ル
ダ
ち

ゃ
ん
。
※
〉
だ
が
、
旧
訳
で
は
〈
「
ゲ
ル
ダ
ち
ゃ
ん
。
※
ゲ
ル
ダ
ち
ゃ
ん
だ
っ
た

の
。
※
〉
で
あ
り
、
新
旧
で
意
味
合
い
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
「
ゲ
ル
ダ
だ

と
分
か
っ
た
」
と
い
う
要
素
し
か
な
い
旧
訳
に
対
し
、
新
訳
で
は
〈
ゲ
ル
ダ
〉

へ
の
好
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。

〈
氷
の
板
き
れ
〉
が
〈
ゲ
ル
ダ
〉
た
ち
と
一
緒
に
踊
り
出
す
こ
と
に
関
し
て

は
、
新
訳
で
は
〈
そ
れ
が
あ
ま
り
た
の
し
そ
う
な
の
で
、
〉
と
追
加
さ
れ
、
そ
の

理
由
が
明
記
さ
れ
て
い
て
分
か
り
ゃ
す
い
。
そ
し
て
こ
の
踊
り
に
よ
っ
て
〈
「
永

遠
」
〉
を
綴
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
際
に
〈
カ
イ
〉
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
の

描
写
も
微
妙
に
違
っ
て
い
る
。
旧
訳
で
は
〈
体
〉
に
つ
い
て
の
み
の
言
及
だ
が
、

新
訳
の
〈
自
由
に
な
れ
る
〉
と
い
う
表
現
に
は
〈
体
〉
だ
け
で
な
く
〈
心
〉
も

含
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
『
雪
の
女
王
』
の
新
訳
を
中
心
に
旧
訳
と
の
比
較
を
行
っ
た
が
、

そ
の
変
化
は
予
想
以
上
に
大
き
か
っ
た
。
改
訳
に
よ
っ
て
、
情
景
や
人
物
の
描

写
は
洗
練
さ
れ
、
そ
の
様
子
や
心
の
動
き
が
よ
く
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
新
訳
は

旧
訳
と
違
っ
て
直
訳
の
よ
う
な
硬
い
文
章
で
な
く
、
そ
れ
で
い
て
原
作
の
雰
囲

気
が
上
手
く
残
さ
れ
て
お
り
、
平
仮
名
中
心
で
表
現
も
柔
ら
か
く
、
常
に
童
話

ら
し
く
描
か
れ
た
素
晴
ら
し
い
翻
訳
で
あ
っ
た
。
旧
訳
か
ら
二
十
余
年
を
経
て
、

翻
訳
者
と
し
て
、
ま
た
児
童
文
学
者
と
し
て
、
楠
山
が
大
き
く
発
展
を
遂
げ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

既
稿
「
楠
山
正
雄
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
翻
訳
|
全
集
の
新
旧
版
の
比
較
|
」
で

は
、
旧
訳
と
新
訳
で
は
楠
山
の
翻
訳
に
対
す
る
姿
勢
、
そ
の
意
識
に
違
い
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
意
識
の
差
が
、
作
品
の
翻
訳
の
仕
方
、
内
容
の

違
い
に
も
確
実
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
『
雪
の
女
王
』
の
比
較
に
よ

っ
て
は
っ
き
り
と
分
か
っ
た
。
今
回
は
一
作
品
に
絞
っ
て
比
較
し
た
が
、
全
集

中
の
他
の
作
品
の
翻
訳
も
、
新
旧
で
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
今
回
立
ち
返
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
底
本
へ
の

言
及
、
ま
た
『
雪
の
女
王
』
以
外
の
作
品
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
楠
山
の
作
品
と

他
の
翻
訳
者
の
作
品
と
の
比
較
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

-67-

一
題
は
「
童
話
集
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の
「
全
集
」
と
し

て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
一
最
初
の
発
行
は
一
九
四
九
年
だ
が
、
一
九
四
九

1
一
九
五
五
年
の
聞
に
出
版
さ

れ
た
分
は
絶
版
と
な
り
、
五
五
年
そ
れ
に
遺
稿
の
分
を
加
え
て
新
た
に
三
冊
の
作
品

と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
章
題
は
新
訳
の
も
の
を
記
載
す
る
。

同
大
畑
末
吉
訳
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』
(
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年
)



互主
蝿

.J ...... -_....、， 恥......1 '1711r-o;-ι4 古品F、
頁・行 旧訳本文

175・2 雪の女王のお披での出来事と』その後の話【。】

175・4 雪の女王の※御殿の壁ははげしく底主益ゑ雪から出来てゐ
て、※窓や戸口は身を切るやうな風で出来てゐました。

175・6 そけこらにれはて百ゐ以支し上た主向廉聞が順に並んで盆孟Eみんな雪l三弦主ユ

175・8 産聞の中で一番大き吐血は【】整理l二わたってゐました
175・9 動、北極光がこの庚聞をも照して&左@豆、その大きな、が

らんと」主、氷のやうに冷たい車問l基本匿績麗I.;;誕2工ゐま
Lと。

175・12 繁しみといふものl孟まるでないと乙ろでした
175・13 あらしが音楽を奏で、熊【主主】があと足で立ちあがって、気ど

って踊るダンスの舎も牟且主JL若い白狐の貴婦人の聞に、

させLんや【かでなした茶工脂曾が聞かれる【なんて】ことも【、決して】ありま

176・2 I(略)たEがらんとして(略)
176・3 ※北極光はたEもうあか/"-と輝いてゐたものですから、そ

れをはっきりと見ることが出来ました。※

176・4 」の大きな【、】がらんとした【、】雪の漬聞のまんなかに、何
千といふ教に宣也主【、】凍った湖水畠岳民主がありました

176・6 割れた湖水は【皆】、同じ【やうな】形をして【ゐましたので1
立派な美術品牽室~主主主主l.J;;:

176・7 この湖のまん中f::、内にゐ却寺l孟雪の女王tJ5.坐ってゐまし
た

176・7 そして【、】自分は理性の鏡の中f::※坐ってゐる※のだ、
(略)

176・9 力イは寒さのため【に】、【全身、】紫色といふよりfj:__【ほとん
ど】墨4なってゐました。

新訳本文 分 類 考察

雪の女王のお城でのできごととーそののちのお話 8、C 旧訳では章題に句読点が付いている。 18訳で読点に
なっているところは、新訳では空欄で表されている。

雪の女王の※お械は、はげしくAま主主~雪が、そのままか A、C、D、F 主語が違うからか、|日訳では「壁」と「窓や戸口」の説
ベになり、※窓や戸口は、身をきるような風で、できていまし 明、新訳では「お城J全体の説明をしているようであ
た る

I危むね全I土盛こみは企ん玄、な百室雪い盆の以広λ盟、う告@はが広立定五間つE断が壬名些のωι-r>んl主少主はわ『たらっんていで也ましたa見

A、C、E

B.C 
つよい極光がこの広間をもてらしてじ工、手71rサザエ-Hま弓 1ま A、C、D、E |日訳の r~な広聞はー」という表現で1孟「…jにあた
か大きく、がらんとL工じ工、れか/ごt氷のようにつめたく、主 る「締麗に光ってゐ」たことが要点のようだが、新訳の

b室!:u工盟主玄l.J;;: fそれ(広間)は~で・ Jという表現では r~Jも「一」も
全て広間の様子として重要なことのように感じる。
.r鯖麗lニ光ってゐJたのと「ぎらぎらして見え」たので
は広聞の雰囲気が変わってくる。

たのしみというものi[2，まるでないところでした A. C 
あらしが音楽をかなでて、ほっきょくぐまがあと足で立ちあ A、B、D、E
がって、気どっておどるダンスの会もみi;71宇#正 わかい白

れぎ(略つる)ねこたとのだも貴るあ婦ヨりがま人せEの?iJんあιむ仇いぜだてに、ささやかなお茶の会がひらか

(酪) IA 
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※極光のもえるのは、ま』とにきそく正しいので、いつがいちば D、F 極光の描写、何が「はっきり見Jえるのかが違う。旧訳
ん高いか、いつがいちばんひくいか、はっきり見ることができま では単に『輝いてゐ」ることについてだが、新訳ではそ
した。※ のると「き詳そしくく書正しかjれさてのいたるめに「高さの変わる様子Jが分かl

」のぽで'f.._T.i.、ぐ大きながらんとした雪の広聞のまん中に、なん A、B、C、 「雪の広間のまん中jにあったものが、旧訳ではr(湖
千万という数([J;J;g且副こmエこおった、みずうみがありまし D. E 水の)かけら」、新訳ではr(かけらに割れて凍った)み
た。 ずうみ」なので、何に注目しているかが微妙に違う。

われたかけらは、ひとつひtつおなじ形をして、 .:::k.iJ傷つ 人 B、C、D 旧訳では「われた潟水」となっているがf湖水」がいく
5ぎって:りっぱな美術品に主主2工い孟!と つ方もがあ自る然わでけあでるはのないので、新訳の「われたかけら」の

こわのっみていずまうしみたの何まん中L、お誠にいるとき』雪の女王l孟す C、D は旧大訳衆の的「内なJ表とい現うで語あはる、.r女王」の住む「お城jとして

そしてじぶんは理性の鏡のなかに※すわってい※のだ、 B、F 新訳では、旧訳の「坐ってゐるJの「る」が抜けて、代
(略) わり!こ空欄になっているが、単なる脱字と恩われる。

カイは~~にIIて;さむさのため、まっ膏/ご、というよりは、主 A、B、C、D 旧訳の「紫色」が新訳では「まっ青Jf::なっている。』
主墨4なっていました。 れまでもそうだつたように、旧訳での「紫」は全て、な

ぜか改訳でf青」や「水色Jなどそれに近い色!こ変えら
れている



1176・10 よじふ迫l孟雪の女王がキッスして、カイの種から、※さむさと
をつて※しまったからです。

176・11 カイはたひらな幾枚かの鋭い氷のかけらを、あっち【、】」つ

ちL三運んで、色々にそれを組合せて、何か作らうと思込玄」

主n

176・13 うまとるすでるわのたとし同遣じがで、し※た積。※木を重ねてむづかしい物の形を作ら

176・14 カイも主AL込見事な形を盆盟孟.!..t;o

176・15 (略)世の中で※一番※大切なもののやうに見えました。

176・16 カイは字を盆b3.と思って、氷のかけらを並べましたが、自分
が血泣いと思ふ字、即ち、「永遠」といふ字をどうしても盆ゐ
ことは出来ませんでした。

177・3 でも【雪の】女王はじ丘玄」左。

177・4 「思もふしおや前うににな、るそよの字(略を作)J ることがわかれば、【自分の】髄iJ5.

177・6 けれども、カイには出来ませんでした。

177・7 r;:れからわたしは温かい圃々へ魚いで仔つで来ょう』王」工

と黒い鉢を@王室込&主蕊工~三 |ι霊自主主催l、u茎!

177・8 黒い鉢といふのは、※'i，本IすL¥r.:b2'、ヱトナの山と、ヴヱス

ヴィオの山のことでした。※

177・10lれr(ば略な)葡らな萄いやかめらn I を【、】おいしくするために【広比主l土

177・12 (略)氷の大康問で、氷のかけらを見つめて、(略)

177・13 【カイはまるで】じっと【したまL】動かずにゐまたしかたも易知手れ』まムせはカ
イ主凍りつい玉、死んでしまったのだと思つ
ん。

177・16 孟自瞳主主主~(略)
177・16 静(略か)巳ゲ怠ル2ダ主がLタ重の工』まお祈L乞をあげると、眠つ【てしまっ】たやうに

178・2 (略)寒いがらんとした慶聞をぬけて、とう/'"カイを見つけま
した。

よじ2よ辿孟、雪の女王がせっぷんして、カイのからだから、 A.C、D、F
※さむさをすいとって※しまったからです。

カイは、たいらな、いく枚かの主主じ氷の板を、あっちこっちな A、B、C、D
s!はこんできて、いろいろにそれをくみあわせて、なにかつくろ

うと」王じ孟.!..t;o

まるでわたしたちが、※むずかしい漢字をくみ合わせるようでし F
た※

|と力イ。も、;;;;J!2出訟」ばみご抑をつQlる!i茎! A、C

(略).:の世の中で※一ばん※たいせつなもののよう1:::みえま A、F
した
カイは、 Ifjでひtつのことばをか者あらわ手弓とおもって、のこ A、C、D
らず句氷の板をならべてみましたが、自分が盆Elb.l..左~と

Qお出もう土ここととぽr~、すなわち、「永遠」ということぽを、どうしても2
はできませんでした

でも、女王はい2工いま!と A、B、C

「もしおまえ(に略、)そJの形をつくることがわかれば、からだ阜且血 B、C、D
こなるよ
けれども、カイには、子;htJi'できませんでした。

r;:れから、わたしは、あたたかい園を、芦つ台u.zレ定わLJIで」 A、C、D、E

|よのう斗ぞ4いてくる重劃伺a鎚叩叩叩叩l迄起胡叫叩王副副副l怯凶一韮おl

鳳なべというのは、※ヱトナとかヴェスヴィオとかμ:r:f-プ-(;t A、D、E、F
イタリア半島の南シシリー島の火山。ヴヱスヴィオはおなじくナ

ポリ市の東方にある火山。)、いろんな名の、主主盗ムぬのこ
とでした。※

r (略)ぶどうやレモンをおいしくするためLいいま5:&iJ.、s.oJ B、C

(略)氷の大広聞のふ、かで、氷の板を見つめて、(略) A、D
もう、」ちこちになって、おなかのなかの氷が、みしりみしUい A、B、C、F
うかとおもうほど、℃っとうごかすじいました 21'-;11事;J.J.t-，F、f， 

血か卒もし、れ力まイlせ孟こんおn りつい主主弘、死んでしまったのだとおもった

畠包主A二孟@与毒 (略) E 

(略)しゲずルかダ1こがな、っゅてうしペまのおいのりをあげると、ねむったよう A、B、D
に いました

(賂)さむい、がらんとしたひろまをぬけて、一一とうとう、カイ A 
をみつけました。

「キッスj→「せっぷん」

'1日訳では「さむさとをつてJとあるが、おそらく「とJと

る「をとJ思がわ反れ対るの。誤字で、正しくは「さむさをとってJであ

どちらにも「たいらなJとはあるが、旧訳の「鋭い氷のか
けら」と、新訳の「うすい氷の板」とでは、カイの持って
いる「氷」の大きさや形のイメージが変わる。

カ違イうが。底氷本で作によるる様も子ののか例。えが、「積木」と「漢字」とで

新なく訳よのく作「手りこのまこれんだて」いかるら感はじ、が単伝にわ「るみεごと」なのでは

新は訳「いはち「ば一んばJんだ」とと恩なわっれてるい.るが、「ぱ」は誤字で正しく

「字Jとr;:とぱ」という語の違いで雰囲気が違う。「字」
という語は「記号」としてのイメージが強いが、「ことぱJ
はもっと内容に重点が置かれている感じがする。

女いる王。は旧訳でも「字J、新訳は「形Jとし、う語を使って

火山を指す語が「黒い鉢」と「黒なベjで違っている。

旧訳では「エトナjと「ヴェスヴィオJの2つのU.Jだけを
指しているが、新訳ではそれらは火山の例であり、「黒
なべJには他の火山も含まれている。

説.rがエ量ト産ナせ」と「ヴェスヴィオ」について、下部に詳しい解
られている

力イが動かずにいたことについて、改訳後はその様子

の描写が詳しくなっている。よりその「冷たさJや「固
さJが伝わってくる。

新訳では、カイを見つける瞬間が「一一jで強調さ
れ、続く「とうとう」の意味がより深みを持っている。

σ3 
<.0 



178・3 で、いきなりカイの首すぢめがけで飛'dかLつで粁つで、竪4
抱きしめながら、(改行)rカイちゃん、好きなカイさん。【こ
れで】ゃっhわがLf::t【あなたを】見つけた@よρ 」と叫びまし
た。

178・6 |まけLれ乙どもカイは制樹、主民此都な五坐:::u::ゐ

178・7 それはカイの胸の上に落ちて、心臓の中まで浸み」んで=氷
【のかけら】を溶かして、【そして】心臓のなかζ盆2主ガラス
のかけらをなくなしてしまひました。

178・9 ゲルダは【歌を】歌ひました。

178・10 (3字下)※うつくしきばらはたのし。
(3字下)イエスのめぐみはさらにたのい※

178・14 |カ出イてがしあままひりまひしどたく。泣いたものですから、ガラスの剰が目から

178・15 主び盃で主聾力をイ上はげ、ま乏し血た.:iJ5!:t..&五tr.ある「とがま主治、2去の主 大喜

179・1 「ゲルダちゃんE ※ゲルダちゃんだったの。※

179・1 は【あどなこたにはゐ、た】金今主ま立で与どこIへ(略行)って【ゐ】たのzそしてまた、ぼく

179・3 r (略)なんて玄室.Q工、がらんとしてゐるんだらう。 J

179・4 主」工カイはゲルダに直、1・!:.!つ室率kt;

179・5 氷のかけらまで、よるιム豆踊り出しました。

で、いきなりカイのくびすじにJ:'dついで、J.Q企旦だきしめなが A、B、C、
ら、(改行)rカイ、すきなカイ。ああ、ホが1.)-弓舟弓みつけ D、E
た盆。」と、さけびました。

けLJれつどめも令、〈カなイ勺はτ皇い盛支るl去室副主(.;、じっと1...:虫色l孟 l孟::Jf=.な 人 C、E

それはカイのむねの上におちて、しんぞうのなかにまで、しみ A、B、C、
こんで盆益事L.t;;..，-iたにた;J;?t:氷をとかして、しんぞうの中 D、E
阜、傭のかけらをなくなしてしまいました。

ゲルダはうたいました。 B 

(-fi.空き〉 A、F
(3字下)※ぱらのはなさきではちりぬ
(3字下)おさな子エスやがてあおがん※
{一行空き)

カかイらが忽、ちあ':L6ま必りひげどでくで泣ていしたまもいのまでしすた。から、ガラスのとげが、 目 A 

主えを£ιあ力げイまはし、た!:l..&!:l.:JJ5.盆a、!:l車Lt:孟L:工 大よろこびで、」 A、C、E

「ゃあ、ゲルダちゃんE ※すきなゲルダちゃん。※ A、E、F

「んだろいうまn まI(で臨心〕いってたのJ してまた、ぼくはどこにいた A、B、C、E

r (略)なんて本主4工、がらんとしているんだろうる、あ。 J A、C

ι三じ2工、力イは、ゲルダに、:wととりつ意志kt; A、C

ぞ.;fL;óf，あ￡以1:-のι子タJj:‘ので氷の板きれまで」民民~ A、C、D
主おどりだしました。

「ゲルダ→カイjの呼び方が違う。旧訳マは「力イちゃ
んJ、「カイさんjの両方が1つの台詞の中にあり少し
不自然である。一方これまで「ちゃんj付けで統一さ
れていた新訳は、ここでは初めて呼ぴ捨てになってお

円表、し意て図い的るよにう変でえあてるこnの時のゲルダの気持ちの強さを

新して訳いのるカ様イ子lまが「し表ゃさちれほてこいぱるつ。Jているとあり、体が緊張

旧訳では「ガラスのかけらJとなっているが、「第一の
お話」で力イの心臓に入ったのは「鏡のかけらJであ
り、他にも「氷Jや「湖水Jなど別の「かけらjが出てくる

の中はで少「鏡しj紛とらいわう語しいがn使われず「ガラスJと変わっている

「第二のお話Jにあるのと同じ讃美歌だが、その時とは
違って、旧訳の「ばらはたのしJの後は読点でなく区点
になっており、また新訳はrJがなくなっている。歌詞自
体の訳し方はそれぞれ前と同じなので、新旧で大きく
違う訳になっているのはやはり底本の違いか。

が「ぽ思ろいりと浮Jかのべ一や言すのく追な加ってでい、改るi訳後は随分その様子

旧訳のカイは「ゲルダだと分かったことjしか言ってい l

|な示いさがれ、て新お訳り、の大カき倒く違っすてきいなるj。m ダへの好意が

|力方仰が子どはもりら旧し訳いではT寧な言葉遣いであり、新訳の

「氷のかけらJ→「氷の板きれJ

り-新、分訳かでりはゃ「す氷い」も。一緒になって踊り出した理由があ

o 
t、.



179・6 そして疲れてまた倒れてしまった時、氷のかけらはひとりで
に、もしカイがその字が盆品主主、カイ:b5.向併の鵠事恩λ、や
うにするこ止が出来るやうにしてやらう。そして懐靴も、世界も
やらうと、雪の女王がいった字【の形】を盆日孟」左。

179・9 ゲルダはカイの頬にキッスしました。

179・9 【すると】見る/"'-※美しくなりました。※

179・9 孟"&ゲルダはカイの自にもキッスしました。

179・10 【それからゲルダは】カイの手だの足だのにキッスしました。

179・11 」れで【カイは】、五1::.!l2主主.=.盤孟i孟なりました。

179・12 女王がそれが出来れば許してやると冨った字が、ぴか/"'-
光る氷の文字で、立返i孟書かれてゐたからです。

179・14 主ら外aへ11:i.出Z二ま人したは手を取り合って、その大きな【氷の】お宮か

179・15 一人が丘2主主ιるには、風も吹かず、日の光が虫匙2工ゐ玄
」た。

179・16 (路)あの薮のある所1=来た時、そこに【は】馴鹿が二人を持
ってゐました

180・1 その馴鹿はもう一匹の若い馴鹿を連れて【来て】ゐましt~
その若い方は、子供主主に暖かい乳を皇丘、口の上にキッス
をしました。

180・8 馴来鹿てくとれ、もまうし一た匹の国11鹿とは、一人のそばについて、国境まで

180・9 そこでは初めて【、】若草※が※韮乏血L玉ゐました。

180・9 力イとゲルダは、主ζで二匹の国11鹿と、フツプランドの女に別
れました

180・11 「さやうなら。」とみんなはいひました。

180・11 森には査生よw与草の芽が一杯にふいてゐました。

180・13 その森の※外1=は※、美しい馬1=乗った若い娘が、赤いびか

/やっ¥てす来る帽まし子たを。かぶり、鞍にピストJレをこ挺2丘王、こちらに

※そして、為、出/つか、これとてばたをお2れ2て2し玄ま白いました。そのたおれ
た形が、ひとりでに、 つで支l:かそれは、もし
カイに、そのことばが:-:>-:5ih.主主、カイは向由になれるし、そし
てあたるιpそりぐっと、のこδずの世界をやろうと、雪の女王
がいった、そのことぽでした。※

ゲルダは、カイのほおにせっぷんしました。

みるみるぞ• ./L/it※ぽおっと赤くなりました。※

主込立主力イの自にもせっぷんしました。

カイの手だの足だのに6せっぷんしました。

」れで、L.:2丘地4 庄ム主i孟なりました。

だって;女王が、それができればゆるしてやるといったことば

たがか、ぴらかでぴすか。ひかる氷のもんじで、且2主旦Aニ子ζにかかれてい

ミtて:王ι主ふたりは手をとりあって、その大きなお械からそと
へでました
ふたりが丘4主主主主には、風もふかず、お日さまの光がな:b5.
主主t，;W主!と

(略)あの木やぶのあるところにきたとき、そこに香久となか
いがIIてふたりをまっていました
そのとなかいは、もう一びきのわかいとなかいをつれていまし
t~ζEこのわかいほうは、ふぐ";fL1::f!U:ð;がるふたlj，のこ

どちものた上ちににせ、あたたかしまいしおたち。ちを出lでの定サで〈れで、子のく
っぷん

となかいと、もうーび国き境のまとでなdかb‘ぐいっとではき、てぞくJれLJd.'ま4し4たふ。たりのそり
l二ついてはしって
そこでは、はじめて草の緑※か※主え孟」王いました。

カのイ女ととゲにルわダかtれはま、しιた-=で、一ひきのとなかいと、フツブランド

(iJkfi) rさようなら。」と、みんなはいいました。

森には、盆{!2草の芽が、いっぱいにふいていました。

その森の※中から※、うつくしい馬Lのった、わかいむすめ

Iがさし、て赤‘いぴかびかするぼうしをかぶり、くらにピストルをこちょう
こちらにやってきました

A、B、C、
D、F

D 

A、B、F

C、D

A、B、D

B、C

A、C、D

A、B、C、D

C、D

A、B、D

A、B、C、
D、E

A、D

A、B、C、
D.F 
A、C、D

A 

A.C 

C、F

. '-'-でも旧訳では「字J、新訳では r~とぱJである。
-カイが解放されることについて、旧訳では「体」につ
いてのみの言及だが、新訳では「自由になれる」とい
うのが「体Jだけでなく「心」も含まれている感じ。
旧訳では「様靴も、世界も」と関係性がなく突拍子

なかった部分に、「あたらしいjや「のこらずのJという
要素が入り、なんとなく自然な形になっている。

「キッス」→「せっぷんJ

キスされたカイの「ほおJがどうなったかが全く違う。旧
訳の「美しくな」ったというのは文脈から違和感があ
る
「キッスj→「せっぷん」

ゲニルュアダンのスキがス違でうカtイがどうなったか、新旧で微妙に

「字J→「ことぱ」
「立派にJと「はっきりとJでその文字のイメージが変わ
る

.r日J→「お日さま」

訳.rでおは日ゲさルまのダと光カjはイが、旧行訳くとで輝はきす出ですによ輝ういにて取いれてる、n新

-となかいがゲルダとカイに乳を飲ませるシーンが新
訳でより詳しく書かれている。
「キッス」→「せっぷんJ

-新訳は「草の緑か」となっているがおそらく誤字で、
正しくは「が1であると恩われる

新訳では別れの言葉が改行されて強調されている。

」のむすめが出てくる場所が、旧訳では「森の外j、

新ル訳ダたでちはのf森現の在中坦(全か違らう)よ』とう違にっもて取いれてる、ともするとゲ

-t、



180・14
をゲ引ルっダは張そっのた馬馬をで知あっったてかゐらまでしたす。cそれはゲルダの金の馬車

180・15 そして、」の娘は追剥の娘でした。

181.1 そしてもし北の園が気に入らなかった【な】ら、(略)

181・4
「【もし、】あなたこ【は、世】、界ぶのら果つまきで屋捜のし天に才行主っ主て盆やιるだζけ鍾のあ健な
た【など】のためl
うちが~、と:2t!、主Eり古い位主主~.1ι孟@鐘l喜志4J;J、

弘主]孟=

181・7
け主れ女どともはゲどルう盆ダすはコそ左のか娘との尋頬ねをま軽しくた※の打ちながら※、宝子と

181・9 「あの人達は外園へ行って」孟込孟L左ρ 」と追寺町lの娘が答へ
ました。

181.10 「止&ζ主、烏はどうして。 J(略)

181.11 「孟盆』烏は死んで」茎♀孟」左よ。牝の島民、やもめになっ
て、[民主Q;lJ量「畠い孟~轟音玄つけて、【大へん怨め
しさうに、】泣言牽冨つ工u よ@話主主ti.-【でも、それは】

l話噂だしてけ王主主立L主l。盆こ&ん1，レど鵠はが【あいなnた主がLt-_、】どんな旅をしたか、(略)

181.15 Iそたこ内で、カイとゲルダは、※一人の話※を園虫、:tt工生り蓋し

181.16 「※手っとりばやくさ。※」と追寺町lの娘ti.且L孟」孟ρ

182・2 |そ訪しねてよ、う【とそ約の束娘しはまμした の手を取って、(略)きっと【一人を】

182・4 それから娘は馬を急ti.:tt玉、 e;:.トヰ，知らず出て行きました。

182・5 でも、カイとゲルダとは手をとりあって進ム豆行きました。

182・7 【一人は行けば】行くほど、【段々 】そこらが(略)

182・8 お寺の鐘が聞えて、【一人は尖った】高い塔と、大きな町が
見えて来ました。

182・11 そっこてで、部二人屋はへ、はおいばりまあしさたん。のところへ行って、梯子段をあが

182・13 そこでは何もかも、いつまtと塗つ王l孟~玄盆bJ.主l...t;;

182・14 【大きな】柱時計l孟【、]tJ..ItJ..I..止時存書l|んTS、針民廻って

乏盟孟.l...1;;.o

182・15 立込ζ主【一人Iま】、※いくつもの部屋を通りぬけた時※、自
分蓬がもう大人になってゐることに集がつきました。

183・2 カイとゲルダは、(略)

|ゲ車ルをひダはっIそまっのた馬馬をでしあっってたいかまらしたでoすf。そJれは、ゲルダの金の馬 A 

そして、』のむすめは、丸山のおいはぎのこむすめでした。 A、D

そしてもし、北の国が気にいらなかったら、(略) B 
「おまえさん、ぶらつきゃの庶タで段、たtIL.J.をおやぶんさ A、B、C、
んがよ l占孟岳宜主位i基畠4bいい孟l..t..Jおまえさん D、E
のために、世界のはてまでるさがしにいってやるだけのねうち
が、 I、「がI、広「がの由、Li;」

けがれら※ども、主ゲ手ルと王ダは女、とそはの、あむのすのめ呑のどほうお主をコ、左か企るとくき※きさますLり左なβ 

A、C、F

こ「あむのす人めたがちこはた、え外ま国しへた。いってL孟2立金主。」と、 おいはぎの A、C、D

「主込豆、からすはどうして。 J(略) . C 
「盆昼、からすは死んで」茎21与よ lルわす仇州、I、中lナー A、B、C、
Lぞれでさ、おかみさんがらす主、やもめになって、墨民孟ゑ D、E
a轟主主量「つけて泡、をい工l孟a、!:lい~2工い2!土色ζ、う

わ(略さ)閉話すし怠てるお2くnれEFnあl、こんどは、あれからどんな旅をしたか、

そL玄こLでと、カイとゲルダとは、 tJl;tt).あって:※の」らずの話※を A、C、F

「※そこで、よろし※く、jとち、んむがすらもめんl孟がUらUか室、Lでともa、まあうまくいっ C、D、F
てよかったわ
そして、ふたりの手をとって、(略)きっとたずねようと、やくそく A、B
しました
それから、むすめは馬をι民」玉、ひろい世界三でて行きまし A、C
た
でも、カイとゲルダとは、手をとりあって、盆ゑじ王いきました。 A、C

いくほど、そこらが(略) B 

お寺の鐘がきこえて、 <l3ld:じみの高い塔と、大きな町が見え A、B
てきました。

そこでふたりはへ、やおへばはあいさりまましのた家。の戸口へいって、かいだん D 
をあがって
そこではなにもかも、:ttbJ.ι虫、ま2.2工い茎~ C 

柱どけい'ti.I.力、ソ千ン力、ソ子ン/じ2工、針ti.まわってじ孟」 A、B、C
立。

l土色と、※その戸口をはいるとき※、じぷんたちが、いつ」がも A、B、C、F
うおとなになっていることに気がつきました。

カイとゲルダとは、(略) A 

ゲルダが馬他をに知はっなていい表た現理で由めがず、ら新し訳いで。はoで書か
れている

むすめの話し方はやはり、全体的に旧訳は品のある

感じ、新訳は下品な感じである。「あなた」と「おまえさ
ん」、「天才Jと「おやぷんさん」といった使う単語の逮
いや、言葉遣いの違いが「むすめ」像に大きく影響し

ているといえる

はゲル「さダすはIむってすいめるの。ほどおちらをか、!は日訳誤で訳はかr打ち」、新訳で

-他と同じく昌葉遣いが大きく違う。

!日訳の雌のからすは「大へん怨めしさうに」している
とあるが、新訳では「怨めしい」という要素はなくなり、
ただ「ないてばかりいるjとなっている。

何の話か、表現が違っている。

訳訳のが全「手く違っとっりてばいやるくの」はとは底何本ののこ違といをに指よしるてもしのか。 旧
、るのか

塔についての説明が違っている。新訳では「おなじみ

のより」ともあ一る足の早でく、伝二わ人るが。故郷に戻ってきたことが、旧訳

「おばあさんJ→「おばあさま」

柱どけいの音が、|日訳の方が早く、新訳の方が遅そう
である。新訳ではrJで書かれ、実際に音が鳴っている
かのようである
「自分たちが大人になったことにいつ気付くか」が違つ
ている。 i日訳では「いくつもの部屋をjとあるので家の

と中あでるのの複で数一の瞬移の動タをイ通ミンしグてで、あ新る訳よでうは。rその戸口を」

ひ3r、



183・3 一人はもう、※重苦しい夢のやうな雪の女王のお宮の、寒 ふたりはもう、※あの雪の女王のお城のさむい、がらんとし
い、がらんとした荘厳さを忘れてしまひました。※ た、そうごん;;"'ltL.ぎを、ただぼんやりと、おもくるしい夢のよう

におもっていました。※

183・5 おばあさんは、神さまのうら幼、な日の光を溢正工、「膏曹、 おばあさまは、神さまの、うららかなお日さまの光を盗話盗

もし、嬰聖見書のの如一く節なをら讃ずぱん、天匿に入ることを得じ。 jと、高ら
かに でゐました

がことふを、え「なじん白lじとら、高、もらしか、にお聖さ書なごののーごせとつくをなよらんずでぱい、天まし国たにいる

183・8 そして【すぐに】、 そして、
(3字下)※うつくしきばらはたの」 (-fi空き)
(3字下)イエスのめぐみはさらにたのし。※ (3字下)※ぱらのはなさきではちりぬ
といふ讃美歌の意味存知るこJ'が州爽室u子。 (3字下)おさな子エスやがてあおがん※

(一任空き〉
というさんぴ歌のいみ必、/ご;Þ;óにんオフ~グ辻わかっで安定l
左

183・141;平【そ供れのは二ま、人L】ではち慢ゃ櫨をうどかこ夏そけ大でてしゐ持たまEし暖つたし討の¥ 重や出叩品A夏供で叫した。却すは
正ι直2L!?工はふこたどりもはの、主か主ら主だ、こぞそご大/ごきこくしなをっ剖てTも!、ていやまはしりたこど。もで、

183・16 でしたE 暖L (atfiJちょうど夏でしt=..."あたたか~\みめぐみあふれあ夏で
した。

A、D、F

A、C、D

A、B、C、F

A、C

A、B、C

「雪の女王のお械の景色」について一人は、旧訳で
はすでlゴ忘れてしま」い、新訳では「おもくるしい夢の
ようにおもってjいる。「おもくるしい夢のよう」という部

分のかか.文る脈語とのし違ていはな新の訳での、方どちがら自か然がで誤あ訳ろだう。と思わ
れるが
「日」→「お日さま」

-讃美歌の書き方は先のものと向じ。
-讃美歌の意味について、旧訳では「知ることが出
来」た、新訳では「はっきりとわかってき」たとあり、「知
る」のと「わかる」ので微妙lこニュアンスが違う。

「どんな夏か」が違っている。新訳の「みめぐみあふれ
るJはキリスト教的であるが、原本では宗教用語が使
われているのだる玉虫~

σ3 r、
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戦
後
の
虫
に
関
す
る
作
品
か
ら
見
た
死
生
観

は
じ
め
に

「
尾
崎
一
雄
研
究
|
|
戦
後
の
虫
に
関
す
る
作
品
か
ら
見
た
死
生
観
(
上
)
」

で
は
、
一
雄
の
私
小
説
に
お
け
る
技
法
と
思
想
、
戦
争
観
を
探
り
、
そ
の
後
戦

前
と
戦
後
に
書
か
れ
た
虫
作
品
三
作
を
検
証
し
た
。

虫
の
描
写
が
妹
の
生
死
を
考
え
る
入
口
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
妹
の
死
に

対
し
て
「
何
物
か
へ
の
憤
り
」
を
感
じ
る
「
私
」
の
姿
が
見
え
た
戦
前
の
『
二

月
の
蜜
蜂
』
。
「
私
」
の
敗
戦
に
対
す
る
「
感
傷
的
」
な
思
い
か
ら
「
憤
り
」
、
「
腹

立
た
し
さ
」
を
感
じ
ぬ
ま
ま
虫
の
世
界
へ
入
り
込
む
『
畑
に
ゐ
る
轟
』
。
そ
し
て

「
感
傷
的
」
な
思
い
が
消
え
、
小
さ
な
虫
達
を
「
私
」
の
「
仲
間
」
と
み
な
す

『
こ
ほ
ろ
ぎ
』
。
以
上
三
作
品
と
時
代
背
景
を
比
較
し
た
結
果
、
一
雄
が
敗
戦
と

病
気
を
同
時
期
に
体
験
し
た
こ
と
が
、
?
」
ほ
ろ
ぎ
』
で
「
私
」
が
死
で
な
く
生

を
見
る
姿
勢
を
も
た
ら
し
、
肯
定
的
な
「
諦
念
」
を
生
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
た
。

今
回
は
そ
の
結
果
を
受
け
、
『
こ
ほ
ろ
ぎ
』
の
次
に
発
表
さ
れ
た
虫
作
品
、
『
虫

の
い
ろ
い
ろ
』
と
『
冬
眠
居
閑
談
』
の
虫
と
死
生
観
の
描
写
に
注
目
し
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
敗
戦
か
ら
さ
ら
に
時
間
が
経
ち
、
作
品
内
の
「
私
」
に
ど
の
よ

(
下
)
|
|
|

士
口

遥

田

う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

虫
の
い
ろ
い
ろ

『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
は
一
九
四
八
年
(
昭
和
二
三
)
一
月
「
新
潮
」
に
発
表

さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
晩
秋
の
あ
る
日
、
レ
コ
ー
ド
か
ら
「
チ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ

ゼ
ン
」
が
流
れ
る
と
、
す
る
す
る
と
蜘
妹
が
出
て
来
て
弾
み
の
つ
い
た
格
好
で

壁
面
を
歩
き
始
め
た
。
「
私
」
は
そ
ん
な
蜘
株
の
踊
り
を
見
て
呆
れ
つ
つ
も
可
笑

し
く
感
じ
る
。
そ
し
て
以
前
あ
る
期
間
蜘
昧
を
閉
じ
込
め
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

あ
る
日
便
所
の
窓
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
蜘
昧
を
見
た
「
私
」
は
彼
の
行
く
末
を

見
届
け
よ
う
と
硝
子
戸
を
閉
め
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の

記
憶
を
思
い
起
こ
し
、
「
私
」
は
二
人
三
脚
を
つ
づ
け
て
き
た
「
死
」
と
い
う
も

の
に
つ
い
て
考
え
る
。
さ
ら
に
蚤
や
蜂
の
話
を
聞
き
そ
こ
か
ら
宇
宙
席
次
や
、

時
間
と
空
間
で
わ
れ
わ
れ
が
ど
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
思
考
す

る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
作
品
は
『
こ
ほ
ろ
ぎ
』
と
同
じ
く
当
時
の
社
会
状
況
は
描
か
れ
て
い
な

い
。
当
時
の
一
雄
に
つ
い
て
永
淵
道
彦
氏
は
、
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
の
「
後
記
」

AA 

ウ
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で
一
雄
が
、
「
私
は
十
九
年
秋
郷
里
に
退
き
、
療
養
生
活
に
入
っ
た
。
二
十
二
年
、

二
十
三
年
と
い
ふ
頃
は
、
病
状
が
思
は
し
く
な
く
、
あ
る
ひ
は
、
と
懸
念
さ
れ

た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
さ
う
い
ふ
中
で
、
二
十
二
年
四
月
、
母
を
う
し
な
っ
た
。

自
然
仕
事
も
は
か
ど
ら
ず
」
と
書
い
て
い
る
と
指
摘
し
、
一
雄
が
「
死
を
傍
ら
」

に
い
る
状
態
だ
っ
た
一
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
で
は
そ
う
い
っ
た
状
況
が
虫
の
描
写
と
並
列
し

て
書
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
冒
頭
の
六
六
貢
で
は
ご
日
の
大
半
を
横
に
な
っ
て
、

珍
し
く
も
な
い
八
畳
の
、
ニ
三
カ
所
雨
の
し
み
あ
る
天
井
を
、
ま
じ
ま
じ
と
眺

め
て
い
る
時
聞
が
多
い
こ
の
頃
」
と
あ
り
、
「
私
」
が
病
気
で
あ
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
横
に
な
っ
て
い
る
「
私
」
の
視
線
の
中
に
蜘
妹
が
現

れ
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
り
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
た
「
私
」
は
呆
れ
つ

つ
も
可
笑
し
く
思
い
、
疑
わ
し
い
目
つ
き
で
注
視
す
る
。
そ
し
て
曲
が
終
わ
っ

た
と
同
時
に
少
し
照
れ
な
が
ら
逃
げ
だ
し
た
蜘
昧
に
「
私
」
は
「
油
断
が
な
ら

な
い
ぞ
」
と
い
う
感
じ
を
う
け
る
。
永
淵
氏
は
こ
の
一
番
目
に
描
か
れ
る
蜘
妹

の
様
子
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

人
間
で
あ
る
「
私
」
に
と
っ
て
毒
蜘
昧
で
も
な
い
こ
の
蜘
妹
は
、
物
理

的
に
「
油
断
が
な
ら
な
い
ぞ
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
と
い
う
こ

と
は
、
精
神
的
な
こ
と
で
の
「
油
断
が
な
ら
な
い
ぞ
」
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
重
要
な
記
述
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
で
あ
る

主
人
公
「
私
」
と
虫
で
あ
る
蜘
妹
と
が
「
生
あ
る
も
の
」
と
し
て
「
油
断

が
な
ら
な
い
ぞ
」
と
い
う
対
等
に
対
峠
す
る
関
係
の
視
点
を
作
中
に
設
定

し
た
記
述
で
あ
り
、
作
品
に
と
っ
て
重
要
な
視
点
と
な
る
か
ら
で
あ
る
一

永
淵
氏
は
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
の
作
品
構
成
に
お
い
て

一
番
目
に
描
か
れ

る
蜘
昧
の
様
子
は
作
品
を
形
作
る
た
め
に
不
可
欠
な
描
写
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
蜘
昧
の
描
写
を
皮
き
り
に
こ
の
作
品
で
は
虫
と
「
私
」
に
関
す
る
記
述
が

続
く
。
そ
こ
で
「
私
」
と
虫
が
「
生
あ
る
も
の
」
と
し
て
対
等
で
あ
る
と
い
う

指
摘
に
沿
い
、
一
雄
が
観
察
者
で
あ
る
「
私
」
と
観
察
対
象
で
あ
る
虫
を
ど
う

扱
っ
て
い
る
か
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
に
出
て
く
る
虫
は
三
匹
の
蜘
妹
、
蚤
、
蜂
、
蝿
で
あ
る
。

そ
の
全
て
の
描
写
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
「
私
」
が
虫
の
立
場
に
立
っ
て
そ
の

虫
の
行
動
を
描
い
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
夏
に
空
き
瓶
の
セ
ン
を
と
る
と
、

そ
こ
か
ら
蜘
昧
が
走
り
出
る
。
そ
れ
を
見
た
「
私
」
は
蜘
昧
の
身
に
何
が
起
こ

っ
た
の
か
を
考
え
る
。
以
下
は
そ
の
本
文
で
あ
る
。

出
口
を
ふ
さ
が
れ
た
彼
は
、
多
分
初
め
は
何
と
も
思
わ
な
か
っ
た
ろ
う
。

や
が
て
何
日
か
経
ち
、
空
腹
を
感
じ
、
餌
を
捜
す
気
に
な
っ
て
、
そ
こ
で

自
分
の
陥
っ
て
い
る
状
態
の
ど
ん
な
も
の
か
を
さ
と
っ
た
だ
ろ
う
。
あ
ら

ゆ
る
努
力
が
、
彼
の
脱
走
の
不
可
能
を
知
ら
し
め
た
。
や
が
て
彼
は
、
じ

た
ば
た
す
る
の
を
止
め
た
。
彼
は
唯
、
凝
っ
と
、
機
械
の
来
る
の
を
待
っ

た
。
そ
し
て
半
年
|
|
。
私
が
セ
ン
を
と
っ
た
時
、
蜘
妹
は
、
実
際
に
、

間
髪
を
容
れ
ず
、
と
い
う
素
速
さ
で
脱
出
し
た
。
そ
れ
は
、
ス
タ
ー
ト
・

ラ
イ
ン
で
号
砲
を
待
つ
者
の
み
が
有
つ
素
速
さ
だ
っ
た
。

戸同
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こ
こ
で
は
閉
じ
込
め
ら
れ
た
際
の
様
子
を
「
私
」
が
事
細
か
に
想
像
し
て
い

る
。
ま
た
そ
の
後
、
蚤
の
曲
芸
の
仕
込
み
方
に
つ
い
て
も
「
私
」
は
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

蚤
を
つ
か
ま
え
て
、
小
さ
な
丸
い
硝
子
玉
に
入
れ
る
。
彼
は
得
意
の
脚



で
跳
ね
廻
る
。
だ
が
、
周
囲
は
鉄
壁
、
だ
。
散
々
跳
ね
た
末
、
も
し
か
し
た

ら
跳
ね
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
っ
て
い
た
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
つ
く
。

試
し
に
ま
た
一
つ
跳
ね
て
み
る
。
や
っ
ぱ
り
無
駄
だ
、
彼
は
諦
め
て
音
な

し
く
な
る
。
す
る
と
、
仕
込
手
で
あ
る
人
聞
が
、
外
か
ら
彼
を
脅
か
す
。

本
能
的
に
彼
は
跳
ね
る
。
駄
目
だ
、
逃
げ
ら
れ
な
い
。
人
聞
が
ま
た
脅
か

す
、
跳
ね
る
、
無
駄
だ
と
い
う
蚤
の
自
覚
。

蜘
昧
の
場
合
も
蚤
の
場
合
も
、
見
た
わ
け
で
も
な
い
虫
の
過
去
や
様
子
を
鮮

明
に
描
写
し
て
い
る
。
こ
れ
は
永
淵
氏
が
指
摘
し
た
「
生
あ
る
も
の
」
と
し
て

「
私
」
が
虫
と
対
等
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「
私
」
は
虫
の
努
力
や
絶
望
を
理
解
で

き
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
そ
の
関
係
性
が
さ
ら
に
明
確
に
な
る
文
が
あ
る
。
あ

る
朝
「
私
」
が
窓
の
二
枚
の
硝
子
戸
の
聞
に
蜘
昧
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
の

を
発
見
す
る
場
面
で
あ
る
。
本
文
は
以
下
の
よ
う
に
続
く
。

一
枚
の
硝
子
に
へ
ば
り
つ
い
て
わ
た
蜘
昧
は
、
二
枚
の
硝
子
戸
が
重
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幽
閉
さ
れ
た
の
だ
。
足
か
ら
足
三
寸
ほ
ど
の
、
八
畳

に
い
る
の
と
同
種
類
の
奴
だ
っ
た
。
硝
子
と
硝
子
の
聞
に
は
彼
の
身
体
を

圧
迫
せ
ぬ
だ
け
の
余
裕
が
あ
っ
て
も
、
重
な
っ
た
戸
の
ワ
ク
は
彼
の
脱
出

を
許
す
べ
き
空
隙
を
持
た
な
い
。
(
略
)
今
度
は
一
つ
、
彼
の
行
末
を
見
届

け
て
や
ろ
う
、
そ
ん
な
気
を
起
し
た
。

空
瓶
中
の
蜘
妹
は
、
約
半
年
間
何
も
喰
わ
ず
、
組
雑
な
木
の
セ
ン
の
、

極
め
て
僅
か
な
空
隙
か
ら
す
る
換
気
に
よ
っ
て
、
生
き
て
い
た
。
今
度
の

は
、
丸
々
と
肥
え
た
、
一
層
大
き
な
奴
だ
、
こ
い
つ
と
の
根
気
比
べ
は
長

い
ぞ
、
と
思
っ
た
。

「
今
度
は
一
つ
、
彼
の
行
末
を
見
届
け
て
や
ろ
う
、
そ
ん
な
気
を
起
し
た
。
」

と
い
う
台
調
に
注
目
し
た
い
。
『
こ
ほ
ろ
ぎ
』
で
「
私
」
は
小
さ
く
弱
い
虫
た
ち

を
「
仲
間
」
だ
と
断
言
し
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
私
」
は
意
図
し
て
虫

た
ち
を
救
う
事
は
し
な
い
。
む
し
ろ
彼
ら
を
自
分
の
見
え
る
範
囲
に
置
い
て
観

察
す
る
と
い
う
行
動
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
も
そ
れ
は
同
様
だ
。

し
か
し
こ
こ
で
は
「
仲
間
」
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
蜘
妹
が
ど
う
生
き
る
か

を
知
る
た
め
の
「
私
」
の
観
察
対
象
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
こ
の
蜘
昧
が
以
前
瓶
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
蜘
昧
よ
り
も
「
丸
々
と
肥
え

た
、
一
層
大
き
な
奴
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
八
畳
の
部
屋
に
現
れ
「
私
」

に
「
油
断
が
な
ら
な
い
ぞ
」
と
思
わ
せ
た
ニ
三
匹
の
蜘
妹
と
同
種
類
の
や
つ
で

あ
っ
た
こ
と
が
理
由
に
上
げ
ら
れ
る
だ
ろ
ヨ
。

蜘
昧
の
力
を
測
り
き
れ
ず
「
油
断
が
な
ら
な
い
」
か
ら
こ
そ
「
私
」
は
、
観

察
者
と
し
て
「
彼
」
が
ど
こ
ま
で
や
れ
る
の
か
、
そ
し
て
生
き
抜
く
の
か
を
見

た
か
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
「
根
気
比
べ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
現
れ
る
。

「
私
」
が
こ
い
つ
を
逃
が
し
て
し
ま
う
の
が
先
か
、
蜘
妹
が
死
ぬ
の
が
先
か
、

そ
れ
を
「
根
気
比
べ
」
し
て
い
た
の
だ
。
こ
の
蜘
昧
と
「
私
」
の
根
く
ら
べ
に

つ
い
て
、
石
原
千
秋
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
私
」
は
そ
こ
で
蜘
妹
の
身
の
処
し
方
(
?
)
と
死
と
い

う
も
の
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
自
分
と
を
重
ね
て
考
え
る
わ
け
だ
。
(
中
略
)

そ
の
「
い
や
に
横
風
な
つ
ら
」
を
し
た
「
死
」
を
蜘
妹
の
形
に
変
え
て
、

「
根
く
ら
べ
」
を
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
三

石
原
氏
は
「
私
」
が
、
死
を
前
に
行
動
す
る
蜘
妹
を
、
同
じ
よ
う
に
死
と
共



に
歩
ん
だ
自
分
と
重
ね
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
見
「
私
」
対

虫
の
関
係
性
が
現
れ
る
「
根
気
比
べ
」
も
、
こ
こ
で
は
死
を
前
に
し
た
「
根
気

比
べ
」
で
あ
る
為
、
「
私
」
と
蜘
妹
が
対
等
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
蜘
妹
と
「
私
」
の
関
係
性
を
見
る
だ
け
で
も
、
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』

で
は
、
全
体
と
し
て
人
間
で
あ
る
は
ず
の
「
私
」
は
人
間
の
世
界
に
い
な
い
こ

と
が
分
か
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
同
時
代
評
で
も
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
手
塚
富
雄
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
虫
の
い
ろ
い
ろ
」
で
は
、
わ
れ
わ
れ
を
打
つ
或
る
鮮
烈
な
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
が
新
し
く
わ
れ
わ
れ
の
前
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
書
か
れ
て
あ
る
事
の
背
景
で
あ
る
戦
時
動
乱
は
、
万
人
が
そ
の
な

か
に
浮
遊
し
て
い
る
常
識
の
世
界
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
ふ
と
聞
き
と
ら

れ
た
虫
の
声
の
世
界
が
、
そ
の
常
識
を
破
っ
て
開
い
た
作
者
自
身
の
世
界

で
あ
る
。
そ
れ
が
筆
者
の
意
味
す
る
新
し
い
精
神
空
間
で
あ
る
。
凶

さ
ら
に
佐
伯
彰
一
氏
も
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

名
作
「
虫
の
い
ろ
い
ろ
」
い
ら
い
、
こ
の
作
家
の
主
題
は
、
人
間
関
係

そ
の
も
の
よ
り
、
自
然
と
人
問
、
自
然
の
中
の
人
間
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

(
略
)
氏
の
基
準
は
、
人
間
で
は
な
く
て
、
自
然
で
あ
る
。
五

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
に
お
い
て
「
私
」
は
虫
達
と
同
じ
世
界

に
お
り
、
対
等
の
立
場
で
以
て
観
察
者
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
証
拠
と
し
て
、
虫
の
世
界
に
い
る
「
私
」
は
人
間
の
世
界
に
い
る
家
族
と

は
明
ら
か
な
距
離
が
見
え
る
の
だ
。
蜘
昧
と
「
私
」
が
「
根
気
比
べ
」
を
し
て

い
る
際
も
妻
は
「
可
哀
そ
う
に
」
や
「
さ
あ
」
と
い
い
興
味
な
い
様
子
を
見
せ
、

ま
た
作
品
の
最
後
に
、
「
私
」
が
お
で
こ
で
蝿
を
捕
ま
え
た
こ
と
を
「
空
前
絶
後

の
事
件
」
だ
と
自
慢
す
る
が
、
家
族
は
そ
れ
を
見
て
「
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
い
」
、
「
私
」

は
不
機
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
も
「
私
」
と
家
族
の
聞
に
距
離
が
見
ら

れ
、
人
間
の
世
界
と
は
離
れ
た
所
に
い
る
「
私
」
の
姿
が
見
え
る
。

ま
た
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
私
」
は
虫
達
と
同
じ
世
界
に
お
り
対
等
で
あ

る
が
、
作
者
で
あ
る
一
雄
は
虫
の
世
界
に
は
い
な
い
こ
と
だ
。
虫
の
世
界
は
一

雄
に
と
っ
て
手
塚
氏
の
述
べ
る
「
作
者
自
身
の
世
界
」
そ
の
も
の
で
な
く
、
佐

伯
氏
の
い
う
「
基
準
」
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
作
品

も
同
様
で
、
一
雄
が
虫
の
み
で
な
く
そ
こ
で
社
会
や
家
族
の
こ
と
な
ど
も
話
に

交
え
る
こ
と
か
ら
周
知
の
事
実
だ
が
、
こ
の
一
雄
の
役
割
こ
そ
が
『
虫
の
い
ろ

い
ろ
』
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
言
え
る
。

そ
の
役
割
が
見
え
る
の
は
、
七
四
貫
の
長
女
と
「
私
」
が
宇
宙
に
つ
い
て
話

す
シ

l
ン
だ
ろ
う
。
長
女
の
「
宇
宙
は
有
限
か
、
無
限
か
」
と
い
う
質
問
に
対

し
て
「
私
」
が
宇
宙
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る
以
下
の
場
面
だ
。

円
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「
単
位
の
置
き
ど
こ
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
有
限
な
ら
、
い

く
ら
零
の
数
が
多
く
た
っ
て
、
人
間
の
頭
の
中
に
入
る
よ
。
と
こ
ろ
が
、

無
限
と
な
る
と
:
:
:
」
神
、
と
い
う
言
葉
が
そ
こ
へ
浮
ん
だ
の
で
、
ふ
と

私
は
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。

-

1

1

時
間
と
空
間
の
、
わ
れ
わ
れ
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
ひ
っ
か
か
っ
て

い
る
の
だ
。
そ
い
つ
を
わ
れ
わ
れ
は
自
分
自
身
で
知
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
出
来
な
い
の
か
。
知
っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
で
な
く
な
る
の

か
。
蜘
株
や
蚤
や
何
と
か
蜂
の
場
合
を
考
え
る
。



私
が
蜘
昧
や
蚤
や
蜂
を
観
る
よ
う
に
、
ど
こ
か
か
ら
私
の
一
挙
一
動
を

見
て
い
る
奴
が
あ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
更
に
ま
た
、
私
が
蜘
妹
を
閉
じ

込
め
、
逃
が
し
た
よ
う
に
、
私
の
あ
ら
ゆ
る
考
え
と
行
動
と
を
規
制
し
て

い
る
奴
が
あ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
(
略
)
そ
う
い
う
奴
が
元
来
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
が
つ
く
る
の
か
、
更
に
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
が
成
る

の
か
、
|
|
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
は
な
い
。

宇
宙
に
思
い
を
馳
せ
た
「
私
」
は
す
ぐ
に
虫
の
世
界
へ
と
意
識
を
戻
す
。
何

故
、
宇
宙
と
い
う
広
大
な
存
在
か
ら
急
に
虫
へ
と
意
識
を
移
し
た
の
か
。
宇
宙

と
虫
に
つ
い
て
一
雄
は
「
秋
の
色
」
(
「
朝
日
新
聞
」
一
九
五
四
年
(
昭
和
二
九
)
、

九
月
五
日
)
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

あ
る
星
地
球
か
ら
何
億
光
年
も
離
れ
て
居
り
、
そ
の
星
が
た
だ
今
消
滅

し
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
地
球
の
我
々
に
判
る
の
は
、
何
億
年
先
の

こ
と
|
|
逆
に
い
へ
ば
、
何
億
年
前
に
消
滅
し
た
星
の
発
し
た
光
り
が
、

依
然
と
し
て
地
球
に
向
っ
て
走
り
つ
づ
け
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
や
う
な
こ
と

を
思
へ
ば
、
一
と
夏
の
命
と
、
五
十
年
の
命
と
、
な
に
ほ
ど
の
違
ひ
が
あ

ら
う
、
な
ど
と
考
へ
ら
れ
る
。
ま
っ
た
く
人
生
朝
露
の
如
し
、
だ
が
、
そ

れ
だ
け
に
貴
重
だ
と
は
思
ふ
。

こ
こ
か
ら
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
に
は
は
っ
き
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
一
雄
の

意
識
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
先
行
研
究
で
も
永
淵
氏
が
「
宇
宙
規
模
か
ら
す

れ
ば
、
人
間
と
虫
た
ち
と
の
大
小
な
ど
『
単
位
の
置
き
ど
こ
ろ
』
で
ど
う
に
で

も
な
る
も
の
だ
と
。
」
六
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
「
単
位
」
と
い
う
視
点
か
ら
、

一
雄
は
宇
宙
の
広
大
さ
と
比
較
す
れ
ば
虫
も
人
間
も
何
ら
変
わ
り
な
い
と
い
う

意
識
の
元
、
宇
宙
か
ら
虫
へ
と
話
を
移
動
さ
せ
て
い
る
の
だ
。

つ
ま
り
こ
の
虫
へ
の
話
の
移
動
は
、
一
雄
に
と
っ
て
人
間
の
存
在
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
に
も
な
る
重
要
な
手
段
と
言
え
る
。
何
故
な
ら
、
一
雄
は
「
わ
が

小
説
」
で
も
味
つ
け
的
な
考
え
だ
と
述
べ
た
上
で
「
人
間
は
時
折
に
応
じ
て
自

己
を
極
大
に
も
極
小
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
て
、
そ
れ
が
わ
づ
か
に
救
ひ
に
な

っ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
で
は
ま
さ
に
そ
れ
が
宇
宙
と

虫
と
い
う
存
在
に
当
て
は
ま
る
か
ら
だ
。
極
大
に
も
極
小
に
も
見
る
こ
と
が
救

い
に
な
る
と
い
う
考
え
が
、
宇
宙
と
虫
へ
の
視
点
の
変
化
か
ら
人
間
に
つ
い
て

考
え
る
と
い
う
流
れ
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
含
め
、
以
上
の
こ
と
を
図
一
に
整
理
す
る
と
「
私
」
と
一
雄
の

存
在
や
役
割
の
違
い
が
見
え
て
く
る
。
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
で
は
「
私
」
は
虫
の

世
界
の
存
在
で
あ
る
が
、
作
者
で
あ
る
一
雄
は
「
私
」
が
い
る
虫
の
世
界
と
、

家
族
が
い
る
人
間
の
世
界
の
ど
ち
ら
に
も
所
属
し
そ
の
二
つ
の
世
界
を
繋
ぐ
存
'

在
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
雄
が
宇
宙
へ
と
話
を
持
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
虫
と

人
間
の
存
在
が
同
じ
枠
の
中
に
対
等
な
存
在
と
し
て
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
て

い
る
。
こ
の
作
品
に
至
つ
て
は
、
ま
さ
に
虫
の
世
界
に
い
る
「
私
」
が
人
間
と

対
等
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
こ
と
で
救
わ
れ
る
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
こ

の
部
分
が
心
境
小
説
に
お
け
る
意
図
的
な
作
為
が
見
え
る
点
で
あ
る
。

次
に
、
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
に
書
か
れ
て
い
る
死
生
観
を
見
て
い
き
た
い
。
こ

の
作
品
内
で
は
死
に
対
す
る
「
私
」
の
気
持
ち
が
以
下
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と

書
か
れ
て
い
る
。

。。
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私
が
こ
の
世
に
生
れ
た
そ
の
時
か
ら
、
私
と
組
ん
で
二
人
三
脚
を
つ
づ

け
て
来
た
「
死
」
と
い
う
奴
、
た
の
ん
だ
わ
け
で
も
な
い
の
に
四
十
八
年



問
、
黙
っ
て
私
と
一
緒
に
歩
い
て
来
た
死
と
い
う
も
の
、
そ
い
つ
の
相
貌

が
こ
の
頃
何
か
し
き
り
と
気
に
か
か
る
。
ど
う
も
何
だ
か
、
い
や
に
横
風

な
つ
ら
を
し
て
い
る
の
だ
。
そ
ん
な
飛
ん
で
も
な
い
奴
と
、
元
来
自
分
は

道
づ
れ
だ
っ
た
の
だ
、
と
身
に
し
み
て
気
づ
い
た
の
は
、
は
た
ち
一
寸
前

だ
っ
た
ろ
う
。
つ
ま
り
生
を
意
識
し
始
め
た
わ
け
だ
が
、
ふ
つ
う
と
く
ら

べ
る
と
遅
い
に
違
い
な
い
。
の
ん
び
り
し
て
い
た
の
だ
。

こ
こ
で
死
を
「
奴
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
る
。
死
を
「
奴
」
と

呼
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
高
橋
宏
宣
氏
は
蜘
妹
と
同
じ
呼
び
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
死
と
い
う
出
来
事
を
自
然
界
の
他
の
事
象
と
同
列
に
扱
い
、
特
別
な
感
情
を

も
っ
て
関
わ
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
七
ム
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
「
私
」
と
虫
の
関
係
を
見
て
来
て
、
「
私
」
が
虫
に
特
別
な
感
情
を
持

た
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
『
こ
ほ
ろ
ぎ
』
で
は
虫
を
「
仲
間
」
と
し
、
『
虫
の

い
ろ
い
ろ
』
で
は
同
じ
立
場
と
し
て
注
意
深
く
観
察
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
「
私
」
と
虫
は
特
別
な
関
係
で
あ
っ
た
と
言
い
切
れ
る
。

そ
れ
で
は
そ
の
上
で
「
私
」
が
死
を
「
奴
」
と
し
た
こ
と
に
は
ど
ん
な
意
図

が
あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
二
三
、
四
歳
の
頃
病
気
か
ら
な
ん
と
か
立
ち
直
っ
た
際
、

「
私
」
は
死
を
「
く
み
し
易
し
」
と
考
え
た
。
し
か
し
四
八
歳
の
今
、
「
二
人
三

脚
を
つ
づ
け
て
来
た
「
死
」
」
が
何
か
し
ら
気
に
な
り
、
「
ど
う
も
何
だ
か
、
い

や
に
横
風
な
つ
ら
を
し
て
い
る
の
だ
。
そ
ん
な
飛
ん
で
も
な
い
奴
と
、
元
来
自

分
は
道
づ
れ
だ
っ
た
の
だ
」
と
気
付
く
。
こ
こ
で
「
私
」
に
と
っ
て
「
死
」
が

と
て
も
身
近
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
印
象
が
変
化
し
た
こ
と
に
驚
い
て
い

る
。
こ
の
反
応
は
大
小
こ
そ
あ
れ
、
「
私
」
の
蜘
昧
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
と
同
じ

で
あ
る
。
つ
ま
り
「
私
」
に
と
っ
て
「
死
」
も
虫
も
身
近
な
存
在
で
あ
り
な
が

ら
、
「
油
断
が
な
ら
な
い
」
点
を
持
ち
得
て
い
る
と
い
う
点
で
「
奴
」
と
言
っ
て

い
る
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
「
奴
」
、

の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

つ
ま
り
死
に
つ
い
て
作
中
で
「
私
」
は
以
下

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
っ
ち
は
彼
奴
の
行
く
と
こ
ろ
へ
ど
う
し
て
も
つ
い

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
じ
た
ば
た
し
よ
う
と
し
ま
い
と
閉
じ
l

l
こ
の

こ
と
は
分
明
だ
。
残
る
と
こ
ろ
は
時
間
の
問
題
だ
。
時
間
と
空
間
か
ら
脱

出
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
努
力
、
神
で
も
絶
対
で
も
ワ
ラ
で
も
、
手
当
り

次
第
掴
も
う
と
す
る
努
力
、
こ
れ
ほ
ど
切
実
で
物
悲
し
い
も
の
が
あ
ろ
う

か
。
一
念
万
年
、
個
中
全
、
何
と
で
も
云
う
が
い
い
が
、
観
念
の
殿
堂
に

過
ぎ
な
か
ろ
う
。
何
故
諦
め
な
い
の
か
、
諦
め
て
は
い
け
な
い
の
か
。
だ

が
し
か
し
、
諦
め
き
れ
ぬ
人
聞
が
、
次
か
ら
次
へ
と
積
み
上
げ
た
空
中
楼

閣
の
、
何
と
壮
大
な
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
何
と
微
細
セ
ン
巧
を

極
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。

-79-

「
私
」
は
「
死
」
に
対
す
る
行
動
と
し
て
、
「
じ
た
ば
た
し
よ
う
と
し
ま
い
と

同
じ
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
時
間
や
空
間
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
神
な
ど
に

頼
る
努
力
を
「
切
実
で
物
悲
し
い
」
と
述
べ
な
が
ら
も
諦
め
な
い
人
聞
が
積
み

上
げ
た
「
空
中
楼
閣
」
を
誉
め
て
い
る
。
こ
の
「
私
」
の
行
動
に
つ
い
て
高
橋

英
夫
氏
は
「
判
断
停
止
」
八
、
浅
見
氏
は
「
諦
念
」
と
「
思
考
上
の
抵
抗
」
九
と

指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
雄
自
身
は
こ
の
作
品
か
ら
一
五
年
後
、
「
生
き
る
」

(
「
毎
日
新
聞
(
夕
刊
ご
一
九
六
三
年
(
昭
和
三
八
)
一
月
七
日
)
と
い
う
随

筆
で
人
間
の
運
命
に
つ
い
て
面
白
さ
を
指
摘
し
、
自
分
を
生
か
し
死
な
す
力
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
「
人
間
の
さ
か
し
ら
だ
け
に
は
、
な
か
な
か
な
じ
め
な
か

っ
た
が
、
今
で
は
そ
れ
も
面
白
い
と
思
へ
て
き
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
文
に
あ
る
「
面
白
さ
」
は
ま
だ
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
で
は
伺
う
こ
と
が
で



き
な
い
。
お
そ
ら
く
四
八
歳
の
一
雄
は
、
ま
だ
「
人
間
の
さ
か
し
ら
」
に
は
な

じ
め
な
い
状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
死
」
の
前
に
ど
う
い
う
ス
タ
ン
ス
を
取
る

か
判
断
を
し
か
ね
て
い
た
。

さ
ら
に
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
で
は
蜘
昧
と
死
の
他
に
も
う
一
つ
の
「
奴
」
が

存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
一
雄
が
宇
宙
に
意
識
を
移
し
た
際
存
在
を
認
識
し
た
「
私

の
一
挙
一
動
を
見
て
い
る
奴
」
だ
。
こ
れ
は
『
二
月
の
蜜
蜂
』
で
出
て
き
た
「
何

者
か
」
と
同
様
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
「
私
」
は
そ
の
「
何
者

か
」
を
「
奴
」
と
呼
び
、
身
近
な
存
在
に
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
憤
り
は
一
切

見
せ
ず
、
そ
の
存
在
が
あ
っ
た
ら
自
分
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
と
い
う
所
ま

で
思
考
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
作
品
と
前
作
品
を
比
べ
た
上
で
一
番
大

き
な
変
化
と
言
え
る
。
ま
た
そ
の
存
在
を
一
雄
は
最
後
ま
で
明
か
せ
な
い
。
神

で
あ
る
こ
と
も
否
定
す
る
。

し
か
し
、
『
二
月
の
蜜
蜂
』
で
現
れ
た
「
何
者
か
」
を
拒
否
す
る
の
で
は
な
く

ど
う
い
う
ス
タ
ン
ス
で
い
る
べ
き
か
を
思
考
す
る
「
私
」
の
姿
勢
か
ら
は
、
一

雄
自
身
が
「
気
持
の
、
一
つ
の
ピ

i
ク
を
な
す
も
の
」
一
O
と
言
っ
た
点
が
見
え

る。

冬
眠
居
閑
談

『
冬
眠
居
閑
談
』
は
一
九
五

O
年
(
昭
和
二
五
)
八
月
の
「
展
望
」
に
発
表

さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
主
人
公
で
あ
る
「
私
」
は
季
節
ご
と
に
姿
を
現
す
虫
や

草
木
、
そ
し
て
人
々
を
観
察
し
な
が
ら
生
命
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る
。
十
五

夜
の
宵
に
近
所
の
家
の
人
々
が
シ
オ
ン
を
貰
い
に
や
っ
て
来
る
が
、
亡
く
な
っ

た
人
が
い
る
場
合
は
嫁
が
代
わ
り
に
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
Y

女
の
鶏
が
産
児
制
限
を
考
え
る
程
生
む
卵
の
量
が
多
い
一
方
で
、
大
事
に
し
て

い
た
豚
の
子
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。
さ
ら
に
は
S
の
細
君
が
自
分
の
子

供
を
抜
け
目
の
な
い
悪
ら
つ
な
人
間
に
育
て
た
い
と
言
い
だ
す
こ
と
。
そ
の
一

つ
一
つ
に
「
私
」
は
驚
き
や
お
か
し
さ
な
ど
様
々
な
感
情
を
見
せ
る
。
そ
う
し

て
世
間
は
冬
に
な
り
、
「
私
」
は
家
に
訪
れ
た
客
に
自
分
は
こ
れ
か
ら
冬
眠
を
す

る
の
だ
と
告
げ
る
。

こ
の
作
品
は
六
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
虫
が
ど
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に
い

る
か
を
知
る
為
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

章

秋
に
な
る
と
他
の
植
物
な
ど
と
違
い
フ
キ
と
シ
オ
ン
は
勢
を
も
り
返
す
。

十
五
夜
に
は
そ
の
シ
オ
ン
を
も
ら
い
に
毎
年
決
ま
っ
た
近
所
の
家
々
が

「
私
」
の
家
に
や
っ
て
く
る
。
「
私
」
の
見
知
ら
ぬ
人
が
多
い
。
常
連
だ

っ
た
顔
な
じ
み
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

Y
女
と
妻
の
会
話
。

Y
女
の
鶏
は
卵
を
産
み
す
ぎ
る
。
産
児
制
限
を
鶏

に
や
る
か
と
話
す
が
、
制
限
を
か
け
る
の
が
遅
く
鶏
は
妊
娠
し
て
い
た
。

S
の
細
君
は
子
供
を
抜
け
目
の
な
い
悪
ら
つ
な
人
間
に
育
て
上
げ
た
い
。

「
私
」
は
時
世
の
故
な
の
か
、
な
ど
様
々
な
事
を
考
え
る
。
子
供
は
ど

う
生
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
「
私
」
は
考
え
る
。

虫
の
話
。
ア
リ
マ
キ
の
傍
に
い
る
蟻
の
様
子
や
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
が
ア
リ

マ
キ
を
食
う
様
子
、
キ
リ
、
キ
リ
ス
の
様
子
。
そ
れ
を
観
察
し
つ
つ
「
私
」

は
彼
ら
を
潰
し
た
り
移
動
さ
せ
た
り
す
る
。

Y
女
の
家
の
豚
が
仔
を
一
匹
産
ん
だ
が
死
ん
で
し
ま
う
。
「
私
」
は
、
鶏

は
産
児
制
限
を
し
て
も
遅
か
り
し
、
で
あ
っ
た
の
に
豚
が
勝
手
に
制
限

を
し
た
と
可
笑
し
く
思
う
。

草
や
木
、
虫
な
ど
が
冬
へ
の
用
意
を
見
せ
る
。
「
私
」
は
心
細
い
。
客
に

「
私
」
は
こ
れ
か
ら
冬
眠
に
入
る
と
告
げ
る
。
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以
上
の
内
容
を
見
て
注
目
す
べ
き
は
四
章
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
四
章
以
外

の
全
て
の
章
に
出
て
く
る
人
間
の
姿
が
見
ら
れ
ず
、
描
か
れ
る
の
は
虫
と
「
私
」

だ
け
だ
。
そ
こ
で
ま
ず
は
四
章
の
虫
の
描
写
を
中
心
に
見
て
い
き
、
そ
の
後
そ

れ
以
外
の
章
で
死
生
観
に
対
す
る
「
私
」
の
気
持
ち
を
見
て
い
く
。

四
章
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
虫
作
品
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
私
」
の

姿
が
見
え
る
。
そ
れ
は
人
対
虫
の
関
係
性
の
中
で
、
圧
倒
的
な
力
で
虫
を
殺
す

「
私
」
の
描
写
で
あ
る
。
確
か
に
こ
れ
ま
で
『
畑
に
ゐ
る
晶
』
や
『
こ
ほ
ろ
ぎ
』

で
「
私
」
が
農
業
を
や
る
た
め
害
虫
を
駆
除
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
表
す
記

述
は
出
て
き
た
。
し
か
し
「
私
」
が
虫
を
殺
す
直
接
的
な
表
現
は
な
く
、
虫
に

対
し
「
私
」
が
こ
こ
ま
で
怒
り
や
破
壊
の
感
情
を
抱
く
事
も
な
か
っ
た
。
こ
こ

に
は
農
業
者
の
「
私
」
と
い
う
も
の
を
越
え
た
も
っ
と
個
人
的
な
感
情
を
持
つ

「
私
」
が
い
る
と
言
え
る
。

そ
れ
で
は
、
何
故
「
私
」
は
こ
こ
ま
で
激
し
い
感
情
を
抱
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
鍵
は
「
私
」
の
虫
に
対
す
る
思
考
に
あ
る
。
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
思
考
な
の
か
本
文
を
見
て
み
た
い
。
以
下
、
本
文
中
に
あ
る
虫
の

描
写
で
「
私
」
の
感
情
だ
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
太
線
、
虫
の
行
動
に
は
点
線

を
引
い
た
。

一
、
黒
蟻

漆
黒
と
も
い
う
べ
き
、
て
り
の
あ
る
黒
さ
の
、
大
き
な
奴
が
、
.
自
信
.
似
.
引

所
.U.触
侍
.
七
割
以
川
.
い
ボ
ォ
l
h引
で
.h邦
.
の
:
世
韻
LU--レ
.
℃
.
い
ー
か
.
。
眺
め
て
い

る
と
、
側
叫
d
剖
倒
訓
叶
川
材
欄
刊
叫
哨
剣
"
リ
什
叫
"
叫
引
刈
1
吋
叶
欄
叫

も
さ
わ
る
。
手
を
の
ば
し
て
一
匹
を
つ
ま
み
、
ひ
ね
り
つ
ぶ
す
。
(
略
)
彼

ら
の
、
そ
の
駆
け
廻
り
方
は
、
甚
だ
笑
止
千
万
だ
。
足
で
葉
を
蹴
り
つ
け

る
の
か
、
ひ
っ
か
く
の
か
、
妙
な
、
ザ
リ
ザ
リ
ザ
リ
と
い
う
音
を
立
て
る
。

気
の
せ
い
か
、

Nabr.w.臼.い.川口.出.世ぷ一世間だ，印.明.が•• 
U.威
嚇
.
運
目
動
目
方
自
制
EaV-E-

も
と
も
と
虫
の
好
か
な
い
虫
だ
と
思
っ
て
い
る
蟻
な
の
だ
が
、
そ
い
つ
が

こ
ん
な
ふ
う
に
利
引
制
リ
司
刈
刈
引
川
叫

1
叫
オ
川
叶
汁
叫
叫
"
“
川
叶
刈
材

叶叶
uu

個
別
司
1
測
川
什
剖
叫
“
吋
劇
材
団
叫
材
叫
叫
剖
剣
刈
な
が
ら
、
ア
リ
マ

キ
諸
共
、
彼
ら
を
片
は
し
か
ら
ひ
ね
り
つ
ぶ
し
て
ゆ
く
。
腕
の
方
ま
で
駆

け
上
り
、
中
に
は
噛
み
つ
く
奴
も
あ
る
。
し
か
し
、
用
捨
し
な
い
。

ま
ず
黒
蟻
に
対
し
て
は
「
私
」
は
自
信
あ
り
げ
な
様
子
が
痛
に
さ
わ
り
ひ
ね

り
つ
ぶ
し
蟻
の
混
乱
す
る
様
子
に
「
笑
止
千
万
」
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
威
嚇

行
動
」
に
対
し
て
は
「
殺
り
く
者
の
快
感
」
を
も
っ
て
彼
ら
の
抵
抗
を
受
け
な

が
ら
も
ひ
ね
り
つ
ぶ
し
て
い
る
。
や
は
り
こ
こ
で
分
か
る
の
は
人
対
虫
の
関
係

性
に
お
け
る
絶
対
的
優
位
な
「
私
」
の
立
場
だ
。
こ
の
後
に
あ
る
テ
ン
ト
ウ
ム

シ
や
キ
リ
ギ
リ
ス
の
描
写
で
「
私
」
の
立
ち
位
置
を
さ
ら
に
詳
し
く
知
る
事
が

出
来
る
。

1
4ム

Q
O
 

一
一
、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ

ア
リ
マ
キ
の
群
が
る
と
こ
ろ
に
は
、
自
.
然
.b，h
・:予.一以.いい

.m.ム.一めが.寄
.4.℃.

く
る
。
こ
の
虫
は
小
さ
い
か
ら
、
ア
リ
マ
キ
を
一
つ
一
つ
食
っ
て
い
く
の

を
見
て
い
る
の
は
、
ま
.
だ•• 
LU--川
が
.
v
l

・
保
.
か
.
び
.
訟
が
.C.食.引
E℃.馴
.C.熱
.uu出」目

に
は
劇
剖
升
引
。
茄
子
の
葉
裏
に
べ
っ
た
り
と
た
か
っ
た
蛎
虫
は
、
私
が

指
で
つ
ぶ
し
た
方
が
余
程
手
っ
取
り
早
い
か
ら
い
つ
も
そ
う
す
る
が
、
七

ツ
星
テ
ン
ト
ウ
の
居
る
葉
だ
け
は
、
特
別
に
彼
の
た
め
に
残
し
て
や
る
。

夜
露
に
濡
れ
た
何
か
の
葉
に
、
七
ツ
星
テ
ン
ト
ウ
が
、
凝
っ
と
し
て
い
る

の
を
よ
く
見
つ
け
る
。
つ
ま
ん
で
掌

.u.の•• 

t.で.む
.
1
1
彼凶
M.M
・-旬以
.4.白
身



じ
ろ
ぎ
.
す
る
だ
け
で
、
逃
唱
げ
だ
.
そ
引
い
む
は
し
な
い
0

.

こ
の
時
刻
に
は
、
彼

は
眠
っ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
、
私
は
多
く
の
テ
ン

ト
ウ
虫
を
、
適
当
の
場
所
へ
、
易
々
と
移
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
慌
で
者
.
の
.
彼
が
.
引

id.-れ.引い
C
.む.動.が•• 
ぬ
.
栴
知
を
見
る
と
、
刈
叶

d
d

眠
い
ん
だ
な
、
と
可
笑
し
く
さ
え
な
る
。
反
対
に
、
昼
間
の
彼
の
慌
て
振

引
に
は
、
欄
欄
州
制
引
斗
剖
刻
刻
刻
叶
(
略

)4.U.む.殺
.Fーか
.8u引
が
.8.η

慌.で.振
.wh
は
川
明
叫
刻
刻
叶
「
勝
手
に
し
ろ
」
と
地
面
へ
叩
き
つ
け
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
れ
で
彼
は
死
ん
で
了
う
の
だ
が
。

三
、
キ
リ
ギ
リ
ス

キ
リ
ギ
リ
ス
は
、
子
供
の
頃
か
ら
州
叶
刻
d
割
判
叫
判
引
は
刻
刻
寸
川
剖

が
、
郷
里
へ
引
込
ん
で
か
ら
、
刻
川
引
汁
川
司
刈
叶
叫
司
社
刈
“
叫
田
町
田
闘
訓
瑚
川
副

出
し
た
。
こ
の
虫
が
、
実
に
大
量
の
ア
リ
マ
キ
を
食
う
こ
と
を
発
見
し
た

の
だ
。
(
略
)
側
出
V
1
4
川ポ.似.匙
.E.巧.制
.U.向や•• 
q.q.℃
.
M
l

封.内.か.飛
.d.例

制

.a.蟻
E.擬

.m飛
出
.
U泌
が
.
以
.1.食
.q.
で.い.ぉ
u
d
-
-砲
の•• 
技
術
.
出
1
.
持.常
.U.

巧
川
別
で
あ
る
。
刺
同
劇
川
リ
剖
叫
l

キ
リ
ギ
リ
ス
が
、
瓜
の
、
漸
く
親
指
ほ
ど
に
な
っ
た
の
を
歯
っ
て
い
つ
の

を
見
つ
け
、
割
叫
叶
列
叫
却
材
叶
バ
副
叶
叶
叫
刈
1
測
叶
剣

d
d材
叫
材
刈

叶
オ
ー
彼
が
が
ぶ
.b，出島
EE，
捕
食
ム
引
.uv.
葺.出
1
.℃
.hu--b.u引
.
虫
.
の
.
何
.
宅
情
に
も

及
ぶ
だ
ら
う
。
私
は
、
う
ち
の
子
供
た
ち
に
、
キ
リ
ギ
リ
ス
を
い
じ
め
ぬ

よ
う
注
意
し
た
。

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
に
共
通
す
る
の
は
ア
リ
マ
キ
を
食
べ
る
虫
で
、

農
業
者
の
「
私
」
に
と
っ
て
は
味
方
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
ア
リ
マ
キ
を

食
う
様
子
や
技
術
に
「
私
」
が
感
心
し
て
い
る
こ
と
だ
。
感
心
し
た
「
私
」
は

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
の
為
に
獲
物
を
残
し
た
り
、
キ
リ
ギ
リ
ス
の
為
に
子
供
に
キ
リ

ギ
リ
ス
い
じ
め
を
止
め
る
よ
う
忠
告
し
た
り
す
る
。
こ
こ
で
「
私
」
は
一
貫
し

て
、
虫
の
生
命
を
左
右
す
る
支
配
者
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
の
証
拠
に
、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
が
「
今
に
も
殺
さ
れ
そ
う
な
」
慌
て
振
り
を

見
せ
る
と
「
私
」
は
そ
い
つ
を
地
面
に
叩
き
つ
け
て
殺
し
て
し
ま
う
。
テ
ン
ト

ウ
ム
シ
は
農
業
者
「
私
」
に
と
っ
て
害
虫
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
害
虫
を
食
べ

る
味
方
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
を
た
だ
「
い
や
に
な
る
」
と
い
う

理
由
で
殺
す
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
で
見
え
た
「
私
」
が
虫
と
同
じ
世
界

に
い
る
と
い
う
関
係
性
と
は
異
な
る
こ
と
を
証
明
し
、
虫
の
支
配
者
た
る
「
私
」

を
は
っ
き
り
と
見
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
私
」
は
子
孫
を
増
や
す
欲
望
と
い

う
人
と
虫
の
共
通
性
や
、
地
球
上
に
一
緒
に
い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
つ
つ
も

「
て
ん
と
う
虫
と
自
分
と
の
聞
に
は
絶
対
に
意
志
の
疎
通
は
有
り
得
な
い
」
と

P

感
じ
る
の
だ
っ
た
。
高
橋
英
夫
氏
は
、
「
私
」
が
虫
を
殺
す
と
い
う
行
動
は
、
コ
私
」

か
ら
人
間
へ
の
回
帰
」
・
二
を
意
味
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
人
と
虫
の
関
係
を
図
ニ
に
表
し
た
。
こ
の
図
ニ
を
見

る
と
、
『
冬
眠
居
閑
談
』
に
お
い
て
も
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
と
同
様
人
間
の
世
界

と
虫
の
世
界
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
そ
の
両
者
は
作
者
一
雄
に

よ
っ
て
繋
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
「
私
」
が
虫
の
世
界
に
い
る
こ
と
も
な
い
。

そ
の
こ
と
は
こ
の
作
品
の
一

1
六
章
の
う
ち
四
章
以
外
が
人
間
を
中
心
と
し
て

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
高
橋
氏
の
言
う
「
人

間
へ
の
回
帰
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
私
」
と
一
雄
の
距
離
が
近
く
な
っ
た
と
も

言
え
る
。
そ
の
一
方
で
虫
の
生
命
を
操
る
「
私
」
も
こ
の
作
品
で
は
特
徴
的
で
、

「
人
間
へ
の
回
帰
」
を
し
つ
つ
も
虫
へ
の
干
渉
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
私
」

の
姿
を
強
調
し
て
い
る
。

そ
し
て
虫
の
生
命
を
操
る
、
と
い
う
点
で
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
で
も
指
摘
さ

れ
た
「
自
分
を
生
か
し
死
な
す
力
」
と
の
共
通
点
も
見
ら
れ
る
。
『
虫
の
い
ろ
い
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ろ
』
の
「
私
が
蜘
妹
を
閉
じ
込
め
、
逃
が
し
た
よ
う
に
、
私
の
あ
ら
ゆ
る
考
え

と
行
動
を
規
制
し
て
い
る
奴
が
あ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」
と
い
う
指
摘

ι沿
い

『
冬
眠
居
閑
談
』
で
は
ま
さ
に
「
私
」
が
虫
に
と
っ
て
「
行
動
を
規
制
し
て
い

る
奴
」
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
で
「
私
」

H

「
奴
」
と
い
う
関
係
と
共
に

「私」
H

虫
と
い
う
関
係
も
暗
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
。
「
私
」
は
「
奴
」

に
も
虫
に
も
な
り
得
る
。
そ
れ
は
心
境
小
説
家
で
あ
る
一
雄
の
意
図
に
よ
る
も

の
で
、
「
私
」
は
決
し
て
虫
の
世
界
か
ら
離
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
言
え
る
。

「
文
学
我
観
」
(
「
文
学
行
動
」
一
九
五

0
・
一
)
で
一
雄
は
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

自
然
現
象
と
か
、
人
間
の
や
う
な
意
識
を
持
た
な
い
生
物
と
か
、
要
す

る
に
人
間
を
ピ
!
ク
と
し
て
、
ず
っ
と
裾
野
を
な
し
て
ゐ
る
下
層
の
生
物

類
|
|
つ
ま
り
客
観
世
界
だ
け
ど
、
さ
う
云
ふ
と
こ
ろ
と
脱
み
合
せ
て
み

る
と
、
人
間
と
云
ふ
も
の
が
却
っ
て
判
っ
て
来
る
ん
ぢ
ゃ
な
い
か
と
云
ふ

気
が
現
在
し
て
ゐ
る
。

こ
の
言
葉
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
一
雄
は
人
間
を
「
ピ

l
ク
」
と
し
、
生
物

類
を
「
下
層
」
と
表
し
て
い
る
。
生
物
類
を
見
る
こ
と
で
人
聞
が
分
か
る
と
い

う
考
え
は
、
『
二
月
の
蜜
蜂
』
か
ら
始
ま
り
『
冬
眠
居
閑
談
』
で
も
見
ら
れ
る
も

の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
生
物
を
「
下
層
」
と
す
る
か
ど
う
か
は
作
品
ご
と

に
異
な
る
。
一
雄
は
「
文
学
我
観
」
で
「
僕
は
人
間
と
し
て
も
生
物
と
し
て
も
、

も
う
余
裕
が
な
い
や
う
だ
。
病
気
の
た
め
何
時
ど
う
な
る
か
判
ら
な
い
と
云
ふ

気
持
の
せ
ゐ
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
間
と
し
て
の
存
在
意
識
に
確
信
を
持
っ
て

ゐ
な
い
か
ら
だ
。
何
時
人
間
で
な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
。
」
と
述
べ
て
い

る
。
病
気
で
あ
る
こ
と
が
一
雄
自
身
の
人
間
で
在
る
自
信
を
無
く
さ
せ
て
い
る

の
だ
。つ

ま
り
、
病
気
で
無
い
一
雄
は
生
物
類
を
「
下
層
」
と
扱
え
る
が
、
病
気
に

な
っ
た
一
雄
は
自
分
と
い
う
存
在
が
人
間
と
は
違
う
も
の
に
な
る
予
感
を
感
じ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
雄
に
と
っ
て
人
間
の
世
界
の
位
置
づ
け
が
変
化

す
る
の
で
は
な
く
、
一
雄
自
身
の
体
の
変
化
に
よ
っ
て
自
分
の
位
置
づ
け
が
変

わ
っ
た
こ
と
を
意
識
し
、
作
品
内
の
「
私
」
の
立
ち
位
置
が
変
わ
る
と
言
っ
て

い
い
。
そ
し
て
『
冬
眠
居
閑
談
』
が
書
か
れ
た
一
九
五

O
年
(
昭
和
二
五
)
の

一
年
前
に
、
一
雄
は
『
瀬
い
春
』
二
-
と
い
う
一
二
百
五
十
枚
の
長
編
小
説
を
書
き

「
健
康
の
調
節
に
腐
心
し
つ
つ
も
つ
ひ
に
完
成
せ
る
た
め
、
却
っ
て
健
康
に
自

信
を
得
た
り
」
一
一
一
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
の
執
筆
時
よ

り
も
体
に
復
調
が
見
ら
れ
た
た
め
、
「
私
」
も
人
間
の
世
界
に
位
置
を
据
え
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
六
章
で
冬
が
始
ま
る
、
と
い
う
時
に
「
私
」
は
「
冬
眠
に

入
る
」
と
い
う
。
こ
れ
は
「
私
」
が
「
身
体
の
痛
み
に
対
す
る
憧
れ
」
を
持
っ

た
か
ら
で
あ
り
、
「
私
」
は
人
間
の
世
界
か
ら
虫
の
世
界
へ
と
ス
テ
ー
ジ
を
移
す

こ
と
に
な
る
の
だ
。

次
に
『
冬
眠
居
閑
談
』
に
見
ら
れ
る
「
私
」
の
死
生
観
を
見
て
い
き
た
い
。

こ
の
作
品
に
は
生
死
に
つ
い
て
直
接
書
か
れ
て
い
る
描
写
は
な
い
が
、
春
に
な

っ
て
現
れ
る
様
々
な
も
の
の
活
力
に
対
し
て
ご
種
の
あ
き
ら
め
」
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
文
が
あ
る
。
以
下
は
そ
の
本
文
。

q
d
 

oo 

木
も
草
も
延
び
上
り
、
虫
は
穴
や
地
下
か
ら
出
て
あ
ば
れ
廻
り
、
鶏
は

さ
か
ん
に
卵
を
産
む
。
豚
は
|
|
Y
女
の
と
こ
ろ
の
は
し
く
じ
っ
た
が
大

抵
は
六
七
匹
の
仔
を
産
む
。
そ
れ
ら
総
て
の
も
の
の
旺
盛
な
活
力
を
、
ひ

ね
く
れ
ず
に
受
入
れ
る
こ
と
が
、
出
来
る
。
一
と
頃
は
、
春
に
な
っ
て
い

ろ
ん
な
も
の
が
元
気
づ
く
の
を
見
る
と
、
却
っ
て
気
が
欝
し
た
も
の
だ
っ



た
が
、
今
は
い
く
ら
か
変
っ
た
。
こ
の
変
化
は
、
簡
単
に
云
え
ば
、
一
種

の
あ
き
ら
め
に
由
来
す
る
も
の
ら
し
い
か
ら
、
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
は
無

い
の
か
も
知
れ
ぬ
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
私
の
な
り
ゆ
き
な
ら
、
し
か
た

カ
な
し
。

春
に
な
る
と
「
私
」
は
病
苦
が
薄
ら
ぎ
、
「
冬
眠
」
が
終
わ
る
。
虫
の
世
界
か

ら
人
間
の
世
界
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
春
に
な
り
色
ん
な
も
の

が
元
気
づ
く
こ
と
に
対
し
、
「
ひ
ね
く
れ
ず
に
受
入
れ
る
こ
と
が
、
出
来
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
「
あ
き
ら
め
に
由
来
す
る
」
の
だ
と
「
私
」
は

認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
浅
見
淵
氏
が
指
摘
し
た
「
諦
念
」
一
凶
に
当
て
は
ま
る
。

浅
見
氏
は
、
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
な
ど
に
あ
っ
た
「
死
」
へ
の
思
考
上
の
抵
抗
が

昭
和
二
十
七
年
四
月
の
『
初
冬
』
一
五
で
は
「
諦
念
」
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
指

摘
し
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
『
生
』
の
た
め
」
に
死
を
考
へ
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
「
美
し
い
墓
地
か

ら
の
眺
め
」
の
場
合
に
は
、
些
か
強
引
の
嫌
ひ
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
作
品

で
は
そ
れ
が
如
実
に
生
き
て
ゐ
る
の
だ
。
即
ち
、
こ
の
作
品
は
題
材
の
関

係
か
ら
、
一
見
消
極
的
な
作
品
に
見
え
る
の
に
も
拘
は
ら
ず
、
読
後
の
感

銘
は
そ
の
反
対
で
、
積
極
的
な
の
で
あ
る
。
「
死
」
の
こ
と
が
念
頭
に
離
れ

ぬ
な
が
ら
も
、
諦
念
が
単
な
る
諦
念
に
陥
ち
込
ん
で
居
ら
ず
、
「
生
」
を
肯

定
し
て
の
諦
念
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
尾
崎

の
最
近
の
心
境
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
一
六

浅
見
氏
の
指
摘
は
『
冬
眠
居
閑
談
』
の
ニ
年
後
に
発
表
さ
れ
た
『
初
冬
』
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
『
冬
眠
居
閑
談
』
の
「
ひ
ね
く
れ
ず
に
受
入
れ
る
こ
と
が
、

出
来
る
」
と
い
う
「
私
」
の
思
い
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
作
品
に
も
当
て
は
ま
る

指
摘
と
言
え
る
。
ど
ち
ら
も
「
え
こ
と
い
う
、
「
私
」
の
「
冬
眠
」
に
入
る
時
期

を
指
し
て
い
る
こ
と
も
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
「
生
」
を
肯
定
し
て
の
諦
念
と

い
う
も
の
が
『
冬
眠
居
閑
談
』
で
も
現
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
こ
で
、
四
章
の
虫
の
描
写
を
振
り
返
る
。
四
章
で
「
私
」
は
虫
を
下
層
の

生
物
と
み
な
し
観
察
者
で
な
く
、
虫
達
の
「
行
動
を
規
制
し
て
い
る
奴
」
と
い

う
存
在
と
し
て
君
臨
し
た
と
共
に
人
と
虫
と
の
意
志
の
疎
通
に
つ
い
て
思
考
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
作
品
と
違
う
こ
と
は
、
「
私
」
の
立
ち
位
置
が
虫
の
世
界
だ
け

で
な
く
人
間
の
世
界
に
も
あ
る
こ
と
だ
。
ど
ち
ら
の
世
界
に
お
い
て
も
「
私
」

は
観
察
者
と
し
て
生
命
の
行
き
先
を
見
て
い
る
。
虫
の
世
界
に
お
い
て
は
「
私
」

が
「
奴
」
の
存
在
に
な
り
、
人
の
世
界
の
「
奴
」
に
思
い
を
馳
せ
る
。
こ
う
い

っ
た
「
私
」
の
注
意
深
い
生
と
死
へ
の
観
察
の
結
果
、
「
私
」
は
「
生
」
を
肯
定

し
て
の
「
諦
念
へ
と
い
う
も
の
に
辿
り
着
い
た
の
だ
と
言
え
る
。
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お
わ
り
に

『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
で
は
『
二
月
の
蜜
蜂
』
か
ら
長
く
一
雄
作
品
に
存
在
す

る
こ
と
と
な
っ
た
「
何
者
か
」
の
正
体
を
、
一
雄
自
身
が
宇
宙
や
虫
と
視
点
を

変
え
る
こ
と
で
明
か
そ
う
と
し
、
『
冬
眠
居
閑
談
』
で
は
「
私
」
自
身
が
虫
達
の

「
行
動
を
規
制
し
て
い
る
奴
」
と
い
う
存
在
と
し
て
君
臨
し
、
虫
と
人
間
の
両

方
の
世
界
に
い
る
こ
と
で
生
命
や
「
何
者
か
」
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
た
。

し
か
し
様
々
な
手
法
を
駆
使
し
て
も
、
一
雄
は
そ
の
正
体
は
分
か
ら
な
い
ま

ま
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
は
あ
っ
た

が
、
一
雄
は
決
し
て
そ
の
力
を
神
や
他
の
何
か
の
存
在
と
し
て
定
義
す
る
こ
と

は
し
な
か
っ
た
。
確
か
に
神
道
の
性
格
と
作
品
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
際
、
自
然



と
の
調
和
や
、
現
世
中
心
的
と
い
っ
た
点
で
神
道
の
影
響
は
見
ら
れ
る
が
、
神

の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
一
雄
が
ど
の
よ
う
な
宗
教
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
る
。
何
よ
り
「
或
る
力
」
を
宇
宙
や
虫
な
ど
様
々

な
視
点
か
ら
見
て
明
か
そ
う
と
し
て
い
た
姿
を
見
れ
ば
、
一
雄
自
身
が
宗
教
に

当
て
は
ま
ら
な
い
何
ら
か
の
答
え
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
で
は
病
気
で
あ
る
身
で
虫
を
観
察
し
生
に
つ
い
て

思
い
を
馳
せ
、
『
冬
眠
居
閑
談
』
で
は
健
康
を
取
り
戻
し
た
「
私
」
が
虫
の
支
配

者
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
病
気
と
敗
戦
が
重
な
っ
た
こ
と
で
よ
り
多
く
の

虫
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
私
」
は
、
そ
の
病
気
か
ら
回
復
し
敗
戦
か
ら

時
が
経
っ
て
も
虫
の
存
在
を
意
識
し
続
け
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
雄
の
小
説
に

お
い
て
生
と
死
へ
の
姿
勢
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
様
に
虫

達
へ
の
関
心
も
切
り
離
せ
な
い
大
事
な
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
。

一
永
淵
道
彦
「
尾
崎
一
雄
『
虫
の
い
ろ
い
ろ
』
論

i
l作
為
あ
る
作
品
構
成
と
私

小
説
的
素
材
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
筑
紫
国
文
」
二

O
O
三
・
六
)

一
脚
注
一
に
同
じ

.
石
原
千
秋
「
忘
れ
ら
れ
そ
う
な
小
さ
な
日
常
|
|
尾
崎
一
雄
」
(
「
国
文
学
解
釈

と
鑑
賞
」
二

O
一
一
・
六
)

問
手
塚
富
雄
「
文
塾
時
評
新
文
学
の
実
証
」
(
「
文
芸
」
一
九
六
三
・
二
)

王
佐
伯
彰
一
「
八
月
号
の
文
芸
作
品
」
(
「
北
国
新
聞
」
(
一
九
六
五
・
七
)

六
脚
注
一
に
同
じ

七
高
橋
宏
宣
「
思
考
す
る
主
体
の
確
立
を
め
ぐ
っ
て
|
尾
崎
一
雄
「
田
舎
が
た
り
」

か
ら
「
虫
の
い
ろ
い
ろ
」
ま
で
|
(
『
研
究
紀
要
』
福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
二

O
O六
)

八
高
橋
英
夫
「
尾
崎
一
雄
論
|
|
私
小
説
と
判
断
停
止
|
|
」
(
「
群
像
」
一
九
七

四
・
一

O
)

九
浅
見
淵
「
尾
崎
一
雄
論
」
(
「
群
像
」
一
九
五
二
・
七
)

一O

脚
注
七
に
同
じ

二
脚
注
八
に
同
じ

一
て
『
瀬
い
春
』
(
「
風
雪
」
一
九
四
九
・
三

i
一
O
)

一e

・
「
現
代
日
本
文
学
全
集
ち
」
筑
摩
書
房
一
九
五
五
・
二
一
)
の
年
譜
よ
り

一
四
脚
注
九
に
同
じ

一
五
『
初
冬
』
(
「
新
潮
」

一
六
脚
注
九
に
同
じ
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資料編

図ー 『虫のいろいろ』における人と虫の関係図
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図二 『冬眠居閑談』における人と虫の関係図
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表一虫作品リスト

作品名 |発表年月 |雑誌 |季節 |描かれる虫 登場人物 一雄の状況

私
隣人

二月の蜜蜂 1926年10月 新潮 秋 蜜蜂
妹美枝 父と妹を亡くしー

節子 家の長となる。

母
美枝の親友K子

ァントウ虫 私
胃潰虜で倒れた

サル虫 近所の百姓

油虫 妻
こともあり、家族

畑にゐる畠 1945年9月 オール読物 秋
ウリパヱ 母

と共に小田原の

!蟻十六テントウ虫 村役場の人
実家へと疎開す

童子
る。

こおろぎ

てんとう虫だまし 私
ニイニイ蝉 長女

こほろぎ 1946年9月 新潮. 秋 カナブン 長男 病気が悪化

トンボ 二女圭子

クサカゲロウ 妻
[うどんげ

私

蜘妹 妻

虫のいろいろ 1948年1月 新潮 冬
蝿 若い友人 病気の中母が

蚤 長女 亡くなる

蜂 長男
一女

アリマキ
私

黒蟻

七ツ星テントウ
妻

二十星テントウ
Y女 長編小説『瀬い

冬眠居閑談 1950年8月 展望 夏
テントウ虫

S 春』を書き健康

てんとう虫だまし
Sの細君 に自信針尋る。

油虫
Y女の亭主

キリギリス
客
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『
椋
鳥
通
信
』

'̂ 
の
視
覚
6

|
|
鴎
外

「
沈
黙
の
塔
」

の
発
禁
問
題
|
|
|

は
じ
め
に

『
椋
鳥
通
信
』
は
、
森
鴎
外
が
ド
イ
ツ
の
新
聞
の
文
芸
欄
を
中
心
に
紹
介

し
た
も
の
で
、
一
九

O
九
(
明
治
四
十
二
)
年
三
月
の
『
ス
バ
ル
』
第
一
年

第
三
号
以
降
、
一
九
一
三
(
大
正
二
)
年
十
二
月
発
行
の
第
五
年
第
十
二
号

(
終
刊
号
)
ま
で
途
中
三
回
の
休
載
は
あ
っ
た
が
五
年
間
に
わ
た
り
五
十
五

回
に
わ
た
っ
て
「
無
名
氏
」
の
署
名
で
(
第
六
回
の
み
「
元
名
氏
」
ま
た
第

三
十
八
回
は
署
名
な
し
)
連
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
日
露
戦
後
の

西
欧
社
会
か
ら
日
本
社
会
へ
の
影
響
と
実
情
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
ま
ず
鴎
外
が
『
椋
鳥
通
信
』
に
お
い
て
客
観
的
な
紹
介
で
は
な
く
、

鴎
外
自
身
が
感
想
や
意
見
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
整
理
し
て

き
た
一
。

現
在
、
『
椋
鳥
通
信
』
の
全
六
八
九
一
項
目
の
分
析
に
着
手
し
、
す
で
に

「
鴎
外
『
椋
鳥
通
信
』
か
ら
『
さ
へ
づ
り
』
へ
|
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
創
作
|
」

(
『
日
本
比
較
文
学
会
東
京
支
部
研
究
報
告
』
、
二

O
O七
・
八
)
で
『
椋
鳥

h埼

玉区

幸

代

子

通
信
』
の
女
性
に
関
す
る
記
事
が
、
同
時
期
の
女
性
投
稿
雑
誌
『
女
子
文
壇
』

の
中
で
「
西
洋
婦
人
新
聞
」
や
「
西
洋
の
婦
人
」
と
い
う
名
で
転
載
さ
れ
伝

播
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
『
椋
鳥
通
信
』
か
ら
創
作
へ
の
連
関
を
明
ら
か
に
し

て
き
た
。

『
読
売
新
聞
』
な
ど
当
時
の
新
聞
で
『
椋
鳥
通
信
』
が
連
載
当
初
か
ら
鴎

外
が
編
ん
だ
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
反
響
を
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
裏
づ
け

ら
れ
一
一
、
「
森
鴎
外
の
『
椋
鳥
通
信
』
|
『
さ
へ
づ
り
』
・
『
沈
黙
の
塔
』
へ
|
」

(
『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
五
十
四
号
、
二

O
一
一
・
こ
を
発
表
し

た。
『
椋
鳥
通
信
』
が
連
載
さ
れ
た
時
期
の
日
本
は
、
日
露
戦
争
に
よ
っ
て
大

き
な
変
革
期
を
迎
え
、
産
業
だ
け
で
な
く
文
化
・
芸
術
面
な
ど
で
の
変
化
の

多
い
時
期
に
あ
た
る
。
新
国
家
発
展
の
支
柱
と
な
る
よ
う
な
民
族
的
な
自
覚

の
高
揚
と
-
対
照
的
に
個
人
の
自
覚
が
現
わ
れ
、
演
劇
で
は
「
新
劇
」
と
呼

ば
れ
る
西
洋
の
近
代
劇
を
手
本
と
す
る
新
興
劇
団
も
台
頭
し
て
き
た
が
、
そ

の
推
進
に
『
椋
鳥
通
信
』
の
情
報
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

加
え
て
『
椋
鳥
通
信
』
の
主
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
要
な
原
典
が
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ベ
ル
リ
ナ

i
タ
l
ゲ
ゃ
フ
ラ
ッ
ト
と
確
定
し
て
よ
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
一
一
。

し
か
も
、
原
典
に
な
っ
た
ベ
ル
リ
ナ

l
タ
l
ゲ

a

プ
ラ
ッ
ト
の
文
芸
欄
を
そ

の
ま
ま
翻
訳
紹
介
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
記
事
の
全
文
で
は
な
く
、

鴎
外
の
ヨ
リ
ミ
ネ
が
行
わ
れ
、
ま
さ
に
編
集
者
と
し
て
の
手
腕
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
凶
。

そ
う
し
た
『
椋
鳥
通
信
』
に
お
け
る
海
外
事
情
紹
介
の
な
か
で
も
、
検
閲

や
政
治
の
記
事
を
鴎
外
が
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ

る

t
こ
の
時
期
の
鴎
外
自
身
の
創
作
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
大
逆
事
件

の
大
検
挙
が
行
わ
れ
、
石
川
啄
木
が
「
時
代
閉
塞
」
と
指
摘
し
た
一
九
一

O

年
(
明
治
四
十
二
一
)
に
、
九
月
「
フ
ア
ス
チ
ェ
ス
」
、
十
一
月
「
沈
黙
の
塔
」
、

十
二
月
に
「
食
堂
」
と
い
う
大
逆
事
件
に
抗
す
る
三
つ
の
小
説
を
次
々
に
発

表
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
特
に
発
禁
に
関
す
る
『
椋
鳥
通
信
』
の

記
事
に
着
目
し
、
三
作
の
中
で
も
日
本
に
お
け
る
西
洋
翻
訳
文
学
の
発
禁
問

題
を
風
刺
す
る
「
沈
黙
の
塔
」
と
の
連
関
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

『
椋
鳥
通
信
』
と
『
沈
黙
の
塔
』

資
料
①
に
示
し
た
よ
う
に
『
椋
鳥
通
信
』
に
お
け
る
海
外
事
情
紹
介
の
な

か
で
も
、
検
閲
や
政
治
の
記
事
を
実
に
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

し
か
も
、
実
際
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
客
観
的
な
紹
介
の
形
を
取
り
な
が
ら

も
、
鴎
外
自
身
の
検
閲
や
政
治
に
つ
い
て
の
見
解
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
六
。

す
で
に
一
九
一

一
年
(
明
治
四
十
四
)
二
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
『
椋
鳥
通

信
』
の
発
禁
問
題
を
紹
介
七
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
一
九
一

O
年
当
時
の
『
椋

鳥
通
信
』
の
発
禁
(
興
行
禁
止
を
含
む
)
に
関
わ
る
記
事
を
取
り
上
げ
て
表

に
し
、
九
三
ペ
ー
ジ
に
調
査
研
究
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
原
典
て
あ
る
ベ

ル
リ
ナ

l
タ

l
ゲ
プ
ラ
ッ
ト
の
該
当
箇
所
を
示
し
た
の
で
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。
な
お
、
資
料
②
に
鴎
外
の
紹
介
記
事
の
原
典
の
一
部
を
掲
載
し
た
。

当
時
、
山
県
有
朋
ら
は
、
社
会
主
義
に
比
較
的
寛
大
で
あ
っ
た
西
国
寺
内

閣
を
総
辞
職
に
追
い
込
み
、
第
二
次
桂
内
閣
は
社
会
主
義
取
締
り
を
強
化
す

る
。
一
九
一

O
年
五
月
の
大
逆
事
件
に
伴
い
、
第
二
次
桂
内
閣
は
発
禁
処
分

を
乱
発
し
て
言
論
を
弾
圧
し
た
八
。
「
安
寧
秩
序
妨
害
」
に
よ
る
発
禁
処
分
数

は
、
前
年
は
わ
ず
か
に
十
四
件
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
百
十
五
件
に
増
加
す

る
。
こ
う
し
た
政
府
の
言
論
弾
圧
に
抗
す
る
よ
う
に
、
『
椋
鳥
通
信
』
で
は

意
識
的
に
発
禁
問
題
、
と
り
わ
け
興
行
禁
止
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。

た
と
え
ば
、
表
に
示
し
た
『
ス
バ
ル
』
一
九
一

0
年
四
月
号
(
明
治
四
十
三
年

三
月
一
日
コ
ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン
発
)
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
演
劇
取
締
法
案
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
法
案
の
内
容
は
、
検
閲
官
の
廃
止
、
興
行
願
の
廃
止
な
ど
を
含

み
、
脚
本
を
審
査
委
員
会
に
提
出
し
て
承
認
さ
れ
た
ら
、
警
察
は
こ
れ
に
容
壕

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
案
に
つ
い
て
、
「
(
議

会
を
)
通
過
す
る
と
、
大
進
歩
で
あ
る
」
と
鴎
外
は
記
し
て
い
る
。
九
デ
ン
マ
ー

ク
の
進
歩
的
な
法
案
と
正
反
対
の
日
本
の
理
不
尽
な
検
闘
が
こ
こ
で
暗
に
対
比

さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

長
い
ド
イ
ツ
語
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
『
ス
バ
ル
』
十
二
月
号
で
は
ベ
ル

リ
ン
警
察
が
自
由
劇
場
に
興
行
禁
止
を
命
じ
た
件
で
、
抗
議
す
る
「
大
曾
議
」
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が
あ
り
、
決
議
、
が
あ
げ
ら
れ
た
。
決
議
の
末
文
が
ド
イ
ツ
語
の
ま
ま
で
引
用
さ

れ
て
い
る
の
で
訳
し
て
み
よ
う
。

「
本
会
議
は
次
の
よ
う
な
確
信
を
抱
い
て
い
る
。
国
民
の
精
神
生
活
は
警
察

の
監
督
を
受
け
る
必
要
が
な
い
、
ま
た
完
全
な
自
由
の
な
か
に
お
い
て
こ
そ
精

神
生
活
は
豊
か
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
会
議

は
、
自
由
劇
場
が
検
閲
を
受
け
な
い
と
い
う
自
由
を
回
復
す
る
こ
と
を
求
め
る

の
み
な
ら
ず
、
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
劇
場
検
閲
一
般
を
廃
止
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
、
検
閲
そ
の
も
の
の
廃
止
が
は
っ
き
り
と
要
求
さ

れ
て
い
る
部
分
が
ド
イ
ツ
語
の
原
文
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。
一
O

こ
の
よ
う
に
、
『
椋
鳥
通
信
』
の
発
禁
記
事
を
見
る
な
ら
ば
、
発
禁
処
分

や
興
行
禁
止
の
定
見
の
な
さ
や
愚
か
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
『
椋
鳥
通
信
』
に
お
い
て
、
鴎
外
が
海
外
の
検
閲
事
情

を
繰
り
返
し
取
り
上
げ
た
の
に
は
、
連
載
当
時
の
日
本
の
言
論
統
制
を
批
判

す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

と
り
わ
け
発
禁
処
分
の
一
翼
を
担
っ
た
『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
の
「
危
険

な
る
洋
書
」
の
連
載
に
抵
抗
し
、
鴎
外
は
「
危
険
な
る
洋
書
」
の
翻
訳
を
精

力
的
に
行
っ
て
抵
抗
し
て
い
る
。
「
パ
ア
シ
イ
族
の
目
で
見
ら
れ
る
と
、
今

日
の
世
界
中
の
文
芸
は
、
少
し
の
価
値
を
認
め
ら
れ
て
い
る
限
は
、
平
凡
極

ま
る
も
の
で
な
い
限
は
、
一
つ
と
し
て
危
険
で
な
い
も
の
は
な
い
」
と
記
し
、

「
危
険
な
る
洋
書
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
告
発
す
る
「
沈
黙
の
塔
」
を
発
表
し
、

日
本
の
閉
塞
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
鴎
外

の
意
図
を
当
時
『
ス
バ
ル
』
に
連
載
し
て
い
た
『
椋
鳥
通
信
』
か
ら
も
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
二
。

芸
術
も
学
問
も
、
パ
ア
シ
イ
族
の
因
襲
の
目
か
ら
は
、
危
険
に
見
え
る

は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
と
い
う
に
、
ど
こ
の
園
、
い
つ
の
世
で
も
、
新
し

い
道
を
歩
い
て
行
く
人
の
背
後
に
は
、
必
ず
反
動
者
の
群
が
い
て
隙
を

窺
っ
て
い
る
。
そ
し
て
あ
る
機
会
に
起
っ
て
迫
害
を
加
え
る
。
た
だ
口

実
だ
け
が
国
に
よ
り
時
代
に
よ
っ
て
変
る
。
危
険
な
る
洋
書
も
そ
の
口

実
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。

「
沈
黙
の
塔
」
の
結
末
と
な
る
こ
の
一
文
に
お
い
て
、
鴎
外
は
国
や
世
を

変
え
て
い
く
「
新
し
い
道
歩
い
て
行
く
人
」
の
邪
魔
を
し
、
「
迫
害
を
加
え

る
」
「
反
動
者
」
(
「
危
険
な
る
洋
書
」
と
い
う
口
実
に
お
い
て
は
『
東
京
朝

日
新
聞
』
の
「
危
険
な
る
洋
書
」
の
記
者
お
よ
び
、
言
論
弾
圧
を
行
う
体
制

側
の
人
間
)
に
対
す
る
怒
り
を
表
し
て
い
る
。
芸
術
も
学
問
も
ご
国
の
一

時
代
の
風
尚
に
肘
を
撃
せ
ら
れ
」
ず
、
「
因
襲
を
破
っ
て
進
ん
で
」
行
か
ね

ば
、
死
に
た
え
て
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
す
る
危
機
感
こ
そ
を
発
動
せ

ね
ば
な
ら
な
い
の
に
、
「
国
」
「
時
代
」
に
囚
わ
れ
「
新
し
い
道
」
を
ふ
さ
が

ん
と
す
る
「
反
動
者
」
に
対
す
る
鴎
外
の
噺
笑
の
態
度
が
皮
肉
的
に
表
現
さ

れ
て
い
る
。

「
沈
黙
の
塔
」
で
は
「
芸
術
の
認
め
る
価
値
は
、
因
襲
を
破
る
処
に
あ
る
。

因
襲
の
圏
内
に
う
ろ
つ
い
て
い
る
作
は
凡
作
で
あ
る
」
「
学
問
も
因
襲
破
っ

て
進
ん
で
い
く
。
一
国
の
一
時
代
の
風
尚
に
肘
を
製
せ
ら
れ
て
い
て
は
、
学

問
は
死
ぬ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
言
論
弾
圧
が
強
ま
り
文
芸
の
自
由
な
発
展

が
望
め
な
い
日
本
社
会
へ
の
憂
い
、
大
逆
事
件
を
は
じ
め
処
罰
・
検
閲
を
強

1
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化
し
て
い
く
当
局
へ
の
怒
り
が
、
「
沈
黙
の
塔
」
の
「
因
襲
を
破
」
ら
ね
ば

「
学
問
は
死
ぬ
」
と
い
う
強
い
主
張
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

言
論
統
制
が
強
化
さ
れ
る
明
治
末
期
の
陰
欝
な
る
社
会
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

ど
の
園
、
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
芸
術
、
学
問
に
お
い
て
真
に
価
値
を
発
揮
す

る
も
の
は
「
因
襲
を
脱
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
や
み
く
も
に
弾
圧
し
た
り
し
「
新

し
い
道
」
へ
進
む
こ
と
を
「
妨
げ
る
」
こ
と
が
い
か
に
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
か

強
く
訴
え
か
け
て
い
る
。

付
記
，
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C
(課
題
番
号
二

O
O
二
三
一
)
の

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

「
『
椋
鳥
通
信
』
へ
の
視
角
|
鴎
外
の
意
思
表
明
|
」
(
『
富
大
比
較
文
学
』
一
集
、

二
O
O八
・
二
)

「
読
売
新
聞
」
(
明
治
四
十
二
・
六
・
三
)
の
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
の
中
で
、

「
雑
誌
ス
バ
ル
の
ス
バ
ル
と
い
ふ
名
は
、
外
語
だ
ら
う
と
言
ふ
人
も
あ
れ
ば
、

何
か
の
語
呂
だ
ら
う
と
言
ふ
者
も
あ
る
、
同
誌
の
初
め
て
出
た
時
は
其
処
ら
で

色
々
な
解
釈
が
あ
っ
た
や
う
だ
が
、
と
ジ
の
結
局
は
天
体
の
星
の
名
と
解
っ
た
、

さ
て
此
名
を
つ
け
た
人
は
森
鴎
外
氏
で
あ
る
の
だ
さ
う
だ
」
、
「
同
誌
の
巻
末

の
椋
鳥
通
信
と
題
し
た
海
外
文
壇
の
通
信
は
、
随
分
敏
速
な
る
道
理
、
こ
れ
も

森
鴎
外
氏
が
日
々
の
新
聞
紙
か
ら
抄
摘
し
て
執
筆
さ
れ
る
の
だ
と
」
と
報
じ
ら

れ
て
お
り
、
「
無
名
氏
」
が
実
は
『
ス
バ
ル
』
の
後
ろ
盾
と
し
て
支
え
て
い
た

鴎
外
で
あ
り
、
連
載
当
初
か
ら
鴎
外
が
編
ん
だ
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
新
聞

メ
デ
ィ
ア
の
関
心
を
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
記
事
か
ら
裏
づ
け
ら
れ
る
。

三
『
椋
鳥
通
信
』
の
情
報
源
に
つ
い
て
は
、
小
堀
桂
一
郎
(
『
森
鴎
外
|
文
業
解
題
(
創

作
篇
)
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
・
一
)
が
、
鴎
外
が
定
期
購
読
し
て
い
た
と
さ

れ
る
ド
イ
ツ
の
日
刊
新
聞
な
ど
の
他
に
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア

な
ど
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
誌
名
も
、
『
椋
鳥
通
信
』
の
記
事
の
中
に
散
見
さ
れ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
は
当
時
の
ド
イ
ツ
の
新
聞
を
実
際
に
調
査
す
る

こ
と
で
、
主
要
な
原
典
が
ベ
ル
リ
ナ

l
タ
l
ゲ
プ
ラ
ッ
ト
と
確
定
し
て
よ
い
こ

と
を
、
拙
稿
「
『
椋
鳥
通
信
』
へ
の
視
角
3
|
『
椋
鳥
通
信
』
の
原
典
ベ
ル
リ

ナ
l
タ
l
ゲ
プ
ラ
ッ
ト
に
つ
い
て
|
」
(
『
富
大
比
較
文
学
』
三
集
、
二

O
一
0
・

十
二
)
で
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
『
森
鴎
外
『
椋
鳥
通
信
』
の
人
名
紹
介
・

人
名
索
引
』
(
文
学
に
お
け
る
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
、
富
山
大
学
人

文
学
部
、
二

O
一
0
・
三
)
並
び
に
『
「
知
の
東
西
融
合
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

書
』
(
異
文
化
理
解
の
検
証
と
普
及
一
森
鴎
外
生
誕
一
五

O
周
年
記
念
一
森
鴎

外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
)
(
富
山
大
学
人
文
学
部
、
二

O
一
一
了
十
一
)
で
明

ら
か
に
し
て
き
た
。

凶
「
『
椋
鳥
通
信
』
へ
の
視
角
4
|
『
椋
鳥
通
信
』
の
原
典
ベ
ル
リ
ナ
l
タ
l
ゲ

プ
ラ
ッ
ト
と
発
禁
問
題
|
」
(
『
富
大
比
較
文
学
』
三
集
、
二

O
一
一
・
十
二
)

瓦
「
『
椋
鳥
通
信
』
に
お
け
る
鴎
外
の
引
用
戦
中
略
「
市
民
的
公
共
圏
」
を
求
め

て
|
」
(
鴎
外
生
誕
一
五

O
年
記
念
号
『
鴎
外
』
九
十
一
号
、
二

O
一
一
了
八
)

六
注
五
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
椋
鳥
通
信
』
に
は
、
鴎
外
の
同
時
代
の
日
本
の
検

聞
や
政
治
の
現
状
に
対
す
る
批
判
的
見
解
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

七
「
『
椋
鳥
通
信
』
へ
の
視
角
3
|
『
椋
鳥
通
信
』
の
原
典
ベ
ル
リ
ナ
l
タ
l
ゲ

プ
ラ
ッ
ト
に
つ
い
て
|
」
(
『
富
大
比
較
文
学
』
三
集
、
二

O
一
0
・
十
二
)

八
一
九
一

O
年
十
二
月
、
大
逆
事
件
の
公
判
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
一
月
、
幸
徳
秋
水

ら
大
逆
事
件
被
告
二
十
四
名
に
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
、
十
二
名
は
無
期
懲
役
の

減
刑
に
な
っ
た
も
の
の
、
翌
日
に
は
幸
徳
ら
十
二
名
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
。

九
注
五
に
同
じ
。

一O

注
五
に
閉
じ
。

二
発
禁
の
嵐
の
中
「
フ
ア
ス
チ
ェ
ス
」
か
ら
「
沈
黙
の
塔
」
、
「
食
堂
」
が
次
々
に

発
表
さ
れ
て
お
り
、
言
論
弾
圧
に
抗
す
る
三
作
品
を
鴎
外
が
意
識
的
に
執
筆
し

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
三
作
品
が
い
ず
れ
も
永
井
荷
風
が
編

集
・
発
行
人
で
あ
る
『
三
田
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
資
料
③
に
示
し
た

よ
う
に
荷
風
は
風
俗
壊
乱
に
よ
り
発
禁
処
分
を
受
け
て
い
る
が
、
「
危
険
な
る

洋
書
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も
二
度
に
わ
た
り
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
批
判
の
的
に

な
っ
て
い
る
。
言
論
弾
圧
に
抗
す
る
三
作
品
を
『
三
田
文
学
』
に
発
表
し
た
の

も
鴎
外
の
抗
議
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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1910年2月四12月『徳島通信』の鎗調書(奥行線止を含む}に闘わる毘事

注)頁・行は岩波版『鴎外全集』第27巻による。

なお、空欄lまBerlinerTageblattの該当記事がないことを示す。

Berliner 
BerJiner Tageblatt 

年月 頁 行 本文 Tageblatt 

E盆
見出し

ロシアの大学教授T国nderは陥Iωn小伝を出板したところが、治安に妨害
1月7日夕刊、3

141 4 ありといふので逮捕せられた。尤裁判の末無罪にはなったが、書物は禁ぜ Der angeklag旬Milωn

られた。
頁

6 維也納で既に十九回奥行になったRodaRoda，Karl Roesslerの合作Der1月18日朝刊、 Nach neunzehn Auffu 
145 

Feldherrnhuegel(婚創)が突然禁止せられた 2 3頁 hrungen verboten 

150 
8 1I自林で奥行を禁じたMaud田Maeterlinckの新作M町岨Magdalenaをラ 1月21日夕1問、

Das freisinnige Leipzig 
イプチヒの8tadtthea旬rでは三月十二日に興行するl 2頁

露国ではLeonidAndrejewのAnathemaを銃じた市と禁ぜない市とがあ 1月24日朝刊、
152 16 って、彼得隻では二十五回、莫斯科では六十回演ぜられたが、とうとう全国 Der verbotene Andrejew 

1910年2月 で禁ぜられてしまった。神を涜し俗を乱るといふ理由である。
2頁

18 伯林でMaeterlinckのMariaMagdalenaの奥行を策じたに就いて、教務 1月14日夕刊、 Der verbotene 
154 

大臣へ交渉を鼠みたが不調である。 3頁 Maeterlinck 

ミュンヘンのLangenで出板した労働新聞記者MaxWinterの小説Der

159 2 IFall Hofrich旬rは襖太利の海入書状の疑獄を書いたものである。題名の 1月27日朝刊、
Der Hofrichter=Roman 

士宮の為めに莞を曹がうとしたものである。ヰインでは一月二十四日朝其 2、3頁

書が到着したのを午前のうちに禁止した。

ヰインでは政府がFeldherrnhuegelの奥行を中止せしむるに暖昧手段を
1月27日夕刊、

160 
4 I取以上ったlのとい禁ふ止のも弓で|H舎eにrm出aたnn Bahrが公開演説をした。Bjoernsonの「人力

Das Hinterturl 
1-3頁

166 
12 維也納で祭じ、{自林でも維也納への遠慮で禁じたFeldherrnhuegelをライ 2月8日夕刊、2

Das freisinnige 8achsen 
プチヒでは認可した。 頁

169 3 1
8

会

t

社
rauがs出sの来サでロ.メ草は笛こーれ康ま行でに倫す敦るでと猿止ぜがら盟れ盲『てせゐらたれが全、今度新しいオペラ

2月11日朝刊、
"8alome"血 London 

第38朝刊、
171 2 1:世rのag物の宴警へ視に庁なはっOてt加ゐCる田ぬhe配 hkaの様体画(チヨオク)の展覧を禁じて、

2重
Daspr白dePrag 

プロイセンで禁じたMae飴rlinckのM町悶 Magdalenaがライブチヒで奥行 2月21日夕刊、 Theaterchronik: (5. Abs.) 
173 12せられることになってゐたが、又ハンブルクでも興行せられることになっ 3頁 Maeterlincks 

t=. 
猿襲な歌に就いての歌うたひの意見。猿事Eな歌を止めることは、趣味のあ

る聴衆は同意であらう。出来ることなら、散に歴史的の深みを持たせたい。

1910年3月
Yvette Guilberι道徳論者は馬鹿である。穿ちがなくなったら、客はまるで

はいるまい。LouおeBalthy.今の露骨な色気を止めて、十八世紀頃のやう
2月22日朝刊、 Var泌総sternegegen die 

174 6 なおとなしい色気にしたい。Mile.Lanthenay.今の猿量産は聴衆だって胸を
3頁 Zote 

悪がってゐるだらう。真面目な家族に聞せられる歌にしたい。政府が禁止を

してゐる聞は、その禁止せられる敬が聞きたいといふ情があったが、今は

禁止が解かれたので、人民が自覚して狼護なものは聞きたがらなくなる時

代である。AnnaTliibaud 

177 
18 一幕物DieMorgenroethelまVik旬r防 kの作であるが、伯林で興行を覇権 2月28日夕刊、

Ein verbotener Einakter 
ぜられた 3頁

理馬法相Zahleの演劇取締法案が通過すると、大進歩である。検問官の Aufhebung der 

179 2 廃止。奥行願の廃止。脚本を審査委員会に出して、承認せられた上は、警 3月2日朝刊、2
Theaterzensur in Da 

察はこれに容撮することが出来ない。委員は三名で肉ー名は法学者、一名 頁
nemark 

は文学者といふ規定である。

1910年4月 なし

210 17 
ReJiquieといふOtω Frlerの矯劇が伯林で奥行禁止になった。殆ど問時に 4月16日朝刊、

Vom Hebbel=theater 
Eduard BuchnerのWemgehoert Helne?も禁止になった。 3頁

伯林の分裂派(8e盟国ion)展覧会は四月十六日正午に開かれて、 Max

Liebermannが開会の演説をした。その中に8alondes Independants 
4月16日夕刊、

1910年5月 211 6 I(P町田)でやるやうな無鑑査展覧会を伯林で開くことは不可能だといふ理 Er凸ffnungder 8e田ssion

由の説明なんぞがあった。こん度の会の呼物lまManetのMaxim出an帝
2，3頁

が銃殺せられる図である。

221 7 1伯箪林させ大な展が覧ら会撤は回Sをan勧d告orしJたur。aそyのれ彫を不製D当eとrすkeるu謹sc論heがJあosるep。hを鑑査に及
4月27日朝刊、

Komm阻sione/a Jury 
~ 

q
J
 

n叫
d



先頃自殺した女小説家IrmaGoeringerの作
5月14日夕刊、

247 4 Ischlingpflanzen(Muenchen. Pieper und Co.)は男色の記事があるの Kleine Mitteilungen 

で、ミュンヘンで発売繁止になった。
11頁

254 
5 脚本Dieletzten sechs Wochenはベルリンで奥行禁止になった。作者は 5月25日朝刊、 Zensurverbot eines Milita 

Leo Jungmannである。 15頁 rschauspieJs 

255 
2 ベルリンLadyschnikow発行のD.S. Mereschkowski作の脚本rPaul帝 5月25日夕刊、 Das staatsgefahrliche 

の死』はベルリンで奥行禁止になった。 3頁 Pauschen 

1910年日月 ロオマ時代のPe仕oniusArbi旬rの小説をHeinseが訳して、一七七二年

258 1 に出版したものがある。それに入れてある六枚の図が猿裏だといふので、ミ 5月31日夕刊、
Der Roman des Petronius 

主ユあンらヘっンとでL発売策止になった。それを聯邦の法廷に抗訴して、禁止を解い 5頁(※)

258 
15 紐育のPos旬rPrinters Associationは絵看板を椿へる組合であるが、此 6月1日夕刊、

Das moralische 
頃tricot(薄肌着)を着た女の函は一切印刷しないといふことにした。 2、3頁

テアトル・フランセエ朗読会は評議役六人、俳優男ニ人、女一人の組織で、
6月5日朝刊 Das Lesekomittee der 

261 3 作者が自分に読んで聞かせるのであった。それが一九0一年十月に

Leygues大臣の命令で停止せられてゐた。こん度再興になる。
{※)2頁 Comedie 

274 
14 ベルリンでNacktkulturといふことを唱へて、裸体になる会があったのが 6月25日朝刊、 Aufbebung einer" 

禁ぜられた。 3頁(※) Nacktloge" 

ヰインでSchwerdiner作のPriessnitz記念像が排斥せられた。それは裸
6月27日夕刊、

277 11 体のNympheを作ったからである。その外男子の裸体の騎馬像を
11頁

Die prUden Wiener 

Muellnerの作ったのも排斥せられた。

波蘭のFabianskiがかいてミュンへンの硝子宮に出品したAusdenReich 

des Zarenといふ画は、一九O五年にKiewで猶太教徒を殺した事をかい 6月29日朝刊、 Die politische Jury in der 
278 10たものであったが、ロシア帝を辱めたものとして其筋に取除きを命ぜられ1910年7月 3貰 Munchener Au田 tellung

た。但当時の虐殺は帯の命令ではなくて、どちらかと云へば、紹勅に附会し

たものであるから、帝を辱めるわけはないと鎗ずるものがある。

ミュンへンの硝子宮に出してあった波蘭人Fabijanskiの作、『ツアアルの

回より』と題した画は、ロシ動ア派公)を使司の精求によって取り卸された。それは所

282 
5 鰐Pogrom臼tの一派(反 を中傷してゐるといふのである。此政派は

「圏内平和の快復に努力せよjといふ意味の詔勅(一九O五年十月十七

日)の出るのを待って、 Kiewで猶太人を虐殺したのである。画は其光景を

かいたのである。

303 
6 ミュンヘンの宮廷劇織ではFrankWedekindの側線舞(Totentanz)を興

行しようとして禁止せられた。

Transvaalにゐる印度人Gandhiが英国に往反する船中で書いたlndian

Home Ruleは面白い書である。古来の東洋の文化は神の集で、今の西洋

311 
の文化は悪(br魔uの旬業foでrcあe)るで。、此悪魔の手を脱するにはこつの方法がある。

11 ーは暴力 、これを用ゐるのは不利である。ーは霊力(soul

force)で、自分はこれを用ゐることを印度人一般に勧める。霊力を用ゐる

1910年8月 方法は、受自動的抗抵にあると云ふのである。英人は此書を印度へ輸入する

ことを禁じた。

一旦許した脚本の奥行を禁じた最近の例は、ライブチヒでLeoJungmann 

323 
6 のDieLetzten Wochen、又ブラウンシユワイヒでLipschitz.Davis合作の

Gretchen等である。風俗を穣乱した実跡を包めたと見えるなどと冷かすも

のがある。

326 18 
von Schoenebeck夫人の夫A.O.Weberの著書DasBuch mit dem 

Feigenblattは卑猿だといふので告発せられた

伯林で会員組織で興行してゐるFreieVolksbuehneは警視斤の検閲を受

332 14 けない事になってゐたが、こん度受ける事になった。あの劇場は「労働者

運動の地盤に立ってゐるJ云云の引札を配ったものがあったからの事らし

い。

333 
3 ベルリンのNeuefreie VolksbuehneもFreieVolksbuehne同様に取り

締られる。

1910年9月 Ohne Feigenblattと題したA.O_Weberの書が狼裏だといふので訴へら

333 11 れたが、寵刺だといふので無罪になって、費量売禁止を解かれた。本人の様

iiの主な理由は濁逸に綿入せられてゐる仏人なんぞの著述よりはおとな

しいと云ふのであった。

ミラノの青年書家が五人自ら未来派(Futur泊旬s)と称して宣言書を出した。

334 16 中にこんな事がある。『裸体が面白いといふので、雄も彼も自分の妾の写

生をし出すので、堕豚の図ばかりになる。今後+年聞は裸体は一切禁じた

い。 j
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法皇がvonCurtius教授(瑞西)に与えた書織が公にせられた。これまでよ

353 10 り一歩進めて、現代主義(モデルニスムス)に対する防温を文学方面に績張

して、小説や僻論を取締るといふのである。
1910年10月

イ11リアであまり風俗犠乱の為めの発売禁止がはげしいのでGiovane
361 4 IItalia新聞がBibelの中のをかしいところを列記して、これはどうだと云った。

そして告発せられた。妙な裁判になるだらうと、世間がおもしろがってゐる。

1910年11月 なし

382 171r危険なる年齢』と題するK町 inMichaelisの小説は四十から五十までの

、たもので‘物援が起ってゐる

ロシアの議会へ富論に関する質問を出すと去ふので、労働者党が材料を 11月5日朝刊、 Die Presfreiheit vor der 
389 3 1:集唱なめてあ曽品る7。Dum.a，第，一回の開設以来言論の自由を妨げた政府の処置を 3面 Reichsduma 

ベルリン警察が奥行量産止権を自由劇場iに適用した件で、大会織があった。

決議の末文は左の通りである。DieVersammlung四tder

Ueber田 ugung，dass das Geistesleben der Nation keiner 

polizeilichen Oberaufsicht bedarf und sich. nur in voller Freiheit 
11月15日朝 Freie Volksbuhne und 

394 1 Isegensreich entwickeln kann. Sie fordert daher nicht nur出e

Wiederherstellung der目 Zensurfreiheitder Freien Volksbuehne， 
刊、3面 Zensur 

sondern die Beseitigung der veralteten Theater田 nsur

ueberhaupt.此会緩でAlfredKerrはベルリン大学でHauptmann，

Liebermann二人に名誉学士を贈らなかったのを冷評した。

1910年12月 瑞典人W曲 elmHarωverdがシベリアで作った歌曲の奥行権をAnωn
11月22日夕

403 5 IEichenwaldが買って、伯林に持て来て奥行しようとして、-![禁止せられ
刊、 1、2面

Sibirien und Berlin 

たが、後には許された。

405 11 I Koenigsbergの市劇場でWedekindr春の目さめ」を禁じた。
11月23日夕 "Fruhlings Erwachen" 

刊、2面 verboten 

407 16既にロンドンやMonωCarloで奥行したBrieuxの「信仰J(挨及の史創)を 11月28日夕 Zensur in Theatre Franc 

テアトル・フランセエの検閲で拒絶した。 干IJ、3面 aIS 

KoenigsbergでWedekindの「春の目さめJを禁じたのを不当として、同地
11月30日朝 E血 akademischerProtest 

408 9 大学々生が大会を催すに就いて、芸術史家たる教授Haendckeは調査
干IJ、2、3面 gegen也eZensur 

I (Referat)を受持った

ロンドンでやっとSalomeの興行を許したは好いが、血の附いた預言者(ヨ

410 17 ハナンの名Iま禁ぜられた)の首を出しては行かぬとのことで、虚な皿になっ

た。

411 4 IOkeanと題するAndrejewの新脚本はロシア全国で興行することを禁ぜら

|れ弁

「
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〔資料①)r椋鳥通慣J1909年 3月から 1910年 3月項目分類褒とその項目数

〔資料②〕 椋鳥通信の原典ペルリナーターゲブラットの骸当箇所

全集 27巻 P141L4

ロシアの大学教授百anderはMilton小伝を出板したところが、治安に妨害ありといふので逮捕

せられた。尤裁判の末無罪にはなったが、書物は禁ぜられた。

(1910年 2月 7日夕刊、 3頁) Der angeklagte Milton 
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P145L6維也納で既に十九回興行になった RodaRoda，Karl Roessler の合作 Der

Feldherrnhuegel (嬉劇)が突然禁止せられた。(1910年2月 18日朝刊、2、3頁) Nach neunzehn 

Auffuhrungen verboten 
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P150L8 

伯林で興行を禁じた MauriceMaeterlinckの新作 MariaMagdalenaをライプチヒの

Stadttheaterでは三月十二日に興行する。

(1910年2月 21日夕刊、 2頁) Das仕eisinnigeLeipzig 
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P166L12 

維也納で禁じ、伯林でも維也納への遠慮で禁じたFeldherrnhuegelをライプチヒでは認可した。

(1910年 3月 8日夕刊、 2頁)Das Freisinnige Sachsen 
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[資料③)r東京朝日新聞』明治 43年 9月 16日から 10月 4日にかけて、『危院なる洋書』と題する 14固にわ

たる遭揖キャンペーン毘事(下線箇所は『沈黙の塔』で取りよげられている作家)

明治 43年 9月 16日
マ所謂新思想、新文義の病源、 モ}パッサン

5面危険なる洋書①

明治 43年 9月 17日 マ所謂現代思想、の毒泉イプセン

5面危険なる洋書② 女を毒する者の第ーは「人形の塞」であらう，__rヘッダ・ガブラアJの女主人公

明治 43年 9月 18日 マ被壊，思想、の火元 露西亜小説「歓ゆと楽ぴ境あJ，上主主上4の小説例へば「復活J，ツルゲ子ネーフ「父と子J，

6面危険なる洋書③ ゴリキー，アンドレーフ「七刑人物語」

明治 43年 9月 19日 マ自堕落人生観の本噂 類廃詩人ベルレーヌ，ラムボー，不健全なベルレーヌの詩或はボドレール、シ

6面危険なる洋書④ モンズ

明治 43年 9月 20日

6面危険なる洋書⑤
マ姦通小説鼓吹の先達三旦二三止のマダム、ボヴリー

マ差機殺動小説と紹介者 エデキント r春機後動J， rチチ、ハハ」と云ふ小説には少女の肉鰻的教

明治 43年 9月 21日
育の事が書いてある。戯曲には先にあげた二つの外「惚れ薬J r出震前半時間J (鴎外輝『一幕物J中

にあり)その他二三あるが今「春機授動Jの梗概， rヒラルダJ，森鴎外先生は日本に於けるエデキン
6面危険なる洋書⑥

トの最却の輯介者であるが、此の鴎外先生は昨年「スノ〈ルJに青年の性慾綬達史めいたものを書いて殺

直禁止を受けさせられた而して博士の夫人は頻りと婦人生殖器に関する新作を公にされる

マ宗教道徳に反抗して悪魔気取 ニイチエ，ザラツストラ， r無花果」の著者、今の新社会劇の作者中

村春雨も近頃大分ニイチエを振廻す様になった、其「牧師の家Jの根本思想、はニイチエで其他の大部分

明治 43年 9月 22日 はイプセンだ「牧師の家Jといふ名からしてイブセンの「人形の家」を虞似たらしくて厭だが船長が夫

6面危険なる洋書⑦ 人を脅喝する辺もイブセンの「海の夫人Jに似て居るし、更に子供が塔から堕ちて死ぬ慮なども

IBUSENNlHAあるのだ。此人遠の見営で進めば日本の祖先崇拝など悠見なるか考へでも恐ろしいではな

いか。正宗白鳥、と旦ニ』チェーホフ

明治 43年 9月 23日
マ情けない模倣生活の文士 オスカワイルド

6面危険なる洋書③

明治 43年 9月 24日 マ「春Jと「田舎教師」の種本 メレヂコスキー， r神々の死J， rピータ一大帝J，メレヂコスキー

6面危険なる洋書⑨ の「先駆者j

明治 43年 9月 27日
マ優柔不断堕落殺人の奨励~y.と芝生の『死の勝利~， r人目樺らぬ快楽に耽った」

6面危険なる洋書⑮

明治 43年 9月 28日

6面危険なる洋書⑪
マ徴兵忌避の煽動 アンドレーフ， r赤き笑J (二葉亭謬血笑記) r信仰J， r深淵J，所謂「赤き笑」

ゾラの「ナ ).J， rルーゴ、ンマッカール小説叢書J， r居酒屋J， rら土・てるJ， さて日本でゾラの崇拝

明治43年 9月 29日 者は「魔風恋、風J rコブシJ等の著者 派肉情文撃の大家小杉天外氏であるが彼が作中遺侍などを説く

6面危険なる洋書⑫ 慮などはゾラは系統だ、猶亦近時悌鵬西風を吹かす永井荷風一名新為永先生も最初はゾラから偽蘭西の

腐敗文撃に没頭し始めたのだがそれは改めて説く

l明治 43年 10月 1S マ忠孝を冷笑する永井荷風 非愛国的傾向，ゾラ、モーパッサン、ロヂ、マルセル、プレヴオ、バサeン、

5面危険なる洋書⑬ フランス、ボドレール

|明治 43年 10月 4S マ幸徳一派の愛読書，クロポトキン「ー革命者の侍記j

6面危険なる洋書
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H
編
集
後
記
H

「
富
大
比
較
文
学
」
第
六
集
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
編
集
委
員

会
で
は
在
校
生
の
田
中
裕
理
さ
ん
、
二

O
二
一
年
度
卒
業
生
の
吉
田
明
日
香
さ

ん
、
宮
田
愛
美
さ
ん
、
そ
れ
に
二

O
一
一
年
度
卒
業
生
の
南
菜
緒
さ
ん
、
吉
田

遥
さ
ん
、
二

O
一
一
年
度
修
了
生
の
山
本
恵
美
さ
ん
の
論
文
を
引
き
続
き
掲
載

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
寄
稿
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す。
お
か
げ
様
で
劇
団
比
較
文
学
の
方
も
第
九
回
の
上
演
と
な
り
、
今
年
は
鴎
外

の
「
仮
面
」
を
街
中
に
あ
る
フ
オ
ル
ツ
ア
総
曲
輪
の
ラ
イ
ブ
ホ

l
ル
で
上
演
し

ま
し
た
。
こ
の
上
演
は
、
「
学
生
が
企
画
し
た
魅
力
的
・
独
創
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
百
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
学
生
達
が
一
丸
と
な
っ
て
鴎
外
の
演
劇
空
間
を
再

現
し
ま
し
た
。
多
く
の
卒
業
生
も
観
劇
に
駈
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
演
劇
の
上
演
が
卒
業
生
と
在
校
生
を
結
び
つ
け
る
大
き
な
粋
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

「
富
大
比
較
文
学
」
第
六
集
が
研
究
面
で
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、
深
め
る
一

助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
今
後
の
発
展
に
向
け
て
、
さ
ら
に
精

進
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
批
評
を
ぜ
ひ
富
大
比
較
文
学
会

に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
れ
ば
幸
い
で
す
。

(
金
子

幸
代
)

富
山
大
学
比
較
文
学
会
会
則

第
一
条
こ
の
会
は
富
山
大
学
比
較
文
学
会
と
称
し
、
事
務
所
を
富
山
大
学
人
文

学
部
比
較
文
学
・
比
較
文
化
研
究
室
(
富
山
県
富
山
市
五
福
三
一
九

O
)

に
置
く
。

第
二
条
こ
の
会
は
会
員
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
比
較
文
学
・
比
較
文
化
研
究
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
こ
の
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

1

研
究
発
表
会
、
公
開
講
演
会
な
ど
の
開
催
。

2

機
関
誌
、
会
報
な
ど
の
刊
行

3

そ
の
他
、
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事

百
只
。

T
A
 

第
四
条
こ
の
会
の
設
立
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
富
山
大
学
比
較
文
学
・
比
較
文
化

の
教
員
お
よ
び
在
学
生
、
院
生
、
卒
業
生
、
修
了
生
を
も
っ
て
会
員
と

す
る
。
こ
の
他
、
こ
の
会
の
設
立
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
も
の
を
も
っ
て

会
員
と
す
る
。

第
五
条
前
条
の
会
員
は
一
般
会
員
お
よ
び
維
持
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
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発
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発
行
人
富
山
大
学
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学
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代
表
金
子
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代

富
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大
学
人
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学
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較
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学
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山
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一
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O
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四
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五
|
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(
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究
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発
行
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直
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